
佐々 木

（仮称）都南東部体育館建設（建築主体）工事

図面番号 区　 分 図　 面　 名　 称 縮　 尺 図面番号 区　 分 図　 面　 名　 称 縮　 尺 図面番号 図　 面　 名　 称区　 分 縮　 尺

図　 面　 リ　 ス　 ト

Ｄ－０１ 意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

Ｄ－０２

Ｄ－０３

Ｄ－０４

Ｄ－０５

Ｄ－０６

Ｄ－０７

Ｄ－０８

Ｄ－０９

Ｄ－１０

Ｄ－１１

図面リスト

特記仕様書　 １

特記仕様書　 ２

特記仕様書　 ３

特記仕様書　 ４

特記仕様書　 ５

案内図・ 配置図

敷地求積図

1： 200

建物面積表・ 法規チェック

仕上表

１階平面図

1： 200

Ｄ－１２ 意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

キャット ウォーク平面図

Ｄ－１３

Ｄ－１４

Ｄ－１５

Ｄ－１６

Ｄ－１７

Ｄ－１８

Ｄ－１９

Ｄ－２０

Ｄ－２１

屋根伏図

南・ 東立面図

北・ 西立面図

1： 100

1： 100

1： 100

断面図

１階天井伏図

キャット ウォーク天井伏図

矩計図　 １

矩計図　 ２

1： 100

1： 100

1： 100

1： 100

1： 40

１階平面詳細図　 １

１階平面詳細図　 ２

キャット ウォーク平面詳細図

1： 40

1： 50

1： 50意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

Ｄ－２２

Ｄ－２３

Ｄ－２４

Ｄ－２５

展開図　 １

展開図　 ２

展開図　 ３

展開図　 ４（ アリーナ）

展開図　 ５（ アリーナ）

展開図　 ６（ アリーナ）

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

1： 50

Ｄ－２６

Ｄ－２７

Ｄ－２８

Ｄ－２９

Ｄ－３０

Ｄ－３１

Ｄ－３２

意　 匠

意　 匠

意　 匠

展開図　 ７（ アリーナ）

防球ネット 展開図　 1

防球ネット 展開図　 ２

1： 50

1： 50

1： 50

Ｄ－３３ 意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

防球ネット 展開図　 ３

キャット ウォーク建具キープラン

1： 100Ｄ－３４

Ｄ－３５

Ｄ－３６

Ｄ－３７

Ｄ－３８

Ｄ－３９

1： 50

1： 50

1： 50

建具表　 １

建具表　 ２

建具表　 ３

１階建具キープラン

家具キープラン

1： 100

1： 100

1： 50

意　 匠Ｄ－４０ 家具表　 １ 1： 30

Ｄ－４１ 意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

Ｄ－４２

Ｄ－４３

Ｄ－４４

Ｄ－４５

Ｄ－４６

Ｄ－４８

サイン図

玄関ポーチ庇詳細図

雑詳細図　 １

雑詳細図　 ２

1： 10、 1： 30

1： 2、 1： 5、 1： 10
1： 20、 1： 30

1： 20、 1： 30

雑詳細図　 ３

地中梁廻り断熱材範囲図

1： 100

コート 基礎平面図　

1： 10、 1： 100

意　 匠Ｄ－４７ コート ライン平面図 1： 100

意　 匠Ｄ－４９

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

Ｄ－５０

Ｄ－５１

Ｄ－５２

Ｄ－５３

Ｄ－５４

Ｄ－５５

種目別コート ライン平面図

バスケット ゴール詳細図　 1

バスケット ゴール詳細図　 ２

バスケット ゴール詳細図　 ３

1： 100

1： 30

1： 30

バスケット ゴール詳細図　 ４

1： 20、 1： 30

1： 20、 1： 30
1： 50

ボルダリング・ 姿見鏡詳細図
1： 3、 1： 20
1： 30
1： 7. 5、 1： 30
1： 50意　 匠Ｄ－５６ 収納台車詳細図

1： 10、 1： 100

1： 100、 1： 200

意　 匠Ｄ－５７ ステージ装置図

意　 匠Ｄ－５８ 平均地盤面算定図

意　 匠 日影図Ｄ－５９

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

意　 匠

Ｄ－６０

Ｄ－６１

Ｄ－６２

Ｄ－６３

Ｄ－６４

Ｄ－６５

1： 100

外構配置図

外構詳細図　 №1

外構詳細図　 №2

1： 30

1： 30

1： 30

1： 200

1： 20、 1： 30

1： 100

1： 200

バレーボール、 テニス、 バト ミ ント ン支柱他備品図

水路縦断図・ 花壇姿図 1： 100

意　 匠Ｄ－６６

外構詳細図　 №3

外構詳細図　 №4

鉄骨標準図　 №３構　 造

構　 造

構　 造

構　 造

構　 造

構　 造

構　 造

構　 造

構　 造

構　 造

構　 造

構　 造

構　 造

構　 造

Ｓ－１３

Ｓ－１４

Ｓ－１５

Ｓ－１６

Ｓ－１７

Ｓ－１８

Ｓ－１９

Ｓ－２０

Ｓ－２１

Ｓ－２２

Ｓ－２３

Ｓ－２４

Ｓ－２５

Ｓ－２６

アイルーフ７５耐火構造設計・ 施工標準

コラム配置図

基礎伏図

1： 100

床伏図

1： 100

基礎断面表

礎柱断面表

1： 50

1： 50

基礎梁、 床スラブ断面表

1： 100

ＰＲ・ ＣＦ 伏図 1： 100

Ｔ Ｆ 伏図 1： 100

ＲＦ 伏図

防球ネット 取付用受け材配置図

構　 造

構　 造 軸組図（ ２）

軸組図（ ３）

Ｓ－２７

Ｓ－２８

Ｓ－２９

Ｓ－３０

Ｓ－３１

Ｓ－３２

1： 100

1： 150

1： 150

構　 造

構　 造

構　 造

構　 造

構　 造

構　 造

構　 造

Ｓ－３３

Ｓ－３４

Ｓ－３５

軸組図（ １）

1： 150

1： 150壁受け材配置図（ １）

壁受け材配置図（ ２）

1： 50

鉄骨部材リスト 1： 20

鉄骨柱脚等詳細図 1： 20

鉄骨詳細図 1： 20

1： 20鉄骨架構詳細図（ １）

構　 造Ｓ－３６

構　 造

構　 造

構　 造

構　 造

Ｓ－３７

Ｓ－３８

Ｓ－３９

Ｓ－４０

構　 造Ｓ－４１

構　 造

構　 造

Ｓ－４２

Ｓ－４３

鉄骨架構詳細図（ ２）

立体ト ラス工事特記仕様書

1： 200

1： 200ト ラス部材配置図・ 部材リスト

1： 100

1： 100ト ラスアンカープラン・ 支承詳細図

1： 150

1： 150二次部材伏図・ 立面図

1： 20

二次部材　 Ｃ通り断面図

二次部材　 ４通り断面図

1： 30

1： 30

立体ト ラス伏図・ 軸組図

構　 造Ｓ－１２ 鉄骨標準図　 №２

構　 造

構　 造

構　 造

Ｓ－０９

Ｓ－１０

Ｓ－１１

配筋標準図　 №５

梁貫通孔補強材仕様書

鉄骨標準図　 №１

構　 造Ｓ－０８ 配筋標準図　 №４

Ｓ－０１ 構　 造

構　 造Ｓ－０２

構造設計標準仕様（ １）

構　 造Ｓ－０３

構　 造

構　 造

構　 造

構　 造

Ｓ－０４

Ｓ－０５

Ｓ－０６

Ｓ－０７

土質柱状図

ソイルセメント コラム地業特記仕様書

構造設計標準仕様（ ２）

配筋標準図　 №２

配筋標準図　 №３

配筋標準図　 №１

意　 匠Ｄ－６７

意　 匠

意　 匠

Ｄ－６８

Ｄ－６９

意　 匠Ｄ－７０

意　 匠Ｄ－７１

仮設計画図（ 1)

仮設計画図（ 2)

地盤断面位置図

地盤断面図　 １

地盤断面図　 ２

植栽配置図

1： 100

1： 200

1： 100

1： 100

1： 200

1： 200

1： 30

ベースパック柱脚工法標準図（ 1）

ベースパック柱脚工法標準図（ 2）

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人

R6 2

図面リ スト

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ０ １

有限
会社 佐々木章設計事務所



佐々 木

基礎 耐圧スラブ 土圧壁

基礎 基礎梁 礎柱 スラブ 壁
土間コン

布立上り壁
機械基礎、外構花壇

備品の種類
数　　　量

１
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
項

工事名 　　　　　　　　　　　　　特記仕様書

Ⅰ．工　事　概　要

１．工事場所

２．敷地面積

３．工事規模

４．工事範囲

５．その他

６　別 途 工 事

１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。
２．特記仕様

２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを適
用する。・印と※印のついた場合は、共に適用する。

３）特記事項に記載の（　）、＜　＞及び［　］内の表示番号は、それぞれ「標準仕様書」、
「改修標準仕様書」及び「解体共通仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

１
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
項

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目章

Ⅱ　　建　築　工　事　仕　様

１．共通仕様
図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

仕様書」という。）による。　

「改修標準仕様書」という。）「公共建築木造工事標準仕様書（最新版）」（以下「木造

標準仕様書」という。）及び「建築物解体工事共通仕様書 (最新版）」(以下「解体共通

「公共建築工事標準仕様書(最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）による。ただし、
標準仕様書に記載されていない事項は、「公共建築改修工事標準仕様書（最新版）（以下

１．一般事項
指示に従うこと。

・　施工体系図を現場に掲示すること。
・　工事着手前及び完成時に、以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の

・　工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合は、監督員に報告の上、

督員に提出すること。
状況（地盤、擁壁、内外壁、床、建具等）を調査・記録し、報告書を監

調査範囲　　※　図示

３．実施工程表 週間、月間、工種別工程表等の作成、提出は監督員の指示による。 (1.2.1)

２．適用基準等
・　工事写真撮影ガイドブック＜建築工事編及び解体工事編＞　（最新版）
・　建築工事監理指針　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

・　建築工事標準詳細図　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最新版）

（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修）

処理等
発生材の処理

・引渡しを要するもの（
・特別管理産業廃棄物（

受入れ施設名・所在地(km)
・再生資源化を図るもの
種　　類

）
）

受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考

・  建設汚泥
・　建設発生木材

・　アスファルト
コンクリート塊

・　セメント
コンクリート塊

・現場において再利用を図るもの（
・その他の廃棄物（安定型)(

受入れ施設名・所在地(km)
・その他の廃棄物（管理型)(

受入れ施設名・所在地(km)

）
）

）

上記の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定する

(1.3.11)４．発生材の

また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること。
ものではない。なお、上記によらない場合は、監督員と協議すること。

・　適用する ※　適用しない
(1.3.3)

技術者
５．電気保安

材料の品質等 (1.4.2)

）

(1.4.1)環境への配慮
　　※標準仕様書1.4.1による。

　　本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能を有するもの

特定のものが特記された場合は、設計図書に規定するもの又は、これら

とし、その材料にJIS又はJASのマークの表示のある場合を除いて監督員の
承諾を受ける。

と同等のものとする。ただし、同等のものとする場合は、監督員の承諾を
受ける。

６．建築材料等

※　ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の測定

度の測定
の化学物質濃

(1.5.9)
　測定対象物質 ※ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ　　　・ﾄﾙｴﾝ　　　・ｷｼﾚﾝ

・ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ　　　 ・ｽﾁﾚﾝ　　　・ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛﾍﾞﾝｾﾞﾝ
　　測定は，「官庁営繕部における平成15年度からのﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等の室内空
　気中の化学物質の抑制に関する措置について」（平成15年４月１日付け）
　国営建第１号・国営設第１号）により行い、厚生労働省の指針値以下であ

７．室内の空気中

　ることを確認し、報告すること。

・　次の室について測定する。
測定箇所

・　上記によらない場合は監督員の指示による。
　　この場合、受注者は協議簿を作成し、監督員から指示を受けること。

　測定結果等報告書の提出
　　次の事項を記載した報告書を２部提出する。

　　ａ測定結果

　　　日射進入状況、測定年月日・時間、窓の開閉状況、機械換気量、工事
　　ｂ試料採取時の状況（気温・湿度（室外・室内）、天候，風の状況、

　　　完成時から測定日までの日数）
　　ｃ試料採取方法、測定方法、使用した測定機器

　測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合、引渡は受けない。

    工法  法は、当該製品の指定工法とする。
 「標準仕様書」及び「改修標準仕様書」に記載されていない特別な材料の工

 ※　図　示 ・　現状平均地盤高

仮設工事 ・とび（とび作業）

 ・　下表で技能士を適用することとした職種に、１級又は単一級技能士を配

・型枠施工（型枠工事作業）
・鉄筋施工（鉄筋組立作業）

・該当する作業がある以下の職種（作業）の全て
 技能検定職種（技能検定作業）

コンクリート工事
鉄筋工事

以下の該当工事
　工　事　種　目

 ※　下表で技能士を適用することとした職種に、１級、２級又は単一級技能
    置する。

(1.5.2)

   士を配置する。

・建築大工（大工工事作業）木工事
・タイル張り（タイル張り作業）タイル工事

石工事 ・石材施工（石張り作業）

防水工事

            ・合成ゴム系シート防水工事作業

・防水施工（・アスファルト防水工事作業
            ・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業
            ・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

            ・塩化ビニル系シート防水工事作業

            ・シーリング防水工事作業
            ・セメント系防水工事作業

            ・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水工事作業
            ・ＦＲＰ防水工事作業           ）

・ＡＬＣパネル施工（ＡＬＣパネル工事作業）
・ブロック建築（コンクリートブロック工事作業）

鉄骨工事 ・とび（とび作業）
・鉄工（構造物鉄工作業）

コンクリートブロック・ALCパネル

・押出成形セメント板工事

・建築板金（内外装板金作業）
屋根及びとい工事

・かわらぶき（かわらぶき作業）

                ・ボード仕上工事作業          ）

植栽工事 ・造園（造園工事作業）

排水工事
・表装（壁装作業）
・配管（建築配管作業）
・路面表示施工（・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業
                ・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ作業     ）

舗装工事

・内装仕上施工（鋼製下地工事作業）金属工事
・建築板金（内外装板金作業）

左官工事
建具工事

ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事

塗装工事
内装工事

・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）

・カーテンウォール施工（金属製ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ工事作業）

・ガラス施工（ガラス工事作業）
・自動ドア施工（自動ドア施工作業）

・塗装（建築塗装作業）
・内装仕上施工（・プラスチック系床仕上工事作業

・左官（左官作業）

・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）
・ガラス施工（ガラス工事作業）

                ・カーペット系床仕上作業

・バルコニー施工（金属バルコニー工事作業）

・木質系床仕上げ工事作業

（契　約　後）
・工事工程表　　・現場代理人，主任技術者等届

・火災保険加入契約書（写）　　・請負代金内訳書
（工　事　中） ・出来高検査願　　　・施工体制台帳（写）

・工事完成届　　　　・工事完成引渡書
（完　成　後）

共通，特記仕様書等に定められている主な提出書類

（契　約　後）

（工　事　中）
・各種工事施工計画書　　　・各種工事施工図
・工事作業日報　　　・主要資材規格又は品質証明書

（引渡図書目録添付）

・完成図　　・責任施工保証書　　・各種届出書等
・官公署認可及び検査済証
・取扱説明書（設備機器説明含む）

（完　成　後）

・各種試験成績書又は報告書　・主要資材搬入検査願
・施工体制台帳（写）

８．特別な材料の

９．設計G.L.

10．技　能　士

11．提出書類

　　　施工計画書 施工図及び施工計画書の提出について (1.2.2)(1.2.3)

（ａ）施工図及び施工計画書は、工事の着手に先立ち、各工種において作成

　　し提出する。

（ｂ）施工図の記載内容及び記載水準は、建設大臣官房官庁営繕部監修「建

（ｃ）本工事に係る施工図及び施工計画書の著作者の権利は、当該建物にお
ける使用に限り発注者に移譲するものとする。

（ｄ）提出部数は、監督員の指示による。

築・設備工事施工図の描き方（最新版）」に準ずるものとする。

12．施工図及び

 施工範囲　　各工事の区分表による。
　　取合い

　・自動閉鎖装置取付けの箇所の切り込み及び補強
　・他指示するところ

　・図示した貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強
　・図示した壁、天井の仕上材、下地材の切り込み及び下地材の補強

 施 工 図    設備機器の位置，取り合い等が検討できる施工図を提出して

 住宅瑕疵担保履行法に基づく保険の加入又は保証金の供託の義務付け
　　責任 　・あり（新築住宅の場合）　　・なし（新築住宅以外の場合）

13．設備工事との

14．住宅瑕疵担保

 ・　下表で技能士を適用しないとした職種でも、技能士の配置に努めること。

２
　
　
　
仮
　
　
　
　
設
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

１.仮囲い
　　 仮囲いの位置及び延長は図示による。
 ※　設ける  ・　設けない

２.危害防止  ※　シート張り　　・　金網養生

 ※　設けない（受注者事務所に打合せ会議室を確保する）３.監督員事務所

 　　　　　監督員の承諾を受ける。

 ・　設ける　（規模　　　　㎡程度　受注者事務所と同棟　・可　・否）

数　　　量
備品の種類

備品の種類
数　　　量
備品の種類
数　　　量

机・椅子 書　棚 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ 掛時計

温度計 ｺﾞﾑ長靴 雨がっぱ 保護帽

安全帯 上履き 衣類ﾛｯｶｰ 懐中電灯

軍　手

　　組 　　ケ 　　ケ 　　ケ

　　ケ 　　組 　　組 　　ケ

　　ケ 　　組 　　ケ 　　ケ

　　組

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

 ※　指定しない　　・　指定する（図示）

４.工事用水

５.工事用電力

６.工事用通路

７．足場等

(2.2.4)(2.2.4)

　 足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労
 働省平成21年4月策定）」によるものとし、設置については「手すり先行工
 法による足場の組立て等に関する基準」及び「働きやすい安心感のある足場
 に関する基準」によること。

８．その他の仮設

　　盛土の種別
１．埋戻し及び３

　
　
　
土
　
　
　
工
　
　
　
事

２．建設発生土の
 ・　構外指示の場所に搬出する。

 ・　構内指示の場所に敷きならす。
 ・　構内指示の場所にたい積する。

　　　　 受入れ施設名・所在地（km）

 種別　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種

　　　　　　 　　　　　　発生場所

(3.2.3)(表3.2.1)
 　　　　　Ｃ種の場合    建設発生土受入数量　　　　　　㎡

(3.2.5)

　　防止
４．騒音振動の 　低騒音型、低振動型建設機械指定要綱に基づき指定された建設機械を

　使用する。

３．山　留　め  ・　設置する　　　・設置しない
 ・　存置する　　　・存置しない (3.3.3)

(3.3.1)

４
　
　
地
　
　
　
業
　
　
　
工
　
　
　
事

(4.2.3)杭の載荷試験の種別１. 杭の載荷試験
・ 水平載荷試験・ 鉛直載荷試験

試験箇所及び試験位置
※ 図示試験位置
※ 図示試験本数
※ 図示載荷荷重

報告書の記載事項
監督員との協議による。

２. 地盤の
載荷試験

地盤の載荷試験の種別

試験箇所及び試験位置

(4.2.4)
※平板載荷試験

載荷荷重 ※ 図示
試験位置 ※ 図示

監督員との協議による。
報告書の記載事項

３. 既製コンクリ
　　ート杭・鋼杭
　　地業

(4.3.3)(4.4.3) 杭の種類
 ・　プレストレストコンクリート杭（JIS表示承認製品）
       ・Ａ種　　　　・Ｂ種　　　　・Ｃ種
 ・　鋼杭（JIS表示承認製品）

(4.3.3)

試験杭
記号 杭径（mm） 長さ(m)及び種別 設計支持力 セット数 備　　考

本　杭

 継　手 ※　アーク溶接継手又は建築基準法の
規定に基づき認定された無溶接継手

(4.3.6)(4.4.5)
　　　　・　

    ・鋼管ぐい　　　　　・H形鋼ぐい

 先端部形状　・閉塞平坦型　・開放型

(4.3.5)(4.4.4)
(4.3.4)

 杭の施工法
 ・　セメントミルク工法

　　（旧建築基準法第３８条の規定に基づき認定された工法）
 ・　特定埋込杭工法

(4.3.3)(4.4.3)

 杭打機の種類
 　ハンマーの種別 ※　油圧パイルハンマー ・　ドロップハンマー
 　パイルドライバー ※  三点支持式クローラークレーン
 騒音・振動の測定 ・　行う ※　行わない

 コンクリートの種別　・　Ａ種　　　　　　　・　Ｂ種 (4.5.4)(表4.5.1)４．場所打ちコン
 掘削工法　　　　　　・　アースドリル工法　※　安定液使用 (4.5.5)クリート杭

地業                      ・　リバース工法
                     ・　オールケーシング工法　
                         孔内の水張り　　　※　行う　　・　行わない

） 工　法（・　５．地盤改良

６．床下防湿層  ※　設ける 地中梁がある場合は、250㎜折り下がりとする。 (4.6.5)
 ・　設けない

   （土間コン）
    下断熱材

７．土間スラブ  ※　設ける

 ・　設けない

（図7-01-1）による。
仕様は図示により、施工範囲は建築工事標準詳細図

(4.6.2～3)８．砂利地業  ・　切込み砕石
 ・　再生切込み砕石
 ・　クラッシャラン

４
　
　
地
　
　
　
業
　
　
　
工
　
　
　
事

５
　
　
　
鉄
　
　
　
筋
　
　
　
工
　
　
　
事

１．鉄筋の種別

鉄筋コンクリート用棒鋼
規　格　名　称 径　　(㎜)

※　Ｄ１９以上
※　Ｄ１６以下

※　ＳＤ３４５

種　類　の　記　号

(5.2.1)(表5.2.1)

　※　JIS G 3551のJIS表示認証製品

　使用箇所（
　線径(㎜)　6.0　×　網目(㎜)　100

）

２．溶接金網 (5.2.2)

(5.3.4)

※　ガス圧接

施　工　箇　所径(㎜)

Ｄ１９以上
Ｄ１６以下※　重ね継手

接　合　方　法

表5.3.6の値に加える寸法(㎜)施　工　箇　所　等 (5.3.5)

 資料の｢各部配筋　参考図」による。
(5.3.7)

３．鉄筋の継手

４．耐久上不利な
    箇所の鉄筋の
    かぶり厚さ

５．各部配筋

(5.4.10) 試験方法　　※　超音波探傷試験　　　・　引張試験
　　圧接部の試験
６．圧接完了後の

   各部の配筋は図示による。図示がなければ、標準仕様書 末尾

　・駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイッチ

ストコンク
リート

(6.2.1)(表6.2.1)
   ・コンクリート用骨材の品質試験を実施する。(構造体コンクリートのみ）
      (アルカリシリカ反応試験(化学法)、密度試験、吸水率試験）

 種　別　　　※　Ⅰ類　　　　・　Ⅱ類

   ・コンクリート単位水量測定を実施する。

 普通コンクリート（JIS A 5308のJIS表示認証製品) (6.2.2)

適　　用　　箇　　所

・　１８
※　２１
・　２４
Ｆｃ　(Ｎ/mm２)

(6.2.4)(表6.2.2)

(6.2.5)(表6.2.4)
施　　工　　箇　　所種　　　別

・　Ｃ　種
※  Ｂ　種
・　Ａ　種

１．レディーミク

２．設計基準強度

３．スランプ

(6.3.1)

　適用箇所
※ 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ、高炉ｾﾒﾝﾄA種、

・ 高炉ｾﾒﾝﾄB種
・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種

　 ｼﾘｶｾﾒﾝﾄA種又はﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄA種

基礎、地中梁
基礎、地中梁

   セメントの種類

６
　
コ
　
ン
　
ク
　
リ
　ー

　
ト
　
工
　
事

    の種類
４．打放し仕上げ

　　種類
５. セメントの

６. 構造体強度
　　補正値(S)

(6.3.2)
適用地域

度を補正する。

・盛岡市（玉山地域除く）　　　　　・盛岡市玉山

岩手県生コンクリート協同組合の「気温によるコンクリートの構造体強度補
正表」を準用する。ただし、建設地の標高その他の立地条件、予想される気
象条件等により必要と認めるときは、適用期間外であってもコンクリート強

・　受注者は、監督員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事の
円滑な進捗をはかること。

・コンクリート圧送施工（コンクリート圧送工事作業）

・工事総合施工計画書

用途地域：指定なし（市街化調整区域）　　　防火地域等：指定なし

 　　・シートゲート（ H=4.5，W=7.2 ）×　2　箇所

　　処理
 ・　構外に搬出し適切に処理する。

※　ＳＤ２９５

はり　柱の主筋

 　　　（敷均し範囲：　土間下　　　厚さ：　　150　　　）
 ・　再生クラッシャラン

 基礎，基礎梁，礎柱　　　　※　１５cm　　・　１８cm
 スラブ，壁　　　　　　　　※　１８cm

　建物躯体
　外構、機械基礎、花壇

　　　測定する室名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　工事

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人

R6 2

特記仕様書　 １

盛岡市乙部4地割30-1，31、32-1

3,368.86㎡

鉄骨造平屋建て　延べ面積　1,287.43㎡

コンクリート擁壁工事

敷き鉄板t＝22mm

ソイルセメントコラム

Ｄ ０ ２

アリーナ、管理室、多目的室

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

（仮称）都南東部体育館建設（建築主体）

体育館新築1棟、外構工事：植栽、舗装、フェンス、館銘板、排水桝及び側溝

有限
会社 佐々木章設計事務所



佐々 木

・ Ｅ－１

　・　断熱材　※ Ａ種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ断熱材３種ｂＡ(スキン層付き)　

８
 
コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル

    リート

　
　
押
出
成
型
セ
メ
ン
ト
板
工
事

６
　
　
　
コ
　
　
ン
　
　
ク
　
　
リ
　
　ー

　
　
ト
　
　
工
　
　
事

７
　
　
　
　
鉄
　
　
 
　
骨
　
　
　
 
工
　
　
 
　
事

(6.8.1)

(6.8.2)６．型枠

備　　　考適用箇所

・　適用する※　適用しないＭＣＲ工法用シート

※ １２　　・　
板　　厚(mm)

デッキプレート
・　床型枠用鋼製

せき板の種類
※　合　　板

８．寒中コンク

種　　別 所要気乾単位容積質量（ｔ／ｍ3）適　用　箇　所

７．軽量コンク (6.10.1)(表6.10.1)

　　リート

　　リート

 初期養生期間　コンクリート圧縮強度が５Ｎ/mm２に達するまで行うこと。
(6.11.4)

　　リート
９．無筋コンク (6.14.1)

適　　　用　　　範　　　囲コンクリートの種類
※普通コンクリート ※　(6.14.1)(4)(ア～カ)による
・ ・

(7.1.3)
※　指定性能評価機関の性能評価を受けて、国土交通大臣の認定を受けた下

記のグレード以上の工場

１．鉄骨の
　　製作工場

・　Ｓ　　　・　Ｈ　　　・　Ｍ　　　・　Ｒ　　　・　Ｊ

※　施工監理技術者（※配置する　・配置しない） (7.1.4)

・SS400　・SSC400　・STK400　・STKR400
・SN400B,C　・SN490B,C　・SM400　・SM490

材　　　　　質 規　　　　　格
(7.2.1)(表7.2.1)

JIS表示認証製品

(7.2.2)

・　溶融亜鉛めっき高力ボルト　 ・　

※　トルシア形高力ボルト　　　
・　ＪＩＳ形高力ボルト　 　　  ・　

 ・ 本物件と同等規模構造の施工実績を有し、監督職員の承諾する工場

 ・　ひび割れ誘発目地の位置，形状，寸法　　※　図示

・　断熱材兼用型枠

    タル
(7.2.9)(7.10.3)(表7.10.2)

※無収縮モルタル
柱底均しモルタル

※無収縮モルタル

適　用　箇　所種　　　別
※　Ａ　　種
・　Ｂ　　種

    めっき 適　用　箇　所
※　Ａ　　種
種　　　別

(14.2.3)(表14.2.2)(7.12.4)

１．補強コンク

    ブロック造

ブロックの種類 (8.2.2)
　※　空洞ブロック　C(１６）　　

２．コンクリート
    ブロック帳壁

(8.3.2)(表8.3.1)ブロックの種類
　※　空洞ブロック　C(１６）

    及び塀

２．鋼材の種別

３．高力ボルト

８．柱底均しモル

９．溶融亜鉛

３．ＡＬＣパネル

・外壁

パネル
種類

厚さ 幅 施工箇所

・間仕切壁

耐火性能
（時間）

・Ａ種
・Ｂ種

・Ｅ種
・Ｃ種　・Ｄ種

・ １

・ １

パネル構法 取付構法種別

パネル構法

パネル構法

(8.4.2)(8.4.3～5)(表8.4.2～4)

・屋根 ※Ｆ種 屋根 ・ 0.5

パネルの相互の接合部に挿入する耐火目地材

パネル構法

パネル構法
・床 ※Ｆ種 床 ・１ ・２

　・　

４．押出成形
　　セメント板

・外壁
パネル工法

パネル工法

パネル
種類

厚さ工　　法 幅

・Ｂ種　・Ｃ種

・Ａ種　・Ｂ種

施工箇所

・間仕切壁
施行令第107条
建築基準法

の規定に基づ
く技術基準

耐火性能

(8.5.2～4)(表8.5.1～2)

工法種別

１.アスファルト

種　　　別 施　工　箇　所 種　　　別
・ Ａ－
・ Ｂ－
・ Ｄ－

・ ＡI－
・ ＢI－
・ ＤI－

　 防水

　・　溶接金網　（規格　　　　　　　　　　　　　　　　）
　・　伸縮調整目地　（※成形伸縮目地　　･　　　　　　　） 　(表9.2.1)

施　工　箇　所

(9.2.2)(9.2.3)(表9.2.3～9)

　 ルトシート防水 種　　　別 シートの厚さ施　工　箇　所

(表9.3.1～3)による

アスファルトの種類　JIS K2207のJIS表示認証製品　　　※　３種
　・　押さえ金物　(※アルミ製Ｌ－30×15×2.0　　・　　　　　　）

改質アスファルトシートの種類　JIS A6013のJIS表示認証製品

　・　断熱材　※　Ａ種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温板２種１号又は２号(透湿係数を

　・　脱気装置　（種類・数量：改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄ製造所の指定とする）　

種　　別
※1.2 ・

※1.5
※1.5
※1.2

※2.0 ・
・
・
・

※カラー　・シルバー
保護塗料（露出）厚さ　(㎜) 施　工　箇　所

※カラー　・シルバー
・Ｓ－Ｆ２
・Ｓ－Ｍ１

・Ｓ－Ｍ３

　・　絶縁シート　（※発泡ポリエチレンシート　　　　　）
　・　その他の材料（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２.改質アスファ

３．合成高分子系
　　ルーフィング
　　シート防水

(9.4.2)(9.4.3)(表9.4.1)

(9.3.2)(9.3.3)(表9.3.1～3)

・Ｓ－Ｆ１

・ AS－T

・ ASI－T１
・ AS－J１

・ ASI－J１

ルーフィングシートの種類　JIS A6008のJIS表示認証製品
　・　脱気装置　　（種類・数量：ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ製造所の指定とする）

　　　　　　　　　除くJIS A9521規格に適合するもの）　

　
　
押
出
成
型
セ
メ
ン
ト
板
工
事

８
 
コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ
パ
ネ
ル

９
　
　
　
防
　
　
　
　
水
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

・　行う（下記のいずれかとする） ・　行わない
あと張り工法の下地コンクリート素地面の処理　　　　　　(11.2.7)(11.3.7)２．タイル下地

　　コンクリート

ＭＣＲ工法はせき板面にＭＣＲ工法用シート張りとし（6.8.2(5)）による。
目荒し工法の高圧水洗は（15.3.4(3)）による。
ポリマーセメントモルタルの調合は（15.3.3(4)）による。

ＭＣＲ工法
ＭＣＲ工法

目荒し工法（高圧水洗）

ポリマーセメントモルタル

下地モルタル素地表面処理の工法 適　用　箇　所

目荒し工法（高圧水洗）
ポリマーセメントモルタル

（15.3.5(4)）による

（15.3.5(4)）による
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タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

(11.1.3)

（11.2.7）(表11.2.3)３．セメントモル
    タルによる

外装タイルの工法

　・　改良圧着張り 施工箇所（
施工箇所（

ユニットタイルの工法

施工箇所（ ）

４．接着剤による

　・　接着剤張り

（11.3.7）(表11.3.2)

接着剤はJIS A 5548のJIS表示認証製品 (11.3.3)

５．伸縮調整目地
　　及びひび割れ
　　誘発目地

(11.1.3)

６．接着力試験

※　(表11.1.1)による　　　・図示
※　(表9.7.3)による　　　・図示　目地寸法

　位置

　※　(表11.1.2)による (11.1.5)

内装タイルの工法

    タイル張り

　　タイル張り

12

木
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

下地材 ※　Ａ種　　・　Ｂ種
造作材 ※　Ａ種　　・　Ｂ種

(12.2.1)(表12.2.1)

※　Ａ種　　・　Ｂ種 (12.2.1)(表12.2.2)

含水率

造作材の材面の品質

１．木　材　の
　　表面仕上げ

２．造作用集成材 (12.2.1)

単材の樹種
単材の厚さ(mm)

等　　　級
見 付 け 材 面

・　２等※　１等

１０～１５

ＪＡＳによる集成材
※　ＪＡＳ集成材１等同等

１０～１５

造作用集成材　12.2.1.(3)による

３．造作用単板
　　積層材

そ　の　他

(12.2.1)

ＪＡＳによる集成材

造作用単板積層材　12.2.1.(4)による

表面の化粧加工

単材の厚さ(mm)

・有（・天然木化粧加工

単材の樹種

・有（・天然木化粧加工
　　　・塗装加工）

そ　の　他

　　（ＣＬＴ）
(12.2.1)４．直行集成板 造作用集成材　12.2.1.(5)による

施　工　箇　所 種　　別 樹　　種

　　　・塗装加工）
・無（　　　　　　　　） ・無（　　　　　　　　　）

(12.3.1)

(12.3.2)

　　・防虫処理
薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

　薬剤の加圧注入処理を行ったのち、現場における加工、切断、孔あけ等を
　適用部位（　　　　　　）　保存処理性能区分　・Ｋ２　・Ｋ３　・Ｋ４

　を行った箇所は、現場にて薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理を行う。
防虫処理
　ラワン材　保存処理性能区分　※Ｋ１

５．防腐・防蟻
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屋
　
　
　
根
　
　
　
及
　
　
　
び
　
　
　
と
　
　
　
い
　
　
　
工
　
　
　
事

１.長尺金属板葺 (13.2.2)(表13.2.1)

AL55％

AL55％

備　考屋根葺形式

・

・

・

※瓦棒葺
（心木なし）

・

・
※0.4

・

・
※0.4

※0.4

厚さ(mm)

・ガルバリウム鋼板

・カラー亜鉛鉄板
(※片面塗装　　・両面塗装)

(※無塗装　　　　　　　　)

(※カラー　　　　　　　　)

規格材　　　　種

※カラーガルバリウム鋼板

JIS G
3312

JIS G
3321

JIS G
3322

工
事

14
金
属

１．あと施工
    アンカー

引抜き耐力の確認試験 ・　行う (14.1.3)・　行わない

14

金
　
　
　
　
属
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

（室名：　　　　　　　　　　　　　　）

２．ステンレス
表面処理

※　ＨＬ　　　・　 (14.2.1)

３．アルミニウム

　　表面処理
　　ニウム合金の
　　及びアルミ ・　　　－　　　種

・　　　－　　　種

種　　　　類 色　合施　　工　　箇　　所

(14.2.2)(表14.2.1)

４．鉄鋼の亜鉛
　　めっき

種　　　　類
・　　　　種
・　　　　種

施　　工　　箇　　所

(14.2.3)(表14.2.2)

溶融亜鉛めっきの付着量試験
電気亜鉛めっきの被膜厚さ及び塩水噴霧試験 ※　行わない

※　行わない ・　行う
・　行う

５．軽量鉄骨
　　天井下地

(14.4.2)(表14.4.1)野縁などの種類
　屋内
　屋外 ・　１９型

※　１９型 ・　２５型
※　２５型

耐震性を考慮した補強
※　行わない ・　行う（補強方法と補強箇所は図示による）

(14.4.3)(14.4.4)

※　行わない
耐風圧性を考慮した補強（ピロティ、屋外軒天井等）

・　行う（補強方法と補強箇所は図示による）

床版の断熱材打込部分は断熱用インサートを使用する。

６．軽量鉄骨
　　壁下地

(14.5.3)(表14.5.1)スタッド、ランナーなどの種類

出入口及びこれに準ずる開口部の補強
　　　※（表14.5.1）による　 　　　・　

　　　※（14.5.4(5)）による　　　　・　

15

左
　
　
　
　
官
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

１．モルタル塗り (15.3.2)
 モルタル　　・現場調合材料　　　・既調合材料

建
　
具
　
工
　
事

１．一般事項  防火戸の指定 (16.1.3)
 　・　適用する（適用範囲は図示及び建具表による）

 　　　又は認定を受けたもの(監督員の承認を受ける。)
 　※　適用しない

 　※　　建築基準法に基づく防火戸の指定

　・　押さえ金物　　※アルミ製Ｌ－30×15×2.0　　・　
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10．特殊な
コンクリート

特殊な要求性能におけるコンクリート
　・適用なし　　　　・適用あり（以下により適用する）

適　用　範　囲種　　　別 措　　　置

(6.13.1)(6.13.2)(6.15.1)

     受入検査による

溶接部の外観試験
平12建告第1464号第二号に関する試験方法等
 ・「突合わせ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」3.5.2　

(7.6.12)４．溶接部の試験

JASS 6 付則6［鉄骨精度検査基準］の付表3「溶接」に関する試験方法等
 ・JASS6 10.4［受入検査］e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。
　 ただし、完全溶込み溶接部の外観検査の抜取箇所は、超音波探傷試験の
 　試験箇所と同一とする。外観試験の不合格箇所は、すべて標準仕様書
 　7.6.13による補修を行い、再試験する。
完全溶込溶接部の試験は超音波探傷試験とし、下表による。

工場溶接
溶接の区分

・2.5　　※4.0
AOQL(％)

※６　　・　
備　　　考検査水準

(7.6.12)

(7.8.2)(7.8.4)(表18.3.1)(表18.3.2)５．錆止め塗装

耐火被覆材の接着する面の塗装範囲
耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

種　　　別 塗　　装　　範　　囲
耐火被覆材の接着する面

・耐火材巻付け 受けたもの

建築基準法に基づき定め

種　　　別
・ラス張モルタル
・耐火材吹付け
・耐火板張り られたもの又は認定を

・耐火塗料

材料及び工法製造所
標準仕様書15章3節による

(7.9.4～8)(7.9.2)
６．耐火被覆

適用箇所

所要性能
　・30分
　・１時間
　・２時間
　・３時間

　　・　柱・梁　　　・　天井　　　　・　外壁　　　　・　床
　　・　屋根　　　　・　外壁

　　・　屋根　　　　・　外壁
　　・　屋根　　　　・　外壁

７.アンカー
   ボルトの保持
   及び埋込み工法

種　　　別
・　Ａ　　種
※　Ｂ　　種

(7.2.4)(7.10.3) (表7.10.1)

適　用　箇　所

２．折板葺 JIS A 6514のJIS表示認証製品

・

・無

・有

・無
耐火)
(30分

・有

材　　　　種

・カラー亜鉛鉄板

・カラーガルバリウム鋼板
　（屋根用規格品）

　（屋根用規格品）
・ポリ塩化ビニル被覆
（SGのA種規格品）

断熱材
耐火
性能

mm)
(　　　

(13.3.2)(表13.2.1)

※0.8

規格

3312
JIS G

JIS G
3322

JIS K
6744

厚さ
山高及び
ピッチの区分
・ 0920

・ 1525

・ 1730

・

　・形　　式　（・　重ね形　　　・　はぜ締め形　　）

３．粘土瓦葺 (13.4.2)JIS A 5208の表示認証製品
役物瓦の種類産　地大きさ種　　　類 凍害試験

・ 行う

４．と　　い

防　　　　露材　　　　種
・配管用鋼管（ＳＧＰ）
・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

といの材質 (13.5.2)(13.5.3)(表13.5.1)(表13.5.2)(表13.5.4)

※　（表13.5.3）により行う　　・　行わない

・SUS304
鋼管製といの防露巻き工法 　（※　(表13.5.4)による）

　※　第一桝まで接続 ・　樋受石（材質・規格　　　　　　　　　　　）
５．ルーフドレン (※　縦型　　　・　横型   ) (表13.5.1)

建築基準法による指定
　風速
　地表面粗度区分
　多雪区域の指定

　・軒先面戸　（・　適用する　　・　適用しない　　）

・　30　　　・　32　　　　・　34
・　Ⅰ　　　・　Ⅱ　　　　・　Ⅲ　　　　・　Ⅳ
・　有　　　・　無

６．保証書

※　鋳鉄製

※　提出する　　　　　　　　・　提出しない

10．体育館の
　　鋼製床下地材

９．手すり及び
　　タラップ

(14.8.2)(14.8.3)

手すり

タラップ
・　鋼　製

材 料 の 種 別

外部HL仕上程度，内部No.2B仕上程度

HL仕上程度
亜鉛めっきの場合表14.2.2のＣ種

表 面 処 理 の 種 別

亜鉛めっきの場合表14.2.2のＣ種・　鋼　製

※　ステンレスSUS304

※　ステンレスSUS304

７．金属成形板
　　張り

(14.6.2)(14.6.3)種　別
表面処理

(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

※　割付図を作成し監督職員の承諾を受ける。
伸縮調整継手 ・　設ける ・　設けない

８．アルミニウム
　　製笠木

(14.7.2)(表14.7.1)(表14.2.1)部材の種類

表面処理
※　ＢＢ-1種　　・　ＢＢ-2種　　・　その他（　　　　　　　）

コーナー部及び突当り部の役物の使用
※　使用する　　・　使用しない

 　　　　　　・ 設けない
 既製目地材　・ 設ける（施工箇所：　　　　形状：図示による） 　

 床目地　　　・ 設ける（押し目地工法） ・設けない　　　　　　　(15.3.5)

種類(呼び名) 仕上の形状

(15.6.2)(表15.6.1～2)
　　塗材仕上げ
３．塗り仕上げ

・薄付け

仕上げ塗材

・砂壁状

・ローラー

・吹付け・外装薄塗材　Si

・ゆず肌状

・さざ波状

・凹凸状

　　　砂壁状
・着色骨材

・平たん状

・じゅらく

仕上げ塗材

・厚付け

規格名称

・外装厚塗材　C

・外装厚塗材（　Si　E　）

・内装厚塗材　C

・内装厚塗材　L

・内装厚塗材　G

・内装厚塗材（　Si　E　）

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・凹凸状

・ひき起こし

・かき落とし

・こて

・こて

仕上げ塗材

・複層 ・複層塗材
（　CE 　Si 　E 　RE　）

・可とう形複層塗材　CE

・防水形複層塗材
（　CE 　E 　RE　）

・凸部処理

・凹凸状

・ゆず肌状

・ローラー

・吹付け

仕上げ塗材

・軽量骨材 ・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・砂壁状 ・吹付け

・平たん状 ・こて塗り

工　　法 備考

 複装仕上塗材の耐候性　　　・　１種　　・　２種　　※　３種

・　セメント系 (15.5.2～3)(表15.5.1)

４．ロックウール  吹付け厚さ（mm）　　　※　図示による　　　・　 (15.12.3)
　　吹付け
（耐火被覆は

７章による）

・

・　200形　　・　250形　　　・　300形　　　・　350形

・　14mm
・　石こう系２．セルフ  種別

 塗厚 ※　10mm

床タイルの工法
　・一般床タイル張り工法（ｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ張り）施工箇所（玄関及びポーチ）

※　JIS A 6519のJIS表示認証製品
・ｱﾘｰﾅのｽﾃｰｼﾞ部分の鋼製束に適用する。

　・　密着張り

　・　マスク張り

・Ｓ１－Ｍ２

　　レベリング材

・可とう形外装薄塗材　Si

・外装薄塗材　E

・可とう形外装薄塗材　E

・防水形外装薄塗材　E

・内装薄塗材（　C　　L　）
・内装薄塗材（　Si　E　）

・内装薄塗材　W

・外装薄塗材　S

・外装薄塗材　S

・ﾎﾟﾘﾏｰｾﾒﾝﾄ系塗材

タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

無釉施釉 標準注文なしあり
役物 色うわ薬

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・

・

施工箇所
JIS A 5209のJIS表示認証製品　　　　　 　　　  (11.2.2)(11.3.2)

　　タイルの品質
１．セラミック

タイルの見本焼き
タイルの試験張り

※　行わない
※　行わない

・　行う
・　行う

形状寸法
(mm) ありなし

耐凍害

・
・
・

・
・
・

11

床のワックスかけ ・　行う２．清掃 (10.1.5)・　行わない

工　　法 表面仕上げ 備　　考

(10.2.1)(表10.1.1)(表10.2.1)(表10.2.2)

施工箇所 石材の種類 寸法(㎜) 厚さ(㎜)品　質

１．石　　材

石
　
工
　
事

10

７．防水保証 ※　提出する　　　　　　　　・　提出しない

　・　脱気装置（材質：ステンレス製又はアルミ製　　　・　　　　　　　）

４. 塗膜防水

・Ｘ－１
・Ｘ－２
・Ｙ－１
・Ｙ－２

種　別
バルコニー
ひさし
地下外壁
室内（便所・浴室）

施　工　箇　所
※カラー　・シルバー
※カラー　・シルバー

保護塗料（露出）
・ウレタン
　ゴム系

　（設置数量：　　　　箇所）
５. ケイ酸質系
　　塗布防水

(9.5.3)(表9.5.1)(表9.5.2)

(9.6.2)(9.6.3)(表9.6.2)

・ゴムアス

　種　　　別 施　工　箇　所
(表9.6.1)による　※Ｃ－ＵＩ

　・Ｃ－ＵＰ

　ファルト系

６．シーリング ※　被着体との組み合わせは（表9.7.1）による。　　　　　　　　(9.7.2)
種　別 幅×深さ

腰壁誘発目地
施　工　箇　所

外壁出隅材取合、外壁縦目地、外部建具廻り

ﾎﾟｰﾁ柱ﾊﾟﾈﾙ～柱脚RC取合

笠木取合・目地、庇雨押え取合、倉庫庇ｹﾗﾊﾞﾊﾟﾈﾙ
～外壁取合、玄関庇水切り取合・幕板縦横目地、
柱パネル目地、呼樋廻り、ﾀﾗｯﾌﾟ金物廻り、
ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ管廻り

・PU-2　ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系
・MS-2　変成ｼﾘｺｰﾝ系

・

表面仕上げの種別
・Ａ種
・Ｂ種
・Ｃ種

機械加工

適用箇所

・Ｈ－Ｃ種

・Ｈ－Ａ種
・Ｈ－Ｂ種

(12.1.4)(表12.1.1)

手加工

・15×20
・10×10

・20×10

・15×10

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人

R6 2
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

特記仕様書　 ２

屋上屋根、ポーチ屋根

ポーチ柱

ポーチ柱以外の柱

立平葺

ステンレス製

Ｄ ０ ３

タモ、赤松、杉（市産木材）

鉄骨面全て

本磨き

玄関巾木 御影石（赤） 100 20

建具三方枠、額縁、ブラインドボックス、廻り縁

有限
会社 佐々木章設計事務所



佐々 木

建
　
　
　
　
　
具
　
　
　
　
　
工
　
　
　
　
　
事
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建
　
　
　
　
　
具
　
　
　
　
　
工
　
　
　
　
　
事

1616

建
　
　
　
　
　
具
　
　
　
　
　
工
　
　
　
　
　
事

(16.1.3) 防火戸との連動

 　・　適用する(適用箇所は建具表及び図示による)

 　　　・　自動閉鎖機構 ・　ヒューズ装置 ・　熱感知器 ・　煙感知器

 　※　適用しない

 見本の作成等 (16.1.4)

・　行う（建具表による）※　行わない

※　行わない ・　行う（建具表による）

 　製　作

 　仮　組

 防犯建物部品 (16.1.6)※　使用しない ・　使用する（建具表による）

２．アルミニウム

　　製建具

(16.2.2)(16.2.4)(表16.2.1)

・　Ａ　種

耐風圧性

Ｓ－４

気密性

Ａ－３

水密性

Ｗ－４

性能が確保できない場合は、

１００）

・　Ｃ　種 Ｓ－６ Ａ－４ Ｗ－５

Ｓ－５・　Ｂ　種

枠の見込み寸法(mm)

で複層ガラスを使用する時で

１００

種　　　別

 ※　適用箇所は図示による

 　適用する場合の面内変形 ・　Ｄ－１ ・　Ｄ－２

追随性の等級

※　適用しない

耐風圧性 気密性 水密性 枠の見込み寸法(mm)種　　　別

・　Ｄ　種

・　Ｅ　種

Ｓ－２

Ｓ－３

 ※　適用箇所は図示による

内 部 建 具

外部に面する建具表面処理 ・　ＢＢ－２種

・　ＢＣ－２種

※　ＢＢ－１種

※　ＢＣ－１種

・ブロンズカラー（※標準色　　・濃色)

・ステンカラー

・　適用する（適用範囲は図示による）

※　適用しない

・　Ｔ－１ ・　Ｔ－２ ・　Ｔ－３

・　適用する（適用範囲は図示による）

※　適用しない

・　Ｈ－２ ・　Ｈ－３

・　適用する（適用範囲は図示による）

Ａ－３ Ｗ－３ ※建具表による

 外部に面する建具性能等級等(木下地)

(表14.2.1)

(表16.2.2)

 　適用する場合の断熱性能等級

 　適用する場合の遮音性能等級

 使用方法による区分 ※外面納まりの可動式

・内部納まりの開き式

(16.2.3)

 ・防虫網（線径0.25mm　網目16-18メッシュ）

 　・ガラス繊維入り合成樹脂 ※合成樹脂・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS 316)

３．網戸

 外部に面する建具性能等級等４．樹脂製建具

(16.3.2)(表16.3.1)(表16.3.2)

・　Ａ　種

枠の見込み寸法(mm)種　　　別 耐風圧性

Ｓ－４

気密性 水密性

Ｗ－４

・　Ｂ　種 Ｓ－５ Ａ－４ ※建具表による

・　Ｃ　種 Ｓ－６
Ｗ－５

 ※　適用箇所は図示による

枠の見込み寸法(mm)種　　　別 耐風圧性

Ｓ－４

気密性 水密性

Ｓ－５

 木下地

・　Ｄ　種

・　Ｅ　種
Ａ－４ ※建具表によるＷ－３

 ※　適用箇所は図示による

(表16.3.3)

 　・　適用する（適用範囲は図示による）　　※　適用しない

(表16.3.4)

 　・　適用する（適用範囲は図示による）　　※　適用しない

 表面色 (16.3.4)

 　・標準色（白）　　・特注色（・黒　・ブラウン　・シルバー）

 　適用する場合の遮音性能等級

 　適用する場合の断熱性能等級 ・　Ｈ－４　・　Ｈ－５　・Ｈ－６

　・　Ｔ－１　　・　Ｔ－２

 (コンクリート下地系及び鉄骨下地)

(16.4.2)(16.4.4)(表16.4.1)(表16.4.2)

(16.4.3～4)

 　※溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)

 鋼　　板

※　Ｓ－４   ・　Ｓ－５　 ・　Ｓ－６ 外部に面する建具の耐風圧性

 ・　使用しない

・

・

※　Ｗ－１ 　　水密性

 　　気密性 ※　Ａ－３

５．鋼製建具

 ※　使用する（適用箇所は図示とする）

 簡易気密型ドアセット

 標準型鋼製建具 (16.4.6)・　使用しない※　使用する

(表16.4.2)に同じ上記以外

2.3中骨戸

2.3一般部分枠類出入口

(表16.4.2)に同じ枠，方立，無目枠類窓

厚さ　(mm)使用箇所区　　分

 建具寸法が(16.4.4(1))を超える又は図示された建具に使用する鋼板類の厚さ

を提出する。

14．ガラス (16.14.2)(16.14.3)

 ※　外部の建具に使用するガラスは、建築基準法に基づく耐風圧性能を

 　　有すること。

 ※　ガラスの材料、厚さ、それぞれの種類等は建具表及び図示による。

 　　合わせガラスの特性

・　Ⅰ類 ・　Ⅱ－１類 ・　Ⅲ類・　Ⅱ－２類

強化ガラスの特性

・　Ⅰ類 ・　Ⅲ類

熱線吸収板ガラス

性能

色調 ・　ブルー ・　グレー ・　ブロンズ

複層ガラス

・　Ｔ１ ・　Ｔ３・　Ｔ２

・　Ｔ５・　Ｔ４

・　Ｇ　　・　Ｓ

封止の加速耐久性による区分 ※　Ⅲ類

 　複層ガラスの保証期間は引き渡し日から１０年間とし、メーカー保証書

・　１種 ・　２種

断熱性

日射取得性，日射遮蔽性

・　メタルカーテンウォール

・　ＰＣカーテンウォール

17

カ
　ー

　
テ
　
ン
　
ウ
　
ォ
　ー

　
ル
　
工
　
事

１．カーテンウォ

　　ールの種別

　　ウォールの

　　性能等

材　　種

耐風圧性

耐 震 性

水 密 性

耐 火 性

気 密 性

耐温度差性

遮 音 性

断 熱 性

材質等性能の確認方法　適切な資料により、監督員の承諾を受ける

シーリング材

構造ガスケット

ガ ラ ス

表面仕上げ

断熱材

摩擦低減材・取付金物　カーテンウォール製作所の仕様による

層間変異追従性

(17.1.2～3)(17.2.2～3)(17.3.2～3)２．カーテン

18
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塗
　
　
　
　
装
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・防鳥網　 ※ステンレス（SUS304）線径1.5mm　ピッチ15mm

 外部に面する建具性能等級等(コンクリート系下地及び鉄骨下地)

 保護装置

 障害物感知装置 ※　設ける ・　設けない

収納形式開閉方式 耐風圧性能

・１２５

・１００

・　７５

・　５０

カル形

・　バーチ

リフト形

・　ハイ

ヘッド形

・　ロー

ダード形

※　スタン

・　電動式

・　チェーン式

※　バランス式

材　　　質

グラスタイプ

タイプ

タイプ

・ファイバー

・アルミニウム

※スチール

(JIS A4715

による強さ

の区分)

ガイドレール

(16.13.2)(16.13.3)

メッキ鋼板

※　溶融亜鉛

・　ステンレス

鋼板

13．オーバー

　　ヘッドドア

(16.12.3)

 　・塗装溶融55％アルミニウム－亜鉛合金めっき鋼板(JIS G 3322)

 　※塗装溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3312)

 スラットの材質

(16.12.2～4)(表16.12.1)

※　手動式

・　上部電動式

(手動併用)

耐風圧

※　設ける

シャッター

ケース

・　設けない

※　インター

ロッキング型

※　オーバー

ラッピング型

障害物感知装置

※　設ける

・　設けない

(自動閉鎖型)

保護装置
形状

スラットの
開閉形式

強度

建具表

及び

による

図示

12．軽量

　　シャッター

 スラット及びシャッターケース用鋼板

 　※溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)

 　・塗装溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3312)

(16.11.3)

(16.11.2)(表16.11.1)

※　上部電動式

・　設けない

※　設ける

(手動併用)

・　上部手動式

(手動併用)

※　上部電動式※　設ける

・

・　防火シャッター

・　防煙シャッター

障害物感知装置

※　設ける

・　設けない

障害物感知装置

(自動閉鎖型)

(自動閉鎖型)を

設ける。

種　　類
シャッター

ケース

耐風圧
開閉方式 保護装置

・　外壁用

・　屋内用

強度

建具表

及び

による

図示

・　管理用シャッター

11．重量

　　シャッター

・　タッチスイッチ

10．自動ドア

　　開閉装置

 引き戸用検出装置の種類 ・　光線（反射）センサー (16.9.3) (表16.9.4)

※補助センサ－を設置する(補助光電センサー)

 凍結防止装置 ・　要 ※　不要

※　設ける（半開幅＝　　　　　　　　　）

・　設けない

 全半開装置

６．鋼製軽量建具 (16.5.2～4)(表16.5.1)

(16.8.2)(表16.8.1)

・　不要

・　要（市販品　フック数(本)・30　・40　・60　・100） 鍵　　箱

(16.8.4) マスターキーの製作

 握り玉、レバーハンドル、押板類、クレセント取付位置は、建具表による。

 シリンダー箱錠は公共工事標準型とする。

 標準型鋼製建具及び標準型軽量鋼製建具(準標準型共)のドアクローザー、

（表16.8.1）以外で建具の機能上必要な金物は、建具の製造所の仕様による。

材質は（表16.8.1）により、建具の形式に応じたものとする。

９．建具用金物

８. 木製建具 (16.7.2～4)

※　戸ぶすま　工法（・　在来型　・　チップ型）

※　新鳥の子程度又はビニル紙程度

かまちは杉上小節程度　桟，鏡板は杉無節程度

 ふすまの種類

 ふすまの上張り

 かまち戸の樹種

 建具材の加工、組立時の含水率　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

・　かど出し曲げ

・

※　普通曲げ

※　ＨＬ

鋼板の曲げ加工

表面処理

※　Ｓ－４   ・　Ｓ－５　 ・　Ｓ－６外部に面する建具の耐風圧性

・

・※　Ａ－３

※　Ｗ－１

・　使用しない

水密性

気密性

 ※　使用する（適用箇所は図示とする）

 簡易気密型ドアセット    建具

７．ステンレス製 (16.6.2～5)

 標準型鋼製軽量建具 ※　使用する ・　使用しない (16.5.6)

 標準型鋼製軽量建具の小窓枠，がらり ※　鋼製 ・　アルミ製

 戸の鋼板

・　カラー鋼板

・　ビニル被覆鋼板

※　表面処理亜鉛めっき鋼板

・※　Ａ－３

 ・　使用しない

     気密性

 ※　使用する(適用箇所は図示による)

 簡易気密型ドアセット

ガラスの種別

・　カラーガラス

・　熱線反射ガラス

・　無

・　有

柄

・　白

・　グレー

・　アルミニウム製

（表面処理　　　）

・　ステンレス製

（表面仕上　　　）

金　属　枠

（　　　分間）
・　有

・　規定しない

耐火性能目地色

・　乳白ガラス

・　一般ガラス

 品質等

長方形

正方形

表面形状 モジュール呼び寸法

による区分（長さ×高さ）

・　　８０

・　　９５

・　１２５・　２５０×１２５ ・　３２０×１６０

・　３２０×３２０・　２００×２００

・　１６０×１６０

厚さによる区分

・　１２５×１２５

(JIS A5212)

(16.14.5)15．ガラスブロッ

　　ク(中空)

 ガラス溝の大きさ

・図示 ・建具の製造所の仕様による

防火戸のガラスの留め材は建築基準法の認定を受けたシーリング材とする。

（可動アルミ製建具及び樹脂製建具に限る）・　ガスケット

※　シーリング

 ガラスの留め材

熱線反射ガラス

日射遮へい性 ・　１種 ・　２種 ・　３種

耐久性 ・　Ａ類 ・　Ｂ類

色調 ・　ブルー ・　グレー ・　ブロンズ

・　シルバー

反射皮膜 ・　内側 ・　外側

映像調整 ・　行う ・　行わない

 木部 ・Ａ種　　※Ｂ種

５．クリアラッカ

　　－塗り（ＣＬ）

(18.5.2)

 塗料の種別 ※１種　　・２種

 合成樹脂調合ペイント塗り

鉄鋼面 ・Ａ種　　　　　　　※Ｂ種

木部 ※Ａ種（屋外）　　　※Ｂ種（屋内）

４．合成調合樹脂

　　ペイント塗り

　　（ＳＯＰ）

(18.4.2)

(18.4.3～5)

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

※Ａ種（見え掛り）　※Ｂ種（見え隠れ）

※Ａ種（鋼製建具等）※Ｂ種(その他)　・Ｃ種

 錆止め塗料塗り (18.3.3)

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

※Ａ種　※Ｂ種（標準仕様書8節の場合）

※Ａ種　・Ｂ種　

 塗料の種別 (18.3.2)３．錆止め

　　塗料塗り

木　部

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

モルタル・プラスター面

コンクリート・ALC面

ボード面

・Ａ種　　・Ｂ種　　※Ｃ種

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　・Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

※Ａ種（不透明塗料塗）※Ｂ種（透明塗料塗）

※Ａ種（継目処理工法）※Ｂ種（その他）

 各部の素地ごしらえ２．素地ごしらえ (18.2.2～7)

 屋内の壁及び天井の塗装の仕上げは、建築基準法に基づき指定又は (18.1.3)１．一般事項

 認定を受けたものとする。

・Ａ種　　※Ｂ種 コンクリート・モルタル面

６．アクリル樹脂

   （ＮＡＤ）

　　非水分散形塗

　　料塗り(屋内)

(18.6.2)

　　塗り(屋外)

　　（ＤＰ）

７．耐候性塗料 (18.7.2～4)(表18.7.1～3)

 上塗りの等級

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

 コンクリート面及び押出成形セメント板面の種別

※１級　　・２級　　・３級

※１級　　・２級　　・３級

※Ａ種　　・Ｂ種　　・Ｃ種

・Ａ種　　※Ｂ種

13．木材保護塗料

　　塗り（ＷＰ）

(18.13.2)

・水性　　・油性 木部塗り （ＯＳ）

12.オイルステイン (18.12.2)

 木部 ・Ａ種　　※Ｂ種

11．ウレタン樹脂

ワニス塗り

（ＵＣ）

(18.11.2)

・Ａ種　　※Ｂ種

 コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他

 のボード面(屋内)

10．合成樹脂

エマルション

模様塗料塗り

（ＥＰ－Ｔ）

(18.10.2)

・Ａ種　　※Ｂ種

 コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他

 のボード面

９．合成樹脂

ペイント塗り

エマルション

（ＥＰ）

(18.9.2)

・Ａ種　　※Ｂ種

・Ａ種　　※Ｂ種

 コンクリート・モルタル・プラスター・石こうボード・その他

 鉄鋼面（屋内）

 のボード面

（ＥＰ－Ｇ）

８.つや有合成樹脂

エマルション

ペイント塗り

(18.8.2～4)

８．合成樹脂塗床  材料の種類 (19.4.2)

　 ・　厚膜型塗床材

　　　 ・　弾性ウレタン樹脂系塗床材

　　　 ・　エポキシ樹脂系塗床材

 仕上の種類 　(19.4.3)

・つや消し仕上げ　 ・　平滑仕上げ ・　防滑仕上げ

７．カーペット

敷き

 ・　タフテッドカーペット

施工箇所 パイル

形状

パイル

長さ(mm)

工　　法

※　全面接着工法

・　グリッパー工法

帯電性

による

品　質

(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)

(19.3.2)

品質は参考商品名である

・　タイルカーペット

仕様による

製造所の

帯電性パイル形状施工箇所 種　類

※第１種

・第２種 ・カットパイル

※ループパイル

総厚さ

※　6.5

・・

※500×500

寸　法

(19.3.2)(19.3.3)(表19.3.2)

６．ビニル幅木 ・　軟質 ・　硬質

※　６０

※　１．５

・　７５

・　２.０

・　１００

(19.2.2) 材　種

 高　さ（mm）

 厚　さ（mm）

床タイル

(19.2.2)

材　　　　　　　　　質

・　塩化ビニル系 ・　せっ器質タイル系 ３００×３００

寸　法（mm）

５．視覚障害者用

 耐動荷重

強度試験(発泡層のあるビニルシートのみ)およびキャスター性試験等の

JIS A 1454によるへこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、層間剥離

試験後異常がないこと。

４．ビニル床

シート･ビニル

床タイルの

特殊機能

 帯電防止

 　・　帯電防止性能評価（JIS A 1455）1.2～3.1程度

 　・　帯電防止性能評価（JIS A 1455）3.2～5.1程度

 　・　帯電防止性能評価（JIS A 1455）5.2以上

　 又は耐電圧（JIS L 1023)3kV以下

   又は漏えい抵抗値(JIS A 1454) 1×10^10オーム未満

   又は漏えい抵抗値(JIS A 1454) 1×10^7オーム未満

３．ビニル床

タイル

※　コンポジション

ビニル床タイル

※300×300

・300×300

・450×450

※　2.0

・　2.0

記号 寸法 暑さ(mm)

・帯電防止

・帯電防止

特殊機能

・

・

種　　　類

※ＫＴ

・ＦＴ

・耐動荷重

・耐動荷重

 JIS A5705のJIS表示認証製品 (19.2.2)(19.2.3)

ビニル床タイル

・　複層

２．化粧ビニル

床シート

 JIS Ａ5705のJIS表示認証製品で，表面は印刷シートに透明表層を有した木

 目又は石目調のもの

※熱溶接

・突付け

特殊機能

※　2.0

・　2.5

厚さ(mm)種類の記号

※　木目調

・　石目調

色 　柄

・帯電防止

工　　法

　　ＦＳ

・耐動荷重

 上記以外はすべてビニル床シートに同じ

 目地処理する場合の工法　・　　　　　　・熱溶接工法

19 １．ビニル床

シート

 JIS A5705のJIS表示認証製品 (19.2.2)(19.2.3)

※熱溶接

記号

・突付け

※　2.0

・　2.5

厚さ(mm)

※無地

・マーブル

・ ・ ・ ・

工法

・帯電防止

特殊機能

・　発泡層の

あるもの

ないもの

※　発泡層の

色　柄種　　類

・ＨＳ

・ＴＳ

※ＦＳ

・ＫＳ

・耐動荷重

 目地処理する場合の工法 ・　　　　　　・熱溶接工法

内
　
　
　
装
　
　
　
工
　
　
　
事

・　不要（既存マスターキーで施解錠可能とする。）

７０（引違い、片引き、上げ下げ窓

 ＢＢ－２種、ＢＣ－２種の場合

 防音ドアセット、防音サッシ

 断熱ドアセット、断熱サッシ

耐震ドアセット、耐震サッシ

 防音ドアセット、防音サッシ

 断熱ドアセット、断熱サッシ

・　要（　3　本）　　　　　・不要

 木部(屋内)

　　 ・　薄膜型塗床材（エポキシ樹脂系塗床材）

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人

R6 2
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

特記仕様書　 ３ Ｄ ０ ４

有限
会社 佐々木章設計事務所



佐々 木

19

内
　
　
　
　
　
装
　
　
　
　
　
工
　
　
　
　
　
事

20

ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
及
　
び
　
そ
　
の
　
他
　
の
　
工
　
事

９．フローリング
張り

(19.5.2～3) (表19.5.3～4)(19.5.5～6)

(19.6.2)(表19.6.1)

内
装
工
事

19

20

ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
及
　
び
　
そ
　
の
　
他
　
の
　
工
　
事

23

植
　
　
栽
　
　
工
　
　
事

 上記以外に用いる断熱材

厚さ(mm)種　　　類 箇　所 備　　考

保温材

・Ａ種ビーズ法
※Ａ種押出法
２種ｂ

※Ａ種押出法
３種ｂ 屋根防水部分

ピット内部

接地部分及び

※　25

　　 あり)
(スキン層

下記以外
JIS表示認証製品

プラスチック
・　JIS A 発泡

 断熱材の打込み及び現場発泡工法

厚さ(mm)種　　　類 箇　所
・Ａ種ビーズ法

２種ｂ
※Ａ種押出法 JIS表示認証製品スチレンフォ

　　チレンフォー

・　ビーズ法ポリ

※　押出法ポリス

（Ａ種）

下記以外・２種ｂ
接地部分及び

※　25
・

・　25
・

ウレタン

・　フェノール
・

・

・

・

・

・・

JIS A 9526
による難燃性
・２級　※３級

JIS表示認証製品

・

・

・

(スキン層

・

※　施工範囲は建築工事標準詳細図(図7-01-1)による。

・　硬質ウレタン

　　ム断熱材

ーム断熱材

フォーム断熱材

フォーム断熱材
・　吹付け硬質

フォーム断熱材

※Ａ種１Ｈ
・
※　30

備　　考
JIS A 9521の

JIS A 9521の

・

・

14．断　熱　材 (19.9.2)(19.9.3)

品質は参考商品名である。

施　工　箇　所
・不燃

・その他
・その他

・その他
・その他

・準不燃
・準不燃

・準不燃
・準不燃・不燃

・不燃

品　　　質 防　火　種　別

・不燃

13．壁紙張り (19.8.2)

12．遮音シール材  ・　アクリル系シーリング材 ※　ジョイントコンパウンド (19.7.2)

・　19(不燃）
・　15(不燃）

JIS A 6301

(32K)
JIS A 6301

(タイプ2)
JIS A 5430

規格番号厚　　さ（mm）種別など

　　25(不燃）

※　 9(不燃）

・　12(不燃)
・　12(不燃)

・　12(不燃)
・　 6(不燃）

模様
立体

普通

天井

壁

EP18程度)
(JIS A 3414

額縁張り品

・ 軒天用
※ 内部用

化粧吸音板
ロックウール

(吸音材料) ＤＲ

ガラスクロス
吸音ボード
グラスウール

(吸音材料) ＧＷ－Ｂ

0.8ＦＫ又は1.0ＦＫ
(繊維強化セメント板)

種類又は記号その他ボード
及び合板張り

(19.7.2～3)(表19.7.1)(表19.7.5)11．石こうボード

せっこうボード
(せっこうボード製品)

ＧＢ－Ｒ

壁

天井

・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）
・　15(不燃）
・ 9.5(準不燃）

JIS A 6901

※12.5(不燃）

(せっこうボード製品)
せっこうボード

壁
天井

　12.5(準不燃）
・ 9.5(準不燃）
※12.5(準不燃）

JIS A 6901シージング

化粧せっこうボード
(せっこうボード製品)

ＧＢ－Ｄ

木目模様

特殊模様

・黄
色　　※白

壁

天井

　 9.5(不燃）

・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）
・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）

JIS A 6901

JIS A 6901

JIS A 6901強化せっこうボード
(せっこうボード製品)

ＧＢ－Ｆ

・ 12.5(不燃）
・ 　15(不燃）

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－ＮＣ
(せっこうボード製品)

不燃積層
せっこうボード

せっこうボードの目地処理 ※　継目処理工法　　・　突付けＶ目地工法
・　突付け工法　　　・　目透し工法

 ・単層フローリング

ワニス塗り
・オイルステン
塗りの上
ワックス

・生地のまま
ワックス

・既塗装品

種　別 樹種 厚さ(mm) 工法 塗装
※ウレタン樹脂

・

・接着工法

※１５
・

幅　７５
・接着工法
・釘止め工法

ボード１等
・　フローリング ※なら

※１５
・・

※なら
ブロック１等

・　フローリング

長さ400以上

(303×303)

塗装

ワニス塗り
・オイルステン

・生地のまま

・既塗装品

種　別 樹種 工法種別 防湿処理

・

・行う
※行わ

ない

・Ａ種
・Ｂ種
※Ｃ種

※ウレタン樹脂

・複合フローリング

・　複合
フローリング

※なら
・さくら
・ひのき

フローリング
・行う

・

・
・行わ

ない

・　大型積層

塗りの上
ワックス塗り

ワックス塗り

・なら
・さくら

10．畳　敷　き  畳の種別 ・　Ａ種
※　Ｃ種 ・　Ｄ種（　　　　　　　）

・　Ｂ種

・　グラスウール ※24Ｋ品

※　被覆品　　・防湿層ポリエチレンフィルム(t0.15)張り　(重ね100)
※　グラスウール使用部分の室内側防湿シート

JIS表示認証製品

16．点　検　口 施工箇所
※　アルミニウム製

※　アルミニウム製
・

・

材　　　　種
天　井

床

※　目地タイプ
・　額縁タイプ
※　一般形貼物用
・　一般形充填用

形　　式

15．アルミニウム

ボックス

(表14.2.1)
※　ＢＣ－１種表面処理 ・　ＢＣ－２種

レール
14．カーテン (20.2.14) 材　質

 形　状
・　アルミニウム製
・　Ｃ型

※　ステンレス製
※　角型

13．カーテン (20.2.14)(表20.2.1)

・電動

引分け装置
※手引　・ひも引　
・電動
※手引　・ひも引　

形　　式名称・品質
※箱ひだ、つまひだ
・
※箱ひだ、つまひだ
・

ひだの種類
・S
・W
・S
・W

・片引き
・引分け
・片引き
・引分け

12．ロール
スクリーン

(20.2.13)
 操作方式

無地で製造所仕様の標準タイプ
・　スプリング式 ※　チェーン式 ・電動式

 スクリーンの生地
 その他の材料 ・ ※製造所の仕様による

(20.2.12)

形　　　　　式
スラット

開閉方式

※　アルミニウム合金
※　横型ブラインド ・　縦型ブラインド

・　アルミフラット
※　２本操作コード方式※　ギヤ式 ・コード式

・スラットの成形（mm）
・　操作棒式

10．煙突
ライニング材  煙突用成形ライニング材

(20.2.11)
安全使用温度　・400℃　　・600℃

※　25 ・　80 ・　100

９．表　示 (20.2.10)
 誘導標識
 衝突防止表示

市販品
ＨＬ仕上げ　Φ30程度　市販品　ステンレス製　

(20.2.9) 耐湿鏡　ｔ＝５　　　ステンレスフレーム付き８．鏡

区分
種類
色

・
・

※焼き付け
※鋼製黒板 ・ほうろう黒板
※緑

 ・黒板

 ・ホワイトボード

４．トイレブース (20.2.5)
 ・図　　示（図面№　　　　　　　　　　　　）

５．階段滑り止め
（ノンスリップ）

(20.2.6)
 材　種

 取り付け方法 ※　接着工法
ビニールタイヤ入り（幅約35mm)
ステンレス（SUS304）

・　埋込み工法

６．床目地棒 (20.2.7)
 ステンレスＦＢ（SUS304）　t５～６×Ｈ12
 （床仕上げが異なる場合に設ける。但し、建具部は建具表による。）

７．黒板及び
ホワイトボード

(20.2.8)

・　450×450
・　600×600

寸　　　　法
※　450×450

 パネルの操作方法による種類
 パネル表面材の材質及び仕上げ

規定しない
製造所仕様の化粧鋼板（標準色）

 パネル圧接装置の操作方法 ハンドル回転式又はプッシュ式
 遮音性
 防火性能
 取り付け用あと施工アンカー

不燃

仕様による

３．移動間仕切

グドア）
（スライディン

(20.2.4)

36dB/500Hz以上

ｔ＝0.5以上

構造形式による種類 スタッド式（内蔵）

不燃

パネル表面材
遮音性
防火性能

（パーテー
ション）

２．可動間仕切 (20.2.3)
構成基材 ・アルミニウム合金系　　・スチール系

36dB/500Hz以上
焼付塗装鋼板（標準色）ｔ＝0.5以上

１．フリー
アクセス
フロア

ボーダー部 ※　一般部分の仕様に準ずる ・　図示による
床表面仕上げ材の品質は標準仕様書19章による。
配線取出し用切り欠きパネルは１枚／㎡以上とする。
空調用吹き出し(吸い込み）パネル ※　なし

・　有り（※固定式　　・可変式）
施工箇所は図示

(20.2.2)

(mm)
・溝工法

・支柱一体型
パネル工法

（置敷工法）

（置敷工法）
・支柱分離型
パネル工法

工法 仕上り高 適用地震時
水平力(Ks)

耐荷重性能
（N)

施工場所

・　1.0G
※　0.6G

・　3,000
・　5,000
・

表面仕上げ

・帯電防止
床タイル

・タイル

（支柱調整式工法）

18．ステンレス
流し台

19．コンロ台

20．つり戸棚

21．水切棚

22．旗竿受金物

23．旗　竿

24．屋内掲示板

25．視覚障害者用
誘導ブロック

26．出隅面取材

ボックス

レール

27．消火器

28．ピクチャー

29．郵便受

）

）トラップ付

 ※　ＢＬ認定商品（システム　　※　Ｉ型 ）バックガード（※有　・無）

 ※　ＢＬ認定商品（システム　　※　Ｉ型

 ※　ＢＬ認定商品（システム　　※　Ｉ型

・ ※　１段　　　・　２段

 ※　ステンレス製（SUS 304）既製品　彫り込みタイプ既製品

 形　式
 材　種
 操作方式

※　ハンドル式
※  アルミニウム合金
※　テーパー式

・　同一断面式
・
・　ロープ式

Ｈ＝
ｍ

 ※　既製品

 屋　外 ※　コンクリート製 ・　磁器質タイル

 材　種
 高　さ

※　アルミニウム合金製
※　天井まで

・
・　1.8ｍ程度

 鋼製　　既製品

 図示

・　硬質アルミニウム合金製
・　ステンレス製（SUS 304）

材　　　　　　種
※　ステンレス製（SUS 304）
・　硬質アルミニウム合金製

受　　　わ　　　く
※　塩化ビニル製又は塩化ゴム製

17．くつふき
マット

21

排
　
水
　
工
　
事

 ※　鋼製 ・　ステンレス製

 地業の材料　 ・

(21.2.1)

(21.2.1)

(21.3.2)※再生クラッシャラン

※Ｂ種

１．グレーチング

３．縁石及び側溝

４．埋戻し土

２．鋳鉄製マン
ホールふた

※　使用する ・　使用しない　　　　　　　 　　　　　　　　(22.1.3)１．再　生　材22

舗
　
　
　
装
　
　
　
工
　
　
　
事

２．盛土材料 路床の盛土材料 ・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種 (22.2.3)

凍上抑制層 ※　再生クラッシャラン ・　切込砂利又は切込砕石
(22.2.2)(22.2.3)３．フィルター層

及び凍上抑制
層用材料

フィルター層 ※　砂

４．路床安定処理 路床安定処理添加材料
※　普通ポルトランドセメント ・　高炉セメントＢ種
・　フライアッシュセメントＢ種
・　生石灰（・特号　・１号） ・　消石灰(・特号　・１号)

(22.2.2)(22.2.3)(表22.2.1)

※　行わない ・　行う (22.2.3)５．砂の粒度試験

支持力比
(22.2.5)※　行わない ・　行う（※　乱した土　　・　乱さない土）６．路床土の

(ＣＢＲ)試験

度の試験
７．路床の締固め (22.2.5)・　行わない ※　行う（箇所:埋戻し及び盛土部）

８．路盤材料
（透水性舗装の場合を除く）

(22.3.3)(表22.3.1)※　再生クラッシャラン　ＲＣ－40

・　クラッシャラン　Ｃ－40
・　クラッシャランスラグ　ＣＳ－40

度の試験
９．路盤の締固め (22.3.5)※　行う

10．アスファルト
舗装

加熱アスファルト混合物の種類
表　層

・
基　層

・

舗装の厚さは
図示による

舗装の平坦性は、通行の支障となる水たまりを生じない程度とする

(22.5.3)11．コンクリート
舗装 溶接金網

・　使用する
※　あり

※　使用しない
・　なし

早強ポルトランドセメント

12．カラー舗装

(22.4.2)(22.4.4)(表22.4.4)

・　密粒度アスファルト混合物（13）
・　細粒度アスファルト混合物（13）

※　再生粗粒度アスファルト混合物（20）
・　粗粒度アスファルト混合物（20）

アスファルト混合物等の抽出試験　　※行わない　　・行う (22.4.6)

(22.6.3)着色骨材・自然石（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(22.6.2)
部　　　位

・　車道部　・　歩道部
・　車道部　・　歩道部
・　車道部　・　歩道部
・　車道部　・　歩道部

種　　　類
※　アスファルト混合物
・　石油樹脂系混合物

加熱系

常温系

図示による

厚　さ(mm)

・　ニート工法 ３～５
・　塗布工法 １程度以下

16．区　画　線 ※　JIS K 5665　３種１号

15．砂利敷き ※　Ａ種（通路） ※　Ｂ種（建物周囲その他） (22.9.2)・

・

舗装
14．ブロック系 ・　インターロッキングブロック舗装 (22.8.2)(22.8.4)(表22.8.1)

・　コンクリート平板舗装　　※砂目地　　　　　・モルタル目地

・　舗石舗装基層　　　　　　※コンクリート版　・アスファルト混合物

舗装の平たん性は著しい不陸がないものとする

(22.7.2)(22.7.6)

開粒度アスファルト混合物等の抽出試験　　　　※行わない　　　・行う
構成　　　　・図示13．透水性アス

ファルト舗
装

(23.5.2)(23.5.3)
排水層工　　法 土壌層厚さ

・　屋上緑化システム ・　　６ｃｍ ・　適用する
・　15ｃｍ 材質（・　軽量骨材
・　30ｃｍ ・　板状成形品）

・　適用しない
・　屋上緑化軽量システム ※　システム製造所の仕様による

６．屋上緑化

種　別 ※　コウライシバ ・　ノシバ (23.4.2)

４．土壌改良材 (23.2.3)・　パーク堆肥(50L/㎡) ・　下水汚泥コンポスト(10L/㎡)　

３．植込み用土 ※　現場発生の良質土 ・　客土 (23.2.3)

２．植栽基盤 (23.2.2)(表23.2.2)

・　Ｃ種
・　Ｄ種

樹　　　種　　　等種　別
・　適用する
※　適用する

※　適用しない
・　適用しない

植栽基盤の適用
・　Ａ種
※　Ｂ種

(23.1.3)１．植栽地の
確認等

※排水性及び土壌硬度の確認
・水素イオン濃度指数（pH）・電気伝導度（EC）の試験

材質、寸法等は図示又は製造所の

 アルミ製　　既製品：ﾜｲﾔｰ、ﾌｯｸ等の吊り金物(4ｾｯﾄ／ｍ）共

 簡易密閉式とし、表面には用途別の標準文字付きとする。

マーブル柄

化粧なし
（下地材）

・32Ｋ品保温材(高性能)

製ブラインド

・

 室名札・ピクトサイン アクリル板及び市産木材

11．ブラインド

※　再生密粒度アスファルト混合物（13Ｆ）

５．芝
（※　100角　・　300角）

木製枠 表面ビニールクロス張り

・　アルミフラット
・　ガラス繊維

※　600×600

地被類木

・　100
・　50

ピット内部

・釘止め工法

・釘止め工法

・接着工法

・接着工法
・特殊張工法

けい酸カルシウム板 ・　 8(不燃）

・　12(不燃)
・　10(不燃)

・３種bA

　　 なし)

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人

R6 2
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

壁：玄関、廊下、管理室

天井：玄関、廊下

Ｄ-38

特記仕様書　 ４ Ｄ ０ ５

室内に面する外壁部

便所廻り室内壁面

Ｆ☆☆☆☆

Ｆ☆☆☆☆

コンクリート
布立上り
外壁建具周囲
ＲＤ下廻り

遮光（一級）

（玄関ポーチ、沓洗い場、排水溝(集水桝共)）

有限
会社 佐々木章設計事務所



 ・ なし　・ あり（ ・ 標準型　・ 簡易型　・ 特別簡易型 ）

建設資材調書の提出は、工事完成後、紙で出力した建設資材調書に押印したものを監督員に提出するものとする。

詳細は、盛岡市ホームページの「総合評価落札方式競争入札」を参照のこと。

工事の施工により発生する産業廃棄物は、以下の場所に搬入することとする。 ・ なし　・ あり

廃棄物名 産業廃棄物受入施設等名

コンクリート殻（有筋）

廃コンクリート殻（無筋）

アスファルト殻

廃金属類

受入場所 備　　考

木材

ても設計変更の対象としない。ただし、現場条件や数量の変更等、受注者の責によるものでない事項については、この限りではない。

管理票（マニフェスト）で管理すること。

 ・ 構内指示の場所に敷き均し　・ 構内指示の場所に堆積　・ 構外搬出

 ・ なし　・ あり（ＰＣＢ分析調査を本工事で実施し、含有している場合は発注者へ引渡しとする。）

 ・ なし　・ あり（　・ ＰＣＢ（　・ シーリング材　・ 高圧機器類　・ 安定器　・ 低圧機器類 ） ・ アスベスト）

ＰＣＢを含有する機器等は、廃棄物処理法に基づき、飛散、流出、地下浸透、悪臭が発生しないよう、発注者の指定する

施設内の場所へ適切に保管とする。

 ・ なし　・ あり（　　　　　　　　）

冷媒の回収にあたっては、「特定製品に係るフロン類の回収及び破壊の実施の確保等に関する法律（フロン回収破壊法）」に従って行い、監督職員に第一種フロン

14 経年検査

15 総合評価落札方式

　（建設資材調書）

16 産業廃棄物

産業廃棄物受入施設等名については、積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものではない。なお、受注者が上記施設とは異なる施設で処理する場合におい

本工事で発生した産業廃棄物は、可能な限り中間処理施設等に於いて再利用、減量化を図るものとする。また、最終処分場で処分される産業廃棄物は、産業廃棄物

17 残土の処理

18 ＰＣＢ分析調査

19 特別管理産業廃棄物

20 冷媒の回収

総
合
評
価

発
生
材
の
処
理
等

類回収業者登録通知書の写し、フロン類回収証明書を提出する。ただし、家庭等のエアコン等で「特定家庭用機器再商品化法（家電リサイクル法）」の対象となっ

ているものは、法に従ってリサイクル（フロン類の改修を含む）を行い、監督員に、特定家庭用機器廃棄物管理票（家電リサイクル券）の写しを提出する。

21 資源有効利用促進法の運用

・土砂

・砕石

・加熱アスファルト混合物

建設資材

500m3以上

200 t以上

200 t以上

対象数量

・土砂

建設資材

500m3以上

対象数量

・コンクリート塊

　アスファルト・　

　　コンクリート塊

　建設発生木材

200 t以上

合計

※国土交通省で定めている様式を準用すること。

 ・

 ・

 ・

・再生資源利用計画書（搬入） ・再生資源利用促進計画書（搬出）

受注者は、契約締結後速やかに、当該工事現場の公衆の見えやすい場所に工事表示板を掲げなければなら

ない。ただし、監督員の承諾を得た場合は、その設置を省略することができる。また、工事表示板の大き

さは、日本工業規格Ａ２（420×594）程度を標準とする。

受注者は、当該請負工事における下請負人の施工の分担関係を表示した施工体系図を作成することとし、

施工体系図は工事現場の公衆が見えやすい場所へ掲示しなければならない。

現
場
事
務
所

の
掲
示
物

工事表示板（参考）

工　事　名

発　注　者

設　　　計

監　　　理

施　　　工

工　　　期 令和　年　月　日 ～ 令和　年　月　日

現場連絡先 電話　　　　　　現場代理人

　　共通仮設費（積上式）：①宿舎等（借上費、宿泊費）、②労働者送迎費

※２　実績変更対象費（率分）に含む内容は、下記の内容である。

　　通知するものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　⑥労災保険法による給付以外に災害時に事業主が負担する費用

※３　受注者は、労働者確保に要する共通費の実績変更（以下「共通費の実績変更」という。）を請求する意思がある場合は、すみやかに書面により発注者に対し

　　　　　　　　　　　　　　　及び作業用被服等の費用、④賃金以外の食事・通勤費等に要する費用、⑤安全、衛生に要する費用及び研修訓練等に要する費用、

※１　本工事は、受注者が負担する「労働者に係る宿泊費」、「労働者に係る送迎費」及び「募集及び解散等に要する費用」について、不足する労働者を広域的に

　　確保せざるを得ない場合（以下「実績変更対象費」という。）を受注者の支出実績を踏まえて契約変更することができるものとする。

　　現場管理費（率式）　：①募集及び解散費に要する費用、②賃金以外の食事・通勤費等に要する費用

　　　実績変更対象費（率分）：【現場管理費（率分）】①募集及び解散等に要する費用、②慰安、娯楽及び厚生に要する費用、③純工事費に含まれない作業用具

　　の内容について協議するものとする。なお、実績報告書及び証明書類の提出期限等については、監督員と協議のうえ決定するものとする。

※４　受注者は、「共通費の実績変更」を請求する場合は、監督員に設計額における「実績変更対象費」を確認の上、実績報告書（様式１）及び実績変更対象費に

　　実際に支払った全ての証明書類（領収書、領収書の出ないものは金額の適切性を証明する金額計算書などをいう。）を監督員に提出し、「共通費の実績変更」

他の書類全てを提出とする。

工事期間中に監督員から承諾を受けた施工図面及びその

ができる。

受注者は、下記表に掲げる工事完成時に提出する図書等を作成し、監督員に提出しなければならない。ただし、監督員の承諾を得た図書等は、提出を省略すること

２

１機器完成図

１出荷証明書

１写真帳

完成図　　（Ａ１版、またはＡ２版）

完成写真

図面の製本

縮小完成図（Ａ３版）

黒文字青表紙の二つ折り製本とする。また、完成図は、

数量等

機器名称、製造者名（連絡先含む）、形式、容量、出力、１主要機器一覧表

部数 備　　考

１工事施工上必要な図書等工事完成図書

提出する図書等

工事の完成に合わせ設計図を修正した図面を収めること。

備　　考

工事部分に関する保証（例：屋根工事等）

各種の建築、電気、機械に係る試験

原本、原本の写し

建築工事の鍵箱に、関連工事の鍵を一式収納すること。

－

－

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

２

部数

※１　保全に関する図書は、施設管理者で取扱説明書として利用するものと、監査や検査等で使用する保存版の２部構成とする。

機器等に付属されたもの

鍵番号一覧表

予備品・工具類

鍵箱

総合試運転報告書

装置・機器類の不具合や故障が発生したときの連絡表

建物に設置されている建具及び家具、機器等の概要

建物の主要な構造部や外構について

各署関係機関の届出や申請書類

緊急連絡先

官公署届出書類

機器試験成績表

試験成績書 現地試験成績表

製造者の機器取扱説明書

や運転方法、取り扱いに関する注意事項等

系統図及びフローチャート図等により、機器等の配置位置機器取扱説明書

建物等の清掃の要点

建物、工作物、植栽等を管理するうえでの保全業務の要点

建物を使用するうえでの注意事項　　関する説明書

建築物等の利用に

機器類の製造者保証書

保証書 責任施工部分保証書

提出する図書等

諾を得た図書等は、提出を省略することができる。

受注者は、下記表に掲げる引渡時に提出する図書等を作成し、監督員に提出するとともに、その内容を施設管理者に説明しなければならない。ただし、監督員の承

地域に貢献したことを証明できる書類（地域イベント参加や道路清掃等）

品質管理表、品質確認記録、出来形管理記録、社内検査記録

建設機械車両の低騒音・低振動・排ガス対策の配慮、過積載防止点検記録

仮設工事の点検・監理・記録等

安全協議会、安全教育及び安全訓練等（店社パトロール、ＫＹ、ＴＢＭ等）、新規入場者教育

加点に係る書類）

（工事成績評定の

提示または写しの提出

黒文字青表紙の二つ折り製本とする。１施工図　　（Ａ１版、またはＡ２版）

工
事
完
成
時
に
提
出
す
る
図
書

共
通
費
の
実
績
変
更

受注者は、次のいずれかに該当する数量の建設資材を搬入又は搬出する場合は、再生資源利用（促進）計画書を作成し、監督員に提出後、現場に掲示すること。

22 工事表示板の設置

23 施工体制の掲示等

33 工事完成図書等

34 保全に関する資料

24 労働者確保に要する共通費

　 の実績変更について

※対象となる建設資材については、設計数量をもとに定めている。

受注者は、契約締結後７日以内に工事着手届を発注者へ提出しなければならない。

録完了後、速やかに登録機関発行の「工事カルテ受領書」の写しを監督員へ提出しなければならない。また、機関への登録期限は下記表のとおりとし、日数には

「行政機関の休日に関する法律（昭和６３年法律第９１号）」に定める行政機関の休日（土曜日、日曜日、祝祭日、年末年始）は含まないこととする。

工事受注時

登録内容の変更

工事完成時 工事完成後１０日以内

変更契約締結後から１０日以内

契約締結後１０日以内

機関への登録期限 概　要

工事着手時

工期の変更、請負代金額の変更、技術者の変更

工事着手から引渡しまでの期間、工事目的物及び工事材料等を火災保険、建設工事保険その他の保険に付し、その写しを監督員に提出すること。

受注者は、現場代理人の常駐義務を緩和させたい場合や、現場代理人を本工事以外の他の工事に兼務させたい場合は、監督員と協議しなければならない。

盛岡市ホームページの「市営建設工事に係る現場代理人及び下請負人に関する取扱いについて」を参照のこと。

・ 対象外工事　　・ 対象工事（本工事は下記表に該当する工事）

工事の種類 規模の基準 備　　考

建築物の解体工事

建築物の新築・増築工事

建築物の修繕・模様替等工事（リフォームなど）

建築物以外の工作物の解体・新築工事等

床面積の合計：80平方メートル以上

床面積の合計：500平方メートル以上

請負代金額：１億円以上（税込み）

請負代金額 500万円以上（税込み） 土木・電気・機械工事を含む

を提出するものとする。また、特定建設資材廃棄物の再資源化等が完了したときは、建設リサイクル法第１８条に基づいて書面により報告すること。

発注者は通知書を作成し、工事を着手する前までに所定の特定行政庁へ通知書を提出しなければならない。

事着手する前までに、所定の行政機関へ提出とする。

１ 工事着手届の提出

２ 工事実績情報の登録 請負代金額が５００万円以上の全ての工事は、工事実績情報（工事カルテ）の登録をおこなわなければならない。登録する際は監督員に予め内容の確認を受け、登

３ 保　険

４ 現場代理人の兼務

　　 及び常駐義務の緩和

落札が決定した業者は、分別解体等省令で定める様式第１号別表１～３のうち当該工事に該当する別表及び工程表を作成し、契約締結前に、発注担当者等に説明書

６ 建設リサイクル法の通知等

５ 建設リサイクル法の適用

特定建設資材（コンクリート、アスファルト・コンクリート、コンクリート及び鉄から成る建設資材、木材）を用いた対象建設工事は、建設リサイクル法に基づき、

７ 建設資材廃棄物

　　　 処理方法等通知書

建設リサイクル法の対象工事の場合、受注者は、盛岡市廃棄物の減量及び適正処理等に関する条例の規定により「盛岡市建設資材廃棄物処理方法等通知書」等を工

工事管理ファイル(INDEX_C.XML)の記述例 (注意　アスタリスク「*」は、半角スペースに置き換えてください。)

<?xml version="1.0" encoding="shift_jis"?>

<!DOCTYPE constdata SYSTEM "IDXC_B02.DTD"[]>

<!-- http://www.city.morioka.iwate.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/017/579/sample1.zip から「IDXC

_B02.DTD」をダウンロードできます。-->

<constdata DTD_version="02">

**<基礎情報>

****<メディア番号>1</メディア番号>

****<メディア種別>DVD-R</メディア種別>

****<メディア総枚数>1</メディア総枚数>

****<メディアフォーマット>UDF</メディアフォーマット>

****<完成図フォルダ名>DRAWINGF</完成図フォルダ名>

****<完成図オリジナルファイルフォルダ名>DRAWINGF/ORG</完成図オリジナルファイルフォルダ名>

****<保全に関する資料フォルダ名>MAINT</保全に関する資料フォルダ名>

****<保全に関する資料オリジナルファイルフォルダ名>MAINT/ORG</保全に関する資料オリジナルファイルフォルダ名>

****<施工計画書フォルダ名>PLAN</施工計画書フォルダ名>

****<施工計画書オリジナルファイルフォルダ名>PLAN/ORG</施工計画書オリジナルファイルフォルダ名>

****<工程表フォルダ名>SCHEDULE</工程表フォルダ名>

****<工程表オリジナルファイルフォルダ名>SCHEDULE/ORG</工程表オリジナルファイルフォルダ名>

****<打合せ簿フォルダ名>MEET</打合せ簿フォルダ名>

****<打合せ簿オリジナルファイルフォルダ名>MEET/ORG</打合せ簿オリジナルファイルフォルダ名>

****<機材関係資料フォルダ名>MATERIAL</機材関係資料フォルダ名>

****<機材関係資料オリジナルファイルフォルダ名>MATERIAL/ORG</機材関係資料オリジナルファイルフォルダ名>

****<施工関係資料フォルダ名>PROCESS</施工関係資料フォルダ名>

****<施工関係資料オリジナルファイルフォルダ名>PROCESS/ORG</施工関係資料オリジナルファイルフォルダ名>

****<検査関係資料フォルダ名>INSPECT</検査関係資料フォルダ名>

****<検査関係資料オリジナルファイルフォルダ名>INSPECT/ORG</検査関係資料オリジナルファイルフォルダ名>

****<発生材関係資料フォルダ名>SALVAGE</発生材関係資料フォルダ名>

****<発生材関係資料オリジナルファイルフォルダ名>SALVAGE/ORG</発生材関係資料オリジナルファイルフォルダ名>

****<その他資料フォルダ名>OTHRS</その他資料フォルダ名>

****<その他資料オリジナルファイルフォルダ名>OTHRS/ORG</その他資料オリジナルファイルフォルダ名>

**</基礎情報>

**<ソフトウェア情報>

****<ソフトウェア名>○○電子成果品作成支援・検査システム</ソフトウェア名>

****<バージョン情報>○○</バージョン情報>

****<メーカ名>○○株式会社</メーカ名>

****<メーカ連絡先>東京都○○区■■</メーカ連絡先>

****<ソフトメーカ用TAG></ソフトメーカ用TAG>

**</ソフトウェア情報>

**<工事情報>

****<!--(必須項目)工事番号は、契約書に掲載してある番号を入力するものとする。掲載の無いものは、｢999999｣を入力するものとする。-->

****<工事番号>○○○○○○</工事番号>

****<工事名称>市営○○住宅○○主体工事</工事名称>

****<!--(必須項目)工事分野は,CORINSの｢公共事業の分野｣に従って記入するものとする。-->

****<工事分野>○○</工事分野>

****<!--(必須項目)工事業種は、CORINSの｢本件登録工事の受注に対応した建設業許可業種｣に従って記入するものとする。-->

****<工事業種>○○一式工事</工事業種>

****<!--(必須項目)工種は、CORINSの｢工種、工法・型式｣の｢工種｣を記入するものとする。-->

****<工種>○○一式工事</工種>

****<!--(必須項目)工法型式は、CORINSの｢工種、工法・型式｣の｢工法・型式｣を記入するものとする。-->

****<工法型式>○○一式工事</工法型式>

****<契約金額>○○○○○</契約金額>

****<工期開始日>2016-○○-○○</工期開始日>

****<工期終了日>2016-○○-○○</工期終了日>

****<工事内容>新営,○○</工事内容>

**</工事情報>

**<発注者情報>

****<発注者コード>50301201</発注者コード>

****<発注者名称>盛岡市</発注者名称>

**</発注者情報>

**<受注者情報>

****<!--(必須項目)受注者コードは、盛岡市役所財政部契約検査課から送付のある盛岡市競争入札参加資格者名簿(４桁)を入力するものとする。-->

****<受注者コード>○○○○</受注者コード>

****<受注者名称>△△建設株式会社</受注者名称>

**</受注者情報>

**<施設情報>

****<!--(任意項目)発注者より提示されたコードを記入する。官庁営繕事業では8桁で入力するものとする。-->

****<施設識別コード>○○○○○○○○</施設識別コード>

****<施設名称>○○市営住宅</施設名称>

****<!--(必須項目)境界座標情報は、位置情報を http://psgsv.gsi.go.jp/koukyou/rect/citycode.cgi?code=03201 で確認し、入力すること。-->

****<施設基準点緯度>39.702236</施設基準点緯度>

****<施設基準点経度>141.154714</施設基準点経度>

****<建築物情報>

******<!--(任意項目)発注者より提示されたコードを記入する。官庁営繕事業では11桁で入力するものとする。-->

******<建築物識別コード>○○○○○○○○○○○</建築物識別コード>

******<建築物名称>○○市営住宅○号棟</建築物名称>

******<!--(必須項目)建築物の所在地を入力するものとする。-->

******<所在地>盛岡市○丁目××</所在地>

******<!--(必須項目)境界座標情報は、位置情報を http://psgsv.gsi.go.jp/koukyou/rect/citycode.cgi?code=03201 で確認し、入力すること。-->

******<建築物基準点緯度>39.702236</建築物基準点緯度>

******<建築物基準点経度>141.154714</建築物基準点経度>

****</建築物情報>

**</施設情報>

**<予備>監督職員　盛岡市役所建設部建築住宅課　盛岡太郎</予備>

**<予備>現場代理人　○○建設株式会社　都南二郎</予備>

**<予備>主任技術者　○○建設株式会社　玉山三郎</予備>

**<予備>下請負人　□□舗装株式会社　△△設備株式会社・・・</予備>

</constdata>

施設識別コードは８桁とする。（盛岡市コード（６桁）＋施設コード（２桁））

建築物識別コードは11桁とする。 〔盛岡市コード（６桁）＋建物コード（５桁）〕

盛岡市コード（６桁）：032018

電
子
納
品
事
項

施設識別コードの設定

建築物識別コードの設定

各種コード詳細

１　適用

　本工事は、電子納品の対象工事とする。

　（http://www.city.morioka.iwate.jp/kurashi/douro_kotsu/douro/1017579.html）

２　電子納品対象書類

　本工事における電子納品の実施区分は、次のとおりとする。

 (○)本工事は、電子納品を｢義務｣として実施する。

 (　)本工事は、電子納品の実施を受発注者間の｢協議｣により決定する。

　 ※いずれかに｢○｣を記入するものとする

３　電子納品対象書類

 〔建築関係(建築設備を含む。)〕

　 本工事において、電子納品対象書類を｢義務｣又は｢協議｣とする区分は、次のとおりとする。

工事写真

書類名フォルダー名

JPEG形式

発注者 受注者

作成者

総合施工計画書

工種別施工計画書

PLAN.XML

PLAN.XML

マスター工程表 SCHEDULE.XML

SCHEDULE.XML

MEET.XML

MATERIAL.XML

MATERIAL.XML

MATERIAL.XML

MATERIAL.XML

PROCESS.XML

PLAN 施工計画書

月間工程表
SCHEDULE 工程表

MEET 打合簿 工事打合せ記録

試験成績書

試験計画書

MATERIAL 品質証明書

調合表

規格証明書

機材関係資料

MATERIAL.XML

試験計画書

試験成績書

出来高管理図

施工関係資料PROCESS PROCESS.XML

PROCESS.XML

INSPECT 検査関係資料 完成検査記録 INSPECT.XML

SALVAGE 発生材関係資料
発生材調書

処理報告書

SALVAGE.XML

SALVAGE.XML

SFC形式(DRAWINGF.XML)

JWW形式、PDFの全て
完成図 完成図DRAWINGF

保全に関する説明書

官公署届出書類

備品リスト

MAINT.XML

MAINT.XML

MAINT.XML

保全に関する資料MAINT

OTHERS

施工図 施工図

完成写真完成写真

その他の資料

OTHRS.XML

OTHRS.XML

JPEG形式(OTHRS.XML)

　　※１　作成者欄の｢○｣は義務、｢△｣は協議を示す。

　　※２　上記以外の書類については、受発注者間の協議によって決定する。

　　※３　ガイドラインで定めているものの他に、電子納品が必要な書類がある場合は、上表に記載するものとする。

　　※４　参考フォルダ 　　　　http://www.city.morioka.iwate.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/017/579/sample1.zip

４　電子成果品は、ガイドラインに基づいて作成し、電子媒体(CD-R又はDVD-R)で２部提出するものとする。

６　電子成果品を提出する際には、｢電子媒体納品書｣を作成し、電子媒体と併せて提出するものとする。

工事番号：〇〇〇〇　枚数／全枚数

ＣＯＲＩＮＳコード番号：〇〇〇〇〇〇

工事の名称：令和〇〇年度　〇〇〇〇〇工事

発注者署名欄 受注者署名欄

発注者：盛岡市〇〇部××課

受注者：△△株式会社

ウィルス対策ソフト名：□□

ウィルス定義：〇年〇月〇日版

チェック年月日：〇年〇月〇日

フォーマット形式：ＩＳＯ９６６０（レベル１）

 IDXC_B02.DTD(インターネットで入手。)

（施工計画書フォルダ）  ・施工計画書(DTD+XML+PDFファイル)

PLAN
 ・施工計画書(オリジナルファイル)

ORG

（工程表フォルダ）  ・工程表(DTD+XML+PDFファイル)

SCHEDULE
 ・工程表(オリジナルファイル)

ORG

（打合簿フォルダ）  ・打合簿(DTD+XML+PDFファイル)

MEET
 ・打合簿(オリジナルファイル)

ORG

（完成図フォルダ）  ・完成図(DTD+XML+PDFファイル)

DRAWINGF
 ・完成図(オリジナルファイル)

ORG

（保全フォルダ）  ・保全資料(DTD+XML+PDFファイル)

MAINT
 ・保全資料(オリジナルファイル)

ORG

（施工関係資料フォルダ）  ・施工関係資料(DTD+XML+PDFファイル)

PROCESS
 ・施工関係資料(オリジナルファイル)

ORG

（その他フォルダ）  ・完成写真等(DTD+XML+PDFファイル)

 ・完成写真等(JPGファイル)
ORG

図　電子媒体の表記例(正副２部)

OTHERS

 電子媒体

 ルート

 工事管理ファイル

 INDEX_C.XML

備　考

５　電子成果品を提出する際は、電子納品チェックシステム、SXFブラウザ等による成果品のチェックを行い、エラー及び誤りがないことを確認すると

　ともに、確実にウィルスチェックを実施したうえで提出するものとする。

　電子納品とは、｢調査、設計、工事などの各業務段階の最終成果を電子成果品として納品するものとする｣をいう。ここでいう電子成果品とは、盛岡市

　電子納品ガイドライン（案）（ 以下、｢ガイドライン｣という。）に基づいて作成した電子データを指す。
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事
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負
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 ・ 週休２日工事(発注者指定型) ・ 週休２日工事(受注者希望型) ・ 週休２日交替工事(発注者指定型) ・ 週休２日工事の対象ではない。

全体工期

うち余裕期間

うち実工期

日間

日間

日間

 ※全体工期 ＝ 余裕期間 ＋ 実工期

 ※工期の始期日を含めて数えた180日を超えない日数とする。

 ※工事開始日を含めて数えた日数とする。

４日間 、お正月休暇 ６日間 ）を含むものとする。

・ なし　・ あり （ 本工事の工事着手は、令和　　年　　月　　日からとする。）

本工事は、受注者の円滑な工事施工体制の確保を図るため、事前に建設資材、労働者確保等の準備を行うことができる余裕期間を設定した工事である。

※１　余裕期間内は、現場代理人及び主任技術者又は監理技術者の配置を要しない。

　　行う準備は受注者の責により行うものとする。

※４　工事請負契約約款第３条の規定に基づく工程表には、余裕期間も含めた全体工期を記載するものとする。

※６　工事請負契約約款第10条の規定に基づく、現場代理人及び主任技術者等の通知については、工事開始日までに通知するものとする。

　　搬入や仮設物の設置等を行わせてはならないものとする。

　　工事開始日を遅らせる場合は、余裕期間を180日間超えないこととする。

※９ その他、余裕期間を設定する工事の取扱いは、盛岡市ホームページに掲載されている「余裕期間（建築工事関係）の設定について運用基準」による。

８ 工　期

実工期には、作業日数、準備日数、後片付け日数のほか休工日（土曜日、日曜日、祝祭日、天候による休工日、連休等（ゴールデンウィーク　７日間、お盆休暇　

９ 余裕期間の設定等

※２　余裕期間内は、現場に搬入しない資材等の準備を行うことができるが、資材の搬入、仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならない。なお、余裕期間内に

※３　工事実績情報システム(コリンズ)は、実工期にて登録するものとし、工事開始日(変更後の工事開始日含む。)後、土曜日、日曜日、祝日等を除き10日以内に、

※５　工事請負契約約款第４条の規定に基づく契約保証の期間は、全体工期を満たすものとし、契約締結の日から全体工期の終期日までを対象とするものとする。

※７　工事請負契約約款第16条第２項の規定に基づく工事用地の管理については、工事開始日の前日までは、発注者の責任において行うものとし、受注者に資材の

※８　工事開始日の前日までの期間に施工体制及び建設資材や労働者の確保が図られる場合は、受発注者協議により、工事開始日を変更することができる。なお、

　　登録申請するものとする。

10 週休２日工事

には、中止時点における工事の出来高、搬入材料及び建設機械器具等の調書、中止期間中の体制及び工事現場の維持管理に関することを記載すること。

 ・ なし　・ あり（指定部分検査を受けるべき建物等は、下記の表のとおりとする。）

建物または工種 工事段階 備　　考

11 工事の一時中止 工事請負契約書第20条の規定により工事の一時中止の通知を受けた場合は、工事の続行に備え中止期間中における工事現場の管理計画書を提出すること。本計画書

12 指定部分検査及び指定部分

 工事目的物の引渡し

13 中間検査

各
種
検
査
関
係
事
項

　　受注者は、週休２日工事である旨を現場の公衆の見えやすい場所に掲示しなければならない。

週休２日工事　掲示の例

　この工事は、盛岡市が発注した週休２日工事です。

　建設現場の働き方改革を推進するため、土曜・日曜・祝日の休工に取り組んでいます。

に取り組んでいます。

受注者：

電　話：

受注者：

電　話：

　　発注者指定型において、４週８休が達成できない場合は、補正係数分を減額して設計変更を行う。

　　週休２日工事に取り組むことを理由に工期の延長は行わない。

　　手続き及び条件の詳細は、盛岡市ホームページの「盛岡市週休２日工事実施要領」を参照のこと。

週休２日交替制工事　掲示の例

　この工事は、盛岡市が発注した週休２日交替制工事です。

　建設現場の働き方改革を推進するため、技術者及び技能労働者が交替しながら休日確保

工
期
等
関
連
事
項

受注者は下請負契約を締結した場合は、その金額に関わらず施工体制台帳を作成し、その写しを監督員に提出し確認を受けなければならない。

受注者は、現場代理人等を補助する者を定めた場合は、工事関係担当者等通知書を提出しなければならない。

社会保険等に未加入である建設業許可業者を下請負人（二次以下の下請負人を含む。）とすることは禁止することとし、その者を下請負人とした場合は、「工事成

監督員の承諾を得た場合は、報告書の作成を省略することができる。

雛形は、盛岡市ホームページ（盛岡市トップページ > 事業者の皆さんへ > 市の発注契約）の「営繕工事特記仕様書に定める提出書類等」による。

発注者、受注者及び関連工事の受注者の間で工事の進捗状況及び今後の工事工程等を確認するため、受注者は工事月間工程会議で報告しなければならない。ただし、

詳細は、盛岡市ホームページの「盛岡市(市上下水道局を含む)発注の工事請負契約における社会保険等未加入対策の強化について(平成30年4月1日)」を参照のこと。

績評定の減点」や「受注者の指名停止措置」を講じる。また、社会保険等の未加入業者を下請負人とする場合は、工事請負契約約款第７条の２第２項の規定による。

受注者は、工事期間内に工事作業を休業（ゴールデンウィーク、お盆休暇、お正月休暇）する場合は、休業期間中の工事現場の管理体制を報告しなければならない。

受注者は、下記表に掲げる工事施工上必要な図書等を作成し、現場に備えなければならない。ただし、監督員の承諾を得た図書等は、その作成を省略することがで

工事の着手、施工及び完成において官公署その他関係機関へ必要となる諸手続き等は、監督員と協議のうえ受注者が遅滞なく処理すること。なお、当該手続きに係

る費用はすべて受注者の負担とする。

本工事で事故が発生した場合、「盛岡市建設工事等における事故報告要領」に基づき報告すること。なお、報告要領は盛岡市ホームページを参照のこと。

きる。

また、工事完成時には工事施工上必要な図書として監督員へ提出しなければならない。

 （下記表の部数の欄で、工事監理業務委託の監督員が選任されている場合はカッコ書きの部数を提出し、選任されていない場合はカッコ無しの部数とする。）

　 の作成

　 理体制の報告

　 図書等

必要な図書等 部数 提出時期 備　　考

実施工程表（全体）施工予定に関する 契約締結後速や

かに提出する。変更実施工程表（全体）事項

週間又は月間工程表

工種別工程表

工
　
程
　
表

総合施工計画書 契約締結後30日以内

に提出すること。 工事の全般的な進め方、主要工事の施工方法、品質目

標と管理方針、重要管理事項等、各種検査予定表の大

 ２（３）

 １（２）

 ２（３）

監督員の承諾を受ける。

監督員の指示により作成する。

要等を記載し、監督員の承諾を受ける。）

盛岡市様式第19号により届け出る。（総合仮設を含む

一工程の施工の着手

の７日前を目途に適

宜提出すること。

工種別施工計画書 盛岡市様式第19号により届け出る。総合施工計画書に

基づいて工種別の施工計画を定める。施工要領のほか、

仮設計画、工程計画、養生計画、安全・環境対策、品

質計画、一工程の施工の確認を行う段階、施工体制等

施工体制台帳の写し ２ 適宜提出とする。

施工図（加工図） 一工程の施工の着手

総合図 前に適宜提出するこ

と。

施工記録に関する

事項

工事材料搬入報告書

工事材料検査記録

施工報告書

施工検査（立会）記録

工事実施状況報告書

試験成績書、規格証明書、品質証明書等を含む。また、

自主検査記録、監理者等検査記録、是正報告書等は監

 ２（３）

 ２（３）

 １（２）

 ２（３）

 １（２）

 １（２）

 １（２）

 １（２）

る。

を記載し、品質計画は監督員の承諾を受ける。

監督員の承諾を受ける。

監督員の承諾を得て省略することができる。

督員の指示により提出。

監督員の指示によ

なお、週休２日工事の対象の場合は、次の書類を添付

すること。

日の確保を実施する旨を記載

　週休２日工事(発注者指定型)：週休２日工事工程表(計画)

　週休２日工事(受注者希望型)：週休２日工事工程表(計画)

週休２日工事の対象の場合は、次の内容を記載すること。

　週休２日工事(発注者指定型)：休工日の実績

　週休２日工事(受注者希望型)：休工日の実績

工事週報 １ 毎週火曜日

工事日報 １ 毎月上旬 雛形は盛岡市ホームページによる。

工事打合せ簿

工事写真 １ 「営繕工事写真撮影要領」国土交通省大臣官房官庁営

繕部整備課による。

産業廃棄物管理票（写） Ａ票・Ｂ２票・Ｄ票・Ｅ票・受渡確認票

 １（２）

 １（２）

監督員の承諾を得て省略することができる。

監督員の指示により作成する。

週休２日工事工程表(実施) １ 工事完成届提出の20

日前までに提出する

こと。

週休２日工事の対象の場合は、次の内容を記載し提出する

こと。

なお、週休２日交代制工事(発注者指定型)の場合は、実施

工程表に記載し提出すること。

　週休２日工事(発注者指定型)：休工日の実績、現場閉所

の状況

　週休２日工事(受注者希望型)：休工日の実績、現場閉所

の状況

監督員の指示によ

る。

　週休２日交替制工事(発注者指定型)：交替制による週休２

　週休２日交替制工事(発注者指定型)：休日率

　週休２日交替制工事(発注者指定型)：休日率

　　http://www.city.morioka.iwate.jp/jigyousha/keiyaku/kensetsuitaku/1008588.html

※５　受注者の責めによる工事工程の遅れ等、受注者の責めに帰すべき事由による増加費用については、「共通費の実績変更」の対象としない。

　　　積算変更時の設計額を算出するものとする。

　　　共通仮設費（積上式）：積算基準により算出した共通仮設費に加算

※７　発注者は、受注者から提出された資料に虚偽の申告があった場合については、法的措置及び指名停止等の措置を行う場合がある。

※６　発注者は、「共通費の実績変更」をする場合は、実績変更対象費に実際支払った額のうち証明書類において確認された費用について、下記に示す方法により

　　　現場管理費（率式）　：「実績変更対象費に実際支払った額のうち、証明書類において確認された費用から積算基準により算出した現場管理費に含まれる実

　　　　　　　　　　　　　　績変更対象費（率分）を差し引いた費用」を積算基準により算出した現場管理費に加算

※８　受注者は、「共通費の実績変更」に伴う契約変更について疑義が生じた場合は、監督員と協議するものとする。

※９　詳細については、「労働者確保に要する共通費の実績変更の運用基準（建築・電気設備・機械設備）」のとおりであり、以下のホームページを参考とすること。

電
子
納
品
事
項

共
通
費
の
実
績
変
更

工
事
期
間
中
の
書
類
等

25 施工体制台帳の作成

26 工事関係担当者の通知

27 下請負契約対象の限定

28 工事月間工程報告書

29 休業期間中の現場管

30 各種手続き

31 事故報告

32 工事施工上必要な

35 電子納品特記仕様書 35 電子納品特記仕様書24 労働者確保に要する共通

　 費の実績変更について

・「請負工事検査要領（平成25年４月１日改正）」の第６第１項(4)の規定により、中間検査を実施することがある。

・「請負工事検査要領（平成25年４月１日改正）」の第６条第３項の規定により、中間検査を実施することがある。

 ・ 行わない　　・ 行う（ 工事の引渡しから１年を経過したときに経年検査を実施する。）

１

建築物コード（５桁）：0008

施設コード（２桁）　：08

 ・

 ・

 ・ 週休２日工事は、４週８休(現場閉所率が28.5％以上)であることを求める。　［　・ 完全週休２日　　・ 月単位の週休２日　　・ 通期の週休２日　］

0

466

466

佐々 木
図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号
月 日訂正

髙橋　 雅人

R6 2
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

特記仕様書　 ５ Ｄ ０ ６

有限
会社 佐々木章設計事務所
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申請地：盛岡市乙部４地割30-1、31、32-1

乙部農業構造改造センター
盛岡市役所　乙部出張所

JAいわて中央
グリーン乙町

おとべ歯科クリニック
ファミリーマート
盛岡乙部店

出光セルフ黒川SS

至：盛岡市内

案内図

乙部局

国道396号線（旧釜石街道）

至：花巻・遠野

真北

（法42条1項1号）

7台

9台

公園等　
（3％）150㎡以上

仮ベンチマーク（KBM）

KBMより220上りを設計GL（102.98）とする 配置図　1：200
1：100

道路

歩道幅員

乗入6.0ｍ

16台

乗入8.0ｍ

車道幅員

市道沼橋1号線

施設看板

駐車台数32台

申請建物

鉄骨造平屋建
（準耐火建築物）

1

延べ床面積　1,287.43㎡

1FL＝103.35
設計GL＝102.98

下水管80（機械設備工事）

マンホールポンプ
（機械設備工事）

マンホールポンプ制御盤
（機械設備工事）

下水桝及び下水管
（機械設備工事）

圧送管（土木工事）へ接続

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人

R5 9

A1 1: 200
A3 1: 400

案内図・ 配置図

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ０ ７

有限
会社 佐々木章設計事務所



測 点

面 積

倍 面 積

地 積

地 番

坪 数

距 離

座 標 求 積 表

敷地

杭無し

杭無し

72.161

P51

P55

P54

P53

8.3
40

8 . 1 3 7

P52

1.115

P56

P57

P61

P77

P62

5.
29
7

8.
22
5

4.
58
3

P78

9.
50
3

P79

P80

9.
37
1

P81

8.
50
4

X57

7.
03
0

X58

X59

6.
41
9

2 . 0 7 1

3 . 5 5 0
3 . 8 6 9

29.901

22.578

P60

P59

22.83
4

2 3 . 3 5 7P61

P62

P77

P78

P79

P80

P81

X57

X58

X59

P51

P52

P53

P54

P55

P56

P57

P59

P60

-42450.668

-42466.725

-42471.512

-42479.255

-42483.638

-42492.895

-42502.112

-42510.529

-42517.371

-42523.419

-42490.187

-42483.502

-42481.973

-42481.534

-42480.679

-42478.118

-42475.362

-42449.747

-42464.100

30920.636

30904.402

30906.670

30909.445

30910.784

30912.931

30914.622

30915.835

30917.449

30919.599

30983.652

30988.638

30980.646

30979.621

30977.735

30974.835

30972.598

30957.173

30939.745

-81166.669500

-644171.355288

-387260.575100

-374807.930070

-421623.093760

-571085.487294

-545148.444348

-471744.726265

-398525.917610

840518.379216

1236774.436884

254540.672532

60969.911328

40087.629574

105819.942760

164693.197695

878723.577858

348639.682326

-28495.505145

22.834

5.297

8.225

4.583

9.503

9.371

8.504

7.030

6.419

72.161

8.340

8.137

1.115

2.071

3.869

3.550

29.901

22.578

23.357

6737.725793

3368.8628965

1019.0810  

3368.86   ㎡

X n Y n ｎ＋１ ｎ－１－（ ） ｎX X Y

佐々 木
図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人

R6 2

敷地求積図 A1 1: 200
A3 1: 400

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ０ ８

有限
会社 佐々木章設計事務所



1,287.43 ㎡

※小数点2位以下切り捨てのため床面積とは整合しない

室別面積求積図　1：200
建物面積求積図　1：200

建物面積計算表

　保守点検等一時的な使用のものであるため　床面積には算入しない
※キャットウォークは　幅が　1ｍ程度以下で（有効巾700程度）

●

●

●

合計

記号 計算式(m) 建築面積(㎡)延床面積(㎡)

40.46 × 31.82 1,287.4372

1.60 ×  5.70

1,287.4372

9.1200

合計面積 1,296.55721,287.4372

1
8
,
3
1
03
,
6
0
0

5
,
2
0
0

2
,
1
1
0 2
,
1
0
03
,
1
0
0 2
,
2
0
0

4
,
5
0
0

9
,
0
1
0

3
1
,
8
2
0

2
7
,
0
2
0

4
,
8
0
0

14,200 9,8404,450

600600

1
,
1
0
03
,
7
0
0

6,010 5,96010,44013,0005,050

40,460

3,8102,150

3,390 2,570

5
,
7
0
0

2,600

1,600
1,000

40,460

3
1
,
8
2
0

34,500

①

②

③

④

⑤

⑫

⑪

⑩

⑥

⑦

⑧

⑨

多目的室

玄関

廊下

アリ－ナ

ステージ外部用倉庫

便所（男）

更衣室

⑤ ②

⑧

⑦

⑨

⑩

⑪

⑫

⑥

⑥ 多目的便所

管理室

便所（女）

⑬

⑭

⑬⑬
⑭

更衣室

ＳＫ

器具庫

③
器具庫

④

室名 面積 計算式

玄関

廊下
1.24×2.2

13.00×3.70

5.05×3.70

23.91　㎡ （5.05+4.45）×1.1×1/2

管理室

多目的室

便所（男）

多目的便所

便所（女）

アリ－ナ

ステ－ジ

外部用倉庫

更衣室

10.44×3.70

49.78　㎡ （10.44+9.84）×1.1×1/2

6.01×4.8
28.84　㎡

5.96×4.5

2.15×18.3168.91　㎡

3.81×5.2
19.81　㎡

5.96×9.01
53.69　㎡

3.81×3.6
13.71　㎡

2.57×2.2
5.65　㎡

3.81×3.1
11.81　㎡

3.81×2.1

－0.8×0.45
7.64　㎡

－0.8×0.45
更衣室 7.67　㎡

ＳＫ

3.81×2.11

0.9×0.8
0.72　㎡

1,287.39　㎡

34.50×27.02

（14.2+13.0）×1.1×1/2947.15　㎡

48.10　㎡

消防法の検討

消防法　（15）項　事務所等（その他の事業場）

有窓・無窓の検討

1.52×2.0 3.04

1階　床面積

必要面積（1/30）

有効面積計算式

判　　定

開口面積大型開口 建具番号

有窓階

防火対象物

消防設備

OK

必要面積 有効面積

OK

＜

計

計

1.54 ㎡

判定 有効面積必要面積
面積

＜

室名

（1.6/2-0.1）×1.1×2×2

換気 1/20

換気の検討

1.54㎡

3.08㎡

OK

建築基準法の検討

42.92　㎡

AW-4（3）

AD-4（1） 1.890.86×2.2×1

AD-2、PD-2（2）

AD-3、PD-1（3）

換気

多目的室

多目的室

53.69 ㎡ 3.08 ㎡

1.074 ㎡

＜

有窓
53.69 ㎡

AW-5（1）

3.08

2.69 ㎡

主要用途

耐火建築物 準耐火建築物（ロ-2）　任意

08380　体育館

主要構造部の柱・はり　不燃材料

その他の主要構造部：準不燃材料　屋根　不燃材料

高さの制限

隣地斜線　31ｍ　勾配2.5 北側斜線　・・・該当なし

日影規制

提出義務あり　（工事施工者）　リサイクル法

管理室 19.81 ㎡ 1.00 ㎡

AW-3（1） 5.65×2.2×2 24.86

＜

OK

AW-2（1） 5.65×2.2×4 49.72

65.455.95×2.2×5AW-1（1）140.03 ㎡アリーナ

1.575×1.1×2×2

管理室 19.81 ㎡ 1.00 ㎡ 3.46 ㎡ AW-4（1） 1.575×1.1×2 3.46㎡

AW-4（2）6.93 ㎡2.69 ㎡53.69 ㎡多目的室 6.93㎡

＜

開口1/50

開口1/20

開口1/20

開口1/20

140.03㎡

AW-8（2）

第128条の3の2
居室
有効開口確認

＜
有窓

＜
有窓

有窓

4.52（1.57/2-0.1）×1.1×2×3

（1.6/2-0.07）×1.1×2 1.60

（1.56×2.2＋1.56×2.08）×2 13.35

（1.66×2.2＋1.66×2.08）×3 21.31 45.71㎡

45.71㎡

内装制限

対象外建築物　（任意準耐火建築物　1,500㎡以内）

第128条の3の2開口部を有しない居室

廊下幅

敷地内通路 1.5ｍ以上　 有効巾　6.0ｍ　・・・OK

採　光　 令116条の2　有窓居室確認

令126-2-1-2により対象外建築物排　煙　

非常用照明

歩行距離

令126-4-1-2により対象外建築物

景観法

人にやさしいまちづくり条例

バリアフリー法

法28条-1・・・対象外居室　　

居室　50ｍ　×2　＝100ｍ以内　・・・OK

景観計画地域　田園・丘陵景観地域

適合義務あり

建築物移動等円滑化基準への適合努力義務

両側居室1.6ｍ以上　有効巾　1.90ｍ　・・・OK

防火区画

防火壁 準耐火建築物により対象外

片側居室1.2ｍ以上　有効巾　1.46ｍ　・・・OK

指定あり　5時間～3時間　測定高さ　4ｍ　・・・OK

道路斜線　勾配1.5　適用距離　20ｍ　・・・OK

第116条の2
居室
有効開口確認

建築物省エネ法

18条計画通知のため届出不要

（1.96/2-0.1）×1.2×3×5 15.84

AW-2,3（6）（1.96/2-0.1）×1.2×3×6

AD-2（2） 1.8×2.2×2

AD-3（3） 11.88

（1.6/2-0.1）×1.1×2 1.54

計

AW-1（5）

1.8×2.2×3

19.00

7.92

器具庫

器具庫

ステ－ジ

995.25 ㎡ 49.77 ㎡

火気使用室：準不燃材料（管理室はIHヒーター使用で対象外）

外倒し窓　開放角度４５度以上

49.77 ㎡ 54.64 ㎡

54.64 ㎡

995.25 ㎡アリ－ナ
ステ－ジ

AW-4（1）

AW-4（2）

AD-1（1）

防炎物品 防火管理者の選任　

屋内消火栓設備・動力消防ポンプ設備：設置免除（準耐火建築物・内装制限 難燃以上）

消防機関へ通報する火災報知設備（固定電話を代用）

誘導標識・自動火災報知設備　・・・設置（電気設備工事）

消火器　・・・設置（機械設備工事）（消火器ボックスは建築工事）

0.864×0.65×2 1.12
1.12 ㎡

①
A

①

1

A

42.92 ㎡

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
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一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号
訂正 月 日

髙橋　 雅人
A1 1: 200
A3 1: 400

R6 2

建物面積表・ 法規チェ ッ ク

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ０ ９

有限
会社 佐々木章設計事務所



鋼製床組下地　h=750の上

合板t=15下張

天井裏収納梯子、木製階段Ｗ1，000　２ヶ所

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5貼

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5貼

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼（難燃以上）

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼（難燃以上）

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼（難燃以上）

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5貼

EP

EP

EP

遮光カーテン

杉化粧格子組（市産木材）　WP

杉化粧格子組（市産木材）　WP 竪型ブラインド

佐々 木

外　部　仕　上　表

Ｈ 天井高 B/BOX 室名札廻縁床高

床

下地 仕上

壁 天井

下地 仕上 下地 仕上
備考

巾木

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

塩ビ 3,000

アリーナ

ステージ

器具庫（控室）

多目的室

玄関

廊下

管理室

ｽﾃｰｼﾞ下収納台車

±0

+750

±0

±0

±0

±0

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

ﾓﾙﾀﾙ塗り下地

100

軽量鉄骨天井下地19組の上

2,700

100

2,700

60

±0

±0

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地 60

60

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地 60
±0

±0

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

軽量鉄骨天井下地19組の上

塩ビ 2,700

塩ビ

塩ビ

塩ビ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

2,700

軽量鉄骨天井下地19組の上

100

60

2,450

2,450

2,450

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

ビニール巾木

ビニール巾木

ビニール巾木

塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法） ビニール巾木

壁:ﾗﾜﾝ合板t=9捨張

LGS100壁下地の上防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5突付貼下地

EP塗装 軽量鉄骨天井下地19組の上

塩ビ

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5貼

木製

軽量鉄骨天井下地19組の上石膏ボード

木製

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5貼

体育器具及び床金物、防球ネット、コートライン

内　部　仕　上　表

　　　　衝撃・吸音型システムの上

軽量鉄骨天井下地19組の上石膏ボード

t＝9.5貼下地

キャットウォーク

±0 塩ビ

ビニール巾木

2,700外部用倉庫
ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地 防塵塗床

ケイ酸質系塗布防水 ケイ酸質系塗布防水コンクリート打放し（Ｂ種）下地 コンクリートスラブ下地 押出ポリエチレンﾌｫｰﾑ２種　t＝25

60

多目的便所

掃除具入

±0

60ビニール巾木

±0

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地 60塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法） ビニール巾木

軽量鉄骨天井下地19組の上

軽量鉄骨天井下地19組の上

塩ビ 2,450

塩ビ 2,450

室名

腰壁部：鉄骨Ｃ-75×45×15×2.3ヨコ下地（平使い＠900）

ビニール巾木 60

60

屋内ｽﾎﾟｰﾂ用長尺弾性塩ﾋﾞｼｰﾄt=4.5貼

鉄骨下地

塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

ビニール巾木

鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾛｱ･ﾄﾗｽ現わし

鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾛｱ･ﾄﾗｽ現わし

塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

t＝9.5貼下地

軽量鉄骨天井下地19組の上石膏ボード

t＝9.5貼下地

軽量鉄骨天井下地19組の上石膏ボード

t＝9.5貼　目地処理下地

ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼WP

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼（難燃以上）

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼（難燃以上）

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3.0（難燃以上）

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3.0（難燃以上）

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼（難燃以上）

LGS100壁下地の上防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5貼　突付下地

LGS100壁下地の上防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5貼　突付下地

床下ピット

特記事項

木製ベンチ、アルミ製移動階段、床下換気口200×900

＋4,200

男子便所

女子便所

男女更衣室

壁:ﾗﾜﾝ合板t=9捨張

ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼WP

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼（難燃以上）

一部:磁器300角視覚障害者ﾀｲﾙ

その他

100

100

100

耐火・防火・不燃認定番号

折版屋根　 ・・・・・・  ３０分耐火構造 ＦＰ030ＲＦー1745

仕上

構造用合板ｔ＝24
＋シナ合板t＝5.5貼

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3.0（難燃以上） 化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5貼

・天井屋根部のトラスシステムは「太陽工業」製品同等とする

・器具庫天井収納梯子は天井Ｈ2,700用とする

・玄関及び廊下廻りの天井化粧竿縁及びブラインドボックスは市産木材とする

・シックハウス対応建具、家具については仕上、下地材ともＦ☆☆☆☆製品とする

・カーテン、ブラインド類、ステージ幕類は防炎加工品とする

・構造用合板　…　針葉樹合板Ｆ☆☆☆☆

・屋根断熱材　…　硬質ウレタンフォーム保温板２種1号　熱伝導率0.023以下

・ポリマーセメント系塗材　…　菊水化学工業（株）キクスイ基礎ガード同等品

SOP

軽量鉄骨天井下地19組の上

EP

ケイ酸カルシウム板t＝8　EP

ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ壁：木胴縁下地ｸﾗｲﾐﾝｸﾞﾊﾟﾈﾙt＝18（難燃しな合板）

目地処理貼下地

目地処理貼下地

鉄骨胴縁下地＋LGS50＠455の上

E通り腰壁上：鉄骨胴縁下地＋LGS100＠455の上

鉄骨胴縁下地＋LGS50＠455の上

軽量鉄骨天井下地19組の上

軽量鉄骨天井下地19組の上

ケイ酸カルシウム板t＝6.0目透し貼

ケイ酸カルシウム板t＝6.0目透し貼

屋内ｽﾎﾟｰﾂ用長尺弾性塩ﾋﾞｼｰﾄt=7.5貼

コートライン引：ウレタン系２液型
　　　　　　　　ポリウレタン塗装

ラワン合板　・・・・・・・・・　 難燃　ＲＭ－9340

シナ合板　・・・・・・・・・・　 難燃　ＲＭ－9340

不燃合板突板ｸﾘｱ塗装品・・・・・  不燃　ＮＭ－1362

ＥＰ塗料　・・・・・・・・・・　 不燃　ＮＭ－8585

ケイ酸カルシウム板t＝6.0目透し貼

床：磁器150角ﾀｲﾙ(耐凍害)　t=13貼

（誘導用及び注意喚起用）　t=13貼

御影石（本磨き）

鉄骨胴縁下地＋LGS50＠303の上石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5貼　目地処理下地

鉄骨胴縁下地＋LGS50＠303の上強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15貼　Ｖ目地突付下地

内部間仕切部：LGS100＠303の上強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15貼　Ｖ目地突付下地

LGS100＠303壁下地の上石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5目地処理貼下地

アリーナ側壁：鉄骨胴縁下地＋LGS50＠303の上石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5

LGS100＠303壁下地の上石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5目地処理貼下地

アリーナ側壁：鉄骨胴縁下地＋LGS50＠303の上石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5

（外壁側：LGS50＠303下地）

LGS100壁下地の上石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5貼　目地処理下地

LGS100壁下地の上石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5貼　目地処理下地

鉄骨胴縁下地＋LGS50＠303の上強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15貼　Ｖ目地突付下地

内部間仕切部：LGS100＠303の上強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15貼　Ｖ目地突付下地

上部トラス面外壁部：鉄骨胴縁下地＋LGS50＠303の上

一部

玄関側壁：LGS100＠303壁下地の上

（外壁側：LGS50＠455下地）

（外壁側：LGS50＠303下地）

手洗器取付ライニング部：ラワン合板t＝12目地処理下地

LGS100壁下地の上防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5貼　突付下地

ＳＫ取付ライニング部：ラワン合板t＝12下地

・吊下げ式バスケット装置、折畳式バスケット装置、防球ネット、バレー・テニス・バトミントン用ネット、床金具及び支柱他、台車、移動階段、姿見鏡、

　ボルダリング壁パネル（塗装、木下地共）、ｸﾗｲﾐﾝｸﾞホールド、ボルダリングマットは体育器具工事とする。・・・セノー株式会社製品同等品とする。

ｺﾝｸﾘｰﾄの上ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ

置床式弾性床下地H48.5

t＝14＋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ
t＝0.1敷下地

コンクリート金ゴテ押え、スロープ部はコンクリート刷毛引き仕上コンクリート金ゴテ押え、スロープ部はコンクリート刷毛引き仕上
アスファルト舗装との見切り立上り：コンクリート打放補修

繊維強化セメント板　・・・・・・・・・ 　不燃　ＮＭ－8576

フレキシブルボード　・・・・・・・・・ 　不燃　ＮＭ－8576

メラミン化粧板　・・・・・・・・・・・ 　不燃　ＮＭ－2183

ケイ酸カルシウム板（FK）　・・・・・・・ 不燃　ＮＭ－8578

防水石膏ボードt＝9.5（GB-Ｓ）　 ・・・ 準不燃　ＱＭ－0898

化粧石膏ボードt＝9.5（GB-D）　・・・・ 準不燃　ＱＭ－0524

石膏ボードt＝12.5（GB-R）　・・・・・・　不燃　ＮＭ－8619

石膏ボードt＝9.5（GB-R）　 ・・・・・・準不燃　ＱＭ－9828

強化石膏ボードt＝15.0（GB-F）　・・・・　不燃　ＮＭ－8615

外壁窯業系サイディング　 ・・・・・・・準不燃　ＱＭー0674

耐火野地板t＝18　 ・・・・・・・・・・ 準不燃　ＱＭー9706

外壁

屋根
ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ横引き用:SUSφ100 SUS防塵網　横引き用

透湿防水シート下地　窯業系防火ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=18　塗装品横貼H455(通気金具止め工法)　１階部分ストライプ柄
１階と上部外壁見切：アルミ製　Ｈ75　アルミ製土台通気水切

縦樋:SUSφ100 SUS製飾り桝　下屋部樋下水受け：ＲＣ平板300角敷
笠木:ｱﾙﾐW=200　笠木下捨ＰＬ：長尺金属板ｔ＝0.8（JIS 3321）　ｺｰﾅー役物共

（外壁材については施行令第82条の5に基づく計算で安全を確認した材料とする）・・・ケイミュー（株）ネオロック・光セラ18同等品

アルミ製サッシ、アルミ製断熱サッシ（アルミ+樹脂複合）
スチール製ドア
アルミ製自動ドア

土間下:A種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板3種 t=25敷込

外壁廻り:高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ32Kt=100充填

基礎廻り(外周廻り):A種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板3種 t=25貼　H400断熱材

開口部立上：耐火野地板ｔ＝18の上　塩化ビニル樹脂系シート防水t＝1.5（出隅、入隅部塩ビ積層鋼板補強）点検用ﾀﾗｯﾌﾟ取付廻り：防水材t＝1.5増貼

床：磁器150角ﾀｲﾙ(耐凍害)　t=13貼　一部:磁器300角視覚障害者ﾀｲﾙ（誘導用及び注意喚起用）(耐凍害)　t=13貼
排水溝：Ｗ100、ｽﾃﾝﾚｽ製細目グレーチング蓋掛Ｗ150　　沓洗い場：ステンレス製グレーチング（細目、T-2）500角、防水モルタル仕上

アスファルト舗装：表層工:再生密粒度As13F t=50　プライムコート　上層路盤:再生粒度調整砕石RＭ-30 t=150　下層路盤：再生砕石ＲＣ-40　t＝300 駐車区画線W150　溶融式ガラスビーズ　車止ブロック（反射板付）

VS側溝300型400H、500H、600Ｈ、700Ｈ、集水桝及びグレーチング蓋掛

歩車道境界ﾌﾞﾛｯｸ150A及び境界ブロック150Ｂ、格子ﾌｪﾝｽH=1,500、防風目隠しﾌｪﾝｽH=1,500　施設看板：アルミ製ステンレスフッ素樹脂塗装仕上　Ｈ＝2,400　文字：カッティングシート貼
ポーチ 外構庇　幕板：ｱﾙﾐ製t＝2.0アクリル樹脂焼付塗装（笠木、柱型共）

平場：鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾛｱt=75下地　断熱材ｔ＝50敷　塩化ビニル樹脂系シート防水t＝1.5（機械的固定工法）・・・Ｈ12第1365号第１第三号による

屋根：耐火野地板t＝18下地　塩化ビニル樹脂系シート防水ｔ＝1.5（機械的固定工法）・・・Ｈ12第1365号第１第三号による　
天井：不燃積層石膏ボードt＝9.5下地軒天用岩綿吸音板t＝9.0貼　ＲＤ：SUS縦用75φ　竪樋：SUS75φ

市産木材
（杉集成材）

市産木材
（杉集成材）

杉(市産木材)

杉(市産木材)

杉(市産木材)

小便器取付ライニング部：ラワン合板t＝12下地

（外壁側：LGS50＠455下地）

（外壁側：LGS50＠455下地）

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3.0（難燃以上）

出隅部：ｱﾙﾐｼﾞｮｲﾅｰ

木製（タモ集成材）
t＝20　WP

木製（タモ集成材）
t＝20　WP

木製（タモ集成材）
t＝20　WP

木製（タモ集成材）
t＝20　WP

木製（タモ集成材）
t＝20　WP

鉄骨柱部：木製
（赤松集成材）
t＝20　SOP

間仕切り壁内GW t＝50充填H2,450まで

間仕切り壁内GW t＝50充填H2,450まで

南側花壇立上り：コンクリート打放補修の上 ポリマーセメント系塗材　

基礎廻り 犬走

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼（難燃以上）

出隅仕上下地：Ｌ型ｺｰﾅｰ下地材

出隅部下地：ﾋﾞﾆｰﾙＬ型ｺｰﾅｰ下地材

出隅部下地：ﾋﾞﾆｰﾙＬ型ｺｰﾅｰ下地材

出隅部下地：ﾋﾞﾆｰﾙＬ型ｺｰﾅｰ下地材

出隅部下地：ﾋﾞﾆｰﾙＬ型ｺｰﾅｰ下地材

出隅仕上下地：Ｌ型ｺｰﾅｰ下地材

出隅仕上下地：Ｌ型ｺｰﾅｰ下地材

ﾗﾜﾝ合板t=9捨張

ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼WP

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放しモルタル薄塗の上 ポリマーセメント系塗材
誘発目地切＠≒3,000　シーリング

外周部布基礎立上り内側、外部建具開口廻り、排水ＲＤ下部廻り：現場発泡ウレタンt＝30吹付（硬質ウレタンフォームA種3）

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

造成
（別途工事）

宅地造成用Ｌ型擁壁 H=1.00～1.75m
貯留槽（２槽）埋設

その他 屋上点検用タラップ：ステンレス製、安全ガード付（シート防水立上り取付部は防水シート増貼）

外部用倉庫前庇
屋根：構造用合板t＝12＋アスファルトルーフィング940品敷き下地　
　　　カラーガルバリウム鋼板（ｱ）0.4　竪平葺き、側面カラーガルバリウム鋼板（ｱ）0.4貼

施設文字 SUS ﾁｬﾝﾈﾙ文字 250角10文字（盛岡市都南東部体育館）

天井：フレキシブルボードt＝6目透貼　ＥＰ-Ｇ　塩ビ廻り縁

木製Ｃ/BOX
（タモ集成材）

アルミ製
Ｃ/BOX

腰壁:不燃合板突板横貼t=18ｸﾘｱ塗装品
軽量鉄骨天井下地19組の上

キャットウォーク下部

≒10,000

6,000

4,015

3,800

塩ビ

塩ビケイ酸カルシウム板t＝6貼　EP

シナ合板t＝5.5貼　SOP

大型積層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ巾140　t=18貼　
塗装品

植栽：東側、南側、西側、北側共サツキ、ツツジ密植（8本/㎡）黒土t＝340、植込以外の部分は現状土のまま、落蓋式側溝300Ａ、ＲＣ溝蓋及びグレーチング蓋掛

ピクト

天井吊材類下地補強

ステンレス製タラップ打込　２ヶ所

手摺、鉄骨柱：SOP

遮光防炎カーテン（電動レール）

掲示板900×1,200

受付ｶｳﾝﾀｰ：たも集成材WP、床見切り御影石

掲示板　900×1,200、防護柵　W900×H1,000　2ヶ所

ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ設備（壁、マット）、姿見鏡（扉付）

横型ブラインド　はね巾25（窓枠に取付）

行事用白板900×1,200、ミニキッチンL1,200（IHヒーター）

袖幕、一文字幕、引割幕、バック幕

ライニング甲板：メラミンポストフォームt＝20

甲板：メラミンポストフォームt＝20　300×525

横型ブラインド　はね巾25（窓枠に取付）

ピクト

２

ピクト

間仕切り壁内GW t＝50充填H2,450まで

ベビーチェア：建築工事（TOTO　YKA15Ｓ同等品）

フィッテングボード：建築工事（TOTO　YKA41Ｒ同等品）

書棚：2台、受付ｶｳﾝﾀｰ：たも集成材WP、鍵箱

手摺取付位置は展開図参照

ライニング甲板：メラミンポストフォームt＝20

横型ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ はね巾25（窓枠に取付）、床下点検口600角

ロッカー：スチール製既製品

トイレパック：設備工事

洗面器・鏡：設備工事

L型手摺・鏡：設備工事

ライニング甲板：メラミンポストフォームt＝20

手摺取付位置は展開図参照

床下点検口600角

小便器用手摺・L型手摺・鏡：設備工事

下足入：ｽﾁｰﾙ製既製品、木製ベンチ、竪型ブラインド

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
仕上表

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
R6 2

Ｄ １ ０

有限
会社 佐々木章設計事務所



1階平面図　1：100

多目的便所

廊下

流し

犬走

管理室

アリーナ

ロッカー

ロッカー

ロッカー９人用（W900、３段）×2

受付

ｶｳﾝﾀｰ

玄関

36人

72人

下足入

スロープ
1/15

防
球
ネ

ッ
ト

下部ピット

UP

18人

18人

932.19㎡

19.81㎡

13.71㎡

5.65㎡

11.81㎡

7.64㎡

7.67㎡

書棚

掃除具入

ベンチベンチ

ベンチ

ベンチ

木製ベンチ

設置位置

器具庫（控室）
23.91㎡

63.06㎡（ひな壇含む）
ステージ

多目的室

外部用倉庫

49.78㎡

53.69㎡

28.84㎡ ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ壁

可動階段 可動階段

天井裏収納梯子

姿見鏡（扉付）

ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞﾏｯﾄ

上部排煙用窓

姿見鏡（扉付）

ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞﾏｯﾄ

上部排煙用窓

女子更衣室

男子更衣室

女子便所

男子便所

（
片
引

き
）

行事用
黒板

掲示板

掲示板

器具庫（控室）
ひな壇ステージ下収納消防有窓対象開口

消防有窓対象開口

花壇

木製収納棚

下足入
自販機
予定位置

空調室外機
（機械設備工事）

室外機基礎
（建築工事）

展開方向

6
,
6
0
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図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

A1 1: 100
A3 1: 200髙橋　 雅人

R5 9

1階平面図

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ １ １

有限
会社 佐々木章設計事務所



キャットウォーク平面図　1：100
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図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人

R5

A1 1: 100
A3 1: 200

9

キャッ ト ウォーク平面図

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ １ ２

有限
会社 佐々木章設計事務所



佐々 木佐々 木

屋根伏図　1：100

鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾛｱt=75下地　断熱材ｔ＝50敷　塩化ビニル樹脂系シート防水t＝1.5（機械的固定工法）
　　　（断熱材：硬質ウレタンフォーム保温板２種1号　熱伝導率0.023以下）

陸屋根

横引用RD100φ用（SUS）
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図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
A1 1: 100
A3 1: 200

屋根伏図

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
R6 2

ＤＤ １ ３

有限
会社 佐々木章設計事務所



佐々 木佐々 木
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南側立面図　1：100

東側立面図　1：100

アルミ製土台通気水切

SUS製ﾀﾗｯﾌﾟ(防護籠付き)

庇廻り：アルミ焼付塗装パネルt＝1.6

ガルバリウムカラー鋼板t＝0.4　立平葺き

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=18横貼り(通気金具止め工法)

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=18横貼り(通気金具止め工法)ストライプ柄

縦樋:SUSφ100　ステンレス製飾り桝付

壁見切：アルミ製　H75

施設文字 SUS ﾁｬﾝﾈﾙ文字 250角　H20　10文字

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放しモルタル薄塗の上 ポリマーセメント系塗材
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誘発目地切15×20＠≒3,000　シーリング

▼1FL
▼設計GL（102.98）

▼設計GL（102.98）
▼平均地盤面（103.17）▼平均地盤面（103.17）▼平均地盤面（103.17）▼1FL ▼1FL

▼平均地盤面（103.17）▼平均地盤面（103.17）▼平均地盤面（103.17）

盛岡市都南東部体育館

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
A1 1: 100
A3 1: 200

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
R6 2

南・ 東立面図
Ｄ １ ４

有限
会社 佐々木章設計事務所



佐々 木佐々 木

北側立面図　1：100

西側立面図　1：100

アルミ製土台通気水切

SUS製ﾀﾗｯﾌﾟ(防護籠付き)

庇廻り：アルミ焼付塗装パネルt＝1.6

ガルバリウムカラー鋼板t＝0.4　立平葺き

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=18横貼り(通気金具止め工法)

窯業系ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=18横貼り(通気金具止め工法)ストライプ柄

縦樋:SUSφ100　ステンレス製飾り桝付

壁見切：アルミ製　H75

施設文字 SUS ﾁｬﾝﾈﾙ文字 250角　H20　10文字

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放しモルタル薄塗の上 ポリマーセメント系塗材
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誘発目地切15×20＠≒3,000　シーリング
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▼平均地盤面（103.17）▼平均地盤面（103.17）

▼平均地盤面（103.17）▼平均地盤面（103.17）▼平均地盤面（103.17）

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
A1 1: 100
A3 1: 200

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
R6 2

北・ 西立面図
Ｄ １ ５

有限
会社 佐々木章設計事務所



B～B断面図　1：100

A～A断面図　1：100
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図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
A1 1: 100
A3 1: 200

断面図

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
R6 2

Ｄ １ ６

有限
会社 佐々木章設計事務所



佐々 木

1階天井伏図　1：100

天井裏収納梯子

廊下

掃除具入

アリーナ（吹抜）

外部用倉庫
ステージ

玄関
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杉化粧格子組　50×25　ＷＰ　（市産木材）

（廻り縁　35×25　WP共）

Ｈ

Ｇ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｉ

シナ合板t＝5.5目透貼　ＳＯＰ

Ｊ 幕ﾚｰﾙ取付用板(ｱ）30×420Ｌ12,750　
集成材ＳＯＰ

幕、バトン用ボックス：400×12,700　Ｈ250(ｱ）25
集成材ＳＯＰ
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アルミ焼付PL-1.6
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天井点検口　450×450　アルミ枠　（６ヶ所）

石膏ボードt＝9.5下地　ビニールクロス貼（斜線部は色替を示す）

天井埋込照明用開口　1,235×150　・・・14ヶ所（電気設備工事）

低層部の斜線間仕切壁下地LGS100は天井裏梁下及びデッキ下まで伸ばす（ボードは天井面まで）

外部用倉庫～器具庫の斜線間仕切壁下地LGS100は天井受材下まで伸ばす（ボードは天井面まで）

化粧石膏ボードt＝9.5貼　塩ビ廻り縁

ケイ酸カルシウム板t＝6貼　ＥＰ（Ｖ目地突付）　塩ビ廻り縁

ケイ酸カルシウム板t＝6.0目透貼　ＥＰ　塩ビ廻り縁

フレキシブルボードt＝6.0目透貼　ＥＰ-Ｇ　塩ビ廻り縁

不燃積層石膏ボードt＝9.5下地軒天用岩綿吸音板t＝9.0貼　塩ビ廻り縁

カーテンボックス：アルミ製200×120Ｈ

ブラインドボックス：杉集成材　ＷＰ（市産木材）
カーテンボックス　：タモ集成材　ＷＰ
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図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

A1 1: 100
A3 1: 200髙橋　 雅人

1階天井伏図

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
R6 2

Ｄ １ ７

有限
会社 佐々木章設計事務所



佐々 木佐々 木佐々 木佐々 木佐々 木佐々 木佐々 木佐々 木

キャットウォーク階天井伏図　1：100

タラップ

アリーナ

B

F

E

D

C

A

2 3 4 5 611

2
7
,
0
2
0

675 675675

6
7
5

天井トラス下弦材

天井トラス上弦材

ﾗﾜﾝ合板（難燃以上）t=12突付貼

Ｎ

仕上げ符号

Ｂ

Ｃ

Ａ 石膏ボードt＝9.5下地　ビニールクロス貼

化粧石膏ボードt＝9.5貼

杉化粧格子組　50×25　ＷＰ　（市産木材）

（廻り縁　35×25　WP共）

Ｈ

Ｇ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｉ

ケイ酸カルシウム板t＝6貼　ＥＰ（Ｖ目地突付）

シナ合板t＝5.5目透貼　ＳＯＰ

Ｊ 幕ﾚｰﾙ取付用板(ｱ）30×420Ｌ12,750　
集成材ＳＯＰ

幕、バトン用ボックス：400×12,700　Ｈ250(ｱ）25
集成材ＳＯＰ

Ｋ

Ｌ

アルミ焼付PL-1.6

不燃積層石膏ボードt＝9.5下地軒天用岩綿吸音板t＝9.0貼

Ｎ

天井点検口　450×450　アルミ枠

ケイ酸カルシウム板t＝6.0目透貼　ＥＰ

フレキシブルボードt＝6.0目透貼　ＡＥＰ

Ｍ

Ｍ

Ｎ

Ｍ

Ｎ
Ｍ

ラワン合板t=9捨貼
シナ合板（難燃以上）t=5.5目透貼　ＷＰ

カーテンボックス：アルミ製200×120Ｈ

ブラインドボックス：杉集成材　ＷＰ（市産木材）
カーテンボックス　：タモ集成材　ＷＰ

13,0005,0506,010

3
1
,
8
2
0

4
,
8
0
0

35,120

11,060

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

A1 1: 100
A3 1: 200髙橋　 雅人

キャッ ト ウォーク階天井伏図

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

ＤＤ

R6 2

１ ８１ ８

有限
会社 佐々木章設計事務所



化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5貼化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5貼木製廻り縁35×25　WP

ＦＢ-200×9　SOP

ＦＢ-50×9　SOP

壁:LGS50下地ケイ酸カルシウム板t＝8　Ｖ目地突付貼　EP

アルミ製点検口600角　鍵付

天井トラス：工場塗装品現わし

ポリエチレンフィルムt＝0.15

砂敷t＝30

砕石t＝150

（エッジステンレス）

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地
塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

１階部分ストライプ柄

ステージ

鉄骨柱　SOP鉄骨柱　SOP

透湿防水シート下地　窯業系防火ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=18　
塗装品横貼H455(通気金具止め工法)　

透湿防水シート下地　窯業系防火ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=18　
塗装品横貼H455(通気金具止め工法)　１階部分ストライプ柄

透湿防水シート下地　
窯業系防火ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=18　
塗装品横貼H455(通気金具止め工法)
ストライプ柄

ステンレスSUS304　22φ

収納台車飾り板

石膏ボードt＝9.5貼下地
ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼杉化粧格子組

杉化粧格子　50×25＠≒2,000　WP

不燃合板突板t=18横貼　ｸﾘｱ塗装品

鉄骨Ｃ型壁下地LGS50の上石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5
目地処理貼下地ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

遠赤外線暖房機

アルミ製防水押え金物

遠赤外線暖房機

水上20

鉄骨柱　SOP鉄骨柱　SOP

水上30

男子更衣室

腰壁

外壁廻り:高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ32Kt=100充填

外周部において基礎柱及び地中梁の側面は300×400の断熱材貼とする

廊下

ピット

コンクリート金ゴテ

角部面取り20

構造用合板ｔ＝24
＋シナ合板t＝5.5貼下地塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

構造用合板ｔ＝24
＋シナ合板t＝5.5貼下地塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

LGS50の上石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5
目地処理貼下地ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

目透し巾5

ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5突付貼

サッシH

アリーナ

鉄骨Ｃ-75×45×15×2.3ヨコ下地（平使い＠900）　
衝撃・吸音型システムの上不燃合板突板横貼t=18ｸﾘｱ塗装品

シナ合板t＝5.5貼　SOP
（CH＝4,015）

タモ集成材t＝20貼　WP

窓台：赤松集成材25×190　SOP

四方枠：赤松集成材25×130　SOP

ﾗﾜﾝ合板t=9捨貼
ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼　WP

ﾗﾜﾝ合板t=9捨貼
ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼　WP

ﾗﾜﾝ合板t=9捨貼
ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼　WP

ﾗﾜﾝ合板t=9捨貼
ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼　WP

ﾗﾜﾝ合板t=9捨貼
ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼　WP

三方枠：タモ集成材50×130、50×235　WP

LGS100の上ラワン合板t＝9捨貼　ｼﾅ合板（難燃以上）t＝5.5　目透貼　WP

四方枠：赤松集成材25×130　SOP

窓台：赤松集成材25×190　SOP

見切縁：木製（赤松）30×40　WP

框：タモ集成材100×145　WP

見切：タモ集成材30×140　WPｺﾝｸﾘｰﾄの上ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt＝14t＋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ下地置床式弾性床下地H48.5
屋内ｽﾎﾟｰﾂ用長尺弾性塩ﾋﾞｼｰﾄt=7.5貼

木製巾木：タモ集成材t＝20　H100　WP

アルミ三方　ＰＬt＝1.2
サッシ額縁転用
（サッシ工事）

ステンレスHLt＝2.0
（サッシ工事）

立上：耐火野地板ｔ＝18の上　塩化ビニル樹脂系シート防水t＝1.5（機械的固定工法）　

平場：鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾛｱt=75下地　断熱材ｔ＝50敷　
　　　塩化ビニル樹脂系シート防水t＝1.5（機械的固定工法）　
（断熱材：硬質ウレタンフォーム保温板２種1号熱伝導率0.023以下）

立上：耐火野地板ｔ＝18の上　塩化ビニル樹脂系シート防水t＝1.5（機械的固定工法）　

平場：鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾛｱt=75下地　断熱材ｔ＝50敷　塩化ビニル樹脂系シート防水t＝1.5（機械的固定工法）（出隅、入隅部塩ビ積層鋼板補強）　
　　　（断熱材：硬質ウレタンフォーム保温板２種1号　熱伝導率0.023以下）

断熱材：A種押出法ポリスチレンフォーム保温板3種b　t＝25

断熱材：A種押出法ポリスチレンフォーム保温板3種b　t＝25

ＲＤ下廻り：現場発泡ウレタン吹付t＝30
　　　　　　W500×L1,000程度 ＲＤ下廻り：現場発泡ウレタン吹付t＝30

　　　　　　W500×L1,000程度

ＲＤ下廻り：現場発泡ウレタン吹付t＝30
　　　　　　W500×L1,000程度

コンクリート金ゴテ下地の上
ケイ酸質系塗布防水

ケイ酸カルシウム板t＝6貼　EP
塩ビ廻り縁（CH＝3,800）

カーテンボックス：タモ集成材W163、H60　WP

カーテンボックス：アルミ製200×120 カーテンボックス：アルミ製200×120

シナ合板t＝5.5貼　SOP
（CH＝4,015）

タモ集成材t＝20貼　WP

ケイ酸カルシウム板t＝6貼　EP
塩ビ廻り縁（CH＝3,800）

アルミ製笠木　W＝200
笠木下捨ＰＬ：長尺金属板ｔ＝0.8（JIS 3321）

アルミ製笠木　W＝200
笠木下捨ＰＬ：長尺金属板ｔ＝0.8（JIS 3321）

コンクリート立上り面
　　：現場発泡ウレタンt＝30

鉄骨Ｃ-75×45×15×2.3ヨコ下地（平使い＠900）　
衝撃・吸音型システムの上不燃合板突板横貼t=18ｸﾘｱ塗装品

アルミ製土台通気水切

外壁廻り:高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ32K
t=100充填

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放しモルタル薄塗の上
ポリマーセメント系塗材
誘発目地切15×20＠≒3,000 ｼｰﾘﾝｸﾞ

ケイ酸質系塗布防水：昭和電工　セレガードＤＳ-1同等品

1：20

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放しモルタル薄塗の上
ポリマーセメント系塗材
誘発目地切15×20＠≒3,000 ｼｰﾘﾝｸﾞ

アルミ製土台通気水切

外壁廻り:高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ32K
t=100充填

透湿防水シート下地
窯業系防火ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=18
塗装品横貼H455(通気金具止め工法)

システム壁受け詳細図　1：20

W13

2L-50×50×6 L=80              
金属系アンカー 各1-M12  有効埋込深さ4d以上    
通しボルト1-M12 @1,500以下      

鉄骨Ｃ-75×45×15×2.3ヨコ下地（平使い＠900）　
衝撃・吸音型システムの上不燃合板突板横貼t=18ｸﾘｱ塗装品

2GPL-4.5　通しボルト1-M12　@1,500以下    

見切縁：木製30×40(赤松)　SOP

見切縁：木製(赤松)30×40　WP

カーテンボックス：アルミ製200×120
　　　　　　　　　　LGS野縁ビス止め
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サッシ枠廻り：現場発泡ウレタン吹付t＝30

サッシ下枠廻り：現場発泡ウレタン吹付t＝30 サッシ下枠廻り：現場発泡ウレタン吹付t＝30

サッシ上枠廻り：現場発泡ウレタン吹付t＝30
　　　　　　　（竪枠廻り外壁材取合い部共）

サッシ上枠廻り：現場発泡ウレタン吹付t＝30
　　　　　　　（竪枠廻り外壁材取合い部共）

7520

15070
55

190 120

140 70

100

6,9006,9006,9006,900

35,12035,12035,120

17,56017,56017,56017,56017,56017,56017,56017,560

3,4503,4503,450
3,4503,4503,4503,450

3,450

35,12035,12035,120

6,9006,9006,9006,900

17,560

5,340

310310

▼1FL

▼キャットウォークFL▼キャットウォークFL▼キャットウォークFL

▼RFL▼RFL（軒高）▼RFL

▼最高の高さ　平均地盤面＋13,380

▼設計GL

▼1FL

▼設計GL
▼平均地盤面

（103.17）

▼平均地盤面（103.17）

▼設計GL

▼1FL

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

佐々木髙橋　 雅人
矩計図　 1

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
R6 2

Ｄ １ ９A1 1: 40・ 20
A3 1: 80・ 40

有限
会社 佐々木章設計事務所



天井トラス：工場塗装品現わし

１階部分ストライプ柄

構造用合板ｔ＝24
＋ラワン合板t＝5.5貼下地塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

透湿防水シート下地　窯業系防火ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=18　
塗装品横貼H455(通気金具止め工法)　１階部分ストライプ柄

ＦＢ-50×9　SOP

H鋼：建築工事

鉄骨柱　SOP鉄骨柱　SOP

砂敷t＝30

砕石t＝150

ポリエチレンフィルムt＝0.15

アリーナ

ステージ

壁:LGS50下地ケイ酸カルシウム板t＝8　Ｖ目地突付貼　EP

壁:LGS50下地ケイ酸カルシウム板t＝8　Ｖ目地突付貼　EP

透湿防水シート下地　
窯業系防火ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=18　
塗装品横貼H455(通気金具止め工法)
ストライプ柄

透湿防水シート下地　窯業系防火ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=18　
塗装品横貼H455(通気金具止め工法)　

透湿防水シート下地　窯業系防火ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=18　
塗装品横貼H455(通気金具止め工法)　

ＦＢ-200×9　SOPＦＢ-200×9　SOPＦＢ-200×9　SOPＦＢ-200×9　SOP

不燃合板突板t=15横貼　ｸﾘｱ塗装品

ＦＢ-200×9　SOPＦＢ-200×9　SOP

鉄骨Ｃ-75×45×15×2.3ヨコ下地（平使い＠900）　
衝撃・吸音型システムの上不燃合板突板横貼t=18ｸﾘｱ塗装品

不燃合板突板t=18横貼　ｸﾘｱ塗装品

不燃合板突板t=18横貼　ｸﾘｱ塗装品

ﾗﾜﾝ合板（難燃以上）t=12突付貼

ＦＢ-200×9　SOP

シナ合板t＝5.5貼　SOP

柱型：鉄骨Ｃ-75×45×15×2.3ヨコ下地（平使い＠900）　
　　　衝撃・吸音型システムの上不燃合板突板横貼t=18ｸﾘｱ塗装品

ＦＢ-50×9　SOP

鉄骨柱　SOP鉄骨柱　SOP

アルミ製土台通気水切

収納台車 鋼製床組

框：タモ集成材100×145　WP

外周部において基礎柱及び地中梁の側面は300×400の断熱材貼とする

コンクリート立上り面
　　：現場発泡ウレタンt＝30
コンクリート立上り面
　　：現場発泡ウレタンt＝30

鉄骨C型壁下地100×50×20×3.2@606

外壁廻り:高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ32Kt=100充填

外壁廻り:高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ32K
t=100充填

外周部において基礎柱及び地中梁の側面は300×400の断熱材貼とする

LGS50の上石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5
目地処理貼下地ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

LGS50の上石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5
目地処理貼下地ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5突付貼

ﾗﾜﾝ合板t=9捨貼
ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼　SOP

見切：タモ集成材　25×35　WP

柱コーナー見切縁：タモ集成材　30×30　WP

木製ベンチ：タモ集成材　WP

鉄骨Ｃ-75×45×15×2.3ヨコ下地（平使い＠900）　
衝撃・吸音型システムの上不燃合板突板横貼t=15ｸﾘｱ塗装品
鉄骨Ｃ-75×45×15×2.3ヨコ下地（平使い＠900）　
衝撃・吸音型システムの上不燃合板突板横貼t=18ｸﾘｱ塗装品

LGS50の上ラワン合板t＝9捨貼　ｼﾅ合板（難燃以上）t＝5.5　目透貼　WP

ﾗﾜﾝ合板t=9捨貼
ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼　WP

LGS100の上ラワン合板t＝9捨貼
ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼　WP

LGS100の上ラワン合板t＝9捨貼
ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼　WP

三方枠：タモ集成材50×130、50×235　WP

四方枠：赤松集成材25×130　SOP四方枠：赤松集成材25×130　SOP

窓台：赤松集成材25×190　SOP窓台：赤松集成材25×190　SOP

ケイ酸カルシウム板t＝6貼　EP

タモ集成材30×150　Ｌ12,500　WP

見切縁：木製（赤松）30×40　WP

木製（赤松）見切縁30×60　WP

ｺﾝｸﾘｰﾄの上ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt＝14t＋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ下地置床式弾性床下地H48.5
屋内ｽﾎﾟｰﾂ用長尺弾性塩ﾋﾞｼｰﾄt=7.5貼

木製巾木：タモ集成材t＝20　H100　WP

アルミ三方　ＰＬt＝1.2
サッシ額縁転用
（サッシ工事）

ステンレスHLt＝2.0
（サッシ工事）

立上：耐火野地板ｔ＝18の上　塩化ビニル樹脂系シート防水t＝1.5（機械的固定工法）　
平場：鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾛｱt=75下地　断熱材ｔ＝50敷　塩化ビニル樹脂系シート防水t＝1.5（機械的固定工法）（出隅、入隅部塩ビ積層鋼板補強）　
　　　（断熱材：硬質ウレタンフォーム保温板２種1号　熱伝導率0.023以下）

断熱材：A種押出法ポリスチレンフォーム保温板3種b　t＝25

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放しモルタル薄塗の上
ポリマーセメント系塗材
誘発目地切15×20＠≒3,000 ｼｰﾘﾝｸﾞ

ケイ酸カルシウム板t＝6目透貼　EP
塩ビ廻り縁

カーテンボックス：アルミ製200×120

アルミ製笠木　W＝200
笠木下捨ＰＬ：長尺金属板ｔ＝0.8（JIS 3321）

構造用合板t＝15下地
大型積層フローリング巾140 t＝18貼塗装品
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石膏ボードt＝9.5貼　
目地処理の上ビニールクロス貼

幕ﾚｰﾙ取付用板(ｱ）30×420Ｌ12,750
集成材SOP

幕、バトン用ボックス：400×12,700　Ｈ250
　　　　　　　　　　(ｱ）25集成材SOP
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壁見切：アルミ製　H75　電解着色
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サッシ下枠廻り：現場発泡ウレタン吹付t＝30

サッシ上枠廻り：現場発泡ウレタン吹付t＝30
　　　　　　　（竪枠廻り外壁材取合い部共）

サッシ枠廻り：現場発泡ウレタン吹付t＝30

▼キャットウォークFL▼キャットウォークFL▼キャットウォークFL

▼RFL▼RFL▼RFL▼RFL▼RFL▼RFL（軒高）

▼キャットウォークFL

▼1FL

▼最高の高さ　平均地盤面＋13,380

▼1FL

▼設計GL（103.17）

▼平均地盤面

▼設計GL

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

佐々木髙橋　 雅人
A1 1: 40
A3 1: 80

矩計図　 2

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ

R6 2

２ ０

有限
会社 佐々木章設計事務所
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可動階段可動階段

外部用倉庫
28.84㎡

器具庫（控室）
23.91㎡

ステージ
63.06㎡（ひな壇含む）

ひな檀

ステージ下:ひな檀収納台車

EXPゴム巾30(通し)

床見切：SUS　HL　巾40床見切：SUS　HL　巾40床見切：SUS　HL　巾40床見切：SUS　HL　巾40床見切：SUS　HL床見切：SUS　HL

床見切：SUS　HL　巾40床見切：SUS　HL　巾40
床見切：SUS　HL　巾40

EXPゴム巾30(通し)
EXPゴム巾30(通し)

アルミ製床下換気口200×900

EXPゴム巾30(通し)

框：タモ集成材100×145　WP

床見切：SUS　HL　巾40
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床見切り:

ﾓﾙﾀﾙ塗り下地
磁器質150角ﾀｲﾙ

ﾓﾙﾀﾙ塗り下地
磁器質150角ﾀｲﾙ

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地
塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0貼(溶接工法)

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地
塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0貼(溶接工法)

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地
塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0貼(溶接工法)

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地
塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0貼

(溶接工法)

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地
塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0貼

(溶接工法)

駐輪区画線W150　溶融式ｶﾞﾗｽﾋﾞｰｽﾞ

蹴上150

御影石100×35

蹴上150蹴上150

小口:ﾀﾓ材 WP

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地
防塵塗床仕上

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地
鋼製床組下地H=750の上合板t=15下張

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地
塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0貼(溶接工法)

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地
塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0貼(溶接工法)

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地
屋内ｽﾎﾟｰﾂ用長尺弾性塩ﾋﾞｼｰﾄt=4.5貼

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地
塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0貼(溶接工法)

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地
塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0貼(溶接工法)

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地
塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0貼(溶接工法)

柱出隅：アルミ製Ｌ型コーナー材（15.5×15.5）
1：10

アルミ製Ｌ型コーナー材t＝1.0
（多目的室　7ヶ所）

ﾀﾓ集成材　WP

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し下地 ｹｲ酸質系塗布防水
ｽﾃﾝﾚｽ製ﾀﾗｯﾌﾟ打ち込み2ヶ所（床下点検口）

甲板:ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt＝20

柱出隅仕上下地：ビニール製Ｌ型コーナー下地材
　　　　　　 　（ビニールクロス及び塗装下地）

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地
塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0貼(溶接工法)

壁出隅仕上下地：ビニール製Ｌ型コーナー下地材
　　　　　　 　（ビニールクロス及び塗装下地）

L=1200IHﾋｰﾀｰ
扉ﾀｲﾌﾟ

(耐凍害)t=13貼

(耐凍害)t=13貼

間仕切り壁内GWt＝50充填H2,450まで

間仕切り壁内GWt＝50充填H2,450まで

大型積層ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ巾140 t=18貼塗装品
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東側　平面詳細図　1：50

北側　平面詳細図　1：50
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木製収納棚

沓洗い場

設置位置

FL±0

書棚

玄関

上
部

排
煙

用
窓
　

※
展

開
図
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参
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ベ
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天井裏収納梯子

放送設備

鉄骨C型壁下地　60×30×10×2.3

木
製
収

納
棚

ﾎ
ﾞ
ﾙ
ﾀ
ﾞ
ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ
壁

面

木製

姿見鏡面：
ｶｳﾝﾀｰ受付

下足入

36人
ｽﾁｰﾙ製既製品

72人
ｽﾁｰﾙ製既製品

FL±0

廊下

ポーチ
FL±0

53.69㎡

多目的室

FL±0

ﾄﾞｱｶﾞｰﾄﾞ:防護柵ｱﾙﾐﾌﾚｰﾑ

300角視覚障碍者ﾀｲﾙ
ﾓﾙﾀﾙ塗り下地

300角視覚障碍者ﾀｲﾙ
ﾓﾙﾀﾙ塗り下地

ﾐﾆｷｯﾁﾝ

FL+750 器具庫（控室）
49.78㎡

三方枠・上がり框
ﾀﾓ集成材25×270 SOP

掃除用具入
FL±0

ｱﾘｰﾅ間仕切壁：鉄骨C型壁下地

花壇

ﾀﾓ集成材25×270 SOP
三方枠・上がり框

ﾀﾓ集成材25×270 SOP
三方枠・上がり框

管理室
19.81㎡
FL±0

100×50×20×2.3@606
腰壁：鉄骨Ｃ-75×45×15×2.3ヨコ下地（平使い＠900）　
　　  衝撃・吸音型システムの上不燃合板突板横貼t=18ｸﾘｱ塗装品

ｱﾘｰﾅ間仕切壁：鉄骨C型壁下地

100×50×20×2.3@606

FL+0 FL+0

ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞﾏｯﾄ（体育器具工事）

下地補強材2×4材　38×89（体育器具工事）

ｸﾗｲﾐﾝｸﾞﾊﾟﾈﾙt=18　SOP(難燃しな合板)
（体育器具工事）

姿
見

鏡
（
扉

付
）

（
体
育

器
具

工
事
）

13.71㎡
FL±0

7.64㎡
FL±0

7.64㎡
FL±0

多目的便所

5.65㎡
FL±0

11.81㎡
FL±0

W900×H1000（2ヶ所）

額縁：赤松集成材25×130　SOP

額縁：赤松集成材25×145　SOP

ロッカー９人用（W900、３段）×2　18人

ｽﾁｰﾙ製既製品

額縁：赤松集成材25×145　SOP
トイレパック：設備工事

額縁：赤松集成材25×130　SOP

額縁：赤松集成材25×130　SOP

額縁：赤松集成材25×130　SOP

床下点検口

600□600□

行事用白板W1200

洗面ｶｳﾝﾀｰ（設備工事）洗面ｶｳﾝﾀｰ（設備工事）

L1.889L2.0

ｽﾃﾝﾚｽ製細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋掛W150

（注意喚起用）t=13貼

（誘導用）t=13貼

排水溝:W100

床タイル（視覚障害者用タイル共）：INAXピアッツァOXシリーズ同等品
長尺塩ビシート：東リ　フロアリューム　プレーンNW同等品
長尺弾性塩ビシート：クリヤマジャパン　タラフレックス同等品
ビニールクロス：サンゲツ　リザーブ1000同等品
メラミン化粧板：アイカ　セラール同等品
防塵塗床：ABC商会　ルメアコートER同等品

ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ壁面：鉄骨C型壁下地100×50×20×3.2@606

女子便所
男子便所

下足入

自販機
予定位置

男子更衣室女子更衣室

設備器具下地補強位置

凡　例

外壁シーリング位置
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下部ピット

（＋270）
（＋270）

（＋1,120）

（＋370）（＋370）（＋370）

（＋370）

（＋370）
（＋370）

（＋370）

（＋370）（＋370）
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.
5
,
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310

高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
16Kt100充填

基礎立上り廻り
現場発泡ｳﾚﾀﾝ

t=30吹付

シーリング

同質出隅材

外壁廻り

W10H10

出隅詳細図　S=1:30

通気金具

透湿・防水シート

木製階段W＝1000
275×4段　WP

木製階段W＝1000
275×4段　WP

木製階段W＝1000
275×4段　WP

髙橋　 雅人
A1 1:50
A3 1:100

1階　平面詳細図1

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
R6 2

Ｄ ２ １

有限
会社 佐々木章設計事務所

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・ 　 　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号
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7,600 6,120 780 780 6,120 6,9806,120

6,900310
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3,6401,8005,0006656652,4301,170

190
125

850 11,670

250

900

310

715 5,645

190

1
4
0

140

100

1
,
0
8
0

1
0
0

4
51
5

6
2

1
8

アリーナ
932.19㎡

FL±0

UP

スロープ
外構図参照

1/15

犬走 外構図参照

木製ベンチ

防球ネット

木製ベンチ

木製
ベンチ

木製

ベンチ

EXPゴム巾30(通し)

EXPゴム巾30(通し)

EXPゴム巾30(通し)EXPゴム巾30(通し)

ステージ側

器具庫（控室）外部用倉庫

ひな檀

ｱﾙﾐ製移動階段

EXPゴム巾30(通し)

床見切：SUS　HL　巾40床見切：SUS　HL　巾40

床見切：SUS　HL　巾40床見切：SUS　HL　巾40

床見切：SUS　HL　巾40床見切：SUS　HL　巾40

EXPゴム巾30(通し)EXPゴム巾30(通し)
ｱﾙﾐ製移動階段

床見切：SUS　HL　巾40床見切：SUS　HL　巾40

消火器ボックス
（建築工事）

消火器ボックス
（建築工事）

消火器ボックス
（建築工事）

消火器ボックス
（建築工事）

3
9
0

3
1
0

6
,
6
0
0

6
,
9
1
0

3
9
0

5
,
8
2
0

7
8
0

5
,
8
2
0

6
,
6
0
0

6
,
6
0
0

2,125 2,125

6
,
6
0
0

2
,
4
0
0

900

455 30

ﾀﾓ集成材t=30　WP

ﾀﾓ集成材t=30　WP

ミニバスケゴール位置
ミニバスケゴール位置

ミニバスケゴール位置 ミニバスケゴール位置

ﾀﾓ集成材t=30　WP

ベンチ下　床下換気口200×900　アルミ製

床下換気口200×900　アルミ製

柱コーナー見切縁：タモ集成材　30×30　WP

柱コーナー見切縁：タモ集成材　30×30　WP

置床式弾性床下地　H=48.5

屋内ｽﾎﾟｰﾂ用長尺弾性塩ﾋﾞｼｰﾄt=7.5貼

床金物　ｺｰﾄﾗｲﾝ

※床レベルは設計ＧＬ（102.98）からの高さを示す

柱コーナー見切縁：タモ集成材　30×30　WP

ｺﾝｸﾘｰﾄの上ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ t=14＋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ下地

スロープ：コンクリート刷毛引き仕上 コンクリート金ゴテ押え

コンクリート金ゴテ押え

立上り：コンクリート打放補修

▼
柱

芯

▼
柱

芯

▼
柱

芯

▼
柱

芯

▼
柱

芯

▼
柱

芯

▼柱芯

▼柱芯

▼柱芯

▼柱芯

▼柱芯

▼壁芯

ｱﾘｰﾅ　平面詳細図　1：50

▼
壁

芯

天井裏収納梯子

器具庫（控室）

ｱﾘｰﾅ間仕切壁：鉄骨C型壁下地

多目的室

廊下
FL±0

100×50×20×3.2@606

ｱﾘｰﾅ間仕切壁：鉄骨C型壁下地
100×50×20×3.2@606

腰壁：鉄骨Ｃ-75×45×15×2.3ヨコ下地（平使い＠900）　
　　  衝撃・吸音型システムの上不燃合板突板横貼t=18ｸﾘｱ塗装品

腰壁：鉄骨Ｃ-75×45×15×2.3ヨコ下地（平使い＠900）　
　　  衝撃・吸音型システムの上不燃合板突板横貼t=18ｸﾘｱ塗装品

腰壁：鉄骨Ｃ-75×45×15×2.3ヨコ下地（平使い＠900）　
　　  衝撃・吸音型システムの上不燃合板突板横貼t=18ｸﾘｱ塗装品

凡　例

外壁シーリング位置
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3
1
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190 83

通気金具

透湿・防水シート

基礎立上り廻り
現場発泡ｳﾚﾀﾝ

t=30吹付

高性能ｸﾞﾗｽｳｰﾙ
16Kt100充填

外壁廻り

ｱﾘｰﾅ外周部詳細図　S=1:30

髙橋　 雅人
A1 1:50
A3 1:100

1階　平面詳細図2

R6 2
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ２ ２

有限
会社 佐々木章設計事務所

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・ 　 　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号
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1
5
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150 150

1FL+4200

1FL+4200

1FL+4200
防球ネット

ステージ側

外部用倉庫　天井裏 器具庫（控室）　天井裏

700

7
0
0

905

600 585

8
0
0

1
2
0

6,900 6,900 6,900 6,900 310

310

ミニバスケゴール位置ミニバスケゴール位置

ミニバスケゴール位置 ミニバスケゴール位置

6,900

14,200

Ｂ2

Ｂ1

防
球

ネ
ッ
ト

防
球
ネ

ッ
ト

防球ネット

キャット

ウォーク

キャット

ウォーク

陸屋根

キャットウォーク

四方枠25×80　SOP

CPL-4.5　SOP

手摺H750　SOP 壁下地表し

3
1
0

6
,
6
0
0

6
,
6
0
0

6
,
6
0
0

6
,
6
0
0

2,125 2,125

鉄骨下地

塩ﾋﾞｼｰﾄt=2.0貼(溶接工法)

構造用合板t=24+シナ合板t=5.5張

▼
柱
芯

▼
柱
芯

▼
柱
芯

▼
柱
芯

▼
柱
芯

▼
柱
芯

▼
壁
芯

▼柱芯

▼柱芯

▼柱芯

▼柱芯

▼壁芯

▼柱芯

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ　平面詳細図　1：50

器具庫（控室）天井裏

ｱﾘｰﾅ間仕切壁：鉄骨C型壁下地
100×50×20×3.2@606

ｱﾘｰﾅ間仕切壁：鉄骨C型壁下地
100×50×20×3.2@606

LGS100＠455の上ラワン合板t＝9捨貼
ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼　WP

LGS100＠455の上ラワン合板t＝9捨貼
ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼　WP

収納梯子受60×140　４周

凡　例

外壁シーリング位置
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654321

1
9
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5
0

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

5
0

1
9
0 1
4
0
1
0
0

窓台：赤松集成材25×190　SOP窓台：赤松集成材25×190　SOP

四方枠：赤松集成材25×130　SOP四方枠：赤松集成材25×130　SOP四方枠：赤松集成材25×130　SOP四方枠：赤松集成材25×130　SOP

窓台：赤松集成材25×190　SOP窓台：赤松集成材25×190　SOP

四方枠：赤松集成材25×130　SOP四方枠：赤松集成材25×130　SOP

窓台：赤松集成材25×190　SOP窓台：赤松集成材25×190　SOP

鉄骨柱現わし　SOP鉄骨柱現わし　SOP

鉄骨柱現わし　SOP鉄骨柱現わし　SOP
鉄骨柱現わし　SOP鉄骨柱現わし　SOP

樋水受け：
ＲＣ平板300角敷

手摺:FB-5×90　SOP

髙橋　 雅人
A1 1:50
A3 1:100

ｷｬｯﾄｳｫｰｸ　平面詳細図

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
R6 2

Ｄ ２ ３

有限
会社 佐々木章設計事務所

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・ 　 　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号
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塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地　防塵塗床

天井：石膏ボードt＝9.5貼下地

床：モルタル塗り下地

一部:磁器300角視覚障害者ﾀｲﾙ

床見切り：御影石

木製ベンチ
木製ベンチ

塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼 杉化粧格子組

掲示板

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼 杉化粧格子組

巾木：ビニール巾木　Ｈ＝60

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5貼

塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

受付カウンター：たも集成材　WP床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5目地処理貼下地

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

天井：石膏ボードt＝9.5貼下地

下足入：スチール製既製品

下足入：スチール製既製品

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼（難燃材以上）

壁：強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15Ｖ目地突付貼下地　EP塗装

巾木：木製（集成材）WP　Ｈ＝100 巾木：御影石H100巾木：御影石H100

下足入：スチール製既製品
　　　　36人用（1,481＊330＊1,535H）

巾木：御影石H100 アルミフレーム
ポリカt＝5

掲示板
1,200W＊900H

防護柵
900W＊1,000H

防護柵
900W＊1,000H

磁器150角ﾀｲﾙ(耐凍害)　t=13貼

（誘導用及び注意喚起用）　t=13貼

壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5目地処理貼下地

天井面

天井面

巾木：木製（タモ集成材）t＝20　WP　Ｈ＝100

見切縁：木製20×40　WP
　　 　（杉　市産木材）

玄関

廊下

外部用倉庫

多目的室

掃除具入女子更衣室 男子更衣室

アリ ーナアリ ーナ

管理室

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
展開図　 1 A1 1: 50

A3 1: 100

R6 2
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ２ ４

有限
会社 佐々木章設計事務所



ＲＬ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

火災受信機

火災 現場確認

発信機

トラブル
交流電源

スイッチ注意
音響強制停止
地区音響強制停止
非常放送中

警戒中
消火栓
電話

▽ △ 戻る 実行

火災の時

火災でない時

119番・初期消火・避難誘導

停止

一時停止 解除

復旧

受信機音響

ベル
（地区音響）

監視状態に
もどす

音を止める

日

曜

行
　
　
　
事

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

備　　　　考

月
 
予
 
定
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塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5貼

木製収納棚

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ壁：
壁:ﾗﾜﾝ合板t=9捨張

塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5貼

天井：化粧石膏吸音ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5貼

巾木：ビニール巾木　Ｈ＝60

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5貼

巾木：ビニール巾木　Ｈ＝60

巾木：ビニール巾木　Ｈ＝60

難燃ｼﾅ合板t=5.5目透貼　WP

屋内ｽﾎﾟｰﾂ用長尺弾性塩ﾋﾞｼｰﾄt=4.5貼

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5目地処理貼下地
壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5目地処理貼下地ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

行事用白板

受付カウンター：たも集成材WP

壁：強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15Ｖ目地突付貼下地　EP塗装

壁：強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15Ｖ目地突付貼下地　EP塗装

側桁：集成材30×250　WP

強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15貼　EP

ビニール巾木　Ｈ60

側桁：集成材30×250　WP

強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15貼　EP

ビニール巾木　Ｈ60

壁：強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15Ｖ目地突付貼下地　EP塗装 壁：強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15Ｖ目地突付貼下地　EP塗装

木製階段 Ｗ1，000（タモ集成材WP）

木製階段 Ｗ1，000
（タモ集成材WP）

姿見鏡（扉付）

木胴縁下地ｸﾗｲﾐﾝｸﾞﾊﾟﾈﾙt＝18（難燃しな合板）

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾌﾞﾗｹｯﾄｽﾃﾝﾚｽ製ﾌﾞﾗｹｯﾄ

書棚：2台

（建築工事）

壁内配管

オペレーター
H1,500

巾木：木製（集成材）t＝20　WP　Ｈ＝100

三方枠：ﾀﾓ集成材25×270 SOP

三方枠：ﾀﾓ集成材25×270 SOP

ミニキッチンL＝1,200、H＝1,900
フルユニット（IH1口）

7 7Ｃ Ｃ

器具庫（控室）（西側）

器具庫（控室）（東側）

4,800

多目的室

管理室

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
展開図　 ２ A1 1: 50

A3 1: 100

R6 2
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ２ ５

有限
会社 佐々木章設計事務所
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床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

壁：防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5突付貼下地

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3.0

塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地 巾木：ビニール巾木　Ｈ＝60

塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

巾木：ビニール巾木　Ｈ＝60

ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5貼

ライニング甲板：

ロッカー：スチール製既製品

巾木：ビニール巾木　Ｈ＝60

ロッカー：スチール製既製品
（９人用×2）

メラミンポストフォームt＝20

壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5貼目地処理下地 壁：石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5貼目地処理下地

鏡：設備工事

鏡：設備工事

鏡：設備工事

鏡：設備工事

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3.0（ジョイント　シリコンシーリング巾3）

ライニング甲板：
メラミンポストフォームt＝20

裏面：防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5突付貼のまま

壁内配管

オペレーター
H1,500

オペレーター
H1,500

壁内配管

オペレーター
H1,500

壁内配管

塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）
巾木：ビニール巾木　Ｈ＝60

天井：ケイ酸カルシウム板t＝6.0目透し貼EP

天井：ケイ酸カルシウム板t＝6.0目透し貼EP

天井：ケイ酸カルシウム板t＝6.0目透し貼EP

壁下地補強位置

甲板：メラミンポストフォームt＝20

塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

取付補強；T1ラワン合板t＝12＋ＰＬ-3.2　W250×H300 ライニング部：T1ラワン合板t＝12下地（手摺取付部は＋ＰＬ-3.2）
　　　　　　　ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3.0（難燃以上）

壁取付位置
下地補強：T1ラワン合板t＝12＋ＰＬ-3.2　250×300

壁取付位置
下地補強：T1ラワン合板t＝12＋ＰＬ-3.2　250×300

ベビーチェア（建築工事）

フィッテングボード（建築工事）
取付部：T1ラワン合板t＝12下地400×200H
　　　　ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3.0

L型手摺取付部：T1ラワン合板t＝12下地900×1,000
　　　　　　 　ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3.0

トイレパック：設備工事

洗面器：設備工事

L型手摺：設備工事

小便器用手摺：設備工事

壁下地補強位置

ライニング部：T1ラワン合板t＝12下地
　　　　　　　ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3.0（難燃以上）

ライニング部：T1ラワン合板t＝12下地
　　　　　　　ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3.0（難燃以上）

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3.0

壁：防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5突付貼下地

ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3.0

壁：防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5突付貼下地

壁：防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5突付貼下地

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5貼

天井：化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=9.5貼

巾木：ビニール巾木　Ｈ＝60
塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

ライニング部：T1ラワン合板t＝12下地
　　　　　　　ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3.0（難燃以上）

巾木：ビニール巾木　Ｈ＝60　　　　　　　ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3.0（難燃以上）
　　　　　　　T1ラワン合板t＝12下地
ライニング部：LGS90＠450下地　

ライニング甲板：
メラミンポストフォームt＝20

ライニング甲板：
メラミンポストフォームt＝20

塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

床：ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ下地

　　　300×349

7 7Ｃ Ｃ

7Ｂ Ｂ7

7 7Ｂ Ｂ

7 7 77 Ａ Ａ

便所（男）

便所（女）

更衣室 （北側） 更衣室 （北側）

多目的便所 掃除用具入

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計
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一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人

R6 2

展開図　 ３ A1 1: 50
A3 1: 100

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ２ ６

有限
会社 佐々木章設計事務所
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天井トラス：工場塗装品現わし

壁:LGS50下地ケイ酸カルシウム板t＝8　Ｖ目地突付貼　EP

鉄骨柱　SOP

ＦＢ-50×9　SOP

ＦＢ-200×9　SOP

遠赤外線暖房機

ケイ酸カルシウム板t＝6貼　EP

不燃合板突板t=18横貼　ｸﾘｱ塗装品

框：タモ集成材100×145　WP

収納台車飾り板

アルミＰＬt＝1.2

遠赤外線暖房機

鉄骨Ｃ-75×45×15×2.3ヨコ下地（平使い＠900）　
衝撃・吸音型システムの上不燃合板突板横貼t=18ｸﾘｱ塗装品

石膏ボードt＝12.5貼目地処理の上ビニールクロス貼

ブラインドボックス：アルミ製200×120

構造用合板ｔ＝24
＋シナ合板t＝5.5貼下地塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

シナ合板t＝5.5貼　SOP

三方枠：タモ集成材50×130、50×235　WP

ﾗﾜﾝ合板t=9捨貼
ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼　WP

見切縁：木製30×40　WP

見切縁：木製30×40　WPタモ集成材t＝20貼　WP

四方枠：赤松集成材25×130　SOP

窓台：赤松集成材25×190　SOP

LGS100の上ラワン合板t＝9捨貼　ｼﾅ合板（難燃以上）t＝5.5　目透貼　WP

ブラインドボックス：タモ集成材　WP

ブラインドボックス：タモ集成材　WP

ｺﾝｸﾘｰﾄの上ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt＝14＋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ下地 置床式弾性床下地H48.5
屋内ｽﾎﾟｰﾂ用長尺弾性塩ﾋﾞｼｰﾄt=7.5貼

木製巾木：タモ集成材t＝20　H100　WP

木製巾木t＝20　Ｈ＝100（集成材）ＷＰ

アリーナ

器具庫　 1器具庫　 ２外部用倉庫

▼1FL

▼キャットウォークFL▼キャットウォークFL▼キャットウォークFL

▼RFL

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号
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一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
A1 1: 50
A3 1: 100

R6 2
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

展開図　 ４ （ アリ ーナ）
Ｄ ２ ７

有限
会社 佐々木章設計事務所
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天井トラス：工場塗装品現わし

ｼﾅ合板（難燃以上）t＝5.5　目透貼　WP
ラワン合板t＝9捨貼

見切縁：木製30×40　WP

鉄骨柱　SOP

ﾗﾜﾝ合板t=9捨貼
ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼　WP

鉄骨Ｃ-75×45×15×2.3ヨコ下地（平使い＠900）　
衝撃・吸音型システムの上不燃合板突板横貼t=18ｸﾘｱ塗装品

不燃合板突板t=18横貼　ｸﾘｱ塗装品

木製ベンチ：集成材　WP

鉄骨柱　SOP

ＦＢ-50×9　SOP

ＦＢ-200×9　SOP

ＦＢ-200×9　SOP

ケイ酸カルシウム板t＝6貼　EP

壁:LGS50下地ケイ酸カルシウム板t＝8　Ｖ目地突付貼　EP

ＦＢ-50×9　SOP

タモ集成材t＝20貼　WP

四方枠：赤松集成材25×130　SOP

窓台：赤松集成材25×190　SOP

ブラインドボックス：アルミ製200×120

ｺﾝｸﾘｰﾄの上ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt＝14＋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ下地 置床式弾性床下地H48.5
屋内ｽﾎﾟｰﾂ用長尺弾性塩ﾋﾞｼｰﾄt=7.5貼

木製巾木：タモ集成材t＝20　H100　WP

アリーナ

▼キャットウォークFL▼キャットウォークFL

▼1FL

▼キャットウォークFL

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計
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一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
A1 1: 50
A3 1: 100

R6 2
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

展開図　 ５ （ アリ ーナ）
Ｄ ２ ８

有限
会社 佐々木章設計事務所
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天井トラス：工場塗装品現わし
壁:LGS50下地ケイ酸カルシウム板t＝8　Ｖ目地突付貼　EP

ラワン合板t＝9捨貼

鉄骨柱　SOP

遠赤外線暖房機
ケイ酸カルシウム板t＝6貼　EP

鉄骨柱　SOP

遠赤外線暖房機

アルミＰＬt＝1.2

木製ベンチ：集成材　WP 木製ベンチ：集成材　WP

ＦＢ-200×9　SOP

ＦＢ-50×9　SOP

ケイ酸カルシウム板t＝6貼　EP

ケイ酸カルシウム板t＝6貼　EP

鉄骨Ｃ-75×45×15×2.3ヨコ下地（平使い＠900）　
衝撃・吸音型システムの上不燃合板突板横貼t=18ｸﾘｱ塗装品

ブラインドボックス：アルミ製200×120

構造用合板ｔ＝24
＋シナ合板t＝5.5貼下地塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

シナ合板t＝5.5貼　SOP シナ合板t＝5.5貼　SOP

ブラインドボックス：アルミ製200×120

構造用合板ｔ＝24
＋シナ合板t＝5.5貼下地塩ビｼｰﾄt=2.0貼（溶接工法）

四方枠：赤松集成材25×130　SOP

窓台：赤松集成材25×190　SOP

タモ集成材t＝20貼　WP

ｼﾅ合板（難燃以上）t＝5.5　目透貼　WP見切縁：木製30×40　WP

ﾗﾜﾝ合板t=9捨貼
ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼　WP

四方枠：赤松集成材25×130　SOP

窓台：赤松集成材25×190　SOP

タモ集成材t＝20貼　WP

ｺﾝｸﾘｰﾄの上ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt＝14＋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ下地 置床式弾性床下地H48.5
屋内ｽﾎﾟｰﾂ用長尺弾性塩ﾋﾞｼｰﾄt=7.5貼

木製巾木：タモ集成材t＝20　H100　WP

アリーナ

▼1FL

▼キャットウォークFL

▼RFL

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計
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髙橋　 雅人
A1 1: 50
A3 1: 100

R6 2
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

展開図　 ６ （ アリ ーナ）
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有限
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CA B FED

天井トラス：工場塗装品現わし

壁:LGS50下地ケイ酸カルシウム板t＝8　Ｖ目地突付貼　EP

石膏ボードt＝9.5貼　
目地処理の上ビニールクロス貼

三方枠：タモ集成材50×130

LGS50の上ラワン合板t＝9捨貼

ケイ酸カルシウム板t＝6貼　EP

ＦＢ-200×9　SOP

鉄骨Ｃ-75×45×15×2.3ヨコ下地（平使い＠900）　
衝撃・吸音型システムの上不燃合板突板横貼t=18ｸﾘｱ塗装品

不燃合板突板t=18横貼　ｸﾘｱ塗装品

柱型：鉄骨Ｃ-75×45×15×2.3ヨコ下地（平使い＠900）　
　　　衝撃・吸音型システムの上不燃合板突板横貼t=18ｸﾘｱ塗装品

ＦＢ-50×9　SOP

鋼製床組収納台車

ＦＢ-50×9　SOP

鉄骨柱　SOP

鉄骨柱　SOP

木製ベンチ：集成材　WP

石膏ボードt＝12.5貼
目地処理の上ビニールクロス貼

石膏ボードt＝12.5貼
目地処理の上ビニールクロス貼

鉄骨Ｃ-75×45×15×2.3ヨコ下地（平使い＠900）　
衝撃・吸音型システムの上不燃合板突板横貼t=18ｸﾘｱ塗装品

框：タモ集成材100×145　WP

ケイ酸カルシウム板t＝6目透貼　EP

ブラインドボックス：アルミ製200×120

ﾗﾜﾝ合板t=9捨貼
ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼　WP

50×235　WP

ﾗﾜﾝ合板t=9捨貼
ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼　WP

木製巾木：タモ集成材H100　WP

タモ集成材t＝20貼　WP

四方枠：赤松集成材25×130　SOP

窓台：赤松集成材25×190　SOP

ｼﾅ合板（難燃以上）t＝5.5　目透貼　WP

見切縁：木製30×40　WP

ｺﾝｸﾘｰﾄの上ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞt＝14＋ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄ下地 置床式弾性床下地H48.5
屋内ｽﾎﾟｰﾂ用長尺弾性塩ﾋﾞｼｰﾄt=7.5貼

構造用合板t＝15下地
大型積層フローリング巾140　t＝18貼　
塗装品

アリーナ

▼キャットウォークFL▼キャットウォークFL▼キャットウォークFL

▼1FL
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工事名称 図面番号
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月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印
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検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計
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A3 1: 100

R6 2
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

展開図　 ７ （ アリ ーナ）
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有限
会社 佐々木章設計事務所



セパレーター

手引きロープ 手引きロープ
中央重ね代　約２０００

防球ネット取付用受け材
Ｈ２００×１００×５．５×８
鉄骨工事に含む（体育器具工事外）

防球ネット取付用受け材
Ｈ２００×１００×５．５×８
鉄骨工事に含む（体育器具工事外）

防球ネット取付用受け材
Ｈ２００×１００×５．５×８
鉄骨工事に含む（体育器具工事外）

サイドネット サイドネット

ターンバックル

ワイヤーロープφ５

移動環

妻側ネット　両開き手引式（（Ｗ15.75×2）×Ｈ5.0 ）
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図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計
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R6 2
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防球ネッ ト 展開図　 1 Ｄ ３ １

有限
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妻側ネット

操作チェーン

防球ネット取付用受け材
Ｈ２００×１００×５．５×８
鉄骨工事に含む（体育器具工事外）

防球ネット取付用受け材
Ｈ２００×１００×５．５×８
鉄骨工事に含む（体育器具工事外）

重り袋１Ｋｇ 重り袋１Ｋｇ

ステージ

移動環

ワイヤーロープφ３ 　　ネット　（白色）　　

（ビニロン１１０ｍｍ目）

　セパレーターネット　片開きチェーン操作式（Ｗ24.1×Ｈ9.0）
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図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計
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R6 2
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防球ネッ ト 展開図　 2
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有限
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防球ネット取付用受け材
Ｈ２００×１００×５．５×８
鉄骨工事に含む（体育器具工事外）

手引きロープ

妻側ネット

防球ネット取付用受け材
Ｈ２００×１００×５．５×８
鉄骨工事に含む（体育器具工事外）

防球ネット取付用受け材
Ｈ２００×１００×５．５×８
鉄骨工事に含む（体育器具工事外）
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ステージ

ターンバックル
ワイヤーロープφ５移動環

　　ネット　（白色）　　

（ビニロン１１０ｍｍ目）

サイドネット　片開き手引式（Ｗ24.5×Ｈ5.0）
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図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日
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担当

検図設計年月日
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佐々 木

1階建具キープラン　1：100

36人

72人

木製ベンチ

書棚

天井裏収納梯子

ポーチ

木製収納棚

多目的室

廊下

器具庫（控室）

ステージ

アリーナ

外部用倉庫 器具庫（控室）

玄関

管理室

多目的便所

男子便所

女子便所

男子更衣室

女子更衣室
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4

Ｓ Ｄ

3

LSD

1

LSD

2

LSD

3

LSD

3

LSD

4

LSD

5

LSD

5

LSD

6

1

Ｐ Ｄ

1

Ｐ Ｄ

1

Ｐ Ｄ

Ｐ Ｄ

Ｐ Ｄ

2

2

Ｔ Ｂ

1

Ｔ Ｂ

2

Ｔ Ｂ

3

Ｔ Ｂ

3

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

A1 1: 100
A3 1: 200髙橋　 雅人

1階建具キープラン

R6 2
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ３ ４

有限
会社 佐々木章設計事務所



佐々 木

キャットウォーク建具キープラン　1：100

キ
ャ

ッ
ト
ウ
ォ

ー
ク

キ
ャ

ッ
ト
ウ
ォ

ー
ク

キャットウォーク

アリーナ

5

Ａ Ｄ

Ａ Ｗ

1

Ａ Ｗ

2
Ａ Ｗ

3

1

Ｗ Ｄ

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
A1 1: 100
A3 1: 200

キャッ ト ウォーク建具キープラン

R6 2
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ３ ５

有限
会社 佐々木章設計事務所



工事名称 図面番号

図面名称承認年月日

設 計 検 図

製 図 担 当

・　　・　

承認印訂正 日

・

・

・

月

佐々 木

符号・場所・数量

符号・場所・数量

符号・場所・数量

備考

建具金物

備考

建具金物

ガラス

額縁［材質・仕上］

仕上［見込］

形式・材質

備考

建具金物

ガラス

額縁［材質・仕上］

仕上［見込］

形式・材質

仕上［見込］

形式・材質

ガラス

額縁［材質・仕上］

1,520

ＦＬ

3,520

5050

880 8801,660

2
,
6
6
0

2
,
0
0
0

4
6
0

2
0
0

3
,
6
0
0

1
,
2
0
0

1
0
0

1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

33,690

1,995 1,9951,96070 70 70 70670 1,995 1,9951,96070 70 70 70670 1,995 1,9951,96070 70 70 70670 1,995 1,9951,96070 70 70 70670 1,995 1,9951,96070 70

3
,
6
0
0

1
,
2
0
0

1
0
0

1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

キャットウォークＦＬ

70 70 70 70670 70 70 70 70670 70 70 70 70670 70 701,895 1,860 1,895 1,8601,895 1,895 1,895 1,860 1,895 1,895 1,860 1,895

25,590

アルミカラー　　（見込　70）

アルミ製引違い窓＋Ｆix窓

アルミカラー　　（見込　70）

アルミ製引違い窓＋Ｆix窓

ガラス裏面：ケイ酸カルシウム有孔板t＝8　EPガラス裏面：ケイ酸カルシウム有孔板t＝8　EP

キャットウォークＦＬ

1
,
0
5
0

1
,
0
5
0

網戸（サランネット）　立面斜線部（柱部）：ガラス裏面ケイ酸カルシウム有孔板t＝8　EP

ガラス裏面：ケイ酸カルシウム有孔板t＝8　EP カーテン部

×5ヶ所

カーテン部

×４ヶ所

網戸（サランネット）　立面斜線部（柱部）：ガラス裏面ケイ酸カルシウム有孔板t＝8　EP

複層　ＦＬ5+A12+ＦＬ5

複層　ＦＬ5+A12+ＦＬ5

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ドアチェック、付属金物一式

キャットウォークＦＬ

1
,
9
0
0

3
0
0

800

アルミカラー　　（見込　70）

ＦＬ

2
,
6
6
0

2
,
2
0
0

1
0
03
6
0

960

アルミカラー　　（見込　70）

ＦＬ

5,820

60 60860 8603,980

1,980 1,0001,000

有効開口巾

1,800

2
,
8
8
5

5
8
5

1
0
0

1,000

2
,
2
0
0

2
,
0
8
0

アルミカラー　　（見込　100）

アルミ製引分ドア＋両袖、欄間Ｆix

外部見切額縁アルミカラー　

レバーハンドル、シリンダー錠、丁番、ドアチェック、付属金物一式

竪型ブラインド（防炎品）

木製三方枠　赤松集成材25×155　SOP 木製四方枠　赤松集成材25×80　SOP

内部：木製（赤松集成材）SOP　外部：アルミカラー

内部：木製（赤松集成材）SOP　外部：アルミカラー

有効開口巾

自動ドア装置一式、シリンダー錠、内外アルミ額縁、付属金物一式

アルミ製引分自動ドア＋両袖、欄間Ｆix

アルミカラー　　（見込　100）

内外共アルミカラー　

ドア及び両袖Ｆix部：強化透明　Ｔ5　欄間：FL5

防護柵：900×1,000H　アルミフレーム　ポリカt＝5嵌め込み 竪型ブラインド（防炎品） 遮光カーテン（防炎品） タチカワ　シンコールタクト　プリマＧ同等品 タチカワ　スラット巾100　生地ミント同等品

ブラインド：タチカワ　スラット巾100　生地ミント同等品

複層　FL5+A12+ＬowE5　欄間：FL3+A12+Ｌow-E3（日射遮蔽型）強化透明　Ｔ5+A12+FL5

引手、シリンダー錠、外側アルミ見切額縁、PD-2間アルミ額縁W100、沓摺ステンレスHL　W100、付属金物一式

アルミカラー　　（見込　100）

アルミ製引分ドア＋両袖、欄間Ｆix

外部見切額縁アルミカラー　

ＦＬ

3,980

1,980

60601,010 1,010

1,0001,000

2
,
8
8
5

2
,
2
0
0

5
8
5

1
0
0

6,120

2
,
0
8
0

1,800940 940

有効開口巾PD-1の有窓算定による
有効巾

PD-1の有窓算定による
有効巾

遮光カーテン（防炎品） タチカワ　シンコールタクト　プリマＧ同等品

強化透明　Ｔ5+A12+FL5

引手、シリンダー錠、外側アルミ見切額縁、PD-1間アルミ額縁W100、沓摺ステンレスHL　W100、付属金物一式

半外付アルミ製片開きドア＋欄間Ｆix 半外付アルミ製片開きフラッシュドア

（配線、配管、結線は電気設備工事）

クレセント、引違窓部開閉電動オペレーター装置（配線、配管、結線は電気設備工事、操作は器具庫内にて行う）、下端水切、付属金物一式

クレセント、引違窓部開閉電動オペレーター装置（配線、配管、結線は電気設備工事、操作は器具庫内にて行う）、下端水切、付属金物一式

遮光一級（防炎品）カーテン（柱部除く）：　1.5倍ヒダ　両開き　Ｗ6,200×H3,600　電動レール（配線、配管、結線は電気設備工事）　 ワイドスイッチ1台 タチカワ　シンコールタクト　プリマＧ同等品

ワイドスイッチ1台 タチカワ　シンコールタクト　プリマＧ同等品

衝突防止表示
(両面貼り )

衝突防止表示(両面貼り ) 衝突防止表示(両面貼り ) 衝突防止表示(両面貼り )

遮光一級（防炎品）カーテン（柱部除く）：　1.5倍ヒダ　両開き　Ｗ5,900×H3,600　電動レール（配線、配管、結線は電気設備工事）　

1

ＡＤ
玄関

ＡＷ

1
キャットウォーク部 １

ＡＷ
キャットウォーク部 １

2

1
ＡＤ

5
キャットウォーク部1

ＡＤ

4
廊下３

ＡＤ

2
アリーナ ２１

ＡＤ
アリーナ

3

建具表　 １

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

防護柵 防護柵

D ３６縮尺一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
A1 1: 50
A3 1: 100

R6 2有限
会社 佐々木章設計事務所



工事名称 図面番号

図面名称承認年月日

設 計 検 図

製 図 担 当

・　　・　

承認印訂正 日

・

・

・

月

佐々 木

符号・場所・数量

符号・場所・数量

符号・場所・数量

備考

建具金物

備考

建具金物

ガラス

額縁［材質・仕上］

仕上［見込］

形式・材質

備考

建具金物

ガラス

額縁［材質・仕上］

仕上［見込］

形式・材質

仕上［見込］

形式・材質

ガラス

額縁［材質・仕上］

3
,
6
0
0

1
,
2
0
0

1
0
0

1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
1
0
0

キャットウォークＦＬ

70 70 70 70670 70 701,895 1,860 1,895 1,8601,895 1,895

アルミカラー　　（見込　70）

アルミ製引違い窓＋Ｆix窓

12,390

ＦＬ

アルミ製断熱縦すべり出し窓

アルミ樹脂複合　カラー　　（見込　90）

網戸（サランネット）　

水切り、カムラッチハンドル、付属金物一式

ＦＬ

網戸（サランネット）　

アルミ製断熱引違窓（半外付け、フラットレール仕様）

アルミ樹脂複合　カラー　　（見込　102）

水切り、クレセント、付属金物一式

ＦＬ

アルミ製引違窓（フラッターレール、ビル用）

アルミ　カラー　　（見込　70）

強化　Ｔ5

クレセント、付属金物一式

ＦＬ

2
,
2
0
0

1,800

枠内寸法枠内寸法

鋼製引分けハンガードア

鋼製SOP　　（ドア厚　40）

指はさみ防止ゴム

ＦＬ

2
,
2
0
0

1,800

枠内寸法枠内寸法

鋼製引分けハンガードア

鋼製SOP　　（ドア厚　40）

指はさみ防止ゴム

鋼製両開きドア

ＦＬ

1,800

2
,
2
0
0

ＦＬ

2
,
0
0
0

1,650

軽量鋼製両開きドア

軽量化粧鋼板t＝0.6

強化　Ｔ5

軽量鋼製両開きドア

軽量化粧鋼板t＝0.6

強化　Ｔ5

ＦＬ

800

2
,
0
0
0

軽量化粧鋼板t＝0.6

強化　Ｔ5

軽量鋼製片開きドア

ＦＬ

2
,
2
0
0

鋼製SOP　　（ドア厚　40）

指はさみ防止ゴム

鋼製片引きハンガードア 鋼製片開きドア

鋼製SOP　　（ドア厚　40）

ＦＬ

2
,
2
0
0

850
1,170

枠内寸法

1
,
0
5
0

カーテン部

×２ヶ所

複層　ＦＬ5+A12+ＦＬ5

1
,
2
0
0

600

1
,
1
0
0

1,600 1,250

1
,
2
0
07
0
0

5
5
0

8
0
0

8
0
0

7
5
0

7
5
0

木製（赤松集成材）SOP 木製（赤松集成材）SOP 木製（赤松集成材）SOP

ドア枠SOP　W145

鋼製SOP　　（ドア厚　40）

内部：木製（赤松集成材）SOP　外部：アルミカラー

ＦＬ

2
,
0
0
0

925

枠内寸法

鋼製片引きハンガードア（半自動）

軽量化粧鋼板t＝0.6

Ｆ4

ガラリ200×700

ＦＬ

800

2
,
0
0
0

軽量化粧鋼板t＝0.6

軽量鋼製片開きドア（ガラリ付）

ガラリ200×700

Ｆ4

横型ブラインド　はね巾25（防炎品）

丁番、レバーハンドル、シリンダー錠、ドアチェック、SUS沓摺巾40、付属金物一式レール、吊車、引戸錠、引手、SUS沓摺巾40、付属金物一式 丁番、レバーハンドル、ドアチェック、フランス落し、SUS沓摺巾40、付属金物一式 丁番、レバーハンドル、シリンダー錠、ドアチェック、SUS沓摺巾40、付属金物一式 丁番、レバーハンドル、ドアチェック、SUS沓摺巾40、付属金物一式 レール、吊車、引戸錠、引手、SUS目地棒、付属金物一式

レール、吊車、引戸錠、引手、SUS沓摺巾40、付属金物一式

複層　Ｆ4+A16+Ｌow-E3（日射遮蔽型） 複層　Ｆ4+A16+Ｌow-E3（日射遮蔽型）

ドア枠SOP　W148

丁番、レバーハンドル、シリンダー錠、ドアチェック、フランス落し、付属金物一式

下枠ステンレス

ＦＬ

アルミ製断熱外倒し窓

アルミ樹脂複合　カラー　　（見込　90）

付属金物一式

排煙オペレーター装置（ハンドル開閉）、網戸（サランネット）　

1
,
9
1
0

1
,
5
0
0
以

下

1,650

5
0
0

4
0

木製（赤松集成材）SOP

複層　Ｆ4+A16+Ｌow-E3（日射遮蔽型）

ＦＬ

1
,
5
0
0
以

下

1,860

2
,
2
1
0

6
5
0

1
4
0

アルミ樹脂複合　カラー　　（見込　70）

アルミ製断熱外倒し2連窓

付属金物一式

排煙オペレーター装置（ハンドル開閉）、網戸（サランネット）　

木製（赤松集成材）SOP

複層　強化ガラス5+A16+Ｌow-E3（日射遮蔽型）

ＦＬ

1
,
1
0
0

3,220

1,575 1,57570

8
0
0

8
0
0

管理室　　1ヶ所（フロートガラス）
多目的室　2ヶ所（強化ガラス）

網戸（サランネット）　

クレセント、付属金物一式

アルミ樹脂複合　カラー　　（見込　102）

アルミ製断熱引違2連窓（半外付け、フラットレール仕様）

木製（赤松集成材）SOP

横型ブラインド　はね巾25（防炎品）

複層　FL3+A16+Ｌow-E3（1ヶ所） 複層　強化ガラス5+A16+Ｌow-E3（2ヶ所）（日射遮蔽型）

864864 132

45

女子便所の操作ボックスの位置は
トイレブース外側壁とする。（展開図3参照）

（有効） （有効）

（
有

効
）

ガラス裏面：ケイ酸カルシウム有孔板t＝8　EPガラス裏面：ケイ酸カルシウム有孔板t＝8　EP

クレセント、引違窓部開閉電動オペレーター装置（配線、配管、結線は電気設備工事、操作は器具庫内にて行う）、下端水切、付属金物一式

ドア枠SOP　W228 ドア枠SOP

ドア枠SOP　W325ドア枠SOP

網戸（サランネット）　立面斜線部（柱部）：ガラス裏面ケイ酸カルシウム有孔板t＝8　EP 遮光一級（防炎品）カーテン（柱部除く）：　1.5倍ヒダ　両開き　Ｗ5,900×H3,600　電動レール（配線、配管、結線は電気設備工事）　　 タチカワ　シンコールタクト　プリマＧ同等品ワイドスイッチ1台

ドア枠SOP　W148 ドア枠SOP　W148、W202

ＡＷ

ＡＷ
キャットウォーク部

3
3

更衣室
7

2
AW

8
3器具庫　　外部用倉庫

AW

9
管理室 1

SD

2
アリーナ　　器具庫

SD

1
外部用倉庫 1

1

LSD
多目的室 1 管理室

LSD

2
1

3

1
SD

4
1

SD

3
器具庫 外部用倉庫

4

LSD
多目的便所2

LSD

3
便所（男・女）1

AW

6
男女　便所　　多目的便所1

AW

5
多目的室3

4
管理室　　多目的室

AW
１

建具表　 ２

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

D ３７

▼天井面CH2,450

▼天井面CH2,700▼天井面CH2,700

▼天井面CH2,450

▼天井面CH3,000▼多目的室天井面CH3,000

▼管理室天井面CH2,700

縮尺一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
A1 1: 50
A3 1: 100

R6 2有限
会社 佐々木章設計事務所



工事名称 図面番号

図面名称承認年月日

設 計 検 図

製 図 担 当

・　　・　
佐々 木

承認印訂正 日

・

・

・

月

符号・場所・数量

符号・場所・数量

符号・場所・数量

備考

建具金物

備考

建具金物

ガラス

額縁［材質・仕上］

仕上［見込］

形式・材質

備考

建具金物

ガラス

額縁［材質・仕上］

仕上［見込］

形式・材質

仕上［見込］

形式・材質

ガラス

額縁［材質・仕上］

4
0

900900

4040

Ｗ600Ｗ600

ＦＬ

1
,
5
0
0

1
,
5
4
0

100

2
0

6
0

1
,
9
2
0

2
,
0
0
0

ＦＬ

2
,
0
0
0

600

軽量化粧鋼板t＝0.6

軽量鋼製片開きドア

アンダーカット25

丁番、レバーハンドル、付属金物一式

ＦＬ

800

2
,
0
0
0

軽量化粧鋼板t＝0.6

軽量鋼製片開きドア（ガラリ付）

Ｆ4

ガラリ200×350

トイレブース

Ｌ型手摺設置部

Ｌ型手摺取付部下地補強

4
0

2
0

6
0

1
,
9
2
0

2
,
0
0
0

1
,
6
8
5

1
,
7
2
5

Ｗ600 Ｗ600 Ｗ600

ＦＬ

トイレブース

Ｌ型手摺設置部

Ｌ型手摺取付部下地補強

ＦＬ

1
,
8
0
0

800

トイレブース

1
,
8
6
0

6
0

50

ＦＬ

2
,
8
8
5

6,120

ＦＬ

2
,
8
8
5

木・アルミ複合防球格子戸 木・アルミ複合防球格子戸

5,820

開放開放 開放開放

木部：ウレタン塗装品、アルミ部：焼付塗装 木部：ウレタン塗装品、アルミ部：焼付塗装

アルミフラットレール、戸車、堀込引手、指はさみ防止ゴム、戸当りストッパー、付属金物一式 アルミフラットレール、戸車、堀込引手、指はさみ防止ゴム、戸当りストッパー、付属金物一式

1,660以上

開放

830以上830以上 1,560以上780以上 780以上

開放

格子部：アルミ製　　施錠装置なし 格子部：アルミ製　　施錠装置なし

アルミ頭つなぎ焼付塗装，ドア、枠エッジ共焼付塗装、ラバトリ－ヒンジ，表示錠，戸当り，付属金物一式

高圧メラミン樹脂化粧板木目調オレフィンシート貼　　（見込　40）

常時開、巾木ステンレスＨＬ、Ｌ型手摺取付部下地補強　　コマニー　Ｂａｓｉｃ　ＣＢ-ＡＣＲ同等品

高圧メラミン樹脂化粧板木目調オレフィンシート貼　　（見込　40）

アルミ頭つなぎ焼付塗装，ドア、枠エッジ共焼付塗装、ラバトリ－ヒンジ，表示錠，戸当り，付属金物一式

高圧メラミン樹脂化粧板木目調オレフィンシート貼　　（見込　40）

木製片開きドア

丁番、レバーハンドル、ドアチェック、付属金物一式

ＦＬ

1
,
8
0
0

600

エッジ焼付塗装、付属金物一式

常時開、巾木ステンレスＨＬ、Ｌ型手摺取付部下地補強　　コマニー　Ｂａｓｉｃ　ＣＢ-ＡＣＲ同等品 巾木ステンレスＨＬ　　コマニー　Ｂａｓｉｃ　ＣＢ-ＡＣＲ仕様同等品

メラミン化粧鋼板　　（見込　36）

4040

950
100

950989

丁番、レバーハンドル、ドアチェック、SUS沓摺巾40、付属金物一式

ドア枠SOP　W148 ドア枠SOP　W148

木製ドア枠Ｄ100赤松集成材　SOP

TB

1
男子便所

LSD

6
掃除具入

LSD

5
更衣室

TB

2
女子便所1

TB

3
便所（男・女）1

ＰＤ

1
アリーナ

ＰＤ
アリーナ

2
2

12
ＷＤ

1
キャットウォーク部入口ドア

332 1

建具表　 ３

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

D ３８縮尺一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
A1 1: 50
A3 1: 100

R6 2有限
会社 佐々木章設計事務所



佐々 木

家具キープラン　1：100

36人

72人

木製ベンチ

書棚

天井裏収納梯子

ポーチ

木製収納棚

多目的室

廊下

器具庫（控室）

ステージ

アリーナ

外部用倉庫 器具庫（控室）

玄関

管理室

多目的便所

便所（女）

更衣室

更衣室

便所（男）

18人

18人

Ｋ-1

Ｋ-1

Ｋ-1’ Ｋ-1’

Ｋ-８ ×4

×２

Ｋ-６

Ｋ-６

Ｋ-５

Ｋ-４

Ｋ-３

Ｋ-４

Ｋ-２

×２

×１

Ｋ-７
Ｋ-９

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

A1 1: 100
A3 1: 200髙橋　 雅人

R6 2

家具キープラン

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ３ ９

有限
会社 佐々木章設計事務所



図面番号

図面名称

承認印

承認年月日

検 図

製 図 担 当

・　　・　・

・

・

日・月訂正 工事名称設計年月日

佐々 木

設 計

家具表　１

（仮称）都南東部体育館建設（建築主体）工事

行
　
　
　
事

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

月
 
予
 
定
 
表

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 備　　　　考日

曜

符号・名称・数量

姿　　図

取付場所

その他

仕上・材質

金　　物

符号・名称・数量

姿　　図

取付場所

その他

仕上・材質

金　　物

符号・名称・数量

取付場所

姿　　図

仕上・材質

金　　物

その他

木製ベンチ Ｋ－1：２ヶ所　　Ｋ－1’：２ヶ所

根太掛：45×60

受仕切：両面しな合板t＝5.5貼　WP

根太掛隠し：25×70　WP

2,935

(3,085） (3,085）

(6,170）

2,935

4
5
5

4
8
5

座板：タモ集成材t＝30　WP

4040

根太：45×45＠450

1,186 1,1861,1661,166 1,166

（1,246)（1,226)（1,226)（1,226)

3
0

4
2
0

7
0

40

（1,246)

玄関ホール

平面　1：30

40

25

390

4
2
0

3
2
0

3
0

7
0

30 455

座板：タモ集成材t＝30　WP
20×35　WP

受仕切：両面しな合板t＝5.5貼　WP

断面　1：3025

390

3
9
0

500

400 100

5050

4
2
0

3
5

座板：タモ集成材t＝30　WP
35×50　WP

3
0

30

40

25

390

500

400 100

5050

2
8
0

座板：タモ集成材t＝30　WP

1,800

40

中間仕切：タモ集成材t＝30　WP

2
8
0

4
2
0

1,800

背板：タモ集成材t＝20　WP

ﾌﾞﾗｹｯﾄ金物

5
0
0

4
0
0

1
0
0

30

10

立面　1：30

平面　1：305,870

4,550

1,800 1,3751,375

600

8
5
0 45×45

木製90×45

柱90×90
8
5
0

6
0
0

1
,
7
0
0

立面　1：30

立面　1：30

平面　1：30

断面　1：30

座板：タモ集成材t＝30　WP

座板：タモ集成材t＝30　WP 受仕切：両面しな合板t＝5.5貼　WP 根太：45×45＠450　　根太掛：45×60 根太掛隠し：25×70　WP

付属金物一式

木製ベンチ １ヶ所

アリーナ

ラワン合板t＝9貼

ラワン合板t＝9貼

ラワン合板t＝9貼

付属金物一式

木製　棚板：ラワン合板t＝9貼

１ヶ所木製収納棚

器具庫（控室）

1,200

1
,
0
0
0

9
0
0

9
0
0

掲示板 ２ヶ所

玄関ホール

枠：アルミ製

粉受

焼付ホーロー（ホワイト）、枠　アルミ製 粉受：アルミ製

規格品

1
,
0
0
0

1,200

330

≒
2
2
0

≒
8
0

行事用白板 １ヶ所

管理室

鋼製焼付塗装

３６人用規格品

下足入 ３ヶ所

玄関

≒
1
,
5
3
5

≒1,481

書棚

管理室

≒
1
,
8
5
0

≒880

鋼製焼付塗装　アクリル透明板付両開き戸　棚４段　Ｄ＝400

鍵付き規格品

Ｋ－1　：W＝5，870

倒れ止め：30×75　SOP

7
5

倒れ止め：30×75　SOP

不燃合板突板横貼t=18ｸﾘｱ塗装品

壁面：石膏ボードt＝12.5目地処理の上EP

両側塞ぎ板：タモ集成材t＝30　WP

ベンチ取付面壁：石膏ボードt＝12.5貼

鍵付き規格品 （生興（株）同等品）

3
0

1 0

柱コーナー見切縁：タモ集成材　30×30　WP

２ヶ所 ロッカー ４ヶ所

更衣室

≒900

1,200 500

≒
1
,
7
9
0

1
,
9
0
0

1
,
0
5
0

8
5
0

天井面

ミニキッチン １ヶ所

管理室

鋼製焼付塗装　片開き戸　Ｄ＝400　９人用

断面　1：30

断面　1：30正面　1：30

2
5

2
5

25

枠：木製25×25　木目シート貼

インシュレーションボードt＝9下地ビニールレザー貼、枠　木製木目シート貼

杉田エース　木目調ピンマグ掲示板　MOKU-YM912同等品

ミニキッチン　扉タイプ　フルユニット　IH（100Ｖ）　１口コンロ　LED照明　換気扇用開口

木製90×45

根太：45×45＠450　　根太掛：90×45 柱：90×90　（柱、根太、根太掛は杉材）

Ｋ－1’：W＝6，170

LIXIL　DMK12LEWE2F100R　同等品　　換気扇・電気温水器は機械設備工事

Ｋ－１’Ｋ－１ Ｋ－２

Ｋ－３ Ｋ－４ Ｋ－５ Ｋ－６

Ｋ－７ Ｋ－８ Ｋ－９

D ４０
〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号

TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

・ 　 　 　 ・ 　

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

R6 2

A1 1: 30
A3 1: 60

有限
会社 佐々木章設計事務所



佐々 木

(１ヶ所）

(１ヶ所）
アクリル板t＝3.0　切文字　50角/字
　カッテングシート貼

(１ヶ所）
アクリル板t＝3.0　切文字　50角/字
　カッテングシート貼

(１ヶ所）
アクリル板t＝3.0　切文字　50角/字
　カッテングシート貼

掃除具入 切文字　50角/字　カッテングシート貼

器具庫２入口

器具庫１入口

外部用倉庫入口

Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

掃除具入

器具庫１

器具庫２

外部用倉庫

平付Ｓ

Ｓ

Ｓ

Ｓ

ピクト

Ｓ

Ｓ

Ｓ

1

サインキープラン　1：100

ベース
：スライドロック脱着式

5
6

8
0

6
4

200

2
0
0

ＳＳ

(１ヶ所）
アクリル板t＝3.0　切文字　50角/字
　カッテングシート貼

多目的室入口

(１ヶ所）管理室入口
アクリル板t＝3.0　切文字　50角/字
　カッテングシート貼

アリーナ入口 (２ヶ所）

Ｓ

Ｓ

Ｓ

アリーナ

多目的室

管理室

(１ヶ所）女子更衣室入口
Ｓ 室名札（突出し）200×200

杉板t＝18　ウレタン塗装
切文字カッテングシート貼

(１ヶ所）男子更衣室入口
Ｓ

（ピクトサイン・室名札）詳細　　　　　　　　1：10

突出し

杉板(ｱ）18　ウレタン塗装
切文字カッテングシート貼

杉板(ｱ）18　ウレタン塗装
切文字カッテングシート貼

（杉：盛岡市産木材）

（杉：盛岡市産木材）

（建具に貼付）

Ｓ

ピクト

室名札（突出し）200×200
杉板t＝18　ウレタン塗装
切文字カッテングシート貼

切文字　50角/字　カッテングシート貼

（建具に貼付）

ピクト

ピクト ピクト

ピクト
(１ヶ所）多目的便所入口

ピクトサイン（平付）200×200
杉板t＝18　ウレタン塗装
切文字カッテングシート貼

（杉：盛岡市産木材）

ピクト
(１ヶ所）女子便所入口

(１ヶ所）
ピクト

男子便所入口 切文字　50角/字　カッテングシート貼

（建具に貼付）

切文字　50角/字　カッテングシート貼

（建具に貼付）

(１ヶ所）1

（杉：盛岡市産木材）

便所入口廻り（廊下）
室名札（突出し）200×200
杉板t＝18　ウレタン塗装
切文字カッテングシート貼

Ｓ

設置場所（ヶ所数） 仕　様 姿　図

１

２

3

２

３

４

５

６

７

８

９

10

3

２

４

Ｓ

12

2

3

5

6

7

1 2

8910

6

女子
更衣室

フレーム

45 200

フレーム：アルミ型材
　　　　　焼付塗装仕上スプリング可動式

45 200

2
0
0

18

男子
更衣室

男子ト イレ
女子ト イレ

多目的ト イレ

36人

72人

木製ベンチ

書棚

天井裏収納梯子

ポーチ

木製収納棚

多目的室

廊下

器具庫（控室）

ステージ

外部用倉庫 器具庫（控室）

玄関

管理室

多目的便所

便所（女）

便所（男）

18人

18人

アリーナ

ガラス面貼
女子更衣室

男子更衣室

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人

R6 2
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

A1 1： 10、 1: 100
A3 1： 20、 1: 200

サイン図 Ｄ 41

有限
会社 佐々木章設計事務所



図面番号

図面名称

承認印

承認年月日

検 図

製 図 担 当

・　　・　・

・

・

日・月訂正 工事名称設計年月日

佐々 木

設 計

200×100垂れ付段鼻

防水モルタル金ゴテt＝25

側溝水勾配方向

300角視覚障害者タイル（誘導用）t=13貼

300角視覚障害者タイル（注意喚起用）t=13貼

ステンレス製グレーチング500角

防水モルタル金ゴテ

防水モルタル金ゴテ

不凍水栓柱（機械設備工事）

目皿、排水管（機械設備工事）

目皿、排水管（機械設備工事）

竪樋GLまで建築工事、以降繋ぎ込み、
地中配管は機械設備工事

竪樋GLまで建築工事、以降繋ぎ込み、
地中配管は機械設備工事

玄関ポーチ庇詳細図

（仮称）都南東部体育館建設（建築主体）工事
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アルミPL-2.0アクリル樹脂焼付塗装
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平面図　1：30

断面図　1：30
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鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾛｱt=75下地耐火野地板ｔ＝18敷の上
塩化ビニル樹脂系シート防水t＝1.5
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柱化粧パネル断面図　1：20
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アルミPL-2.0アクリル樹脂焼付塗装

アルミPL-2.0アクリル樹脂焼付塗装
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側面図　1：30
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アルミPL-2.0アクリル樹脂焼付塗装

開口部：耐火野地板ｔ＝18貼
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床タイル
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排水溝：Ｗ100、ｽﾃﾝﾚｽ製細目グレーチング蓋掛Ｗ150×4,000（＠1,000×4）

平面図　1：30
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ｽﾃﾝﾚｽ製細目グレーチング蓋掛Ｗ150×4,000（＠1,000×4）

排水溝断面図　1：20
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ｺﾝｸﾘｰﾄ立上り330×480

840
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250

300

床：磁器150角ﾀｲﾙ(耐凍害)t=13貼

水勾配≒1/100（水下－50）

竪目地部
Ｌ-30×30×3

4
5
0

目地受部
Ｌ-30×30×3通し
目地受取付
Ｌ-30×30×3　Ｌ100

竪目地部
Ｌ-30×30×3

目地受部
Ｌ-30×30×3通し
目地受取付
Ｌ-30×30×3　Ｌ100

目地受部
ＰＬ-2.3折曲げ
Ｌ-30×35通し

目地受部
ＰＬ-2.3折曲げ
Ｌ-30×35通し

ＰＬ-2.3折曲げ
Ｌ-50×35　巾40＠455

ＰＬ-2.3折曲げ
Ｌ-30×35巾40

7

2
7
55
0

鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾛｱt=75下地耐火野地板ｔ＝18敷の上
塩化ビニル樹脂系シート防水t＝1.5
鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾛｱt=75下地耐火野地板ｔ＝18敷の上
塩化ビニル樹脂系シート防水t＝1.5

550200

D

1,650

±0±0

1
5

シーリング：変成シリコン（MS-2）

2
,
6
0
0

2
,
6
0
0

水勾配≒1/100

SUS　RD75φ用

－50－50－50－50

－65－65－65－65

下屋屋上排水竪樋

沓洗い場

9
0

1
0
0

床タイル

1FL－40 1FL－401FL－10

1FL－30 1FL－30

1FL－10

1FL－10

1FL－30

1FL－30

ポーチ：1FL－10～－30勾配付

1FL－40
（103.31）

1FL－40
（103.31）

1FL－40
（103.31）

1FL－20
（103.33）

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ15×10　変成シリコンMS-2

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ20×10　変成シリコンMS-2

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ15×10　変成シリコンMS-2

目地ｼｰﾘﾝｸﾞ15×10　変成シリコンMS-2

オーバーフロー管SUS50φ
管周囲ｼｰﾘﾝｸﾞ　10×10　変成シリコンMS-2

400

400

アルミ製押え金物

アルミ製水切（幕板同仕様）

鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾛｱt=75下地耐火野地板ｔ＝18敷の上
塩化ビニル樹脂系シート防水t＝1.5

アルミ製水切（幕板同仕様）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放しモルタル薄塗の上ポリマーセメント系塗材

不燃積層石膏ボードt＝9.5下地軒天用岩綿吸音板t＝9.0貼
塩ビ廻り縁

不燃積層石膏ボードt＝9.5下地軒天用岩綿吸音板t＝9.0貼
塩ビ廻り縁

Ｌ-40×40×5

Ｌ-40×40×5＠450

Ｌ-50×50×6＠450

Ｌ-40×40×5通し

Ｌ-40×40×5＠455

ＰＬ-2.3折曲げ
Ｌ-50×35　巾40＠455

Ｌ-40×40×5＠450

Ｌ-40×40×5

Ｌ-50×50×6＠450

45 550
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12545
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530 220
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盛岡市都南東部体育館
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検 図
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日・月訂正 工事名称設計年月日 設 計

歩み板：SUS304　縞鋼板t＝4.0

シート防水立上り部増張巾800Ｈ900

２重ナット締め

FB　6×65　Ｚｎめっき

平面　1：10

アルミ製笠木Ｗ200

壁芯まで1,360

断面　1：10

断面　1：20

正面　1：20 側面　1：20端部断面　1：20

６

６

１

Ｆ

雑詳細図　1

（仮称）都南東部体育館建設（建築主体）工事
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安全ガード：SUS304　ＦＢ-4×30

SUS304 FB　6×50

7
0
0

83

安全ガード：SUS304　ＦＢ-4×30

外壁：窯業系サイディングt＝18貼

ステンレス304　25φ

1
,
0
5
0

1
,
0
5
0

310 700

SUS304 FB　6×65

SUS304 FB　6×50

側面　1：30

1：10、1：30タラップ・安全ガード詳細

立面　1：30

6
0

450

ＲＦＬまで1,750

2
2
0

1
,
7
5
0

200

窯業系防火ｻｲﾃﾞｨﾝｸﾞt=18　塗装品横貼

立面　1：30

200

200 ステンレス製ＲＤ横引100φ用

断面　1：30

屋上排水ドレン廻り詳細 1：30

ステップ：SUS304　２２φ

外壁材貫通部：シーリングMS-2　15巾

アルミ製笠木　W＝200
笠木下捨ＰＬ：長尺金属板ｔ＝0.8（JIS 3321）

310

ステンレス製竪樋100φ

外部用倉庫出入口庇詳細 1：20

鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾛｱt=75

400

増貼W800

1
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7
1 3
1
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外壁材貫通部：シーリングMS-2　15巾

30°

5
7
5

2
0
0

983

ドアH2,200

310

雨押え：カラーガルバリウム鋼板(ｱ）0.4加工

カラーガルバリウム鋼板(ｱ）0.4加工

120
120

下地ＰＬ(ｱ）0.8

3
5

5
0

30°

1
5

1
0

シーリング

5
0

1
0

25

3020

25

20

W2,100

1
5

シーリング巾15

立上：耐火野地板ｔ＝18の上　塩化ビニル樹脂系シート防水t＝1.5
（入隅部塩ビ積層鋼板補強）

断熱材ｔ＝50敷　塩化ビニル樹脂系シート防水t＝1.5
（機械的固定工法）（出隅、入隅部塩ビ積層鋼板補強）

※小田原鋼材（株）　国土交通省型同等品（屋上側タラップ増設）

木　25×30

木　25×30

木　25×35

※木下地材種は赤松または杉とする

水上30

ＲＤ下廻り：現場発泡ウレタン吹付t＝30
　　　　　　W500×L1,000程度

構造用合板t＝12＋アスファルトルーフィング940品敷き下地　
カラーガルバリウム鋼板（ｱ）0.4貼

構造用合板t＝12＋アスファルトルーフィング940品敷き下地　
カラーガルバリウム鋼板（ｱ）0.4　竪平葺き

フレキシブルボードt＝6目透貼　ＥＰ-Ｇ
塩ビ廻り縁

アルミ製笠木　W＝200
笠木下捨ＰＬ：長尺金属板ｔ＝0.8（JIS 3321）

アルミ製笠木　W＝200
笠木下捨ＰＬ：長尺金属板ｔ＝0.8（JIS 3321）

シート防水端部
防水押え金物　L型

ステンレス呼び樋

シーリング巾15

シーリング巾15

　　　（機械的固定工法）　

ステンレス製防塵網共

ステンレス製飾り桝

ステンレス製ＲＤ横引100φ用

※ステンレス製ＲＤ横引100φ用：カネソウESXC-6同等品
※ステンレス製飾り桝：カネソウＭＳ-100同等品

エプロン

D ４３
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廊下

便所ー多目的便所 廊下ー便所

平面

立面 断面

雑詳細図　２

（仮称）都南東部体育館建設（建築主体）工事

消火器
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平面　1：10

キャットウォーク部　AW-1～3　鉄骨柱取り合い部詳細 1：10
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便所ライニング甲板廻り断面詳細 1：20
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100
12.512.5

462.5

825

70

4530

310

断面　1：10

置床式弾性床廻り詳細 1：2、1：5、1：20

ガラス裏面：ケイ酸カルシウム有孔板t＝8　EP

ガラス裏面：ケイ酸カルシウム有孔板t＝8　EP

　キャットウォークFLまで1,050

ガラス裏面：ケイ酸カルシウム有孔板t＝8　EP

鉄骨柱

鉄骨柱

防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5下地ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3.0（難燃以上）

石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5目地処理　ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼

石膏ボードt＝9.5目地処理下地ﾋﾞﾆｰﾙｸﾛｽ貼
杉化粧格子　50×25＠≒2,000　WP

木製廻り縁35×25　WP

LGS90＠450

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾌﾞﾗｹｯﾄ（各2か所）

アルミＰＬt＝2.0

362.5

50

25
受付カウンター：たも集成材t＝30　WP

小口：たも材25×30　WP
10

25

3
0

230
＠230

230

140

柱際断面図　1：5

30 30

引分けドア部断面図　1：5

7
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5
63
7

1
9

鉄骨柱面

腰壁:不燃合板突板横貼t=18ｸﾘｱ塗装品

沓摺

⑥通りまで310

ネオクッションゴム配置図　1：20 ネオクッションゴム図　1：2

ラワン構造用合板900×1,800　t＝12.0

ネオクッションゴムφ42　t＝19.0
　32個/枚
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サッシ芯

サッシ芯

木製（赤松集成材）25×45　SOP木製（赤松集成材）25×30　SOP

1
,
2
0
0

1
0
0

1
4
0

485

240 245

柱面

鉄骨柱

開口補強材：Ｃ-75×45×15×2.3

1
0
0

140

1ＦＬまで420

玄関カウンター廻り詳細 1：20 1：10

ベンチ

※置床＋屋内ｽﾎﾟｰﾂ用長尺弾性塩ﾋﾞｼｰﾄ：クリヤマジャパン（株）弾性床システム＋タラフレックス同等品※置床＋屋内ｽﾎﾟｰﾂ用長尺弾性塩ﾋﾞｼｰﾄ：クリヤマジャパン（株）弾性床システム＋タラフレックス同等品

▼1FL▼1FL

▼1FL▼1FL ▼1FL▼1FL

消火器ボックス

※柱（ベンチ）面取付・・・３ヶ所　ＦＬ＋520下端
※壁面取付・・・・・・・・１ヶ所　ＦＬ＋100下端

▼柱取付ベンチ座面（壁取付の場合1ＦＬ）

1
,
2
0
0

1
,
2
5
0

硬質ゴム：30×19　L1,000＠1,100

7
5
0

7
5
0

12.5 15.5

1
,
7
0
0

木製パッキンt＝30

（洗面台：設備工事）（手摺、便器：設備工事）

150.5

15

ライニング甲板：メラミンポストフォームt＝20

防水石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=12.5下地ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3.0（難燃以上）

ライニング部：ラワン合板t＝12下地
　　　　　　　ﾒﾗﾐﾝ化粧板 t=3.0（難燃以上）

壁取付位置
下地補強：ラワン合板t＝12＋ＰＬ-3.2　250×300

ラワン構造用合板t＝12×2の上T1ラワン合板t＝5.5下地
屋内ｽﾎﾟｰﾂ用長尺弾性塩ﾋﾞｼｰﾄt=7.5貼

ネオクッションゴム

ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの上ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄt＝0.1敷

巾木：木製（タモ集成材）H100　t＝20　WP

上部小口フサギ部分（取り合い部ｼｰﾘﾝｸﾞ　サッシ工事）

上部小口フサギ
　（アルミ材）
額縁取り合い部ｼｰﾘﾝｸﾞ（サッシ工事）

EXPゴム(通し)t＝8.0 EXPゴム(通し)t＝8.0

サッシ下枠廻り：現場発泡ウレタン吹付t＝30
　　　　　　　（竪枠廻り外壁材取合い部共）

サッシ上枠廻り：現場発泡ウレタン吹付t＝30
　　　　　　　（竪枠廻り外壁材取合い部共）

ｼﾅ合板（難燃以上）t=5.5目透貼WP
ﾗﾜﾝ合板t=9捨張

6
1
8

 文字表示ステッカー

294

6
1
8

91.461

消火器ボックス（半埋込　扉付）詳細

※スチールｔ＝1.6　扉付

開口補強材：Ｃ-75×45×15×2.3

※文字表示ステッカーは製造所表示内容のものとする。
※ユニオン　UFB-2F-3007-PWH　同等品

D ４４
佐々 木

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

・ 　 　 　 ・ 　

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

R6 2

A1 1： 2、 1： 5、 1： 10、 1： 20、 1: 30
A3 1： 4、 1： 10、 1： 20、 1： 40、 1： 60

有限
会社 佐々木章設計事務所



図面番号

図面名称

承認印

承認年月日

検 図

製 図 担 当

・　　・　・

・

・

日・月訂正 工事名称設計年月日 設 計
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踏板：集成材305×30　WP
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0
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60×60　アンカーボルト2-φ9

階段中央部：60×75
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5
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1
5
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1
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0

3
0

5 0

15

30×45

1
5
0

側桁：集成材30×250　WP

2 5 0

1,235

275 275 275 275 135

ステージ

ステージ

側桁：集成材30×250　WP

2 5 0

≒967

45×45

1
0

135

ビニール巾木　Ｈ60

1,130

7
5
0

強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞt=15貼　EP

1
2
0

3
0

7
5
0

□-40×40×3.2　SOP

CPL-4.5　SOP

WD-1取付位置

185 3101,150

1,325

600

700

C-100×50×20×3.2　２ヶ所

C-100×50×20×3.2C-100×50×20×3.2

1
2
0

3
0

7
5
0

1
,
5
0
0

800

（200×4段）

25
0

215

2
0

2
0

310

130 1,685

1,870

265 100

胴縁

C-100×50×20×3.2C-100×50×20×3.2

（
3
0
0
×
5
段

）

250 2501,400 1,400

収納梯子受60×140　４周

収納梯子受60×140　４周

梯子収納スペース

Ｔ1ラワン合板t＝12×900×345

40×51.5　L900
3-M10

PL折り曲げ100×50×6　巾90
BLT-M10　ナット締め

PL折り曲げ100×50×6　巾90
BLT-M10　ナット締め

PL折り曲げ80×90×6

PL折り曲げ80×90×6

蹴込板：集成材15×137WP

上がり框：ﾀﾓ集成材25×270 SOP

上がり框：ﾀﾓ集成材25×270 SOP

PL折り曲げ100×50×6　巾90
BLT-M10　ナット締め

Ｌ-50×50×6　＠400

PL折り曲げ100×50×6　巾90
BLT-M10　ナット締め

PL80×90×6
BLT-M10　ナット締め

Ｔ1ラワン合板t＝12×900×345 ササラ桁　SOP

　　踏板　SOP

雑詳細図　３

（仮称）都南東部体育館建設（建築主体）工事

ステージ下

ステージ床組廻り詳細 1：50、1：30

3
,
7
0
0

3
,
7
0
0

3
,
7
0
0

3
,
7
0
0

3
,
3
9
0

1,250

木製束：90×90　＠1,250木製束：90×90　＠1,250

90×90　

大引き：90×90

3
1
0

3
1
0

8
6
0

9
0
0

9
0
0

9
0
0

1
5

大引き芯
大引き：90×90大引き：90×90

タモ集成材30×140　WPタモ集成材30×140　WP

ステージ下:ひな檀収納台車

9
0
0

大引き：90×90　＠900

鋼製束

F

13,000

3 4

1,2501,2501,2501,2501,2501,250 1,2501,250 1,250 1,250 1,250 1,250

5
2
0

▼キャットウォークFL

235

2
,
9
3
0

4
,
2
0
0

ステージ下床組位置図　1：50

框：タモ集成材100×145　WP

鋼製床組

7
5
0

収納台車

アルミ製土台通気水切

大引き：90×90＠900

コンクリート金ゴテ押え 5
5
0

4
0
0

10075

205

1
0
0

30 20
75

55
120

30

140140

900900 900

コンクリート立上り面
　　：現場発泡ウレタンt＝30

▼1FL

ステージ床廻り断面詳細図　1：30

F

断面図　1：20

平面図　1：20

▼1FL

側面図　1：20

階段下平面図　1：20

▼1FL

器具庫（控室）木製階段詳細 1：20

Ａ

F.L

Ａ

　　　　　ＣＸＴＷ９型：1400

ＣＸＴＷ９型：1121

開口寸法

メイン
スプリング

手すり

開閉アーム

Ｃ
Ｘ
Ｔ
Ｗ
９

型
：
（
12
65

～
13
45
）

ターンバックル

補助スプリング

（R960）

はしご部
（ステップ）

はしご部
（サイドバー）

（
16
30

~1
76
0）

回転金具

プッシュ錠

（
21
8）

（
21
3~

23
0）

100

はしご端部キャップ

（
6 2 °

～
7 2 °

）

ＣＸＴＷ９型：（1010～1430）

Ｃ
Ｘ

Ｔ
Ｗ
９
型

：
（
12
35

～
13
55
）

（指挟み防止装置）

350

400

Ｃ
Ｘ
Ｔ
Ｗ

９
型
：
25

00
～
27
00

内枠補強材

はしご固定金具

15
0以

上

開口寸法：700

640 （30）

スプリング固定金具

外枠

気密材Ａ

内枠4.
5

50 45
0.
5

内枠ボード材
（別途）

気密材Ｂ 38

18.2 19.8 天井仕上げ材

気密材Ｃ

（30）
（136）

（
33
0～

37
0）

点検口部納まり図

サイドバー・ステップ

はしご端部キャップ

（指挟み防止装置）

部　材　名 材　　　質
基本部材仕様　ＣＸＴＷ９型

※ＣＸＴＷ９型のステップは１２段

木枠［６０×１４０］

陽極酸化塗装複合皮膜

陽極酸化塗装複合皮膜

陽極酸化皮膜

粉体塗装　等

電気亜鉛めっき　等

電気亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

電気亜鉛めっき　等

陽極酸化皮膜ＡＡ６

ＳＰＣＣ　等

ＳＰＣＣ　等

ＳＷＰ

亜鉛ダイカスト

冷間圧延鋼板
ＳＰＣＣ　等
冷間圧延鋼板
ＳＰＣＣ　等
冷間圧延鋼板
ＳＰＣＣ　等

ステンレス製

アルミニウム合金棒材
Ａ６０６３ＢＥＳ－Ｔ５

開　　閉　　棒

ねじ・ボルト類

プ ッ シ ュ 錠

はしご固定金具

スプリング固定金具

ターンバックル

ス プ リ ン グ

開 閉 ア ー ム

回　転　金　具

はしごキャップ等

気　　密　　材 ＥＰＤＭ発泡体

冷間圧延鋼板

冷間圧延鋼板

ＡＥＳ，ＰＯＭ

ＴＰＥ

アルミニウム合金押出形材

アルミニウム合金押出形材
Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５

Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５
手　　す　　り

点　検　口　部
外 枠 ・ 内 枠

内 枠 補 強 材

アルミニウム合金押出形材
Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５
アルミニウム合金押出形材
Ａ６０６３Ｓ－Ｔ５

は　し　ご　部

粉体塗装 ホワイト色

シルバー色

シルバー色

シルバー色

ホワイト色

ホワイト色

ホワイト色

備　　考仕　　　上

E

▼キャットウォークFL▼キャットウォークFL▼キャットウォークFL

6

Ａ－Ａ断面図　1：20

Ｂ1Ｂ2 Ｂ2

天井収納梯子詳細図（参考） 1：20

Ｂ1

▲器具庫天井面

▽

Ａ

Ａ 側面図

天井裏キャットウォーク部鉄骨階段詳細及び天井収納梯子受廻り詳細 1：20

※参考図：大建工業　天井収納梯子ＣＸＴＷ９型

集成材：タモ集成材
下地類：赤松程度

※木材種は赤松とする。

ｺﾝｸﾘｰﾄ打ち放しモルタル薄塗の上
アクリル樹脂カラークリア塗装
誘発目地切＠≒3,000内外ｼｰﾘﾝｸﾞ

構造用合板t＝15下地
大型積層フローリング巾140 t＝18貼　塗装品

D ４５
佐々 木

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221
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AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

・ 　 　 　 ・ 　

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

R6 2

A1 1： 20、 1： 30、 1： 50
A3 1： 40、 1： 60、 1： 100

有限
会社 佐々木章設計事務所
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図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
A1 1: 100
A3 1: 200

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
R6 2

ＤＤ
地中梁廻り 断熱材範囲図

４ ６

有限
会社 佐々木章設計事務所



佐々 木

コートライン平面図　1：100

36人

72人

木製ベンチ

書棚

ポーチ

木製収納棚

多目的室

廊下

器具庫（控室）

ステージ

外部用倉庫 器具庫（控室）

玄関

管理室

多目的便所

便所（女）

更衣室

更衣室

便所（男）
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※ライン色は現場打合せにより決定実施
※コートラインはウレタン系２液型ポリウレタン塗装

記号 種　　　別 面数 備　　考 ライン色

１面 実線

２面 実線 ライン幅５０mm

１ メインバスケットボールコート

２ サブバスケットボールコート

ライン幅５０mm

コートライン内訳表

実線 ライン幅５０mm３ バレーボールコート（６人制）

実線 ライン幅５０mm

実線

６面 実線 ライン幅４０mm

バレーボールコート（９人制） １面４

５

６ １面 ライン幅５０mmテニス用コート

バドミントンコート（ソフトバレーボールコート兼用）

寸　　　法

28,000   ×  15,000

24,000 　×　14,000

18,000 　×　 9,000

13,400   × 　6,100

21,000   ×  10,500

23,770   ×  10,970

３面
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2 2
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5

5 5
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34,440

40,440

8,225 8,225

ＣＬ

ＣＬ

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

A1 1: 100
A3 1: 200髙橋　 雅人

R6 2

コート ライン平面図

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ４ ７

有限
会社 佐々木章設計事務所



佐々 木

コート基礎平面図　1：100
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木製ベンチ
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器具庫（控室）
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外部用倉庫 器具庫（控室）

玄関

管理室

多目的便所

便所（女）

更衣室

更衣室

便所（男）
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(133) ﾌﾛｱｰﾌﾟﾚｰﾄ

(ｱﾙﾐ合金)

(
1
1
0
)

蓋

(ｱﾙﾐ合金)

FL

1
5
0

5
0ｿｹｯﾄ

(引抜鋼管)

(φ41)

300300

4
0
0

1
6
0

板張床用 (ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ用)

KD0540 床金具AS型φ40用

(170)

(ｱﾙﾐ合金)

ﾌﾛｱｰﾌﾟﾚｰﾄ

(
1
4
6
)

蓋

(ｱﾙﾐ合金)

FL

(引抜鋼管)

ｿｹｯﾄ (φ77)

5
0

3
0
0

300300

4
0
0

1
6
0

板張床用 (ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ･ﾃﾆｽ用)

KD0140 床金具AS型φ76用

※ﾊﾞﾚｰ､ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ形状共通

※建築工事に含む(体育器具工事外)

基礎詳細　1：10

空 洞

床スラブ開口補強筋共通事項による

基礎内訳表

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ用基礎A

合   計

B 12個

Z ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ、ﾃﾆｽ用基礎（ﾀﾞﾌﾞﾙ） 1個

(建築工事)

ﾈｵｼｮｯｸ床ｼｽﾃﾑ

4
0
0

空洞

印

φ300ｺｱ抜き

Z部300×600抜き（1ヶ所）

ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ用基礎

※Ａ′部：ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ（９人制）とｿﾌﾄﾃﾆｽ基礎兼用個所

7個

100

100

5
,
5
3
8

5
,
5
3
8

20個

※Ｂ　部：ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ基礎と兼用

※空洞部は床金具（ソケット）据付後モルタル埋戻し

6,900

34,440

40,440

8,225 8,225

11,0765,37411,076
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8
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4
,
8
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4
,
8
0
0 3
,
7
0
0
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ＣＬ

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人

R6 2

コート 基礎平面図　 A1 1: 100、 1： 10
A3 1: 200、 1： 20

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ４ ８

有限
会社 佐々木章設計事務所



佐々 木

ﾒｲﾝﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙｺｰﾄ 28m×15m(内寸法　公式競技用)

ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ 24m×14m(内寸法　公式競技用28ｍ×15ｍ) ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ

※各コート 位置については監督員と 協議の上決定する

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｺｰﾄ(6人制)
ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｺｰﾄ(9人制)
テニス用コート

テニス用コート

23,770

21,000

1
0
,
9
7
0

1
0
,
5
0
0

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｺｰﾄ(6人制)

13.4m×6.1m(外寸法　公式競技用)（ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ兼用）

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙｺｰﾄ(6人制)

ﾊ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾙ
ｺ
ｰ
ﾄ
(
6
人
制

)

ﾊ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾙ
ｺ
ｰ
ﾄ
(
9
人

制
)

18m×9m(外寸法　公式競技用)・・・3面
21m×10.5m(外寸法　公式競技用)・・1面
23.77m×10.97m(外寸法　公式競技用)・・1面

1,660 14,000 2,450 14,000

8
3
5

2
4
,
0
0
0

1,525

1
,
3
2
0

2,885 28,000

5
,
3
3
5

1
5
,
0
0
0

2,750

5
,
8
2
0

1,960 13,400 3,050 13,400

1
,
6
8
5

6
,
1
0
0

2
,
0
0
0

6
,
1
0
0

2
,
0
0
0

6
,
1
0
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1,825

2
,
1
7
0

4,160 9,000 7,450 9,000

3
,
8
3
5

1
8
,
0
0
0

4
,
3
2
0

4,025

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号
日

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

月訂正

A1 1: 100
A3 1: 200髙橋　 雅人

R6 2

種目別コート ライン平面図

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ４ ９
佐々木章設計事務所有限

会社



直上車

ﾚｰﾙ(SGP25A)

ｽﾃｰ(SGP40A)

ﾓｰﾀｰﾎﾞｯｸｽ

AC100V

消費電力400VA

吊上収納状態

滑走車

防振ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

1200

300

上下調節装置

ｺﾞｰﾙﾘﾝｸﾞ

日本ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会検定品

ｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞｰ

引寄滑車

ﾊﾞｽｹｯﾄｺｰﾄ

ｴﾝﾄﾞﾗｲﾝ

50 ﾊﾞｽｹｯﾄｺｰﾄｻｲｽﾞ

28mｺｰﾄ

3250

落下防止装置ﾍﾞﾙﾄ

吊上ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟφ6

2000 3850 250

FL+3050

FL+2600

取付用受け材H-200×100×5.5×8

鉄骨工事に含む (体育器具工事外)

急速降下緩衝装置

F
L
か

ら
取
付
用

受
け
材

下
端
ま

で
 
(
9
1
5
0
)

ﾌﾟﾚｽ成形品

ｼﾞｮｲﾝﾄ金具

ﾌﾟﾚｽ成形品

支柱(SGP40A)

ﾌﾞﾚｰｽ(丸鋼)

ﾌﾟﾚｽ成形品

ﾌﾞﾚｰｽ(丸鋼)

8
0
0
0

1
0
5
0

1800

2
9
0
0

起点材(SGP32A補強付)

ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾄﾞ:ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ板

日本ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会検定品

耐震化ﾕﾆｯﾄ

ﾌﾟﾚｽ成形品

取付用受け材H-200×100×5.5×8

鉄骨工事に含む (体育器具工事外)

F
L
か

ら
取
付
用

受
け
材

下
端
ま

で
 
(
9
1
5
0
)

1
1
5
0

8
0
0

2150

1725 3450 3450 3300

ﾊﾞｽｹｯﾄｺｰﾄｾﾝﾀｰ

1100 1100
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図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
A1 1: 30
A3 1: 60

バスケッ ト ゴール詳細図　 1

R6 2

バスケットゴール詳細図　1　　1：30

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ５ ０

有限
会社 佐々木章設計事務所



吊上収納状態

a部:直上車､急速降下緩衝装置 取付詳細 S=1/10

直上車

UﾎﾞﾙﾄM12SGP65A

M12ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ
ﾌﾟﾚｰﾄ9t

H-200×100×5.5×8

直上車

2200

105

165

105

165

急速降下緩衝装置

250

前後移動防止対策

160160

H-200×100×5.5×8

鉄骨工事に含む

左右移動防止対策

落下防止対策
揺れ止め強化対策

前後移動防止対策

160 160

SGP32A

SGP50A

UﾎﾞﾙﾄM12 M12ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ

ﾌﾟﾚｰﾄ9t

S=1/10

48.548.5

(2
60
)

48.5 48.5

1200

防振ｺﾞﾑ

防振ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

い

S=1/10

250 3850 2000 2150

取付用受け材H-200×100×5.5×8

3450 3450 1725

吊上ﾜｲﾔｰﾛｰﾌﾟφ6

落下防止装置ﾍﾞﾙﾄ

引寄滑車

ｼｮｯｸｱﾌﾞｿｰﾊﾞｰ

上下調節装置

ｺﾞｰﾙﾘﾝｸﾞ

日本ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会検定品

FL+3050

FL+2600

300

滑走車

防振ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

1200 3250

ﾊﾞｽｹｯﾄｺｰﾄｻｲｽﾞ 50

ﾊﾞｽｹｯﾄｺｰﾄ

ｴﾝﾄﾞﾗｲﾝ

28mｺｰﾄ

ﾚｰﾙ(SGP25A)

ｽﾃｰ(SGP40A)

ﾓｰﾀｰﾎﾞｯｸｽ

AC100V

消費電力400VA

F
L
か
ら

取
付
用

受
け
材

下
端
ま

で
 
(
9
1
5
0
)

8
0
0

急速降下緩衝装置

直上車a
b

c

い

あ

あ

バスケットゴール本体重量　約５５０㎏
リング先端にかかる臨時荷重　約１５０㎏

鉄骨工事 (体育器具工事外)

※吊り下げバスケットゴール上部、直上車等の取り付けは
取付用受け材（鉄骨工事）Ｈ鋼下フランジ部分をプレート
で挟み込みボルト止めにて固定する。（a部取付詳細）

※セノー株式会社製品同等品とする。
※使用時及び収納操作は操作用リモコン投光器（２個支給）により行う。

鉄骨工事に含む

9
,
7
0
0

3
,
5
0
0

3
7
0

1
0
,
0
7
0

1
3
,
5
7
0

5
5
0

2
5
0

b部:本体耐震強化ﾕﾆｯﾄ装置部取付詳細

c部:本体防振ﾕﾆｯﾄ装置部

あ平面

い立面

6

310

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
A1 1: 30
A3 1: 60

バスケットゴール詳細図　2　1：30

R6 2

バスケッ ト ゴール詳細図　 ２

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ５ １

有限
会社 佐々木章設計事務所



600

600

5
9
0

 A通り側 折畳ﾊﾞｽｹｯﾄ 荷重  E通り側 折畳ﾊﾞｽｹｯﾄ 荷重

600

600

5
9
0

ﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾄﾞ:ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ板

日本ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会検定品

ﾎﾞｰﾄﾞﾊﾟｯﾄﾞ

2
9
0
0

1
0
5
0

1800

3
1
6
0

5
9
0

600600

取り付け用

ﾊﾟｲﾌﾟ

M12ﾀﾞﾌﾞﾙﾅｯﾄ

7
5

1
3
5

120

200

ﾌﾟﾚｰﾄ9t

受材

H-100×100×6×8

H-100×100×6×8(左右)

SGP40A(上下)

取付用受け材(鉄骨工事に含む)

2
8
5
0

600600

壁面ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ取付用受け材

正面図 S=1/100

ﾊﾞｽｹｯﾄｺｰﾄｾﾝﾀｰ

-50×50×3.2

軸受け

ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ入

主 軸

φ40

ｾﾝﾀｰまで12000

2400

24mｺｰﾄ

6
0
0

6
0
0

(
1
4
0
0
)

2400

DC1125 折畳ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ

(日本ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会装置検定品) 床ﾊﾝﾄﾞﾙ操作式 S=1/50

ﾊ
ﾞ
ｽ
ｹ
ｯ
ﾄ
ｺ
ｰ
ﾄ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

3
0
5
0

ｺﾞｰﾙﾘﾝｸﾞ:検定品

40×40×2.3

ﾌﾚｰﾑ

上下調節装置

50

ﾊﾞｽｹｯﾄｺｰﾄ

ｴﾝﾄﾞﾗｲﾝ

2025 35340

基枠

1200

4
5
0

1200

2025

310

340 345

310

1
1
0
0

1
1
5
0

ﾊ
ﾞ
ｽ
ｹ
ｯ
ﾄ
ｺ
ｰ
ﾄ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

340

基枠 -50×50×3.2

主 軸

φ40

ﾌﾚｰﾑ

40×40×2.3

ｺﾞｰﾙﾘﾝｸﾞ:検定品

4
5
0

50 ｾﾝﾀｰまで12000

3
0
5
0

上下調節装置

ﾊﾞｽｹｯﾄｺｰﾄ

ｴﾝﾄﾞﾗｲﾝ
24mｺｰﾄ

960

2400

DC1125 折畳ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ

(日本ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ協会装置検定品)床ﾊﾝﾄﾞﾙ操作式 S=1/50

軸受け

ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ入

6
0
0

6
0
0

2400

1100

145535

1380680

12001200

340

190

190120

ﾊﾞｽｹｯﾄｺｰﾄｾﾝﾀｰ

H鋼（鉄骨工事）

H鋼（鉄骨工事）

ボルト止めにより固定する。（a部参照）

※取付用H鋼（鉄骨工事）ﾌﾗﾝｼﾞ前側部分をﾌﾟﾚｰﾄで挟み込み

a

a
H鋼（鉄骨工事）

H鋼（鉄骨工事）

 
ｺ
ｰ
ﾄ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

P C

P A

P B

P A

P C

P B

 
ｺ
ｰ
ﾄ
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

P C

P A

P B

P A

P C

P B

主軸芯

P A

P B

P C

ﾘﾝｸﾞ先端にかかる短期荷重:約150㎏

全重量:約250kg

:取付上部にかかる引張荷重

  短期(使用時)

  短期(使用時)

:取付下部にかかる垂直荷重

  短期(使用時)

A )

約4950N

約1960N

約4950N

:取付下部にかかる圧縮荷重(-P

ﾘﾝｸﾞ先端にかかる短期荷重:約150㎏

全重量:約290kg

P A :取付上部にかかる引張荷重

  短期(使用時)

P B :取付下部にかかる圧縮荷重(-P A )

  短期(使用時)

約7100N

約7100N

P C :取付下部にかかる垂直荷重

  短期(使用時) 約2160N

操作ﾊﾝﾄﾞﾙﾍﾞﾍﾞﾙｷﾞﾔﾎﾞｯｸｽﾍﾞﾍﾞﾙｷﾞﾔﾎﾞｯｸｽ
操作ﾊﾝﾄﾞﾙ

E

A

1,254

▼キャットウォークFL▼キャットウォークFL▼キャットウォークFL

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
A1 1: 30
A3 1: 60

R6 2

バスケッ ト ゴール詳細図　 ３

バスケットゴール詳細図　３　1：30

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ５ ２

有限
会社 佐々木章設計事務所
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34500

6
6
0
0

6
6
0
0
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6900 6900 6900 6900

3450 3450

壁面ﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ取付用

H-100×100×6×8(左右)

SGP40A(φ48.6×t3.5)(上下)

全4か所

6900

D

E

F
6
6
0
0

4
8
0
0 ｽﾃｰｼﾞ

3
5 3
5

6
8
0

6
8
0

吊り下げﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ用受け材

H-200×100×5.5×8

全8か所

1
1
0
0

1
1
0
0 3
3
0
0

3
3
0
0 1
1
0
0

1
1
0
0

A部ｱｳﾄﾚｯﾄﾎﾞｯｸｽ詳細
電  管

ｾｰﾘｽ

 電  源

ｱｰｽ

(電気工事に含む)

742
4

12
0

操作ﾎﾞﾀﾝ

吊り下げﾊﾞｽｹｯﾄｺﾞｰﾙ

操作用投光器 乾電池 単4 3本使用

ｽﾄﾗｯﾌﾟ

引掛ｺﾝｾﾝﾄ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸWF2315 同等品
600 600 600600

600 600 600600

ｲ ｲ

ｲ ｲ

ｱｱ ｱ ｱ

ｱｱ ｱ ｱ

配線･配管･分電盤は電気工事に､補強材は鉄骨工事に含む

補強鉄骨の取付位置等詳細は姿図を参照のこと

電源AC100V 20A

斜線体育器具取付範囲内は電灯を取付ないこと

ｺｰﾄｾﾝﾀｰ 8225 ｺｰﾄｾﾝﾀｰ 8225

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人

R6 2

バスケッ ト ゴール詳細図　 ４

補強伏図及び電気配線図　1：100

A1 1: 100
A3 1: 200

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ５ ３

有限
会社 佐々木章設計事務所



佐々 木

１５
０

クラムクリート

引張りロープ

（ナイロンφ５）

ナス環

支柱φ４０ １５
５０

　（
支柱

下部
にて

微調
整）

押しネジ

ＦＬ（ネ
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高さ
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ン）
　１
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０
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　ソ
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ー）
　２
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ット
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アカ

）　
１８

５０

（ネ
ット

高さ
　ソ

フト
バレ

ー　
ミニ

）　
１８

００

支柱下部（高さ調整部）詳細

（ネ
ット

高さ
　イ

ンデ
ィア

カ）
　２

１５
０

（ネ
ット

高さ
　イ

ンデ
ィア

カ）
　２

２５
０

ネット目　１９ｍｍ

７６
０

６０２０

６人制　９５００

３０
０

１９
２０

　～
　２

５５
０

テクノーラロ－プ

底ゴム

昇降ハンドル

ネット巻き

　外　　　　管　
（特殊鋼管φ７６）

ＦＬ

　内　　　　管　
（引抜鋼管φ６４．５）

滑車

ネット
１００ｍｍ目

アンテナ
グラスファイバー製

１０
００

８０
０

外　皮
エステル防水キャンバス　（色：ブルー）
オープンファスナー式

（１
７０

０）

補強ベルト
幅２５　×　８００

心　材
ウレタンｔ１５　＋　ポリエチレンｔ１５

上下調節用レール

脚ゴムキャスター

上下調節用ノブ

フレーム

（φ２６．５）

踏台部　ラワンｔ１５

（７８４）

（７５０）

（４
５２

）

２００

（６９０）

（８
３０

－１
５３

０）

（１
５７

２）

（７
４５

）

１５００ ６００

（１
８０

１）

土台

４０×２５

得点表示部

キャスター

フレーム

２５×２５

ホワイトボードセット表示部

計時表示部

サーブ権表示部

ＦＬ

（１
５１

０）

スタンド（φ４２．７×ｔ３．５）

フック（プラスチックカバー付）

土台（ ー５０×５０×３．２）

キャスター（ゴム車φ１２５）

ツナギ材（φ３４．０×ｔ３．２）

移動車付　工具台付　１８本掛

工具置台

１０５０ ８００

※バレーボール用支柱は４本まで積載可能

滑　車

支柱
（ＳＧＰ６５Ａφ７６.３）

１２６５０

ＦＬ

底ゴム

ネット巻き

再生ポリエステル

３０
０

１０
６５

着脱ハンドル

スチールコード

ネット

ＤＥ８００３００　６人制バレーボール用ネット・・・２張

ＤＥ８３０２００　９人制バレーボール用ネット・・・１張

国際バレーボール連盟認定品　ベベルギア式

国際バレーボール連盟認定品　ワンタッチ式　　　Ｓ＝１／３０

男子用　検定AA級

国際バレーボール連盟認定品　スーパーレックス　３６０本

９人制　１１５００

多種目兼用型　Ｓ＝１／２０ＤＬ０１３１００　審判台・・・２台

ＤＳ０１５１００　得点板・・・２台 バスケットボール・バレーボール用　Ｓ＝１／２０

ＤＫ０１１１００　ポールバー整理台・・・１台 Ｓ＝１／３０

ＤＦ９５１５００　ソフトテニス用ネット・・・１張 　ポリエチレン

　ソフトテニス兼用型　　Ｓ＝１／３０

テーブル（水平回転式）

シャトルコック入れ

脚　φ３３．３

移動キャスター

高さ調節ねじ

背当て

座板

脚ゴム

▽Ｆ．Ｌ１０
００

～１
５０

０（
ピッ

チ約
１０

０）
（３

９０
）

１０
００

２２０

（１０００） ５４０

ＤＬ２０３０００　審判台・・・６台 卓球、バドミントン兼用型　Ｓ＝１／３０ プラカード（両面ホワイトボード）

両面ホワイトボード サーブ権（赤色）

正面．裏面使用

ゲーム数字板（表裏メクリ式）

チーム得点数字板（表裏メクリ式）

上部支柱（ＳＴＫ２６．５）

下部支柱（ＳＴＫ２６．５）

キャスター

つまみねじＭ８－１５

（
２

１
４

０
）

ポイント数字板（表裏メクリ式）

（５３０）

（
２

５
０

）

（３９０）

（６２０）

（９０７）

ＤＳ０６６０００　得点板・・・６台 バドミントン用　Ｓ＝１／２０

HT980100　コアラモップハンガーA型（１２本掛）・・・１台 ＤＫ9015　折りたたみ式ボールカゴ・・・２台

ＤＥ１０１５００　バレーボール用支柱・・・・・・・２組

ＤＥ９４１１００　バレーボール用アンテナ・・・・・２組

ＤＦ０１３５００　テニス用支柱・・・・・・・１組

日本バドミントン協会検定品

検定　ナイロン　２３５Ｔ／２４本　ワインカラー
ＤＧ８０１０００　バドミントン用ネット・・・６張

Ｓ＝１／３０ＤＥ４５３１００　兼用支柱（差込式）・・・・６組

ＤＥ４４００００　ソフトバレー用ネット・・・６張

Ｂ6381（参考）　ソフトバレー用アンテナ・・・６組

ＤＥ１９０１００　支柱カバー・・・2組 Ｓ＝１／２０

バレーボール支柱他備品類　　　　　　　　　　　　　　　　　　1：20、1：30

バトミントン支柱他備品類　　　　　　　　　　　　　　　　　　1：20、1：30

※支柱他備品類の品番については同等品を示す。

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号
日

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

月訂正

髙橋　 雅人

R6 2

A1 1: 20、 1： 30
A3 1: 40、 1： 60

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ５ ４バレーボール、 テニス、 バト ミ ント ン
支柱他備品図

佐々木章設計事務所有限
会社
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取付ﾈｼﾞ

鏡

ｱﾙﾐ枠

たて枠

引戸

化粧ﾎﾞｰﾄﾞ

(壁下地材)

(壁仕上材)

78

1
2
9
5

5
1
0

5
5
5

1
1
8
7

取付用下地(建築工事に含む)

取付用下地(建築工事に含む)

取付用下地(建築工事に含む)

鏡取付用（２段）
LGS
Ｃ-60×30×10×2.3

LGS　Ｃ-60×30×10×2.3

LGS　Ｃ-60×30×10×2.3

LGS　Ｃ-60×30×10×2.3

 LGS
Ｃ-60×30×10×2.3　梁下まで（H3,700）〔建築工事に含む〕

FL

ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞﾏｯﾄt300

2×4材(38×89)

〔建築工事〕

天井

2×4材(38×89)

ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞﾏｯﾄt300

木製ｸﾗｲﾐﾝｸﾞﾊﾟﾈﾙt18 (難燃ｼﾅ合板)SOP

木製ｸﾗｲﾐﾝｸﾞﾊﾟﾈﾙt18 (難燃ｼﾅ合板)SOP

木製ｸﾗｲﾐﾝｸﾞﾊﾟﾈﾙt18 (難燃ｼﾅ合板)SOP

〔建築工事〕〔体育器具工事外〕

胴縁C形鋼(100×50×3.2)＠606

胴縁C形鋼(100×50×3.2)＠606

5650310

6
1

2
0
0
0

3
0
0

4800

3
1
01
3
7

127

- -

平面図

パネル立面図 断面図

※建築工事特記以外は体育器具工事とする。ｸﾗｲﾐﾝｸﾞﾎｰﾙﾄﾞ詳細図

ｸﾗｲﾐﾝｸﾞﾎｰﾙﾄﾞ
ｸﾗｲﾐﾝｸﾞｳｫｰﾙﾊﾟﾈﾙT18

爪付ﾅｯﾄ

M10ｷｬｯﾌﾟﾎﾞﾙﾄ

※ﾊﾟﾈﾙの裏にﾎﾞﾙﾄが出るため､ｸﾘｱﾗﾝｽ45mm見る

 仕様

●仕上げ

  木材2×4(38×89)

 水性ｴﾏﾙｼﾞｮﾝ塗装(日塗工指定色)

●ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞﾏｯﾄ

 木製ｸﾗｲﾐﾝｸﾞﾊﾟﾈﾙ900×1800×t18

 安全基準(EN12572)に基づき施工

●ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞｳｫｰﾙ下地

  W4200×D2000×T300

 胴縁C形鋼(100×50×3.2)〔建築工事〕

 ﾎｰﾙﾄﾞ HRT 80個（約５色、異形状）

上部枠(ｱﾙﾐﾆｳﾑ製)

(ｱﾙﾐﾆｳﾑ製)

目隠しﾎﾞｰﾄﾞ 鏡面(約1200×1800)

縦枠

引き戸 下部枠(ｱﾙﾐﾆｳﾑ製)

姿見鏡（扉付）

F

6 7

E F

6

3
1
0

310

300 3004200

F

▼1FL

断面詳細図　1：3

ﾎﾞﾙﾀﾞﾘﾝｸﾞ詳細図　1：20 姿見鏡詳細図　1：30

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人

R6 2

ﾎ゙ ﾙﾀﾞ ﾘﾝｸﾞ ・ 姿見鏡詳細図 A1 1: 3、 20、 30
A3 1: 6、 40、 60

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ５ ５

有限
会社 佐々木章設計事務所
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ｽﾃｰｼﾞ

43

F

E

3 4

F

E

飾り板 1210 飾り板 1210 飾り板 1210 飾り板 1210 飾り板 1210 飾り板 1210 飾り板 1210 飾り板 1210

ｽﾃｰｼﾞ

番号 名    称

天板

前板

側板

背板

補強板

底板

操作孔

ｽﾁｰﾙﾌﾚｰﾑ

自在車輪(移動用)

固定車輪(収納用)

ｱｼﾞｬｽﾀｰ

寸      法

φ60 M20×80L

φ100

φ100

PL t4.5 曲げ加工

PL t6.0

ｱﾝｸﾞﾙt3.0×25×25

50×26×t1.6

60×60×t1.6

φ50

t15×1210W×440D

t20×440W×236H

t20×1210W×426H

t20×960W×426H

t20×1250W×176H

t20×1250W×250H

t24×1250W×520D

t24×1250W×500D

数量 材   質 備    考

2

2

2

2

4

4

8

2

4

2

6

4

4

ﾊｰﾄﾞｺﾞﾑ車輪

ﾊｰﾄﾞｺﾞﾑ車輪

ﾊｰﾄﾞｺﾞﾑ

SPCC

SPCC

SS400

一般構造用角形鋼管

一般構造用角形鋼管

鋼材

積層合板

ﾗﾜﾝ材ﾌﾗｯｼｭ

ﾅﾗ突板ﾌﾗｯｼｭ

ﾅﾗ突板ﾌﾗｯｼｭ

ﾅﾗ突板ﾌﾗｯｼｭ

ﾅﾗ突板ﾌﾗｯｼｭ

ﾅﾗ市松貼り積層合板

ﾅﾗ市松貼り積層合板 UV塗装/木口面貼り

UV塗装/木口面貼り

UV塗装

UV塗装

UV塗装

UV塗装

ｸﾛｰﾑﾒｯｷ仕上

焼付塗装

焼付塗装

焼付塗装

焼付塗装

焼付塗装

 FTR-800 ｱﾙﾐ製移動階段

 取り外し式飾り板(Fix)

FTR-800 ｱﾙﾐ製移動階段

取り外し式飾り板(Fix) 11.250

飾
り

板

1
0
0

2
0

4
0

飾り板 1210

FT-2H-2500L FT-2H-2500L FT-2H-2500L
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2

3
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1

NO

ｺﾈｸﾀｰ

ｼﾞｮｲﾝﾄ

ｻｲﾄﾞ枠

軸 受

6

7

5

ﾊﾝﾄﾞﾙ8

12

13

14

10

11

ﾚｰﾙ

飾り板

ｽﾄｯﾊﾟｰ

車輪ｶﾞｲﾄﾞ

枕 板

9 ｻｲﾄﾞ枠

倒れ止め

備 考

4 ﾚｰﾙの製作及び取付工事はこの設備に含みます

5 飾り板の製作及び取付調整はこの設備に含みます

6 ﾚｰﾙ下地(ｺﾝｸﾘｰﾄ)はこの設備より除外とします

1 製作数  5列 5輌 (ﾌｼﾞﾄﾗｯｸFT-1TV-2500L)万能台車

2 製作数  4列 4輌 (ﾌｼﾞﾄﾗｯｸFT-2H-2500L)ひな壇台車

3 製作数     2台 (ﾌｼﾞﾀﾗｯﾌﾟFTR-800)ｱﾙﾐ製移動階段

7 製品重量  約105kg/輌 (FT-1TV-2500L 万能台車)

        約200kg/輌 (FT-2H-2500L ひな壇台車)

        27.5kg/台 (FTR-800 ｱﾙﾐ製移動階段)

品 名

床 板

30×20×t0.8

合成ｺﾞﾑを焼付けした一体型車輪

熱延鋼板t4.5を曲げ加工

熱延鋼板t2.0を曲げ加工

機械構造用炭素鋼鋼管φ20×t2.5

冷延鋼板t2.0をﾌﾟﾚｽ加工した後､その外周に

亜鉛ﾒｯｷ鋼板をﾌｫｰﾐﾝｸﾞ加工

(軸受部はﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ嵌合)

30×20×t0.8

亜鉛ﾒｯｷ鋼板をﾌｫｰﾐﾝｸﾞ加工

亜鉛ﾒｯｷ鋼板t1.6をﾌｫｰﾐﾝｸﾞ加工

亜鉛ﾒｯｷ鋼板t1.6をﾌﾟﾚｽ加工

亜鉛ﾒｯｷ鋼板t1.6をﾌﾟﾚｽ加工

一般構造用圧延鋼板t6.0を曲げ加工

熱延鋼板t4.5を曲げ加工 亜鉛ﾒｯｷ

亜鉛ﾒｯｷ

亜鉛ﾒｯｷ

黒色焼付塗装

黒色焼付塗装

樹脂ｺｰﾃｨﾝｸﾞ

白色焼付塗装

黒色焼付塗装

黒色焼付塗装

亜鉛ﾒｯｷ

白色焼付塗装

材 料 ･ 加 工

亜鉛ﾒｯｷ亜鉛ﾒｯｷ鋼板t0.9を曲げ加工

表面処理

化粧鋼板t0.8を曲げ加工し､ｱﾙﾐ製枠にて保護

したものの中にﾊﾆｶﾑ材(紙製)をはめ込んだもの

(合成ｺﾞﾑ製安全ﾊﾟｯﾄﾞ付)

ひな壇台車使用時立面図　1：50

ひな壇台車使用時配置図　1：50

台車収納時立面図　1：50

台車収納時平面配置図　1：50

285

B部取合図　1：15

取り外し式飾り板詳細図　1：7.5

ｱﾙﾐ製移動階段  FTR-800型 　1：30

ひ な 壇 台 車 主 構 成 部 品　　FT-2H-2500L

万 能 台 車 主 構 成 部 品　　FT-1TV-2500L
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一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
収納台車詳細図 A1 1: 50、 30、 7. 5

A3 1: 100、 60、 15

R6 2
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
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有限
会社 佐々木章設計事務所
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幕レール取付用板：420×12,700　30㎜厚 幕用ボックス：400×12,700　Ｈ250

▽1FL

①一文字幕

②袖幕
②袖幕

③　引幕レールライン

⑥　バック幕ライン

断面図正面図

伏図

レール交差部分

レール交差部分

①一文字幕

②袖幕
②袖幕

③引割幕

④　バック幕

工事区分

工事箇所

○

○

○

○

建築工事 吊物工事 電気設備工事

○

○

舞台吊物装置製作取付

舞台幕用レール取付

舞台幕製作及び吊込工事

幕レール取付用天板

養生・足場

幕用ボックス

L＝6,750×2条 振り滑車・要

①

② ③ ④
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ステージ

シンコール　プリマG

シンコール　プリマG

シンコール　プリマG

紐引き開閉方式 テンション450

トーソー大型アルミレール交叉（直付） 手　動

《 幕 地 略 仕 様 》

符 号 名 称 枚 数 ヒダ数

１

２

２

寸法（Ｗ×Ｈ）

２

幕 地 材 質 備 考

１

２

３

４

×

×

×

×

2倍ヒダ

2倍ヒダ

4寸フレンジ付

引 割 幕

袖 幕

一文字幕

4寸フレンジ付

シンコール　プリマG 11,800 950

1,250

6,900

《舞台機構設備略仕様》

符 号 荷 重 幕用レール長さ仕 様

－

１

２

３

４

袖 幕

引 割 幕

タッカー止め

吊りパイプ長さ
吊 点 動 力 操 作 方 式 制 御 方 式 備 考ワイヤ（紐）径

一文字幕 － －

－

2倍ヒダ

2倍ヒダ

トーソー大型アルミレール交叉（直付） 手　動

タッカー止め

L＝6,750×2条 4.5φ

5,100

5,930

80

機械器具設置工事

バック幕 6,1906,900

バック幕 4.5φ 紐引き開閉方式 テンション450（壁取付）80

3寸フレンジ付

チチ紐

チチ紐

裏地共

裏地共

裏地共

※　バック幕は階段を避けて滑車等で位置替え
テンションプーリー

テンションプーリー

テンションプーリー位置

ボックスライン

天板スライン 幕レール取付用板：420×12,700　30㎜厚

幕用ボックス：500×12,700　Ｈ250
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（0.47 　＋　0.56）　×　1/2　×　9.055　　＝  4.663325

（0.47 　＋　0.56）　×　1/2　×　7.555　　＝  3.890825

（0.28 　＋　0.47）　×　1/2　×　10.80　　＝  4.050

（0.22 　＋　0.28）　×　1/2　×　5.385　　＝  1.34625

　0.47　×　40.65　          　　　  　　　＝ 19.1055

  0.56　 ×　4.60                        　＝  2.576

（0.37 　×　6.0）　×　1/2　　　　　　　　＝  1.110

（0.14 　×　6.025）×　1/2　　          　＝  0.42175

（0.14 　＋　0.43）×　1/2　×　14.18　  　＝  4.0413

（0.43 　＋　0.47）×　1/2　×　11.805　 　＝  5.31225

周長（ｍ）　　（40.650　＋　32.010）　×　2　＝　145.320

外周面積（接地盤102.78を±0として算定）（㎡）

計

平均地盤面

102.78　＋　0.39　　＝　103.17（平均地盤面）

西側 南側西側 南側

東側 北側

平均地盤面算定図　1：200平均地盤面算定図　1：200

（0.22 　＋　0.36）　×　1/2　×　6.76　　 ＝  1.9604

 0.37　×　22.355　                    　　＝　8.27135

56.74895

56.74895　÷　145.320　＝　0.39051025323

→　0.3905

平均地盤面算定図　1：200

∴　平均地盤面算定図±0（102.78）より＋390（0.39）面が平均地盤面となる。
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影倍率表  [ 緯度 = 39.6ﾟ ][ 冬至 ]

太陽方位角
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[ 緯度 = 3 9 . 6 ﾟ  ] [  冬至 ]

月 日訂正

測定面の高さ = 4ｍ  緯度 = 39.6°  [ 冬至 ]  測定時間:８時～１６時

※日影図算定は平均地盤面（設計GL102.98+0.19＝103.17）にて計算・作図
　建物算定数値は平均地盤面からの高さを記載

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

設計年月日

有限
会社 佐々木章設計事務所
〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号

TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

A1 1: 200
A3 1: 400

日影図

R6

Ｄ

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

日影図　1：200

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号
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埋戻しH340程度（本体工事発生土にて外構仕上面程度まで）
植込部分：黒土H340程度埋戻し

埋戻しH340程度（本体工事発生土にて外構仕上面程度まで）
植込部分：黒土H340程度埋戻し

埋戻しH340程度（本体工事発生土にて外構仕上面程度まで）
植込部分：黒土H340程度埋戻し
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雨水竪樋（GLまで建築工事）
以降接続、地中配管は機械設備工事

建
物

配
置

寸
法

建
物
配

置
寸

法

建物配置寸法

雨水竪樋（GLまで建築工事）
以降接続、地中配管は機械設備工事
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配置図　1：200

道路

（法42条1項1号）

乗入6.0ｍ

16台

乗入8.0ｍ

仮ベンチマーク（KBM）

KBMより220上りを設計GL（102.98）とする

新築建物

7台

9台

公園等　
（3％）150㎡以上

施設看板

花壇：コンクリート立上り

駐車台数32台

駐輪場10台

給水管（機械設備工事）

雑排水管（機械設備工事）

水道メーター（機械設備工事）

流入管　貯留槽へつなぎ込み（機械設備工事）
市道沼橋1号線

歩道幅員

車道幅員

止水栓（土木工事）

コンクリート充填金ゴテ仕上

流入管　貯留槽へつなぎ込み（機械設備工事）

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221
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AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
A1 1: 200
A3 1: 400

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

外構配置図

R6 2

Ｄ 60

有限
会社 佐々木章設計事務所
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▼設計GL( 102. 98)

西側水路詳細図　 　 1: 30

▼設計GL( 102. 98)

特　 記　 事　 項

北側水路詳細図　 　 1: 30

水路詳細図　 1: 30

鉄筋　 異形棒鋼　 D10・ D13　 SD295

コ ンク リ ート 　 捨てコ ン　 Fc=18N/㎜2
　 　 　 　 　 　 　 インバート 　 Fc=18N/㎜2
　 　 　 　 　 　 　 現場打ち集水桝　 Fc=18N/㎜2（ 該当する場合）

西側側溝折れ部分

▼外構GL( 103. 05)

西側詳細図　 　 1: 30

▼外構GL( 102. 74)

隣地側

建物側隣地側

建物側隣地側

▼舗装高さ

▼舗装高さ

▼舗装高さ

建物側

南側集水桝部分

▼外構GL( 103. 05)

自由勾配側溝
天端103. 05

自由勾配側溝
天端103. 05

歩車道境界ブロッ ク
片側150A

歩車道境界ブロッ ク
片側150A

集水桝
天端102. 74

擁壁（ 土木工事）
天端103. 15

隙間部
コ ンク リ ート 充填

北側詳細図　 　 1: 30

▼舗装高さ
▼公園高さ

▼外構GL( 103. 24)

公園-駐車場境界部分

▼外構GL( 103. 24)

▼外構GL( 103. 24)

公園側

隣地側

建物側 隣地側

擁壁（ 土木工事）
天端103. 40

擁壁（ 土木工事）
天端103. 35

歩車道境界ブロッ ク
片側150A

建物側

南側前面道路境界部分

東側詳細図　 　 1: 30

歩車道ブロッ ク詳細図　 1: 30

▼外構GL( 103. 25)

東側擁壁取合部分

隣地側

東側隣地境界部分

▼外構GL( 103. 15～103. 25)

敷地内

▼舗装・ 植込高さ ▼地盤高さ

▼外構GL( 103. 10～103. 15)

敷地内植込 隣地側

▼植込高さ ▼地盤高さ

南側隣地境界部分

南側看板基礎部分

▼外構GL( 103. 10) ▼舗装高さ

道路側敷地内舗装

▼舗装高さ

道路側敷地内舗装

▼舗装高さ▼外構GL( 103. 10)

施設看板基礎

東側水路詳細図　 　 1: 30南側水路詳細図　 　 1: 30

擁壁（ 土木工事）
天端103. 40

隙間部
アスフ ァ ルト 舗装

隙間部
アスフ ァ ルト 舗装

建物側

公園境界ブロッ ク ： 歩車道境界ブロッ ク
　 　 　 　 　 　 　 　 　 片側150A

西側擁壁～公園境界ブロッ ク取合部分

東側擁壁～公園境界ブロッ ク取合部分

公園境界ブロッ ク ： 歩車道境界ブロッ ク
　 　 　 　 　 　 　 　 　 片側150A

※地盤高さ に応じ て、 0～50と する

境界ブロッ ク 150Ｂ
（ 天端103. 20）

▼看板基礎高さ

境界ブロッ ク 150Ｂ

境界ブロッ ク 150Ｂ

境界ブロッ ク 150Ｂ

擁壁（ 土木工事）
天端103. 30

擁壁（ 土木工事）

境界ブロッ ク側 擁壁側

平面

境界ブロッ ク 150Ｂ

境界ブロッ ク

S3

S1
既製品集水桝
（ 自由開口タ イプ）
W600×D600×H600

既製品集水桝
（ 自由開口タ イプ）
W600×D600×H800

自由勾配W300H600
L=2. 769m　 i =0. 0075

自由勾配W300H500
L=10. 000m　 i =0. 0075

自由勾配W300H400
L=4. 000m　 i =0. 002

自由勾配W300H500
L=21. 969m　 i =0. 002

自由勾配W300H500
L=21. 969m　 i =0. 002

S3

自由勾配W300H400
L=4. 000m　 i =0. 004

自由勾配W300H600
L=7. 985m　 i =0. 004

既製品集水桝
（ 自由開口タ イプ）
W600×D600×H800

S3S2

自由勾配W300H400
L=5. 110m　 i =0. 005

自由勾配W300H400
L=5. 110m　 i =0. 005

自由勾配W300H600
L=6. 000m　 i =0. 005

自由勾配W300H600
L=6. 000m　 i =0. 005

自由勾配W300H700
L=2. 000m　 i =0. 005

既製品集水桝
（ 自由開口タ イプ）
W600×D600×H700

既製品集水桝
（ 自由開口タ イプ）
W600×D600×H800

S1
既製品集水桝
（ 自由開口タ イプ）
W600×D600×H600

S3
既製品集水桝
（ 自由開口タ イプ）
W600×D600×H800

L=6. 399m　 i =0. 0013 L=6. 399m　 i =0. 0013

S2
既製品集水桝
（ 自由開口タ イプ）
W600×D600×H700

L=1. 990m　 i =0. 0075

貯留槽（ 土木工事） へ

流入管（ 機械設備工事）

貯留槽（ 土木工事） へ

流入管（ 機械設備工事）

自由勾配W300H500

落蓋式300A（１種） 落蓋式300A（１種）

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人

R6 3

A1: 1/30
A3: 1/60

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ 61
外構詳細図　 №1
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会社 佐々木章設計事務所



a

H
h

H c

e a e

L

a

t '
t

d'
a'

d'

a

t

a'

L

c
f

r

H
dd d' d'a

B

WB

tt'

ebe
h h

WB

H

6 6
735
711 6 6

74. 558674. 5
150 435 150 6

4
7
3
5

7
1
5

4
6

36. 5

15

6
0
0

1
0
0

44
50

6 6. 5
720
695
570
420150

75 75
150

6. 5 6

4
6

7
2
0

7
0
0

6
4

36. 5

15

50
56

1
0
0

6
1
5

H

B

W

W

A

a

a

A

t T

h

B

995

5
0

495 10 990 10 495

2
0

1
0 1

1
01

0

500

20

1
0 1

1
01

0

500

20

5 5

3
0

1
5
0

5
0

1
5
0

2
0
0

1
5
0

6
0
0

1
5
0

9
0
0

150600150
900

5
0

1
5
0
1
5
0

2
0
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0 2
0

1
5
0

1
5
0

150 150

6
8
0

1
1
0

9
0
0

1
1
0

60 560 60
680110 110
900

900

5
01
0

1
5
0

50 50

5
01
0

1
5
0

50 50

5
01
0

1
5
0

50 50

3
0
0

1
5
0 5
0

5
0
0

995

5
0

495 10 990 10 495

2
0

1
0 1

1
01

0

500

20

1
0 1

1
01

0

500

20

5 5

3
0

1
5
0

5
0

1
5
0

2
0
0

1
5
0

6
0
0

1
5
0

9
0
0

150600150
900

5
0

1
5
0
1
5
0

2
0
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0

1
5
0 2
0

1
5
0

1
5
0

150 150

6
8
0

1
1
0

9
0
0

1
1
0

60 560 60
680110 110
900

900

5
01
0

1
5
0

50 50

5
01
0

1
5
0

50 50

5
01
0

1
5
0

50 50

3
0
0

1
5
0 5
0

5
0
0

かさ 上げグレーチング

種類
呼び名
a×c

B H e h L

寸法　 （ ㎜）

基礎図

※WB寸法は側溝外面より 50㎜ずつ余幅を設ける

勾配調整側溝本体（ 自由勾配側溝の場合）

種類 呼び名
a a' d' t t '

寸法　 （ ㎜）

落蓋式U形側溝蓋

（ 1種）

（ 3種）

51

56

65

75

51 55

55

1種

250

300

400

500

250

300

400

500

512

622

502

612

412 402

512

622

502

612

412 402
3種

362 352

362 352

50

110

125

95

90

110

125

95

90

特　 記　 事　 項

コ ンク リ ート 　 捨てコ ン　 Fc=18N/㎜2
　 　 　 　 　 　 　 インバート 　 Fc=18N/㎜2

側溝類　 3種

基礎図

※WB寸法は側溝外面より 50㎜ずつ余幅を設ける

種類 呼び名
B H a c d d' e f r Lb

寸法　 （ ㎜）

40395250

300A

300B

300C

400A

400B

500A

500B

250

300A

300B

300C

400A

400B

500A

500B

3種

1種

450

500

500

500

600

600

720

720

460

520

520

520

630

630

750

750

455

560

665

575

680

695

800

405

465

565

675

580

690

705

815

250

300

250

300

300

300

400

400

500

500

2, 000

2, 000

2, 000

2, 000

2, 000

2, 000

2, 000

2, 000

2, 000

2, 000

2, 000

2, 000

2, 000

2, 000

2, 000

2, 000

300

300

400

500

280

230

270

260

370

360

460

450

280

230

270

260

370

360

460

450

500

400

300

250

400

400

500

500

500

600

300

250

400

400

500

500

500

600

90

95

95

95

110

110

125

125

90

95

95

95

110

110

125

125

40

40

40

40

45

45

45

50

50

50

55

55

60

60

55

55

55

55

55

55

55

55

60

60

55

55

55

55

60

60

t 't

60

55

65

70

70

75

65

65

70

70

70

70

80

80

80

90

60

55

65

70

70

75

65

65

70

70

70

70

80

80

80

90

120

120

120

120

135

135

150

150

120

140

140

140

175

155

140

140

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

h

20

20

20

20

20

20

20

20

40

40

40

40

40

40

40

30

30

落蓋式U形側溝本体

300×500

300×600

300×700

300×800

300×900

300×1, 000

300×1, 100

545

645

745

845

1, 045

1, 145

1, 245

65

75

85

300×400 445

445300×300

55

500 2, 00095

400

500

溝幅
（ ㎜）

300

250

510

620

110

125

a H h

410 95

360 90

510

620

110

125

a H h

410 95

360 90

T-14 T-20

38

44

50

60

44

50

60

75

D10@200
シングル

※

D10@200
シングル※150は最低寸法と する

H： 集水桝の高さ と する

▼外構GL

※開口補強の定着長さ で、 40dを確保できる部分は確保し 、
　 確保が困難な場合は確保できるまで延長さ せる
※開口の大きさ は側溝と の接続状況によっ て決定する

ボルト 固定部詳細
FB 44×6
穴あけピース

ﾎ゙ ﾙﾄ･袋ﾅｯﾄ･ﾜｯｼｬｰ
M 16×35

丸穴
φ29

RB9×260L
ｱﾝｶｰ受枠

L 56×60×6ｴﾝﾄﾞ ﾌﾟ ﾚ ﾄー
FB 44×4. 5

DI B 50×7×4
( BPN40)

( SS400)
ﾍ゙ ｱﾘﾝｸﾞ ﾊ゙ ｰ

ﾗｳﾝﾄﾞ ﾊ゙ ｰ

T-25・ T-20

ボルト 固定部詳細

穴あけピース
FB 44×6

M 16×35
ﾎ゙ ﾙﾄ･袋ﾅｯﾄ･ﾜｯｼｬｰ

φ29
丸穴

RB9×260L
ｱﾝｶｰ

L 50×60×6
受枠

FB 38×4. 5
ｴﾝﾄﾞ ﾌﾟ ﾚ ﾄー

DI B 44×5×3
( BPN40)

ﾍ゙ ｱﾘﾝｸﾞ ﾊ゙ ｰ
( SS400)

ﾗｳﾝﾄﾞ ﾊ゙ ｰ

T-14・ T-6

符号
W BH A T a t

集水桝本体 グレ ーチン グ本体グレ ーチン グ受枠

600

700

800

900

1, 000

1, 100

1, 200

600 722 70066 6075

グレーチング　 耐荷重　 T-14

タ テヨ コ 補強筋
1-D10

ナナメ 補強筋
1-D10

グレーチング受枠

集水桝参考寸法（ 既製品使用の場合） 　 1: 30

水路（ 落蓋式U形側溝・ 自由勾配側溝） 　 1: 30

特　 記　 事　 項

コ ンク リ ート 　 捨てコ ン　 Fc=18N/㎜2
　 　 　 　 　 　 　 インバート 　 Fc=18N/㎜2
　 　 　 　 　 　 　 現場打ち集水桝　 Fc=21N/㎜2

鉄筋　 異形棒鋼　 D10・ D13　 SD295

打放種別　 C種

a h
種別

150A

180B

180C

b r L

寸法（ ㎜）

150

180

180

170

205

210

200

250

300

20

30

30

600

600

600

片面歩車道

r

h

a h
種別

150A

180B

180C

b r L

寸法（ ㎜）

150

180

180

200

250

300

20

30

30

600

600

600

190

230

240

h

r r

a h
種別

b r L

寸法（ ㎜）

600

600

600

120A

150B

150C

120

150

150

120

150

150

120

150

150

-

-

-

境界

h

a・ b

境界ブロッ ク詳細図　 1: 20

▼路床高さ

▼外構GL

※RM-30の代替品と し てRC-30でも よい

表層　 　 ： 再生密粒度アスコ ン13F　 t=50
乳剤　 　 ： プラ イムコ ート （ PK-3）
上層路盤： 再生粒度調整砕石RM-30　 t=150
下層路盤： 再生砕石RC-40　 t=300

舗装詳細図　 1: 30

a

b

a

b

集水桝詳細図（ 現場打ちの場合） ・ ・ ・ 参考　 　 　 　 1: 30

両面歩車道

（ 参考）

かさ 上げJI S側溝用グレーチング寸法表

自由勾配側溝本体寸法表

※勾配側溝も 適用落蓋式U形側溝蓋寸法表

落蓋式U形側溝本体寸法表

※耐荷重はT-14と する
※ザラ ザラ 細目タ イプと する
※勾配側溝も 適用

※勾配調整側溝の寸法は、 日本コ ンク リ ート （ 株）
　 「 自由勾配側溝（ VS側溝） 」 を参考と する。

受枠

本
体

本体

受
枠

単位（ ㎜）集水桝寸法表

S1

S2

S3

※既製品集水桝の寸法は、 （ 株） ホク エツコ ンク リ ート 「 HS集水桝」
　 （ 自由開口タ イプ） を参考と する

※プレキャ スト 製品を採用する場合は、 メ ーカーは問わない
※グレーチング耐荷重は、T-14以上とする

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人

R6 3

外構詳細図　 №2
A1: 1/30・ 20
A3: 1/60・ 40

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ 62

有限
会社 佐々木章設計事務所
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1

（ 増打20㎜+20㎜含む）

タ テヨ コ 共D13@200

a a

b
b

▽

▽

底盤配筋詳細図　 　 1: 30

▽目地棒（ 直角）

水抜き孔φ300
捨コ ンも 同様に設ける
（ 砕石充填）

開口補強D13出隅部D13

▽

▽

立上配筋詳細図　 　 1: 30

▽目地棒（ 直角）

出隅部D13

D10@200シングル

▲
道

路
境

界
線

体育館
頂部D13

※敷地外は土木工事

a-a断面 b-b断面※外構GLは想定と し ている

オイルタ ンク重量

オイルタ ンク 自重　 1, 450N
タ ンク 内容物( 942L) 　 8, 000N　
ハウス部分　 1, 630N
防油堤部分　 1, 690N
オイルタ ンク 重量合計　 12, 770N

基礎伏図 改良伏図

（ 増打20㎜+20㎜含む） （ 増打20㎜+20㎜含む）

▼タ ンク 中心高さ

▼設計GL( 102. 98)

道路側敷地側

断面詳細図　 　 1: 30

D10@200シングル

目地棒
（ 直角）

目地棒
（ 片テーパー）

目地棒
（ 両テーパー）

面木

犬走り 仕上について
平坦部　 コ ンク リ ート 金ゴテ仕上
傾斜部　 コ ンク リ ート 刷毛引き仕上
側面　 　 普通型枠

面木・ 目地棒詳細図　 　 1: 10

特　 記　 事　 項

コ ンク リ ート 　 捨てコ ン　 Fc=18N/㎜2
　 　 　 　 　 　 　 花壇躯体　 Fc=18N/㎜2

鉄筋　 異形棒鋼　 D10・ D13　 SD295

花壇仕上について
打放種別　 B種（ 埋設部も 含む）
仕上　 天端： 金ゴテ仕上
　 　 　 　 側面： 打放し 補修（ 露出部のみ薄塗り 補修）

オイルタ ンク基礎詳細図　 　 1: 30

▼犬走天端( 103. 15)

▼設計GL( 102. 98)

西側犬走り 詳細図　 　 1: 30

D10@200シングル

▼1FL

▼設計GL( 102. 98)

▼外構GL( 102. 75)

▽目地棒（ 直角） →出隅部分で用いる
※犬走り の躯体及び配筋は、 構造図の土間コ ンク リ ート DS1を参照

開口補強D13

出隅部D13

花壇・ 南側犬走詳細図　 1: 30

※犬走り の躯体及び配筋は、 構造図の土間コ ンク リ ート DS1を参照

室外機基礎詳細図　 1: 30

（
増

打
2
0
㎜

+
2
0
㎜

含
む

）
▼

▼
▼

▼

▼
▼▼

▼

※耐震仕様のため水平震度k=1. 0
　 と する

▼

花壇仕上について
打放種別　 B種（ 埋設部も 含む）
仕上　 天端： 金ゴテ仕上
　 　 　 　 側面： 打放し 補修（ 露出部のみ薄塗り 補修）

特　 記　 事　 項

▼　 面木W20部分を示す

特　 記　 事　 項

鉄筋　 SD295　 D13
コ ンク リ ート 　 Fc=21N/㎜2　

長期設計地耐力　 f e=50kN/㎡

柱状改良　 φ800　 L=5. 6m
先端N値は10以上の玉石混じ り 砂礫と する

▼　 面木W20部分を示す

花壇仕上について
打放種別　 B種（ 埋設部も 含む）
仕上　 天端： 金ゴテ仕上
　 　 　 側面： 打放し 補修（ 露出部のみ薄塗り 補修）

▼外構GL（ 想定）

タ テヨ コ 共D13@200

（ 増打20㎜+20㎜含む）

▼

▼
▼

▼外構GL（ 想定）

（
増

打
2
0
㎜

+
2
0
㎜

含
む

）

（ 増打20㎜+20㎜含む）

▼

▼
▼

施設看板基礎詳細図　 　 1: 30

タ テヨ コ 共D10@200

タ テヨ コ 共D10@200

▼外構GL（ 想定）

（ 増打20㎜+20㎜含む）

▼
▼

タ テヨ コ 共D10@200

タ テヨ コ 共D10@200

特　 記　 事　 項

▼　 面木W20部分を示す

鉄筋　 SD295　 D10
コ ンク リ ート 　 Fc=21N/㎜2　

機械基礎仕上について
打放種別　 B種（ 埋設部も 含む）
仕上　 天端： 金ゴテ仕上
　 　 　 側面： 打放し 補修（ 露出部のみ薄塗り 補修）

特　 記　 事　 項

▼　 面木W20部分を示す

鉄筋　 SD295　 D10
コ ンク リ ート 　 Fc=21N/㎜2　

機械基礎仕上について
打放種別　 B種（ 埋設部も 含む）
仕上　 天端： 金ゴテ仕上
　 　 　 側面： 打放し 補修（ 露出部のみ薄塗り 補修）

（ 増打20㎜+20㎜含む）

（
増

打
2
0
㎜

+
2
0
㎜

含
む

） ▼

▼

▼

▼
タ テヨ コ 共D10@200

※掘削段階で、 砕石下地盤が軟弱の場合は、
　 軟弱層部分を掘削し 、 砕石等で置換さ せる
　 又は入念に転圧を行う
　 （ 長期設計地耐力　 f e=20kN/㎡）

▽
▽ ▽

▽

犬走り

塗装範囲： ｺﾝｸﾘ ﾄー打ち放し 補修の上 ポリ マーセメ ント 系塗材

コ ンク リ ート 充填t=100
金ゴテ仕上（ Ｆ c-18Ｎ /ｍｍ2）

長期設計地耐力　fe=17kN/㎡ 長期設計地耐力　fe=17kN/㎡

図面名称

工事名称 図面番号
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月 日訂正
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承認年月日

承認印
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検図設計年月日
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設計
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車止めﾌﾞﾛｯｸ(反射板付)

※参考型番　（株）サイコン工業　NSP-100A

主柱 φ60.5x3.2

胴縁 45×26×1.2

押え板押え板

ｽﾘｯﾄﾊﾟﾈﾙt=0.4mm

※参考型番　JFE建材（株）　JKB型　亜鉛めっき(Z27) + ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂静電粉体塗装静電粉体塗装

文字：カッティングシート貼
SUSt＝1.5フッ素樹脂塗装仕上

文字：カッティングシート貼

明朝体180角

明朝体140角

エッジ：ｱﾙﾐ押出形材ｱﾙﾏｲﾄｽﾃﾝｶﾗｰ仕上

土木
コンクリート擁壁

擁壁裏込砂利

巾木部：SUSt＝1.5HL

道路境界線

ｻｲﾄﾞｽﾄﾗｲﾌﾟ：SUSt＝1.5　H.L仕上

支柱：ｱﾙﾐ押出形材ｱﾙﾏｲﾄｽﾃﾝｶﾗｰ仕上

境界ブロック150Ｂ
歩車道境界ブロック
片側150Ａ

支柱上部蓋：ｱﾙﾐ押出形材ｱﾙﾏｲﾄｽﾃﾝｶﾗｰ仕上

表示面：SUSt＝1.5フッ素樹脂塗装仕上

※参考型番　JFE建材（株）　SP-A型　亜鉛めっき(Z27) + ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ樹脂静電粉体塗装

柱 60x30x2.3

格子 28x18x1.2

擁壁裏込砂利

土木
コンクリート擁壁

柱 60x30x2.3
格子 28x18x1.2

胴縁 50x26x1.6

胴縁 50x26x1.6

車止めﾌﾞﾛｯｸ(反射板付)

駐車区画ﾗｲﾝW150　溶融式ｶﾞﾗｽﾋﾞｰｽﾞ（JIS　K　5665　３種１号）

区画ﾗｲﾝW150　溶融式ｶﾞﾗｽﾋﾞｰｽﾞ（JIS　K　5665　３種１号）

アスファルト舗装

駐輪マーク

コンクリート製車止め図　1：20

スリットパネル詳細　1：2

駐車区画ﾗｲﾝ･車止めブロッ ク詳細 1： 20、 1： 50

防風・ 目隠し フェ ンス詳細 1： 2、 1： 20 施設看板詳細

正面図　1：20 側面図　1：20

1： 7. 5、 1： 30

正面図　1：30 側面図　1：30 部分詳細　1：7.5

側面図　1：20

平面図　1：20

正面図　1：20

車椅子車両駐車スペース　1：50 一般車両駐車スペース　1：50

スチール格子フェ ンス詳細 1： 20自転車マーク・ 駐輪区画ライン 1： 30

2

3

4

5

規格寸法

STK400

材 質部位番号

φ60.5x3.2主 柱1

胴縁 t=1.2 SGC400

押え板 t=1.6 SGHC

ｽﾘｯﾄﾊﾟﾈﾙ t=0.4 SGCC

継手 t=3.2 SGHC
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図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計
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水路縦断図　 1: 100

▼設計GL( 102. 98)

南側水路　 　 1: 100

▼設計GL( 102. 98)

▼
折

り
曲

り
部

▼
折

り
曲

り
部

▼
折

り
曲

り
部

▼
頂

部

西側水路　 　 1: 100

▼設計GL( 102. 98)

北側水路　 　 1: 100

▼設計GL( 102. 98)

東側水路　 　 1: 100

花壇姿図　 1: 100

▼設計GL( 102. 98)

斜線部分は土に接する部分

▽

花壇南面姿図　 　 1: 100

西側東側

▼設計GL( 102. 98)

▼設計GL( 102. 98)

西側 東側

花壇長辺方向断面図　 1: 100

▽
▽

▽

斜線部分は土に接する部分水抜き孔（ 砕石充填）
φ300　 @1, 000　 捨コ ン共

▼目地棒（ 両テーパー） 目地（ 誘発目地）
▽出隅部目地棒（ 直角）

▼目地棒（ 両テーパー） 目地（ 誘発目地）
▽出隅部目地棒（ 直角）

▼目地棒（ 両テーパー） 目地（ 誘発目地）
▽出隅部目地棒（ 直角）

※出隅部分は目地棒（ 直角） を用いる

※出隅部分は目地棒（ 直角） を用いる

※出隅部分は目地棒（ 直角） を用いる

東側西側

▽

花壇南面姿図　 　 1: 100

花壇東面姿図　 　 1: 100

道路 敷地内

敷地内 道路

花壇西面姿図　 　 1: 100

敷地内 道路

花壇短辺方向断面図　 1: 100

▽
▽ ▽

▽▽

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼▽ ▽▽

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼▼▽

▽

▼ ▼ ▽ ▽

▽

▽▽

▽

▽

▽▽

▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼ ▼

S3

インバート
t=51～145

インバート
t=103～185 インバート

t=120～151S2

自由勾配W300H400
L=5. 110m　 i =0. 005

自由勾配W300H600
L=6. 000m　 i =0. 005

自由勾配W300H700
L=2. 000m　 i =0. 005

S3

インバート
t=68～82

インバート
t=58～68

インバート
t=58～134

インバート
t=134～178

インバート
t=78～110

インバート
t=82～155

S1インバート
t=59～120

自由勾配W300H500
L=10. 000m　 i =0. 0075

S1

自由勾配W300H400
L=4. 000m　 i =0. 002

インバート
t=110～152

インバート
t=52～60

自由勾配W300H500
L=21. 969m　 i =0. 002

S3

インバート
t=130～156

インバート
t=56～158

インバート
t=58～70

自由勾配W300H400
L=4. 000m　 i =0. 004

自由勾配W300H500
L=32. 000m　 i =0. 004

自由勾配W300H600
L=7. 985m　 i =0. 004

S3

L=6. 399m　 i =0. 0013

S2

自由勾配W300H600
L=2. 780m　 i =0. 0075

自由勾配W300H600
L=4. 772m　 i =0. 0075

自由勾配W300H600
L=4. 772m　 i =0. 0075

自由勾配W300H600
L=6. 599m　 i =0. 0075

自由勾配W300H600
L=12. 745m　 i =0. 0075

L=1. 996m　 i =0. 0075
自由勾配W300H500

落蓋式300A（１種）

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日 設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号
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髙橋　 雅人
A1: 1/100
A3: 1/200

R6 3 （ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ
水路縦断図・ 花壇姿図
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③集水桝□600×600

N=1箇所

④集水桝□500×500

N＝1箇所

VU管φ150

L=1.7ｍ

地先境界ブロック　L＝72.1m

水
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計画舗装端部

←

②集水桝□600×600h

暗渠側溝(L型)300×300　L=38.0m　i=0.82%

L型側溝 L=3.4m

L型側溝 L=3.4m

L型側溝 L=4.0m

計画下水道

サイドライン

← 道路縦断勾配 i=0.5%転落防止柵
L=3.5m、H=1.1m

舗
装

端
部

転落防止柵
L=3.0m、H=1.1m

L=5.0m
土中式ガードレール

←

CSBφ300 L=10.3m

←←

①集水桝□600×1000h
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（103.14）
102.84
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102.89
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102.72

（103.19）
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（103.14）
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102.88 102.88102.89

（103.16）
102.83

（103.00）
102.56

（103.14）
102.74

（103.15）

（103.22）

（103.11）

（103.15）

（103.25）

（103.25）

凡例

（103.06）・・・建築地盤面高
　102.7　 ・・・現況地盤面高

（103.19）
102.88

（103.24）
102.94

（103.24）
102.94

（103.20）
102.90

点線内　砂利敷き

（103.12）
102.72

（103.12）
102.72

申請建物

鉄骨造平屋建
（準耐火建築物）

1

延べ床面積　1,287.43㎡

1FL＝103.35
設計GL＝102.98

平均地盤面＝103.17

▼設計GL＝102.98

▼平均地盤面＝103.17

3
7
0

1
9
0

▼1FL＝103.35

S=1/20

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人

R5 9

A1 1: 200
A3 1: 400

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

地盤断面位置図
Ｄ ６ ６

有限
会社 佐々木章設計事務所
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△102.72

103.25▽

▽

102.72
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102.90

▽103.00 ▽103.12 103.25▽▽
103.25

Ｌ型擁壁 H=1.25m（103.30）

▽
103.25

▽▽▽

102.89 102.87102.85

▽▽

102.84 102.83

103.25

▽103.00 ▽▽102.83

Ｌ型擁壁 H=1.75m（103.40）

Ｌ型擁壁 H=1.75m（103.40）

Ｌ型擁壁 H=1.75m（103.40）

Ｌ型擁壁 H=1.50m（103.15）
▽
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102.84

103.25▽

102.80

▽ ▽

102.83

Ｌ型擁壁 H=1.50m（103.30）

▽103.14 ▽
103.14

▽
103.14

▽
103.14 103.13

103.14

103.16103.00

Ｌ型擁壁 H=1.75m（103.35）
開発工事地盤面

建築工事地盤面

凡例

工事前地盤面（当初地盤）

▽▽

▽▽

▽▽

Ａ－Ａ'断面

Ｂ－Ｂ'断面

Ｃ－Ｃ'断面

Ｄ－Ｄ'断面

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
R6 2

Ｄ
地盤断面図　 １ A1 1: 100

A3 1: 200
６ ７

有限
会社 佐々木章設計事務所



▽103.00
▽

102.78
▽

102.77

▽

102.55

▽▽
103.22

▽
103.06

103.15▽

▽

102.73

Ｌ型擁壁 H=1.25m（103.15）

▽102.85

▽103.00

Ｌ型擁壁 H=1.75m（103.40）

103.20▽

▽

102.55

▽
102.78

▽

102.84

▽

102.85

▽
103.25

▽

▽103.00

▽

102.85

▽
103.25

▽ ▽

▽

102.88

▽

102.72

Ｌ型擁壁 H=1.75m（103.40）

103.20▽▽
103.15

102.83

▽▽

102.89

▽103.00

▽

102.85

▽ ▽

102.87

Ｌ型擁壁 H=1.75m（103.35）

103.14▽

▽

102.86

103.11
▽

▽
103.06

▽
103.00

▽

102.85

▽

102.73

▽

102.77

▽
103.25

▽
103.25

102.88

102.72

▽

▽

103.12 103.19

103.12

▽

102.88

103.19
▽

▽

103.24

102.94

▽

▽

103.24

102.94

▽

102.90

▽

102.90

Ｅ－Ｅ'断面
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Ｈ－Ｈ'断面

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
R6 2

ＤA1 1: 100
A3 1: 200

地盤断面図　 ２
６ ８

有限
会社 佐々木章設計事務所
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②
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④
⑤
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0
0 34,500

①

2,350
1
0
,
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8
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7,
89
0

1,290

7,2
60

6 , 2 9 0

②

③

①

1,050

3,440

7
,
8
3
0

①

真北

道路

（法42条1項1号）

施設看板

市道沼橋1号線

サツキ・ツツジ密植

鉄骨造平屋建

申請建物

サツキ・ツツジ密植

1：100

③　9.76　×　1.11　×　1/2　　　　＝　　5.4168

④　2.47　×　1.02　×　1/2　　　　＝　　1.2597

⑤　2.47　×　0.84　×　1/2　　　　＝　　1.0374

②　9.76　×　1.16　×　1/2　　　　＝　  5.6608

①（21.81＋22.45）×　1/2　×　1.2 ＝ 　26.5560

北側公園植込（サツキ・ツツジ密植）面積

計 ・・・Ａ

 ＝　39.930

東側植込（サツキ・ツツジ密植）面積

計 ・・・Ｂ

西側植込（サツキ・ツツジ密植）面積

計 ・・・Ｃ

①　　34.50　×　0.50　　　＝　17.25

1：200

南側植込（サツキ・ツツジ密植）面積

計

      ＝　17.25

・・・Ｄ

サツキ・ツツジ密植

公園等　
（3％）150㎡以上

植栽面積算定図　1：100

植栽配置図　1：200
サツキ・ツツジ（Ｈ300程度）密植本数　105.0㎡　×　8本/㎡　＝　840本

※植込部分は黒土Ｈ340埋戻し

サツキ・ツツジ密植

1：100

1：100

③　7.26　×　6.29　×　1/2 　　 ＝  22.8327

②　7.89　×　1.29　×　1/2　　　＝   5.08905

① 10.48　×　2.35　×　1/2　　　＝  12.314

    ＝　40.23575

    ＝　40.23㎡

 ＝　39.93㎡

      ＝　17.25㎡

①　（1.05 ＋ 3.44）× 1/2×  7.83　＝　17.578

       ＝　17.578

       ＝　17.57㎡

Ａ ＋ Ｂ ＋ Ｃ ＋ Ｄ　＝　114.98㎡

必要緑化面積　101.07㎡　＜　114.98㎡　　OK

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

髙橋　 雅人
A1 1: 200
A3 1: 400

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ

R6 2

６ ９
植栽配置図

有限
会社 佐々木章設計事務所
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道路

（法42条1項1号）

歩道幅員

乗入6.0ｍ
乗入8.0ｍ

市道沼橋1号線

車道幅員

申請建物

最高高さ13,380

仮設計画図（敷地）　1：200

35,120 5,340

図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

貯留槽

貯留槽

髙橋　 雅人
A1 1: 200
A3 1: 400

R6 2
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ
仮設計画図（ 1)

７ ０

仮
囲
い
　
H＝

3.
0ｍ

仮囲い　H＝2.0ｍ 仮囲い　H＝2.0ｍ

仮囲い　H＝2.0ｍ
予定工事仮設（ 共通仮設分）
・ 仮囲い　 成形鋼板　 H=3. 0m及びH＝2. 0ｍ　

・ 敷き鉄板t=22㎜　
・ 交通誘導員　 常駐2人　 　

予定工事仮設（ 直接仮設分）
・ 外部足場
　 枠組先行足場　 高さ 20m未満　 建地幅900㎜　

・ パネルゲート 　 W=7. 2ｍ　 H=4. 5m　 2ヶ 所　

パネルゲートW7.2ｍ　Ｈ4.5ｍ
パネルゲートW7.2ｍ　Ｈ4.5ｍ

有限
会社 佐々木章設計事務所



仮設計画図（建物）　1：100

特　記　事　項

アリーナ及びステージ内部足場は枠組棚足場を
基本とするが、同等工法の変更に関して、必要に
応じて監督員と協議すること。

外部足場　幅900　高さ13.57ｍ（GL～笠木天端）
アリーナ　幅900　高さ10ｍ（GL+300～トラス下弦材まで）
ステージ　幅900　高さ6.75ｍ（GL+370～天井仕上面まで）

多目的便所

廊下

流し

花壇

犬走

黒板

設置位置

管理室

器具庫（控室） 器具庫（控室）
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外部用倉庫 放送設備 木製収納棚
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書棚
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掃除具入

姿見鏡（扉付）
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上部排煙用窓

姿見鏡（扉付）
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上部排煙用窓
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ベンチ

ロッカー９人用（W900、３段）×2
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外との段差100
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図面名称

工事名称 図面番号

縮尺

月 日訂正

・　　・　

承認年月日

承認印

担当

検図設計年月日

・ 　 　 　 ・ 　

設計

製図一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号
TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

A1 1: 100
A3 1: 200髙橋　 雅人

R5 9

仮設計画図（ 2)

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

Ｄ ７ １

枠組棚足場　H=6820

有限
会社 佐々木章設計事務所



月 日訂正

有限
会社 佐々木章設計事務所
〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号

TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

設計年月日

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

製図 担当

検図 承認印

・　　・　

承認年月日 図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

S -

設計

堀　 川

堀　 川

有限会社　エイムス

構造設計一級建築士 第4221号 　堀川  孝志

一級建築士登録   第190585号

01
No Scal e

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

R6・ 　 　 　 ・ 　02

構造設計標準仕様( 1)

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

ラ ーメ ン

柱状地盤改良

1/200

ラ ーメ ン

1

30

鉄骨

150 土間下

30

体育館
岩手県盛岡市乙部４ 地割30-1, 31, 32-1

2
0. 383

1/150

75

104

土間下

2

1/150
1/200

設計GLから 13. 380 設計GLから 9. 680

1, 287. 43

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

下杭

1. 建物概要

工事名称

工事場所

主要用途

階数

建物高さ

工事種別

増築計画

構造種別

Ｘ方向

Ｙ方向
架構形式

耐震構造方式

地上　　　階 地下　　　階 塔屋　　　階

延べ面積

軒高

・ 新築 ・ 増築 ・ 改築

・ 有り

地上　　　        　　　造 地下　    　　    　　　造

構造

構造

・ 耐震構造

1. 共通仕様

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準

2. 特記仕様

(1) 項目は、番号に　  印の付いたものを適用する。

(2) 特記事項は、 ・ 印の付いたものを適用する。

・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

(3)特記事項に記載の(　　　)内表示番号は、「標仕」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

章 章 章

Ⅰ．建物概要等

Ⅱ　建築工事仕様(構造関係)

２ 既製コンクリート杭

・ 遠心力高強度プレストレストコンクリート杭(PHC杭)

・ プレストレスト鉄筋コンクリート杭(PRC杭)

・ 外殻鋼管付きコンクリート杭(SC杭)

・

SC杭の鋼管材料（・ SKK400　　・ SKK490　　・　　　　　　）

・ 特定埋込杭工法

・ H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

4 ３ 鋼杭地業

本 杭

　(kN/本)
備 考

・ 特定埋込杭工法

・ H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式でα=250を採用できる工法

・ H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式の内α、β、γが下記の値

・ 水平方向の位置ずれ

・ 杭径の1/4かつ100㎜以下

・ 杭の傾斜

・ 1/100以内　　・ 評定条件又は認定条件による

溶接部の確認方法

抜き取り率

・ 標準仕様書7.6.10による

・ 全数

工法

※ 審査(評定又は大臣認定)を受けた工法

・ 処理する

杭頭の中詰め材料

・ 基礎のコンクリートと同調合のもの　　・

(4.4.6)

４ 場所打ち

コンクリート杭地業

4構造関係特記仕様書

(4)

地
業
工
事

4

地
業
工
事

地
業
工
事

印は、「国等による環境物品等の調達の推進に関する法律」の基づく「環境物品等の調達の推進に関するＧＧ

基本方針（平成31年2月変更閣議決定）」に定める判断の基準を満たす物品を示す。

(5) 特記事項に記載の構造関係共通図（配筋標準図）は、配筋標準図（1）～（5）鉄骨標準図（1）～（3）を適用する。

(4.3.3)

(4.2.2)

(4.4.4)

(6) 関係法令の改正等により（条例を含む）、工事内容が法令等に抵触する恐れがあることを認識した場合には、その

対応策について、監督職員と協議すること。

a　耐震設計条件

地震荷重

設計層間変形角

建物一次固有周期

地盤種別

Y方向

X方向

Y方向

一次設計

二次設計

一次設計

二次設計

b　耐風設計条件

基準風速　(V )

地表面粗度区分

0 (　　　　　　)　m/秒

・ Ⅰ ・ Ⅱ ・ Ⅲ ・ Ⅳ

c　耐積雪設計条件

建設地の標高

多雪区域の指定

設計垂直積雪量

・ 有り ・ 無し

(　　　　　　)　cm

・

・ 許容応力度計算　(ルート　　　　　　　　)

・

(ルート　　　　　　　　)

X方向

地域係数 Ｚ

・ 許容応力度計算　(ルート　　　　　　　　)

・1.0　　・0.9　　・0.8

計算方法

・ 保有水平耐力計算

・ 保有水平耐力計算

(ルート３　　　　　　　)

(ルート３　　　　　　　)

・ 無し

m

(                   )

(                   )

耐震安全性の分類 ・ Ⅰ類（Ｉ=1.50） ・ Ⅱ類（I=1.25） ・ Ⅲ類（Ｉ=1.00）

・ 免震構造 (免震層の位置：　　　　　　　　　　　）

基礎方式
・直接基礎（・独立　　・連続　　・べた　　・　　　　）

・杭基礎（・既製コンクリート杭　・鋼管杭　・場所打ちコンクリート杭　・　　　　　　）

・

2. 構造計算条件

3. 地盤調査資料

調査位置

ボーリング柱状図

液状化対策の検討 ・ 有り ・ 無し

調査内容

・ 土質試験

・ 地盤調査　（※ 標準貫入試験 　・ｽｳｪｰﾃﾞﾝ式ｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ試験　・　　　　　　　　　　）　　

・ 孔内水平載荷試験

・ 平板載荷試験

（・土粒子密度試験　・含水比試験　・粒度試験　・液性限界、塑性限界試験

・細粒分含有試験　・一軸圧縮試験　・圧密試験　・　　　　　　　　　）

(4.4.4)

・ リバース工法

・ 制振構造

仕様書(建築工事編)(令和４年版)」(以下、「標仕」という)による。

1  試験及び報告書 (4.2.1)(4.2.2)(4.3.4)(4.3.5)(4.5.5)(4.5.6)

・

・

・

・ 図示による　

・図示による　　

・ 図示による　

・直接基礎 (4.2.1)

(4.2.3)
・ 行わない
・ 行う（・鉛直載荷試験　・水平載荷試験 ）　

位置、本数等 ・図示による ・

・ 行う（位置、載荷荷重は図示による）

・ 行わない

・地盤の載荷試験（平板載荷試験）

・報告書の記載事項

・標準仕様書4.2.5による ・

(4.2.4)

（4.2.3）（4.2.4）（4.2.5）

杭長(m)及び種類等

(4.2.2)(4.3.3)

コンクリート

厚さ(mm)杭径 (mm) 杭長(m)強度(N/m㎡ ) (kN/本)

長期設計支持力 備 考

(4.2.2)

(4.3.3～4.3.5)

・ 打込み工法(・ 油圧ハンマー　　・ ディーゼルハンマー)

・ 行わない

・ 行う

・ 構造図( 　　　　　)による

・ セメントミルク工法

(4.3.3)

・ 図示による

・ 図示による。

掘削深さ ・ 図示による　　・

・ 図示による　　・

・ H13国土交通省告示第1113号第6による地盤の許容支持力式のうちα、β、γが下記の値

・ 中堀り拡大根固め工法

・ プレボーリング拡大根固め工法

・

（4.3.1）(4.3.4)

（4.3.1）(4.3.5)

（4.3.3）（(4.3.6)（7.2.5）

・ 標準仕様書4.3.6による

・ アーク溶接継手

・

工法

・ 開放形　　・ 半開放形　　・ 閉そく形

・ 機械式継手(継手部に接続金具を用いた方式のもの)　

・ 基礎のコンクリートと同調合のもの　　　・

(4.3.8)

・ 標準仕様書7.2.5(1)(2)による　　　・ 図示による

・ 図示による ・

・ 処理しない

・ 水平方向の位置ずれ

・ 杭の傾斜

・ 杭径の1/4かつ100㎜以下

・ 1/100以内　　・評定条件又は認定条件による　

（4.3.4～4.3.5)

(4.2.2)(4.4.3)（4.4.5）

杭長(m)及び種類等

杭長(m)板厚(㎜)(mm)
継手数

・ 図示による

・ 中堀り拡大根固め工法

・

杭の継手の工法 （4.4.3）(4.4.5)（7.2.5）

溶接材料

・図示による

・ 機械式継手

※ 審査(評定又は大臣認定)を受けた工法

杭頭の処理　　

・ 処理しない

処理方法（切断を伴う補強方法含む）

・ 図示による　　・

・ 処理する

工法

・ オールケーシング工法

・ 場所打ち鋼管コンクリート杭工法

鋼管の材料 ・ SKK400　　・ SKK490　　

・ 拡底杭工法

・

試験杭

本  杭

寸法等

(4.5.1)(4.5.4～4.5.6)

鋼管径鋼管厚 軸径 拡底径 杭長 セット数 長期設計支持力
（㎜） （㎜） （㎜） （㎜） （㎜） (kN/本)

（4.2.2）（4.5.4）

（4.5.5）

・

（4.5.4）

（4.5.4）

（4.5.4）

（4.5.4）（5.3.4）

※重ね継手

重ね継手の長さ　※標準仕様書表5.3.2による　・　
・

・図示による　・　

Ｇ

・ 図示による　・　

（4.5.4）（5.3.4）

（4.5.4）

（4.5.4）

（4.5.4）

（4.5.4）

・

・

※ ３Ｎ/m㎡

・ 図示による (　　　　)

（4.5.4）構造体強度補正値（Ｓ）

・ 評定等の内容による

杭の精度

水平方向の位置ずれ　　

（4.5.5）

・ 100㎜ 以 下 　 　 ・ 　 　

杭の傾斜　　 ・ 1/100以内　　・ 評定条件又は認定条件による　　・

Ｇ

５ 砂利地業 材料

※ 60

・

厚さ

・ 再生クラッシャラン ・ 切込み砂利　　　・切込み砕石

(4.6.2～3)

厚さ及び適用範囲

材料６　砂地業 ・シルト　・山砂　・川砂　・砕石

砂の厚さ ※60㎜　　・　

範囲　　　・図示による　　・　

（4.6.2）

厚さ及び適用範囲

厚さ

※ 50

・

スランプ　　　※15cm又は18cm　 ・　　　　　

７ 捨コンクリート地業

※普通コンクリート　　・　

※適用する（・ポリエチレンフィルム厚さ0.15㎜以上　・　　　　　　）

・適用しない

適用

施工範囲 ・図示による

（ラップルコンクリー

ト地業)

(　　　　　　　　) kN/m2支持地盤の長期設計支持力

形状、支持地盤等等 ・ 図示による

型枠使用の有無 ・有り　　・無し

を用いた工法によ

る改良）

（セメント系固化材
・ 浅層混合処理工法工法
・ 深層混合処理工法

改良範囲、仕様(計測、試験等含む。)等　　・図示による

９ 地盤改良

１０ 置換コンクリート地業

8　床下防湿層

(4.6.4)

（4.6.2）

（4.6.5）

章
5

種類の記号

鉄筋コンクリート

用棒鋼 （異形鉄筋）

※ D16以下

※ D19以上鉄
筋
工
事

１ 鉄筋の種類 鉄筋の種類 (5.2.1)

規格の名称 呼び径(mm)

(5.2.2)
・

２ 溶接金網

・

・

(5.3.4)(5.5.3)(5.6.3)

・

３ 鉄筋の継手及び定着

軽量コンクリートの適用

（溶接金網含む）
・無し

・有り　適用箇所（　　　　　　　　　　）

・最小かぶり厚さに加える厚さ（　　）㎜

及び間隔

４.鉄筋のかぶり厚さ

各部配筋5.各部配筋 （5.3.7）

（5.3.5）

抜取試験　※ 超音波探傷試験

・ 引張試験

(5.4.10)６ ガス圧接完了後の試験

・図示による

・配筋標準図（1）～（5）による

・図示による　　・　

（5.5.3）

（5.5.3）

（5.5.3）

（5.5.5）

（5.5.5）

７　機械式継手

７　溶接継手 （5.6.3）

（5.6.3）

（5.6.3）

（5.6.3）

（5.6.5）

（5.6.5）

適用箇所

・図示による　　・　

平成12年建設省告示第1463号に適合する性能

・Ａ級　　・　

鉄筋相互のあき

・評定等の内容による　　・図示による

施工完了後の継手部の試験

・超音波測定試験

試験対象　・図示による　　・　　

不合格となった場合の措置

試験項目、試験方法

・外観試験（全ての継手部）

・図示による　　・　　

適用箇所

・図示による　　・　

平成12年建設省告示第1463号に適合する性能

・Ａ級　　・　

施工完了後の継手部の試験

試験項目、試験方法 ・図示による　　・　

・超音波測定試験

試験対象　・図示による　　・　　

・外観試験（全ての圧接部）

不合格となった場合の措置

溶接継手の工法

・図示による　　・　

鉄筋相互のあき

・図示による　　・　

形状等

種類

・ 溶接金網

・ 鉄筋格子

種類の記号 網目の形状、寸法、鉄線の径 (㎜) 使用部位

鉄筋の継手の方法等

適用箇所

柱及び梁主筋

耐力壁

基礎、耐圧スラブ、土圧壁

その他（　　　　　）

継手の方法

・ガス圧接　　・機械式継手

・溶接継手　　・重ね継手

・ 重ね継手　　・

・重ね継手　　・ガス圧接

・ 重ね継手　　・

継手位置 ※配筋標準図による　　・　

柱及び梁主筋、耐力壁の重ね継手の長さ

※標準仕様書表5.3.2及び標準仕様書5.3.4(３)(ア)による ・配筋標準図による

・先組み工法等で、柱及び梁の主筋のうち、隣り合う継手を同箇所に設ける場合
・図示による

鉄筋の定着長さ

※標準仕様書表5.3.4による　　・配筋標準図による

機械式定着工法

・適用しない　　・適用する (適用箇所,種類　・図示による　・　　　　　）

備考

・ 基礎下 ・ 基礎梁下 ・ 土に接するスラブ下　・ 土間コンクリート下

・ 基礎下　・ 基礎梁下　・ 土に接するスラブ下

設計基準強度及びスランプ 設計基準強度　※18N/mm　 ・　　　　　

コンクリートの種類

適用箇所

適用箇所

長期設計支持力
本数

α=(　　　)、β=(　　　)、γ=(　　　)

・ アーク溶接継手

・ 標準仕様書 7.2.5(1)(2)による　　

・ アースドリル工法

・杭基礎

支持地盤の位置及び土質（基礎ぐい先端位置含む）

試験杭の位置他

支持地盤の位置及び土質（基礎底板の位置含む）

試験掘り（根切底の確認） ・行わない　　・行う（位置等は図示）

・杭の載荷試験

種類

地業

杭の種類、性能、曲げ強度等

種類
種別

試験杭

本杭

セット数 継手数

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

試験杭

試験杭の位置、本数及び寸法　　

杭先端部形状　　

施工方法

プレボーリングの併用　　

掘削深さ及び径　

打込杭設計支持力　　

杭の支持地盤への根入れ深さ

を採用できる工法

α=(　　　)、β=(　　　)、γ=(　　　)

杭継手工法　　

溶接材料

杭頭の処理　　

処理方法（切断に伴う補強方法含む）

杭頭の中詰め材料　　

杭の精度

杭施工に伴う発生汚泥の処理

※ 場内で固化の処理した後に搬出する

・ 場外で処理

処理の工法：

・

スランプ

・18㎝　・21㎝　・（　　）㎝

コンクリートの設計基準強度

・審査(評定又は大臣認定)された内容による

・ A種　　・ B種

コンクリートの種別　　

・ 高炉セメントB種　　　・

セメントの種類　　

主筋の基礎底盤への定着長さ

組み立てた鉄筋の節ごとの継手

・図示による　・　

鉄筋かごの補強

・ 100㎜　　・

鉄筋の最小かぶり厚さ

・図示による　・　

帯筋の加工及び組立

備考種類の記号 呼び径（mm）

・  SD295

・  SD345

鉄筋の種類

・杭径の1/4かつ100㎜以下　・　

杭の水平方向の位置ずれ精度
・図示による　・　

杭の支持層への根入り長さ

・ 超音波測定器　　・

測定方法　

・試験杭（　）箇所、本杭（　）箇所

測定箇所

・孔壁の確認（超音波測定機による）

杭の種類（材料）、寸法、継手等

試験杭

種類
杭径

上杭

中杭

下杭

上杭

中杭

下杭

試験杭

試験杭の位置、本数及び寸法　　

・

施工方法

を採用できる工法

工法

杭の精度

備考

※不合格部を補修又は再溶接後、外観検査及び超音波検査を行う
外観検査で不合格の場合

※不合格部を切り取って再溶接後、外観検査及び超音波検査を行う
超音波検査で不合格の場合

・  S D 2 9 5

・  S D 3 4 5

第　(　　　　　)　種地盤

(　　　　　)秒

(　　　　　　)　m

構造図　（　　  　S-03　　  　図）　による

m2

m



月 日訂正
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会社 佐々木章設計事務所
〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号

TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221
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設計年月日

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

製図 担当

検図 承認印

・　　・　

承認年月日 図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

S -

設計

堀　 川

堀　 川

有限会社　エイムス

構造設計一級建築士 第4221号 　堀川  孝志

一級建築士登録   第190585号

No Scal e

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

R6・ 　 　 　 ・ 　02

02
構造設計標準仕様( 2)

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

21 18 土間コ ンク リ ート

礎柱

M

BCR295

SN400B
STKR400

SS400

SSC400

柱

間柱、 まぐ さ 、 窓台

軽量鋼材全般

鋼材全般
大梁（ 一部除く ）

SN490C

30

※既製柱脚については、 既製柱脚の仕様に従う

既製柱脚以外の柱脚部分

大臣認定

鉄骨部分すべて ※システムト ラ スはシステムト ラ スの仕様による

2. 3程度

屋根 図示による

ダイアフ ラ ム（ ポーチ庇以外）

S10T

章
5

鉄
筋
工
事

・ 完全　　・ 部分

補強形式

耐震スリットの設置箇所

・ 配筋標準図（4）による

・ 大臣認定等による既製品（適用条件は全て認定内容による）

1０ 構造(耐震)スリット ・ 図示による　　・

・ 図示による　　・

耐火、遮音、防水処理への配慮　

・ 図示による　　・

・ 図示による　　・

適用箇所

耐震スリット部詳細 ・ 図示による　　・

章
6 １ コンクリートの類別等

設計基準強度 気乾単位

Fc (N/m㎡ ) 容積質量(t/m3 )

・18

・ 普通コンクリート

コンクリートの種別

※Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

・Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

（6.2.1）（表6.2.1）

(6.2.1～6.2.4)（表6.2.2）

・ 24 ・

・ 24 ・

・

基礎、基礎梁、土間スラブ

柱、梁、スラブ、壁

適用箇所スランプ (cm)

・18・15

・

※ 2.3 程度

※ 2.3 程度

構造体強度補正値　　※標準仕様書表6.3.2による

セメントの種類

※ 普通ポルトランドセメント、高炉セメントＡ種、

・ 高炉セメントＢ種 Ｇ

Ｇ

２ セメント 種類

シリカセメントＡ種、又はフライアッシュセメントＡ種

適用箇所

※建物躯体(下記以外）

・

・・フライアッシュセメントＢ種

・普通エコセメント
適用箇所（・　　　　　）

再生骨材Ｈの使用（・使用する　・使用しない　）

湿潤養生期間（　　）日以上

型枠の最小存置期間（　　　　　）

(6.3.1)

（6.3.1）

（6.7.2）

（6.8.4）

3

使用骨材のアルカリシリカ反応による区分

※ Ａ ・ Ｂ

フェロニッケルスラグ骨材、銅スラグ細骨材及び電気炉酸化スラグ骨材

・使用する　　適用箇所（・　　　　　）

(6.3.1)

(6.3.1)

３ 骨材

(6.3.2)

・混和剤（　　　　）　　・混和剤（　　　　） ※使用方法、使用量のわかる資料を提出する
４ 混和材料

目地寸法 ・標仕 9.7.3（1）による　　・図示による

ひび割れ誘発目地の位置・形状・寸法 ・図示による ・

(6.6.4)(6.8.1)（9.7.3）

（6.8.1）

合板せき板を用いるコンクリートの打放し仕上

 種　　別

・ Ａ 種

・ Ｂ 種

・ Ｃ 種

 種　　別

・ a 種

・ b 種

・ c 種

適　用　箇　所

適　用　箇　所

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

・図示

（6.2.5）（表6.2.4）

（6.2.5）（表6.2.5）コンクリート仕上りの平たんさの種別

打継目地

打放し部分の打増し厚さ

・外部に面する部分　（・20㎜　　・　　）

・内部に面する部分 （・10㎜　　・20㎜　　・　　）

（6.8.1）

せき板の材料 ※標準仕様書6.8.2(1)(ア),(イ)による

・合板（厚さ　※12㎜　　・　　）
・

・断熱材を兼用した型枠の適用箇所等

（6.8.2）

（6.8.2）

５ ひび割れ誘発目地、

６ コンクリートの仕上り

７　打増し厚さ

８　型枠

・

・

特記仕様書6.3.2(イ）(ｆ）の①～③以外の混和材料

・

（6.8.2）

・図示による　　・

９　軽量コンクリート 軽量コンクリートの適用 ・適用する　　・適用しない

適用箇所　・図示による　　・　　

種類　　・1種　　・2種
3気乾単位容積重量　　・（　　）ｔ/ｍ

スランプ ※21㎝　　・　　

10　寒中コンクリート 適用期間　　・図示による　　・　　

構造体強度補正値（Ｓ） ・標準仕様書6.11.2(3)(ア)による

・積算温度を基に定める（　　　　）

11　暑中コンクリート ※6Ｎ/㎜2構造体強度補正値（Ｓ） ・

12　マスコンクリート 適用箇所　　・図示による　　・　　

セメントの種類 ・普通ポルトランドセメント
・中庸熱ポルトランドセメント

・低熱ポルトランドセメント

・高炉セメントＢ種

・フライアッシュセメントＢ種

・シリカセメント

Ｇ
Ｇ

スランプ ※15㎝　　・　　

１３ 無筋コンクリート コンクリートの種類
※普通コンクリート　　・　　

設計基準強度 Fc （N/mm2 ）

スランプ

※ 18　　・　　

※15㎝又は18㎝　　・　

適用箇所    ※ 標準仕様書6.14.1(4)による ・図示による

・標準仕様書表6.2.1以外のコンクリートを用いる場合
（　　　　　　　　　　　　　）

１４　流動化コンクリート 適用箇所　　・図示による　　・　　

（6.8.2）

（6.10.1）

（6.10.2）（表6.10.1）

（6.11.1）

（6.11.2）

（6.12.2）

（6.13.1）

（6.13.2）

（6.14.1）

（6.13.2）

（6.14.1）

（6.14.1）

（6.14.1）

（6.14.1）

（6.15.1）

・図示による　　・

建築技術評価「断熱材兼用型枠工法の開発」において評価を取得したもの、又は同等以上とする。

加工・組立は製造所の仕様による

・ＭＣＲ工法用シートの適用箇所等

・図示による　　

スリーブの材種、規格等

・ 行わない・ 行う15 コンクリートの品質管理 コンクリートの単位水量の測定 （6.5.1）

実施要領
3

(1)単位水量の測定は、150m に1回以上及び荷下し時に品質 の異常が認められた場合に実施する。

(2)単位水量の上限値は、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」6.3.2(イ)(ｃ)による。

(3)単位水量の管理目標値は次の通りとして施工する。

にある場合はそのまま施工する。

「設計値」という。）±15kg/m の範囲
3

1.測定した単位水量が、計画調合書の設計値（以下、

3 3
2.測定した単位水量が、設計値±15kg/m を越え±20kg/m

3

の範囲にある場合は、水量変動の原

因を調査するとともに、生コン製造者に改善を指示し、その運搬車の生コンは打設する。

その後、設計値±15kg/m 以内に安定するまで、運搬車の3台ごとに１回、単位水量の測定を

行う。
33.測定した単位水量が設計値±20kg/m を越える場合は、その運搬車の生コンは打込まずに持ち

その後の全運搬車の測定を行い、設計値±20㎏/m 以内であることを確認する。さらに、設　

計値±15㎏/m 以内で安定するまで、運搬車の3台ごとに1回、単位水量の測定を行う。3

帰らせ、水量変動の原因を調査するとともに生コン製造者に改善を指示しなければならない。

4.前項3.の不合格生コンを確実に持ち帰ったことを確認する。

(4)単位水量の管理についての記録を書面（計画調合書、製造管理記録、打込み時の外気温、ｺﾝｸﾘｰﾄ

温度等)と写真により提出する。

法又は静電容量測定法による。また、試験機関は当該コンクリート製造所以外の機関とする。

(5)単位水量の測定方法は高周波誘電加熱乾燥法（電子レンジ又は静電容量測定法ﾞ法）、エアメータ

（7.2.6）

種類８　ターンバックル （7.2.6）

（7.2.5）

※図示による　　・　　

※割枠式　　・　　

建築用ターンバックル胴

※羽子板ボルト　　・　　

建築用ターンバックルボルト

ねじの呼び等

７　溶接材料

（7.3.2）

・図示による

※標準仕様書7.2.5(1),(2)による
溶接材料

６ アンカーボルト

※図示による　　・　　アンカーボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

・ SS400　　・・ 建方用アンカーボルト

種類 (7.2.4)(7.10.3)

・ 構造用アンカーボルト

５ 普通ボルト

４ 高力ボルト

（7.3.2）

（7.3.2）ねじの呼び　※ 構造図による　　　　　・ボルトの寸法

※鉄骨標準図による　　・　　ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等

（7.4.7）

・図示による　　・　　
ナット回転の場合で、ボルトの長さがねじの呼びの５倍を超える場合の回転量

JIS形高力ボルトの締め付け（本締め）

・行わない・行う（適用箇所：　　　　）

板厚方向に引張力を受ける鋼材の試験 （7.2.10）

（7.2.1)形状及び寸法 ・図示による　　・　　

鋼材の材質

・ JISによる　　・　

・ JISによる　　・　

・ JISによる　　・　

・ JISによる　　・　

・ JISによる　　・　

・ JISによる　　・　

適用箇所（主要な部分）

（7.2.1)

規格等種類の記号

３ 鋼材

（7.1.3）(7.1.4)※ 適用する　　　・ 適用しない２ 施工管理技術者

・ 監督職員の承諾する工場

（　　）グレード以上

能力のある工場鉄
骨
工
事

(7.1.3)製作工場の加工能力１ 鉄骨の製作工場7
章 ・ 国土交通大臣から構造方法等の認定を取得している鉄骨製作工場又は同等以上の

種類等

適用箇所呼び長さ（㎜）

・22

・19

・16

呼び名

９　床構造用デッキプレート

※　　・　　図示による

鉄骨部材への溶接方法

材質、形状及び寸法 （7.2.7）

備　考材質・形状・寸法適用箇所

・

・デッキプレート単独の構法

トとの合成スラブとする構法
・デッキプレートとコンクリー

10　スタッド

11　柱底均しモルタル

12　鉄骨の仮組

13　溶接作業を行う

技能資格者
技量付加試験

・行わない

・無収縮モルタル

※標準仕様書7.2.9(2)による　　・　　

・標準仕様書7.2.9(1)によるモルタル

・行わない

・行う（行う範囲　・図示による　・　　　　　　）

・行う（試験の要領　・図示による　・　　　　　　）

14　溶接接合 開先の形状

・鉄骨標準図による　　・　　

鋼製エンドタブを切断する部分

・ 全て切除する ・ 切除しない※ 見え掛り部となる部分

・ 構造図による部分

する。なお、切断線が交差する場合は、交差部をアール状に加工する。

エンドタブ、裏当て金等は、梁フランジの端から5mm以下を残して直線状に切断・

・

切断範囲

切断面の仕上げ

スカラップの形状

※標準仕様書7.6.7(1)(カ)(b)②による　　・　　

※鉄骨標準図による　　・　　

低応力高サイクル疲労をを受ける部位 ・図示による　　・　　

（7.2.9）（表7.2.5）

溶接部の外観検査

平成12年建設省告示第1464号第二号に関する試験

試験の方法
・「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル（鉄骨製作管理技術者登録機構）」

3.5.2受け入れ検査による

※ 抜き取り検査② ・ 抜き取り検査①
・

JASS 6 付則6の付表3「溶接」に関する試験

試験の方法

・jass 6 10.4「受入検査」e.溶接部の外観検査(1)から(5)までによる。ただし、完全溶込み

溶接部の外観検査の抜取箇所は、超音波探傷試験の試験個所と同一とする。

・

・完全溶込み溶接部の超音波探傷試験

※ 行う ・ 行わない

・ ・

・

節 ・全て

検査水準 ※第６水準

・工場溶接の場合

・工事現場溶接の場合

※全ての溶接部

AOQL(%) ※ 4.0 　・ 2.5

(7.6.12)

(7.6.12)

耐火被覆材の接着する面の塗装範囲

・図示による（　　　　　）　　

耐火被覆材の接着する面以外の塗装範囲

2 （7.8.2～4）（18.3.2）塗料の範囲

下記以外の塗料の種別は、標準仕様書 18章による

・ 鉄骨鉄筋コンクリート造の鋼製スリーブで鉄骨に溶接
   されたものの内側の錆止め塗料の種別

・Ａ種　　・

・ 耐火被覆が接着する面の塗料の種別

※Ａ種 ・Ｂ種

・ 耐火被覆が接着する面の塗料の種別

・

モルタル塗り

・ラス張り

  ロックウール

・

  カルシウム板

  吹付け

・

・

・湿式ロックウール

・半乾式吹付け

・耐火塗料

－

・高断熱

・耐火板張り

・

・繊維混入けい酸

・耐火材
  ロックウール

  ロックウール

材料・工法

・乾式吹付け

種　類

種類、材料、工法等
（7.9.2～8）

耐火性能

(時間)

適用箇所

（部位・部分）

・耐火材  巻付け

16　錆止め塗装

・適用しない　・適用する（・すべり係数試験　・すべり耐力試験）

（7.4.2）摩擦面のすべり係数試験

ボルトの縁端距離、ボルト間隔、ゲージ等 ※鉄骨標準図による　　・　　 （7.3.2）

高力ボルトの寸法 ねじの呼び　※ 構造図による　　　　　・ （7.2.2）

・  JIS形高力ボルト

・溶融亜鉛めっき高力ボルト

・建築基準法に基づき認定を受けた高力ボルト

高力ボルトの種類 (7.2.2)(7.3.2)(7.4.2)

15 溶接部の試験

17　耐火被覆

（7.2.8）

（7.3.10）

（7.6.3）

（7.6.4）

（7.6.7）

（7.6.7）

（7.6.7）

18　工事場施工

・図示による　　・　　

・図示による　　・　　

(7.10.3)

(7.10.3)（表7.10.1）

材料適用箇所

無収縮モルタル

（mm）厚さ

・

・

※Ａ種

・Ｂ種 標準仕様書7.2.9(1)のモルタル

工法

(7.10.3)（表7.10.2）

構造用アンカーフレームの形状及び寸法

構造用アンカーボルトの形状及び寸法

建方用アンカーボルトの保持及び埋込み工法

種別　　・Ａ種　　・Ｂ種

柱底均しモルタルの厚さ及び工法の種類

アンカーボルトの設置等

建方精度

※ (社)日本建築学会「JASS 6 鉄骨工事」付則6［鉄骨精度検査基準］付表５［工事現場］による。

(7.10.3)

（7.10.2）

・

ボルトの接合方法

※ 構造図による

(7.11.2)19　軽量型鋼

20 溶融亜鉛めっき工法

材 料

最小板厚 6.0㎜ 以上の形綱、鋼板

最小板厚 3.2㎜ 以上、6.0㎜ 未満の形綱、鋼板

・

※ 構造図による

A種(HDZ55)

B種(HDZ45)

C種(HDZ35)

亜鉛めっきの種別 適用箇所

種別等 (7.12.4)(表14.2.2)
（構造耐力上主要な部分）

・溶融亜鉛めっき高力ボルトの摩擦面の処理方法 （7.12.5）

※標準仕様書7.12.5(1)(ア),(イ)による　　

・　

最小板厚2.3㎜ 以上、3.2㎜ 未満の形綱、鋼板

普通ボルト・ナット類、アンカーボルト類

21 梁貫通孔の補強

※ 構造図による

補強方法

・ 補強プレート法

・ 補強トラス法

梁貫通孔径及び補強部材詳細

９ 梁貫通孔の補強

方式　

形状　

仕様

コ
ン
ク
リー

ト
工
事

・ ABR400　　・ ABR490　　・ SS400

※ トルシア形高力ボルト

あ
ら
か
じ
め
検
討

（あらかじめ検討）
施工の関係上やむを得ず発生する可能性の高い変更事項への対応方法について、あらかじめの検討

を行っている部分

本検討は、計画通知の変更を要しない範囲及び対応方法を定めるものであり、品質管理上の施工

誤差を許容するものではない。

・ くいの芯ずれを考慮した検討

位置の変動寸法（　　　　）

検討範囲　※図示による

・ 大きさの変更を見込んだスラブの検討

・ 小ばり位置の変更を見込んだ大ばりの検討

許容誤差（　　　　　）

許容される大きさ、荷重条件（　　　　　　）

検討範囲　※図示による

・ はり貫通孔の大きさと位置の変更を見込んだ検討

大きさの変動寸法(　　　　　　）

検討範囲　※図示による

１ 軽微な変更への対応

以
上

以
上

10
0

10
0

DH

φ
（φ≦H/2かつφ≦D/3）

φ：貫通孔内径寸法

D ：はりせい

H ：鉄骨せい

梁貫通孔の位置の限度（単位：㎜）

（ａ）鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造の鉄骨梁ウェブ部材に貫通孔を設ける場合で貫通孔部分を補強する場合に適用する。

（ｃ）貫通孔間隔は、両側の貫通孔径の平均値の、鉄骨造で２倍以上、鉄骨鉄筋コンクリート造で３倍以上確保する。

（ｂ）貫通孔の内径寸法は、鉄骨せいの1/2以下かつ鉄筋コンクリート梁せいの1/3以下とする。

梁貫通孔補強要領図

e：材端との補強プレートの間隔

のうち小さい方とする。 （ｅ≧ H とする）２は３φまたは１

LＣ

20

ptt

t

w

ｆ

0～50～5

１e

50
50

２H

補強プレート

50

φ

（１）補強プレートが16㎜以上となる場合は、必要な長さの1/2以上の補強プレートをウェブ両面から溶接する。

（２）補強プレートは丸型としても良い。上下フランジとのあき50mmについては施工性を考慮して小さくすることもできる。

補強プレート法

ｔffｔ

CL

(自然開先)

0～50～5

B

φ

60°60°

50

補強トラス

100以下

（１）スリーブの取付けは、全周隅肉溶接とする。

補強トラス法

梁
貫
通
孔
補
強
要
領
図

設
備
関
連
事
項

・特記以外の梁貫通孔は原則として設けない、設ける場合は設計者の承認を得ること。

・設備機器の架台及び基礎については工事監理者の承認を得ること。

・床スラブ内に設備配管等を埋込む場合はスラブ厚さの1/3以下とし管の間隔を管径の3倍以上かつ5㎝以上を原則とする。

令第129条の2の3に関連する事項

・建築設備（昇降機を除く）、建築設備の支持構造部及び緊結金物は、腐食又は腐朽の恐れがないものとすること。

・屋上から突出する水槽、煙突、冷却塔その他これらに類するものは、支持構造部又は建築物の構造耐力上主要な部分に、支持構造
　部は、建築物の構造耐力上主要な部分に緊結すること。

・煙突の屋上突出物の高さは、れんが造、石造、コンクリートブロック造又は無筋コンクリート造の場合は、鉄製の支枠を設けたも
　のを除き、90㎝以下とすること。

・煙突で屋内にある部分は、鉄筋対するコンクリートの被り厚さを5㎝以上とした鉄筋コンクリート造又は厚さ25㎝以上の無筋コンク
　リート造、れんが造、石造若しくはコンクリートブロック造とすること。

・法第20条第一号から第三号までの建築物に設ける屋上から突出する水槽、煙突その他これらに類するものにあっては、建設省告示
　第1389号により、風圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して構造耐力上安全なものとすること。

建築物に設ける給水、排水その他の配管設備は下記の通り。

・風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の震動及び衝撃に対して安全上支障の無い構造とすること。

・建築物の部分を貫通して配管する場合においては、当該貫通部分に配管スリーブを設ける等有効な管の損傷防止のための措置を講
　ずること。

・管の伸縮その他の変形により当該管に損傷が生ずる恐れがある場合において、伸縮継手又は可撓継手を設ける等有効な損傷防止の
　ための措置を講ずること。

・管を支持し、又は固定する場合においては、吊り金物又は防振ゴムを用いる等有効な地震その他の震動及び衝撃の緩和のための措
　置を講ずること。

・給湯設備は、風圧、土圧及び水圧並びに地震その他の地震動及び衝撃に対して安全上支障のない構造とすること。満水時の質量が
　15㎏を超える給湯設備については、地震に対して安全上支障のない構造として、平成12年建設省告示第1388号第5に規定する構造
　方　法によること。
　「給湯設備」とは、建築物に設ける電気給湯器その他の給湯設備で、屋上水槽のうち給湯設備に該当するものを除いたもの。

・図示による（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　
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ソ イ ルセメ ン ト コ ラ ム地業特記仕様書
No Scal e

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

04

R6・ 　 　 　 ・ 　02
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

ソイルセメントコラム地業特記仕様書

1.工事概要

強度を持つ改良体（以下コラムという）を築造するものである。

注入しながら、角度付共回り防止翼と半円状の掘削爪を装備した攪拌装置を用いて原地盤土と機械的に混合攪拌し、固化材の固化反応により所定の

本地業は、ソイルセメントコラム工法による地盤改良地業である。ソイルセメントコラム工法は、スラリー状のセメント系固化材を地盤に

う）による。

2.一般事項

3.特記事項

4.施工計画
（1）　本工事施工業者は、本工法の施工技術に精通した業者とする。

（2）　施工計画書

ｃ.　工事要領（使用固化材、配合、攪拌翼吐出量の昇降速度等）

ｂ.　工事期間及び工程

ｄ.　施工機器

ｅ.　施工管理の方法

ｆ.　品質管理の方法

ｇ.　各種作業の主たる従事者の組織表

ｈ.　環境の保全対策

ｉ.　安全対策

ｊ.　品質証明書（技術審査証明書等）

（1）　作業地盤は、施工機械が傾斜・転倒しないように養生する。

（2）　施工手順は、施工計画書による。

（3）　本工事により排出される発生残土は、場内処分とする。

（4）　施工に対して疑義が生じた場合は、ただちに監督員と協議し、その指示を受ける。

（2）　所定の施工管理項目を、計測・記録できるデジタルディスプレイ式施工管理装置を用いること。　

（3）　改良機本体は、本工事の施工仕様を満足させる施工制御機器を装備したもので、自走式とする。

（4）　ミキシングプラントは、全自動プラントとし、所定の吐出量を十分供給できるものとする。

6.施工機械

7.配合管理

（2）　配合強度

変動係数

（25％）

Ｎ

αｔ

3

1.8152.163

1

1.918

2

1.719

4～6 7～8

1.651

9～

1.594

Ｘｆ＝　αｔ　×　Ｆｃ　[　Ｘｆ：配合強度、αｔ：割増し係数　]

（3）　室内配合試験

　 　　　固化材液の配合（Ｗ／Ｃ）と使用量（添加量）は、室内配合試験の結果に基づいて現場室内強度比を参考にして、配合強度を満足するよう

　 　　に決定する。

（1）　コラムの径・掘削深度（改良長＋空掘長）・本数・配置等は設計図書による。ただし、コラムの径・長さ・本数・配置及び固化材液の配合等

　　　 について、土質や地盤の状況により変更した方が適切だと判断される場合は、監督員の承認の下に変更することができる。

ａ.　工事内容（コラム径、コラム長、空掘長、コラム数、設計基準強度）

 　　　工事に先立ち、施工計画書を監督員に提出する。施工計画書は、次の事項を明記する。

5.施　　工

（1）　固化材液に使用する固化材は、セメント系固化材を使用する。

　　　 割増係数は、変動係数を想定し9項に規程する抜き取りヶ所数Ｎに応じて下表を用いて設定する。

ａ.　水／固化材比　　　　　60　％

（5）　設計配合は、以下の通りとする。ただし、室内配合試験の結果により変更される場合がある。

（4）　環境基準

　　を満足する様必要な措置を講じる。

　　　施工に当たっては、セメント系固化材等からの六価クロム溶出試験を実施し、環境庁告示第46号の基準値（検液1Lにつき0.05㎎以下であること）

（3）　設計の要求する性能を確保するため、適切な配合管理及び品質検査を実施する。

3

（1）　固化材液と原地盤土を確実に混合攪拌ができ、角度付共回り防止翼と半円状の掘削爪を有した

　　　 攪拌翼を装備した、施工機械とする。

　　　 工法とする。

 (4)　 本工事工法は、改良体の品質（変動係数25％）が、建設大臣認定機関の「一般財団法人日本建築センター」にて証明された技術審査証明取得

　本地業は、本特記仕様書によるほか「2018年版建築物のための改良地盤の設計及び品質管理指針／2018年11月」（日本建築センター、以下指針とい

（2）　コラムの設計基準強度は、Ｆｃ＝800KN/㎡とする。

ｂ.　固化材添加量　　   　350ｋｇ／ｍ

　　　　　　　　　　　　撹拌装置　　　　　　掘削・撹拌翼の枚数など。

　　撹拌混合度の管理　　掘進・引上げ速度　　速度計による。

　　　　　　　　　　　　スラリー吐出深度　　（吐出量、深度及び総量）

　　　　　　　　　　　　スラリー吐出量　　　流量計による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　スラリー比重　　　　比重計による。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　規定比重の 99％以上

　　固化材管理　　　　　材料の計量　　　　　自動計量器（練り水、固化材）により、パッチ毎管理　　　　　　Ｗ／Ｃ＝± 2％以内

　　　　　　　　　　　　ロッド長　　　　　　ロッド長さを計測　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　設計掘削深度＋ 1ｍ以上

　　　　　　　　　　　　改良径　　　　　　　掘削撹拌装置の形状を計測

　　　　　　　　　　　　掘削深度　　　　　　深度計による。

　　　　　　　　　　　　コラム芯　　　　　　コラム中心のズレを計測する。　　　　　　　　　　　　　　　　± 100 ㎜以内

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　施工角度が異なる場合は、その角度を管理する。　

　　寸法・形状の管理　　鉛直性　　　　　　　改良機のリーダーに設置された傾斜計やトランシットによる。　　 1／100 以内

　　　　管理項目　　　　　　管理内容　　　　　　　　　　　　　施 工 管 理 方 法　　　　　　　　　　　　　　　　管理値

8.施工管理
（1）　施工の安定性を確保するため下記に示す項目について管理する。

　　支持地盤の管理　　　掘削速度　　　　　　速度計による。

±50mm/m

±10mm

規定値以上

規定速度以下

4枚以上

　　　　　　　　　　　　トルク値　　　　　　トルク値、電流値による。 試験施工結果による

コア採取率が、全長に対して粘性土で90％、砂質土で95％以上、深さ1ｍ毎に粘性土85％以上、砂質土90％以上あることを確認する。

9.品質検査

ａ.　検査対象群は概ねコラム300本を1単位とする。土層毎に検査対象層を決めるが、最小層厚を0.5ｍとする。

越えてる場合は、最も近い平均強度の層を設計対象層とする。

（1）　検査対象群、検査対象層及び調査ヶ所数

ｃ.  検査ヶ所数

 (2)　 コア採取率による検査

（3）　合格判定

ａ.　抜取ヶ所1ヶ所当たり3個の供試体を採取し、その平均強度をそのヶ所の強度とする。

ｂ.　一軸圧縮試験は、公的機関あるいは監督員立ち会いの下に行うものとする。

ｃ.　検査手法は、品質のバラツキを想定する場合の検査手法Ａによる。

ｄ.　検査手法Ａによる品質検査

合否の判定は、抜取Ｎヶ所一軸圧縮試験の平均値が、下式を満足した場合を合格とする。

ＸＮ　≧　ＸＬ　Ｆｃ　＋　Ｋａ　・　σｄ

ＸＮ　：　Ｎヶ所の一軸圧縮強度の平均値（ＫＮ／㎡）

ＸＬ　：　合格判定値（ＫＮ／㎡）

Ｆｃ　：　設計基準強度（ＫＮ／㎡）

Ｋａ　：　合格判定係数

Ｖｄ　：　変動係数、品質確認書より想定する。

σｄ　：　標準偏差（ＫＮ／㎡）　＝　Ｖｄ・ｑｕｄ

抜取ヶ所数　Ｎ

合格判定係数　Ｋａ

1

1.9

2

1.7

3

1.6

4～6

1.5

7～8

1.4

9

1.3

ｑｕｄ：　想定した平均一軸圧縮強さ（ＫＮ／㎡）

ｇ.　固化材液の配合及び注入量と固化材の使用量

10.報　　告

ｉ.　合格判定結果

ｈ.　コアの強度管理試験結果

ｆ.　掘削深度及び引き上げ速度

ｅ.　トルク値

ｄ.　掘削深度

ｃ.　コラムの径・及び長さ

ｂ.　コラムの施工日

ａ.　コラムの伏図及び番号

　　　工事完了後、次の項目について報告書をまとめ、3部監督員に提出する。

コアボーリング調査の内、検査対象群に1ヶ所の割合でコア採取率を調査する。

頭部コア：(コラム100本毎に1ヶ所)

深度コア：(コラム100本毎に1ヶ所　全長コアボーリングとする。)

設計対象層の平均強度は他の検討対象層の平均強度を超えないこと。

ｂ.　検査対象層は(シルト質砂・礫混り粘土・有機混り粘土・砂質シルト・砂礫)であり、設計対象層を(シルト)とする。

　　　　　　　　　　     電流値

※ 「規定値」及び「規定速度」等は、建設技術審査証明（建築技術）報告書による。



Ｌ（ただし，柱せいの3/4倍以上）

1.1 適用範囲

(１)構造関係共通図(配筋標準図、特記事項)は鉄筋コンクリート及び鉄骨鉄筋コンクリート造等

における鉄筋の加工、組立等の一般的な標準図とする。

1.3 用語の定義

(１)設計図とは、建築構造図のうち特記仕様書、構造関係共通図以外の図面をいう。

(２)異形鉄筋の径(本文、図、表において「ｄ」で示す)は、呼び名に用いた数値とする。

1.4 記号等

図面で使用する記号等は表1.1～表1.3を標準とする。

表1.1　異形鉄筋の断面表示記号　

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６

表1.2　各階伏図における記号　

記号 説明 記号 説明

S0

EW○○

EKW○○

コンクリートブロック壁（ＣＢ壁）

梁・スラブの上がり下がりの範囲

スラブの配筋種別

スラブ厚さ

階段の配筋種別

土間コンクリート

耐力壁の種別

（±　　）

杭の位置

試験杭の位置

打増しの範囲

スラブ開口

ボーリング位置

FLからの上がり下がり

表1.3　梁貫通孔記号　

Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

建築

区分
径

区分
径

建築

50 75 100 125 150 175 200 225 250 275 300 325 350 375 400

二段筋

20d（余長）

15d（余長） 継手長さ

余長
余長

20d（余長）

継手長さ

余長
余長

Ｌ2

Ｌ

Ｌ2

Ｌ2

Ｌ

Ｌ

Ｌ2

15d（余長）

印は、継手及び余長を示す。

規定する定着長さ

鉄筋の折曲げ内法直径は、表2.1を標準とする。

折曲げ内法直径(D)

ＳＤ３９０折曲げ

角  度

Ｄ１６以下

折曲げ図（余長） ＳＤ２９５Ｂ,ＳＤ３４５

Ｄ１９

～Ｄ３８～Ｄ３８

Ｄ１９

１８０°

１３５°

９０°

及び

（幅止め筋）

 ９０°

 １３５°

ｄ

Ｄ

４ｄ以上

ｄ

Ｄ

６ｄ以上

ｄ

Ｄ

８
ｄ
以

上
ｄ

４
ｄ

以
上 Ｄ

ｄ

Ｄ

４ｄ以上

３ｄ以上 ４ｄ以上 ５ｄ以上

長は４ｄ以上とする。

次の部分に使用する異形鉄筋の末端部にはフックを付ける。

（１）柱及び梁（基礎梁を除く）の出隅部

柱

 壁

 壁 梁 壁
梁

床版

壁

床版

壁

（ａ）鉄筋の重ね継手

（１）径が異なる鉄筋の重ね継手の長さは、細い鉄筋の径による。

（２）鉄筋の重ね継手の長さは、表4.1による。

ただし、最上階の
柱頭の四隅部は
フックを付ける。

（２）煙突の鉄筋（壁の一部となる場合を含む）

表4.1　鉄筋の重ね継手の長さ

鉄筋の

種  類

コンクリートの

設計基準強度

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）2
Ｌ （フックなし） Ｌ　（フックあり）

SD345

SD390

（注）１．Ｌ　,Ｌ  ：フックなし重ね継手の長さ及びフックあり重ね継手の長さ。

1h

表4.2　隣り合う継手の位置

（３）隣り合う継手の位置は、表4.2による。

ただし、壁の場合及びスラブ筋でＤ１６以下の場合は除く。

の場合

フックあり

フックなし

の場合

－

－

ａ ａ

ａ ａ

ａ

ｂ

ａ

Ｌ

Ｌ

Ｌ Ｌ

Ｌ

Ｌ

ａ≧0.5Ｌ

ａ≧0.5Ｌａ＝0.5Ｌ

ａ＝0.5Ｌ

（ｂ）鉄筋の定着

（１）鉄筋の定着の長さは、表4.3及び図4.2による。

表4.3　鉄筋の定着の長さ

鉄筋の

種　類
設計基準強度

コンクリートの

小梁 スラブ 小梁 スラブ

フックあり定着の長さ直線定着の長さ

Ｌ Ｌ Ｌ

SD345

SD390

－

２．Ｌ ，Ｌ  ：割裂破壊のおそれのない箇所への直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

小梁は除く。

曲げは行わない。

増し厚さを含まない。

６．打増し部分に、壁、梁、スラブ等がとりつく場合は、壁、梁、スラブ筋等の定着長さには、打

定着起点 定着起点
▽▽

直線定着の長さ フックあり定着の長さ

図4.2　直線定着の長さ 及び フックあり定着の長さ

（２）梁主筋の柱内定着の方法又は、小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の方法は、図4.3によ

り、次の（ⅰ）、（ⅱ）及び（ⅲ）を全て満足するものとする。

余長
Ｌ

余長

梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長 小梁及びスラブの上端筋の

梁内折曲げ定着の投影定着長さ

図4.3　折曲げ定着の方法

表4.4　鉄筋の投影定着の長さ

鉄筋の

種  類
Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ ）

設計基準強度

コンクリートの

Ｌ

SD345

SD390

２．Ｌ　 ：小梁及びスラブの上端筋の梁内折曲げ定着の投影定着長さ。

（３）溶接金網の継手及び定着は、図4.4による。

１節半以上、かつ、150mm以上

 鉄筋
 鉄筋

Ｌ

重ね継手 定着（壁の場合）定着（スラブの場合）

図4.4　溶接金網の継手及び定着

≧6d ≧6d

1.5巻
以上の
添巻き

中間部末端部

（柱頭又は柱脚部） （重ね継手）

図4.5　スパイラル筋の継手及び定着

（ａ）鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さは、表5.1による。

ただし、柱及び梁の主筋にＤ２９以上を使用する場合は、主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保

するように最小かぶり厚さを定める。

表5.1　鉄筋及び溶接金網の最小かぶり厚さ(単位：mm )

構造部分の種別 最小かぶり厚さ

土に接し

ない部分

土に接す

る部分

スラブ，

耐力壁以外の壁

柱，梁，耐力壁

擁壁，耐圧スラブ

柱，梁，スラブ，壁

基礎，擁壁，耐圧スラブ

屋内

屋外

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

仕上げあり

仕上げなし

２．「仕上げあり」とは、モルタル塗り等の仕上げのあるものとし、鉄筋の耐久性上有効でな

い仕上げ（仕上塗材、塗装等）のものを除く。

３．スラブ、梁、基礎及び擁壁で、直接土に接する部分のかぶり厚さには、捨コンクリートの

厚さを含まない。

（ｃ）鉄筋組立後のかぶり厚さは、最小かぶり厚さ以上とする。

（ｄ）鉄筋相互のあきは図5.1により、次の値のうち最大のもの以上とする。

（１）粗骨材の最大寸法の1.25倍

（２）２５ｍｍ

（３）隣り合う鉄筋の平均径（呼び名の数値）の1.5倍

（４）スパイラル筋の継手及び定着は、図4.5による

間隔

あき ＤＤ Ｄは、鉄筋の最大外径

（ｅ）鉄骨鉄筋コンクリート造の場合、主筋と平行する鉄骨とのあきは、(d)による。

（ｆ）貫通孔に接する鉄筋のかぶり厚さは、(c)による。

図5.1　鉄筋相互のあき

（ａ）一般事項

（１）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異な

る場合には、図6.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着する。

（２）梁筋を柱内に定着する場合は、8.1(b)(4)による。

（ｂ）独立基礎で基礎梁にスラブが付かない場合の主筋の継手、定着及び余長は、図6.2による。

※１ 4.1(b)(1)(注)7に

図6.1　梁筋の基礎梁内への定着

柱

梁 梁Ｌ

継手長さ 15d（余長）

余長

Ｌ

Ｌ

余長

Ｌ
Ｌ

≧100

継手長さ

Ｌ

Ｌ

余長
余長

Ｌ

Ｌ

※２ Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

印は、継手及び余長を示す。

 ガス圧接を例で示す

：継手位置

図6.2　主筋の継手、定着及び余長（その１）

（ｃ）独立基礎で基礎梁にスラブが付く場合の主筋の継手、定着及び余長は、図6.3による。

ただし、耐圧スラブが付く場合は、（d）による。

※１ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

※２ Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

（注）１．図示のない事項は、8.1による。

４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

２．

：継手位置

ガス圧接を例で示す

図6.3　主筋の継手、定着及び余長（その２）

1.1 総則

2.1 鉄筋の加工

3.1 異形鉄筋の末端部

4.1 継手及び定着

5.1 最小かぶり厚さ

6.1　基礎梁

構造関係共通図 （配筋標準図）

(３)長さ、厚さ等の単位は、特記なき限りmmとする。

表2.1　鉄筋の折曲げ内法直径

１．片持ちスラブ先端、壁筋の自由端側の先端で90°フックまたは135°フックを用いる場合は、余

２．９０°未満の折曲げの内法直径は特記による。

図3.1　末端部にフックを必要とする出隅部の鉄筋（　　　印）
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45d

40d

35d

35d

50d

45d

40d
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50d
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40d

35d

30d

25d

25d

35d

30d

30d

25d

35d

35d

30d

1 1h

1h1

２．フックありの場合のＬ  は、図4.1に示すようにフック部分　　を含まない。

1h

1h

1h 1h

1h1h

1Ｌ

1

1

1 Ｌ

1

1

重
ね
継
手

圧
接
継
手

溶
接
継
手

 圧接継手・溶接継手

機
械
式
継
手

 カップラー

Ｆｃ（Ｎ/ｍｍ2 ）
1 2

Ｌ3
1h Ｌ2h

Ｌ3h

18

21

24，27

30，33，36

18

21

30，33，36

24，27

21

24，27

30，33，36

45d

40d

35d

35d

50d

45d

40d

35d

50d

45d

40d

40d

35d

30d

30d

40d

35d

35d

30d

40d

40d

35d

35d

30d

25d

25d

35d

30d

30d

25d

35d

35d

30d

30d

25d

20d

20d

30d

25d

25d

20d

30d

30d

25d

10d

1 1h

2 2h

３．Ｌ  ：小梁及びスラブの下端筋の直線定着の長さ。ただし、基礎耐圧スラブ及びこれを受ける3

3h

５．フックあり定着の場合は、図4.2に示すようにフック部分　  を含まない。また、中間部での折

４．Ｌ  ：小梁の下端筋のフックあり定着の長さ。

７．軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

Ｌ 、Ｌ 又はＬ1 2 3
Ｌ  、Ｌ  又はＬ1h 2h 3h

1Ｌ 又はＬ

Ｌ

Ｌ 又はＬ1 22

18

21

24，27

30，33，36

18

21

24，27

30，33，36

21

24，27

30，33，36

2

bａＬ

20d

15d

15d

15d

20d

20d

20d

15d

20d

20d

20d

15d

15d

15d

15d

20d

20d

15d

15d

20d

20d

15d

a

b

3

ＬＬ2

１節半以上、かつ、150mm以上

d

d d d

≧6d

≧6d

20

30

30

30

30

40

40

40

60

60

2

※１

2
※１

a
※２

0

 /40 0 /2 0 /4
※２

a

※２

2

※１

a

2
※１

2

a

※１

※２

※１ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

２．

（注）１．図示のない事項は、8.1による。

４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

0

0 /4  /20 0 /4

※１

a

※１

0 /4

0

 /20  /40
※１

a
※２

※２
a

※１

※２

※２aＬ

0

 /40  /20  /40

20d

(片持

小梁の
場合は

25d ）

かつ

以上

10d

150mm

(片持

場合は

25d ）

ｽﾗﾌﾞの

４．杭基礎の場合のかぶり厚さは、杭天端からとする。

５．塩害を受けるおそれのある部分等、耐久性上不利な箇所は、特記仕様書による。

（ｂ）柱、梁等の鉄筋の加工に用いるかぶり厚さは、最小かぶり厚さに１０ｍｍを加えた数値を標準とする。

（３）杭基礎のベース筋

（４）帯筋、あばら筋及び幅止め筋

ＳＤ２９５

SD295

表4.1の重ね継手の長さのうち大きい値とする。

３．特記なき限り耐力壁の鉄筋の重ね継手の長さは、フックありなしにかかわらず４０ｄ以上と

Ｌ

図4.1　フックありの場合の重ね継手の長さ

1h

４.軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

ａ≧400mm

ａ≧400mm、かつ、a≧(b+40)mm

SD295

（注）１．Ｌ ，Ｌ  ：２．から４.まで以外の直線定着の長さ及びフックあり定着の長さ。

a

b

（ⅱ）余長は８ｄ以上

（ⅰ）全長は表4.3に示す直線定着の長さ以上

梁主筋の柱内定着においては、柱せいの3/4倍以上とする。

（ⅲ）仕口面から鉄筋外面までの投影定着長さＬ 及びＬ は、表3.4に示す長さとする。ただし、a b

SD295

３.軽量コンクリートの場合は、表の値に５ｄを加えたものとする。

（注）１．Ｌ ：梁主筋の柱内折曲げ定着の投影定着長さ。

（基礎梁、片持ち梁及び片持ちスラブを含む。）

（片持ち小梁及び片持ちスラブを除く。）

Ｌ1

1

1 2 3　　　なお、Ｌ　は表4.1に、Ｌ　及びＬ　は表4.3による。

50d

50
d

煙突等高熱を受ける部分

（注）１．この表は、普通コンクリートに適用し、軽量コンクリートの場合は特記による。

1.2 優先順位

(１)設計図書間で配筋方法等に相違がある場合の優先順位は以下の通りとする。

１．特記仕様書

２．図面 ⅰ.

ⅱ.

設計図

構造関係共通図（配筋標準図、特記事項）

各部配筋　参考図、図面及び監督職員の指示による。

３．国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(令和４年版)」

(２)構造関係共通図(配筋標準図、特記事項)以外については、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）、

月 日訂正

有限
会社 佐々木章設計事務所
〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号

TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

設計年月日

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

製図 担当

検図 承認印

・　　・　

承認年月日 図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

S -

設計

堀　 川

堀　 川

有限会社　エイムス

構造設計一級建築士 第4221号 　堀川  孝志

一級建築士登録   第190585号

配筋標準図　 №1
No Scal e

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

05

R6・ 　 　 　 ・ 　02
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事



Ｌ

最上階

余長

Ｌ

余長

Ｌ

Ｌ Ｌ

二段筋 Ｌ

（ｄ）ハンチのある場合の定着及び余長は、図8.4による。

※２ Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

図8.3　大梁の重ね継手、定着及び余長

には、フックを付ける。

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

一般階

上端筋

下端筋
Ｄ

継手長さ

余長
余長

Ｌ

余長 Ｄ余長

Ｌ
継手長さ

最上階

Ｌ
Ｌ

余長余長
余長 二段筋

Ｌ

（ｃ）ハンチのない場合の重ね継手、定着及び余長は、図8.3による。

（６）段違い梁は、図8.2による。

（ａ）一般事項

（１）あばら筋の径および間隔は、構造図による。

（２）あばら筋組立の形及びフックの位置は、8.2(b)による。

ただし、梁の上下端にスラブが付く場合で、かつ、梁せいが1.5m以上の場合は、図6.5による

ことができる。

6.2　基礎梁のあばら筋等

≧
8d

コンクリート打継ぎ面

一般の場合 重ね継手とする場合

図6.5　あばら筋組立の形及びフックの位置

（ｃ）あばら筋の割付けは、8.2(c)による。

（ａ）一般事項

（１）継手中心位置は、梁上端から500mm以上、かつ、3ho/4（hoは柱の内法高さ）以下とする。

（２）継手、定着及び余長は、図7.1による。

ただし、柱頭定着長さＬ が確保できない場合は、構造図による。

かぶり厚さ

50
0以

上
50
0以

上

Ｌ

下階の鉄筋

が多い場合

上階の鉄筋

が多い場合

≧150 ≧150

継手 定着

（注）１．柱の四隅にある主筋で、重ね継手の場合及び最上階の柱頭にある

場合には、フックを付ける。

３．継手及び定着は、すべての階に適用できる。

図7.1　柱主筋の継手、定着及び余長

7.1　柱

最上階

（ｄ）連続基礎及びべた基礎の場合の主筋の継手、定着及び余長は、図6.4による。

Ｌ
2

継手長さ

Ｌ

継手長さ ＬＬ

二段筋余長 余長
余長

（注）１．図示のない事項は、8.1による。

４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

印は、継手及び余長を示す。

 ガス圧接を例で示す

：継手位置

図6.4　主筋の継手、定着及び余長（その３）

a

7.2　帯筋

（ａ）帯筋の種類及び間隔は、構造図による。

（ｂ）帯筋組立の形は図7.2により、適用は構造図による。

（１）Ｈ形の135°曲げのフックが困難な場合は、Ｗ－Ⅰ形とする。

（２）溶接する場合の溶接長さＬは、両面フレア溶接の場合は５ｄ以上、片面フレア溶接の場合は

　　　１０ｄ以上とする。

（３）ＳＰ形において、柱頭及び柱脚の端部は1.5巻以上の添巻き行う。

①Ｈ形

≧6d

（ニ）（ハ）（ロ）（イ）

②Ｗ－Ⅰ形

（ロ） （ハ）（イ）

⑤ＳＰ形（スパイラル筋） ⑥丸形

Ｌ Ｌ Ｌ

注）溶接は､鉄筋の組立前に行う。

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

Ｐ
＠

（イ） （ロ）

（イ） （ロ）

Ｌ

図7.2　帯筋組立の形

8.1　大梁

（ａ）一般事項

（１）梁の上がり下がりは FLを基準とした寸法値とする。

【※】

梁 梁

柱

図8.1　梁主筋の梁内定着

（４）梁主筋を柱内に折り曲げて定着する場合は次による。

下端筋（一般）：原則、曲げ上げる。

下端筋（ハンチ付き）：曲げ上げる。

（ｃ）フック及び継手の位置は交互とする。

（ｄ）帯筋の割付けは図7.3とし、それ以外の場合は構造図による。

＠
＠

＠

一般の場合

帯筋

上下の柱断面寸法が異なる場合，
帯筋は，一般の帯筋より１サイズ
太い鉄筋又は同径のものを２本重
ねたものとする。

梁面より割り付ける。

（注）１．図示のない事項については、一般の場合に同じ。

２．柱に取り付く梁に段差がある場合、帯筋の間隔を1.5P ＠または1.5P ＠とす

る範囲は、その柱に取り付くすべての梁を考慮して適用する。

なお、P ＠　、P ＠は、特記された帯筋の間隔を示す。

1 2

1 2

図7.3　帯筋の割付け

吊上げ筋は、一般のあばら筋
より１サイズ太い鉄筋又は同
径のものを２本重ねたものと
する。

梁 梁

柱

図8.2　段違い梁

Ｌ Ｌ

ｈ

Ｌ

＠

8.2　あばら筋等

（ａ）あばら筋、腹筋及び幅止め筋の一般事項

（２）腹筋に継手を設ける場合の継手長さは、150mm程度とし、定着長さは図8.6による。

　　　ただし、腹筋を計算上考慮している場合の継手長さ、定着長さは構造図による。

（３）幅止め筋及び受け用幅止め筋は、D10-1,000＠程度とする。

（ｂ）あばら筋組立の形及びフックの位置

　　　きる。

（イ） （ロ） （ハ） （ニ）

図8.5　あばら筋組立の形

（ｃ）あばら筋の割付け

（１）間隔が一様でハンチのない場合は、図8.6による。

Ｄ

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

（２）間隔が一様でハンチのある場合は、図8.7による。

図8.6　あばら筋の割付け（その１）

Ｄ

≦P＠ ≦P＠

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

図8.7　あばら筋の割付け（その２）

２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

（３）梁の端部で間隔の異なる場合は、図8.8による。

（注）１．あばら筋は、柱面の位置から割り付ける。

図8.8　あばら筋の割付け（その３）

Ｄ

≦P'＠

（ｄ）腹筋及び幅止め筋

（１）一般の梁は、図8.9による。

図8.9　腹筋および幅止め筋

Ｄ
腹筋

幅止め筋

ⅰ.（イ）の場合は交互とする。

（２）フックの位置

8.3　小梁

（ａ）小梁主筋の継手、定着及び余長

（１）連続小梁の場合は、図8.10による。

連続端

連続端外端

15d(余長)15d(余長) 15d(余長)
15d(余長）

Ｌ (定着)

20d(余長)20d(余長)20d(余長)20d(余長）
余長

Ｌ

Ｌ

（注）１．図示のない事項は、6.1及び8.1に準ずる。

印は、余長を示す。

（ｂ）単独小梁の場合は、図8.11による。

外端

図8.4　ハンチのある大梁の定着及び余長

のように引き通すこと

印は、継手及び余長を示す。

には、フックを付ける。

※２ Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

一般階

Ｌ

Ｌ

余長

余長

Ｌ
15d(余長)15d(余長)

（注）１．梁主筋の重ね継手が、梁の出隅及び下端の両端にある場合（基礎梁を除く）

図8.10　小梁主筋の継手、定着及び余長（その１）

Ｌ

余長余長

ＬＬ

平面 立面

直交する梁へ斜めに定着する場合

下端筋

上端筋

Ｌ

（注）１．図示のない事項は、6.1及び8.1に準ずる。

印は、余長を示す。

３ｈ

図8.11　小梁主筋の継手、定着及び余長（その２）

（ｃ）あばら筋は、8.2による。

（ａ）片持梁主筋の定着及び余長

8.4　片持梁

（１）先端に小梁のない場合は、図8.12による。

Ｌ

余長

一般階

Ｌ

Ｌ

※１ Ｌａの数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

（注）１．図示のない事項は、8.1による。

図8.12　片持梁主筋の定着及び余長

（２）先端に小梁がある場合は、図7.13による。

先端小梁
(頭つなぎ梁)

片持梁

垂直断面水平断面

小梁外端部 小梁連続端部
折下げ
片持梁筋 片持梁筋

折下げ

片持梁

先端小梁

（注）１．図示のない場合は、（１）による。

図8.13　片持梁主筋の定着

（ｂ）あばら筋は、8.2による。

印は、余長を示す。

※１
２

a
※２

０

０

０ ０

※１

2

a
※２

※２
a

Ｌ
※１

２

Ｌ
※２

a

２ ※１

※２ Ｌ の数値は原則として柱せいの３／４倍以上とする

※１ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

２．

３．破線は、柱内定着の場合を示す。

０

０ ０

d

Ｌ
１

ｈ

（ｂ）腹筋及び幅止め筋は、8.2による。ただし、梁せいが1.5m以上の場合は構造図による。

２

ｈ
０

２
Ｌ

ho
/2
+1

5d
２

０

Ｌ
２

ｈ
０

Ｌ
２

0
h

/2
+1

5d

d

≧8d

≧40d

≧6d

≧6d

≧6d

２
1.

5P
２P

１
＠

P
１

※ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

上端筋：曲げ降ろす

２

※１

Ｌ

※２

Ｌ
２

※１Ｌ２

０ ０ ０/2 /4

※１
２

※２

※２ ※１

２

２
Ｌ

※１

※２

Ｌ２

Ｌａ

ａＬａ

ａ

Ｌａ

※２

Ｌａ

２
※１

Ｌａ

Ｌ２

※２

※１

０

０/4

※１ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

　　　２．　　　　　印は、継手及び余長を示す。

　　　３．破線は、柱内定着の場合を示す。

　　　４．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

※１
２

※２
ａＬ

Ｌ
２

ａ
Ｌ２

※２

１

１ １

１

Ｌ
２

０

０ ０ ０/4  /2 /4
※１

Ｌ２

ａ

Ｌ１ Ｌ１

Ｌ１ １

ａ
※２

※１ 4.1(b)(1)(注)7に規定する定着長さ

２．

３．梁内定着の端部下端筋が接近するときは、

４．破線は、柱内定着を示す。

ができる。

５．梁主筋ののみ込み長さ（柱せいの3/4倍以上）

（１）あばら筋の種類、径及び間隔は、構造図による。

　　　ただし、L形梁の場合は、（ロ）または（ハ）、T形梁の場合は（ロ）～（ニ）とすることがで

（１）標準形は、図8.5（イ）とする。

ⅱ.（ロ）の場合　L形ではスラブの付く側、T形では交互とする。

ⅲ.（ハ）の場合は床版の付く側を90゜折曲げとする。

d

≧6d

≧8d

≧6d

≧8d ≧8d

約30 約30
P＠

≦P＠

P＠P＠ P＠

≦P＠

２．図中のP＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

P'＠ P'＠P＠

/4/4０

０

０

　　　２．図中のP＠、P’＠は、特記されたあばら筋の間隔を示す。

2-D10 2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

2-D10

600≦Ｄ＜900 900≦Ｄ＜1,200

２

Ｌｂ

/4 /2 /4 /4 /2 /4０ ０ ０ ０ ０ ０

※１ ３ｈ

０/6 7 /12０ ０/4

０

/4０ /2０ ０/4

０

※１ Ｌ　を確保出来ない場合は、標仕(5.3.4(d)(3))によることが出来る３ｈ

２．

/4 /2 /4

２

Ｌｂ

０ ０ ０

Ｌ２

ｂＬ

※１

３ｈ

/6 /3 /6

※１

端部
３ｈ

０ 2 ０ ０

０

20d(余長)20d(余長)

15d(余長) 15d(余長)

２ 約45゜

２．

15d 2 ａ
※１

Ｌ

Ｌ
※２

３ｈ

15d 2

Ｌ３ｈ※２

３ｈ

２．

３．先端の折曲げの長さＬは、梁せいからかぶり厚さを除いた長さとする。

Ｌ

Ｌ
２

２

２．先端小梁終端部の主筋は、片持梁内に水平定着する。

３．先端小梁の連続端は、片持梁の先端を貫通する通し筋としてよい。

 /4  /2  /4
20d（余長）

15d（余長）

０ /4  /2  /4
/4

15d(余長)

15d(余長)

15d(余長)

15d(余長)

20d(余長)

２

Ｌ
２

（２）地中梁下の砂利地業厚及び捨てコンクリート地業厚は構造図による。

０ /4を加えた範囲以内下端筋：柱面より梁せい（Ｄ）以上離し、

/2以内０

（２）継手中央部の位置、定着長さ及び余長は図8.3及び図8.4による。

（ｂ）大梁主筋の継手及び定着の一般事項

打増し部分を含まない。

（３）打増し部分にスラブ、壁、梁金等が取付く場合は、スラブ、壁、梁筋等の定着長さには、

（１）継手中心位置は、次による。

上端筋：中央

（３）梁筋は、連続端で柱に接する梁筋が同数の時は柱をまたいで引き通すものとし、鉄筋の本数が異な

る場合には、図8.1のように反対側の梁に定着する。外端部や隅部では、折り曲げて定着する。

（５）梁にハンチをつける場合、その傾斜は構造図による。

※２

※２

※１

Ｌ２

※１

/4
≦

3h
≦

3h
０

０
/4

15
d

15
d

１
1.

5P
1.

5P

D≦100

1,200≦Ｄ≦1,500

２

/3 /3

※ ２ Ｌ　 を確保出来ない場合は、標仕(5.3.4(5)(イ))によることが出来る

3ｈ　※１ Ｌ　を確保出来ない場合は、標仕(5.3.4(5)(イ))によることが出来る

なお、定着の方法は標準仕様書5.3.4(5)(イ)による。

２．隣り合う継手の位置は、表4.2［隣り合う継手の位置］による。
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垂れ壁のある場合垂れ壁のない場合

9.1　壁

（ａ）一般事項

柱

梁

主筋位置

≦P＠

P＠

≦P＠

主筋位置

梁

主筋位置

≦P＠

P＠

≦P＠

主筋位置

Ｌ

（注）図中のP＠は、特記された壁筋の間隔を示す。

図9.1　壁の配筋

（ｂ）壁の基準配筋は表9.1により、種別は構造図による。

表9.1　壁の基準配筋

種別 縦筋及び横筋 断面図（mm）

(注)　壁筋の配筋順序は、規定しない。

（ｃ）片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋は表9.2により、種別は構造図による。

表9.2　片持スラブ形階段を受ける壁の基準配筋

種別

横筋

縦筋

横筋

縦筋

縦筋及び横筋 断面図（mm）
種別(表11.1)

階段の配筋

(注)　縦筋は，横筋の外側に配筋する。

継手 Ｌ

Ｌ

Ｌ Ｌ Ｌ

交差部（水平断面）

端部（垂直及び水平断面） 外壁の端部（垂直及び水平断面）

※　耐震壁の重ね継手長さは、4.1(a)(2)(注)3に規定する継手長さ

図9.2　壁の交差部及び端部の配筋

9.2　壁の補強

（ａ）壁開口部の補強

（１）耐震壁を除く壁開口部の補強筋は、Ａ形は表9.3、Ｂ形は表9.4とし、適用は13.3(b)(1)による。

なお、耐震壁の補強筋は、構造図による。

表9.3　壁開口部補強筋（Ａ形）

壁の種別
補強筋

縦横 斜め

表9.4　壁開口部補強筋（Ｂ形）

壁の種別
補強筋

縦横 斜め

（ｂ）コンセントボックス等を壁に埋め込む場合の補強は、13.3(b)(3)による。

（２）壁開口部補強の定着長さは、図9.3による。

開口Ｌ

Ｌ

Ｌ

図9.3　壁開口部補強筋の定着長さ

10.1　スラブ

（１）スラブ及び土間コンクリートの上がり下がりは、FLを基準とした寸法値とする。

（３）土間コンクリート補強筋(S0）の配筋及びコンクリート厚さは13.4(a)(1)による。

（４）スラブの基準配筋（Ｓ形基準配筋）は表10.1及び図10.1により、配筋種別及びスラブ厚さは、

構造図による。

表10.1　Ｓ形基準配筋

配筋

種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

全域

配筋

種別

 短辺方向（主筋）

全域

 長辺方向（配力筋）

全域

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

同　上

（注）上端筋，下端筋とも同一配筋とする。

長辺方向（配力筋）

短辺方向（主筋）

短辺方向

長
辺
方
向

大梁柱 柱

大
梁

小
梁

柱 柱

図10.1　スラブの配筋

（７）定着長さ及び受け筋は、図10.2による。

ただし、引き通すことができない場合は、図10.3により梁内に定着する。

Ｌ

Ｌ

図10.2　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その１）

受け筋

余長

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

余長

受け筋
余長

Ｌ

Ｌ

（イ） （ロ） （ハ）

一般スラブの場合

受け筋

受け筋
余長

Ｌ

Ｌ

耐圧スラブの場合

図10.3　スラブ筋の定着長さ及び受け筋（その２）

10.2　片持スラブ

片持スラブの配筋は、次による。

（１）片持スラブの基準配筋（ＣＳ形基準配筋）は、表10.2並びに図10.4及び図10.5により、配筋種別及び

表10.2　ＣＳ形基準配筋

配筋種別 主筋

下

上

上

下

上

下

上

下

下

上

下

上

下

上

配筋種別 主筋

Ｌ

配力筋
主筋

受け筋

Ｌ

配力筋
主筋

受け筋

先端部補強筋

（段差なし）

（段差あり）

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図10.4　片持スラブの配筋（ＣＳ１からＣＳ５）

受け筋 D13
主筋

Ｌ

先端部補強筋

（段差なし）

Ｌ配力筋

 受け筋 D13

配力筋

主筋

Ｌ

先端部補強筋

（段差あり）

Ｌ

Ｌ

（注）１．先端の折り曲げ長さＬは、スラブ厚さよりかぶり厚さを除いた長さとする。

図10.5　片持スラブの配筋（ＣＳ６及びＣＳ７）

（２）先端に壁が付く場合の配筋は、図10.6による。

Ｌ

先
端
壁
厚

以
上

10
0以

下

先端壁の縦筋

の径及び間隔

に合わせる

Ｌ

10
0以

下
10
0以

下

先
端
壁
厚
以

上Ｌ

図10.6　先端に壁が付く場合の配筋

（３）出隅部

（i） 補強の配筋は構造図により、配筋方法は、図10.7による。

（ii）出隅受け部分（図10.7の斜線部分）の補強筋は構造図による。

一般スラブ配力筋

出隅部

Ｌ

補強筋の定着

出隅部分の補強筋

Ｌ

(注) ≧ とする

出隅受け部

(注)1. ≧ とする
2．出隅受け部配筋は柱

又は梁にＬ 定着する。

出隅部分補強配筋 出隅受け部配筋

図10.7　片持ちスラブ出隅部の補強配筋

10.3　スラブ等の補強

（ａ）スラブ開口部の補強

スラブ開口部の補強は、特記による。

Ｌ

ｎ

Ｌ

２(

２
ｎ(

図10.8　スラブ開口部の補強配筋

（i）スラブ開口の最大径が700mm以下の場合は、図10.8により開口によって切られる鉄筋と同量の

（ii）スラブ開口の最大径が両方向の配筋間隔以下で、鉄筋を緩やかに曲げることにより､開口部

を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

（ｂ）屋根スラブの補強

屋根スラブの出隅及び入隅部分には、図10.9により、補強筋をを上端筋の下側に配置する。

図10.9　出隅及び入隅部の補強配筋

（ｃ）土間スラブの打継ぎ補強

基礎梁とスラブを一体打ちとしないで、打継ぎを設ける場合の補強は図10.10による。

ただし、土間スラブとは、土に接するスラブでＳ形の配筋によるものをいう。

ａ＞３００の場合は特記による。

Ｌ

Ｌ

中間部

Ｌ

Ｌ

端部

同材質，同間隔

スラブ筋と同径，

（注）ａ≦300の場合

図10.10　打継ぎ補強配筋

（ｄ）土間コンクリートの補強

土間コンクリートの補強筋は、構造図による。なお、基礎梁との接合部は、図10.11による。

ａ＞３００の場合は特記による。

土間コンクリート補強筋

Ｌ

Ｌ Ｌ土間コンクリート

補強筋の鉄筋径及

び間隔に合わせる

中間部 端部

図10.11　土間コンクリートと基礎梁との接合部配筋

11.1　片持スラブ形階段

片持スラブ形階段の基準配筋は、表11.1及び図11.1により、寸法及び配筋種別は、構造図による。

表11.1　片持スラブ形階段の基準配筋

配筋種別

配筋図

配筋種別

配筋図

t t

t

t t

t

Ｌ

Ｌ

Ｌ （注）１．壁配筋は、9.1（ｃ）による。

３．スラブ配力筋の継手及び定着の長さは、表4.3

図11.1　片持スラブ形階段配筋の定着

本

本
)本

【※】

１ ２

Ｌ
１

２

W12

W15A

W15B

W18A

W18B

W20A
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２
Ｌ
２

Ｌ
２

Ｌ
２

1-D13

1-D13

1-D13

1-D13

2-D13

2-D13
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1-D13 1-D13 1-D13
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W18，W20

2-D13

4-D13

1-D13

2-D13

１

Ｌ１

１

１

（２）土間スラブ下の砂利地業厚及び捨てコンクリート厚は13.1(1)による。

S 1

S 2

S 3

S 4

S 5

S 6

S 7

D13-100@

D13-150@

D10,D13-150@

D13-100@
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D10-200@

D10-250@

（６）鉄筋の重ね継手長さは、Ｌ　とする。

（５）配筋の割付けは、中央から行い、端部は定められた間隔以下とする。

１

２

３

受け筋 (D13)

受け筋 (D13)

２

ｂ

３

２

ｂ

３ ３

２

Ｌｂ

(D13)

(D13)

(D13)

(D16) Ｌ
２

２

ｂ

スラブ厚さは、構造図による。

CS1

CS2

CS3

CS4

D13-100@

D13-200@
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D13-300@

D10,D13-150@

D10,D13-300@

D10,D13-200@
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CS5
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先端部補強筋
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２
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１

１ ２

１

鉄筋で周囲を補強し、隅角部に斜め方向に2-D13（ = 2Ｌ１ ）シングルを上下筋の内側に

配筋する。

Ｌ
１

１

１

Ｌ

ｎ )本１

１

ｎ１

２

２
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Ｌ
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KA3 KA4
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２
Ｌ

３ ２

２

［鉄筋の定着の長さ］のＬ３ とする。

（３）打増し部分に壁及びｽﾗﾌﾞ等が取付く場合は、鉄筋の定着長さに打増し部分を含まない。

（２）幅止め筋は、縦横ともD10-1,000＠程度とする。

（１）壁配筋の重ね継手及び定着の長さは、重ね継手長さをＬ　、定着長さをＬ　とする。

鉄筋の継手位置は、柱、梁部以外とする。

（e）壁の交差部及び端部の配筋は、図9.2による。

（d）土圧を受ける壁の配筋は、構造図による。

10ｄ以上

8d以上

8d以上

２
Ｌ

10ｄ以上

出
隅

部
分
の
補

強
筋

2．階段主筋は、壁の中心線を越えてから縦に下ろす。
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11.2　二辺固定スラブ形階段

二辺固定スラブ形階段の基準配筋は表11.2並びに図11.2及び図11.3により、寸法及び配筋種別は、

構造図による。

表11.2　二辺固定スラブ形基準配筋

配筋種別 上端筋、下端筋とも（全域）

余長
Ｌ

Ｌ
Ｌ

t

t

余長Ｌt

Ｌ

Ｌ

図11.2　二辺固定スラブ形階段配筋（その１）

Ｌ

Ｌ

余長 Ｌ

t

（注）下図の場合にも二辺固定スラブ形階段配筋を準用する。

Ｌ

図11.3　二辺固定スラブ形階段配筋（その２）

12.1　梁貫通孔

（ａ）梁貫通孔は、次による。

(１)  梁貫通孔補強筋の名称等は、図12.1による。

(３)  孔の上下方向の位置は図12.2による。

(６)  縦筋及び上下縦筋は、あばら筋の形に配筋する。

(９)  溶接金網の余長は1格子以上とし、突出しは10mm以上とする。

(10)  溶接金網の貫通孔部分には、鉄筋 1-13φのリング筋を取り付ける。

くが、その場合の範囲は特記による。

口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。

なお、リング節は、溶接金網に４箇所以上溶接する。

設けないこととする。

横筋

斜め筋

上縦筋

縦筋

あばら筋

下縦筋 下縦筋

斜め筋

横筋

縦筋
あばら筋

上縦筋

Ｈ形

斜め筋 縦筋 斜め筋 あばら筋

突出し

余長
かぶり

貫通孔外径

余長
かぶり

突出し

縦筋

リング筋

突き合せ溶接

余長突出し

リング筋

溶接金網

あばら筋

Ｄ

ＭＨ形及びＭ形

図12.1　梁貫通孔補強筋の名称等

溶接金網

Ｄ

柱 柱

大梁

（小梁のない場合）

小梁

Ｄ

柱 柱

大梁

（小梁のある場合）

（注）１．梁貫通孔のへりあき寸法ｄは下記による

･ ･ ･

･ ･ ･

：梁貫通孔を設置出来る範囲

図12.2 梁貫通孔の設置範囲

Ｌ

Ｌ

図12.3　補強筋の定着長さ

45゜ 45゜

Ｄ

図12.4 他の開孔を設けない範囲

（ｂ）梁貫通孔の補強形式は表12.1～表12.3により、配筋種別は構造図による。

表12.1　H形配筋

配筋図上下縦筋横筋縦筋斜め筋配筋種別

なし

なし なし

（注）

表12.2　M形配筋

配筋種別 縦筋 溶接金網 配筋図

なし

（注）

表12.3　MH形配筋

配筋種別 斜め筋 縦筋 溶接金網 配筋図

なし

なし

（注）

12.2　コンクリートブロック帳壁との取合い

（ａ）控壁は、次による。

（１）控壁の配置は、構造図による。

（２）配筋は、図12.5による。

コンクリートブロック帳壁

（ｂ）帳壁が土間コンクリート上に設置される場合の補強は、図12.6による。

図12.5　控壁の配筋（水平、垂直とも）

コンクリートブロック帳壁

コンクリートの厚さ

図12.6　壁付き土間コンクリートの補強配筋

12.3　パラペット

パラペットの先端補強筋は、図12.7による。尚、コンクリート厚さ及びパラペット配筋は構造図による。

パラペット配筋
（構造図による）

パラペット配筋
（構造図による）

先端補強筋

先端補強筋先端補強筋

図12.7　パラペットの配筋

は、一般部分のあばら筋を示す。

は、一般部分のあばら筋を示す。

は、一般部分のあばら筋を示す。

KB1

KB2

KB3

KB4

KB5

KB6

KB7

D13-200@

D13-150@

D13-100@

D13,D16-150@

D16-150@

D16-125@

D16-100@

 0
Ｌ２

Ｌｂ

３

D10-200@
D13

D10

D10-300@

150

D10-200@

２

２

D10

D10
D13

Ｌ２

Ｌｂ

３

２

２

 0２

ｂ

150

３

D10

D10

D10-300@

Ｌ２

３

 0

(４)  孔は、柱面から原則として、1.5Ｄ（Ｄは梁せい）以上離す。ただし、基礎梁及び壁付帯梁は除

(５)  孔が並列する場合の中心間隔は、孔の径の平均値の３倍以上とする。

(７)  補強筋は、主筋の内側とする。また、鉄筋の定着長さは、図12.3による。

(８)  孔の径が梁せいの1/10以下、かつ、150mm未満のものは、鉄筋を緩やかに曲げることにより、開

(11)  溶接金網の割付け始点は、横筋ではあばら筋の下側とし、縦筋では貫通孔の中心とする。

(12)  貫通孔の位置は図12.4のように開孔をはさむ±４５度の領域（ハッチ部）には他の開孔を

Ｄ/2

1.5D以上 1.5D以上

d

d
1/3D

3/8L 1/4L 3/8L
L

1.5D以上 1.5D以上
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2-6φ-100@
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D10

D13

D10-200@

D16

Ｌ
２

Ｌ
２

ｔ

D10

800

D10-200@

2-D13

2-D13

Ｌ
２

Ｌ
２

4-D13

2-D13
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(２)  孔の径は、梁せいの1/3以下とする。孔が円形でない場合はこれの外接円とする。
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一級建築士登録   第190585号

No Scal e
配筋標準図　 №4

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

08

R6 02
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事



<両側スラブ>

Ａ形形 Ｂ形

<片側スラブ>

その他

右記以外に適用する。 風除室・ポーチ・外部通路・車路

凡例

砂利地業

捨コンクリート

１３．２　異形鉄筋の末端処理

（ａ）　梁

（１）梁の２段非対称配筋は下図による。

スラブのない側とする いずれでもよい

１３．３　壁の配筋

梁中心

柱中心

梁（土圧、水圧などを受ける壁の場合）

＜柱＞
＜梁＞

壁
Ｄ１３

スラブ

（ａ）　定着

（１）壁筋が、梁，柱主筋の外側に配筋される場合の定着は下図による。

（２）壁筋をスラブに定着させる場合は下図による。

（ｂ）　壁開口部の補強

（２）シングル配筋の壁で盤類が埋設される場合は、下記補強を行う。

（盤類） 溶接金網６φ－１００＠

溶接金網６φ－１００＠

開口部を避けて配筋できる場合は、補強を省略することができる。）

（３）コンセントボックスの補強は下記による。（但し、最大径が３００ｍｍ以下で鉄筋を緩やかに曲げることにより、

コンセントボックス

１－Ｄ１３

１３．４　スラブの配筋

（ａ）　土間コンクリート

（１）土間コンクリート厚は130,補強筋はタテ・ヨコ共D10-200@シングルとする

ＲＣ壁

縦横共Ｄ１０－２００＠
（土間補強筋　上側）

（ｂ）　段差のあるスラブの補強

（１）同一土間スラブに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。

（２）同一土間コンクリートに段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。

ｈ

ｂ：１．７５ｈかつ２００以上

（ｃ）　トラフの補強

（１）スラブにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。

（２）土間コンクリートにトラフの段差がある場合、下図の補強を行う。但し、ｈ＞２００の場合は、特記による。

スラブ配筋と同径同ピッチ

７０＜ｈ≦２００

ｂ：１．７５ｈかつ２００以上（縦横共）

土間コンクリート配筋と
と同径同ピッチ（縦横共）

７０＜ｈ≦２００

ｂ：１．７５ｈかつ２００以上

１３．５　その他の配筋

（ａ）　打増し

（１）打増し部分は、かぶり厚さに含まない。ただし、土に接する柱は除く。

（躯体取合いによる打増しとし、仕上による打増しは含まない。）

　（６）土に接する部分の打増し

柱

梁

梁

梁
梁

柱

梁

梁

梁

▽地盤面

（ｂ）　ピット配筋図

（１） 便所ピット及び配管ピットの配筋は下図による。

打増し

１－Ｄ１６

１－Ｄ１３
Ｄ１０@２００
（縦横共シングル）

１－Ｄ１３

Ｄ１３＠２００（縦筋）
Ｄ１０＠２００（横筋）

ＶＰ１５０φ
（半割）

打増し補強無し

打増し

１－Ｄ１６

１－Ｄ１３
Ｄ１０@２００
（縦横共ダブル）

Ｄ１０@２００
（縦横共ダブル）

１－Ｄ１３

打増し補強無し

地中梁下端とピット底版上端が同じ場合Ｌｏ＞2,000  Ｌｏ：短辺方向の内法長さ

（ｃ）　設備機器基礎の配筋は下図による。但し、ｈ＞４００の場合は特記による。

Ｄ１０@２００（縦横共）
Ｄ１３＠２００（縦横共）

（d）　コンクリートブロック（CB）帳壁

ＲＣリブ壁を設ける。

（４）垂れ壁、立ち上がり壁の配筋は、タテ・ヨコＤ１０－２００＠シングルとする。

記号

ＣＢ１０

ＣＢ１２

ＣＢ１５ １５０

１２０

１００ ２，４００

３，０００

３，４００

（ｅ）　躯体に埋設される配管等について

（１）躯体埋設配管等に対する構造上の注意事項は、別に「コンクリート躯体に埋設される配管の取扱いについて」を定

めているので、監督職員との協議のうえ対応すること。

１３．６　梁貫通孔補強リスト

（ａ）梁貫通孔補強（図示以外）

（１）貫通孔の補強筋は下記による。補強筋は構造関係共通図　図１２．１～表１２．４及び

　　表１２．１～表１２．３による。スリーブ材質は表１３．１による。

階 梁記号 スリーブ内径 梁　幅 梁せい 数量 補強種別・記号 備　考

SP（白管）記号（建築用）

つば付き鋼管（黒管）硬質塩化ビニル管（薄肉管）溶融亜鉛めっき鋼版鋼　管管　名

１３．７　壁開口補強リスト

（ａ）壁開口補強（図示以外）

壁記号階 壁　厚 数量 開口寸法 備　考

構造関係共通図　表９．３，表９．４及び図９．３による。

１３．８　床開口補強リスト

（ａ）スラブ開口補強（図示以外）

設備工事に伴う、スラブの開口補強は下記による。補強筋は特記による。特記がなければ、

設備工事に伴う、壁の開口補強は下記による。補強筋は特記による。特記がなければ、

構造関係共通図　図１０．８による。

階 スラブ記号 スラブ厚 数量 開 口 寸 法 備　考

ｈ≦７０ ７０＜ｈ≦２００

７０＜ｈ≦２００

１３．その他

１３．１　地業

（１）土間コンクリート・土間スラブ下

一般室

ＣＢ厚 Ｈ又はＷの最大値

Ｌ

Ｌ
 か

つ
梁
中

心
線
を

越
え

る

Ｌ

Ｌ

Ｌ

ｈ

45°

ｈ

ｂ

45°

Ｌ

ｂ Ｌ

ｈ
ｈ

ｂ

Ｌ

壁厚

土に接する部分

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ

Ｌ
２ 150

10
0

Ｌ

Ｌ２

２

Ｌ

ｈ ｈ

Ｌ

構造関係共通図 （特記事項）

150以上 ２Ｌ かつ柱中心線を越える

Ｌ
２

２

15
0以

上

150以上

２
Ｌ
２

２

２

（１）開口補強（設備開口を含む）は特記による。

500

50
0

設備配管

Ｌ
３

３

（２）土間コンクリートの上にＲＣ壁が取り付き、その下に地中梁がない場合は、下図の補強を行う。

Ｌ２

ｈ

5ｈ

ｈ≦７０

Ｌ２

ｂ
Ｌ２

ｂ：１．７５ｈかつ２００以上

Ｌ２

Ｌ２

２

２

２

Ｌ２

（２）部材の軸方向の補強筋の定着長さはＬ２とする。

（３）打増し部が７０ｍｍ未満の場合、補強を行わない。

（４）柱と梁が同一面とする場合の打増しは下図による。

25

25

25

10

35=10+25

10 35
=1
0+

25

10

10
0

Ｌｏ≦2,000

２

２

150

２

２ 150

10
0

２

Ｌｏ≦2,000  Ｌｏ：短辺方向の内法長さ

２ 180

２

２

２ ２

ｈ≦200の場合

（１）特記なきＣＢは厚さ１２０ｍｍとする。

（２）ＣＢの積み高さ又は積み幅は下表の値とし、その上又は下に同じ厚さのＲＣ壁若しくはその両端に

（３）ＣＢは垂れ壁・腰壁又は帳壁に定着する。特記がなければＡ型（垂れ壁・立ち上がり壁）とする。

（５）コンクリートブロックの腰壁・立ち上がり壁又は帳壁への配力筋の定着は下図による。

40
d

40
d

40d

配力筋の定着は25dとする

表13.1　スリーブ材質の凡例　

GA VU RS

土
間
コ
ン
ク
リー

ト

土
間
ス
ラ
ブ

５
０

６
０

５
０

２００＜ｈ≦400の場合

月 日訂正

有限
会社 佐々木章設計事務所
〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号

TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

設計年月日

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

製図 担当

検図 承認印

・　　・　

承認年月日 図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

S -

・ 　 　 　 ・ 　

設計

堀　 川

堀　 川

有限会社　エイムス

構造設計一級建築士 第4221号 　堀川  孝志

一級建築士登録   第190585号

No Scal e
配筋標準図　 №5

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

09

R6 02
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事



Ｃ Ａ
Ｂ

Ｅ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｅ

Ｃ Ａ
Ｂ

Ｅ

Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｃ Ａ
Ｂ

Ｅ

Ｄ

Ｆ

Ｃ
Ａ

Ｂ

Ｅ

Ｅ

Ｄ
Ｄ

Ｆ

Ｅ

Ｅ

Ｄ

Ｆ

Ｄ

Ｃ

Ｂ
Ａ

開口径
1％以上1％未満

2組1組　　 H＜150

3組2組150≦H＜300

3組3組300≦H 　　

（２）　孔際あばら筋の組数は、下表の標準組数以上とする。

（１）　開口部あばら筋の組数は、開口が無いとした場合に配置されるあばら筋組数以上とする。

【開口に対して片側に配置する孔際あばら筋の標準組数】

ダイヤレンＮＳ

【1　組】 【2　組】 【3　組】

50

孔際あばら筋

ダイヤレンＮＳ ダイヤレンＮＳ

孔際あばら筋 孔際あばら筋50

50

50 5050※ ※ ※

４．開口部あばら筋の配筋要領

梁貫通孔補強材 ダイヤレンＮＳ設計・施工標準仕様書

【ダイヤレンＮＳ　標準形状】

１．一般事項

サイズ
寸　　法

A CB D E
Ⅰ 6 205 115 127 45

205 115 45

205

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

8

10

13

16

210

230

95

80

100

127

155

183

183

55

65

65

289

289

289

296

325

100φ

(H≦115)

スリーブ径
(対応径)

形状 Ho

① 204

①

重量
(kgf/枚)

②

②

③

205

206

211

227

0.55

0.85

1.14

2.01

3.46

（特記外単位：mm）

45

45

F

45

48

55

５．開口部上下補強要領（350φ以上の場合）

（１）　本仕様書は、ダイヤレンＮＳの標準仕様を定めるものであり、各設計における特記仕様は、本仕様書に

　　　　優先して適用する。

（２）　本設計仕様に記載のない事項については、建築基準法・同施行令、（一財）日本建築センター及び

　　　　（一社）日本建築学会の関連する諸指針や諸規準、ダイヤレンＮＳ技術マニュアルによる。

（１）　開口の左右に配筋する1組目の孔際あばら筋の間隔が梁せいの1/2以上または450mm以上（開口径で

　　　　350mm以上）になる場合は、開口部上下補強筋と水平補強筋により主筋を拘束するための補強を行う。

（２）　開口部上下補強筋は、一般部あばら筋と同径以上かつ同鋼種とし、一般部あばら筋のピッチ以下と

　　　　なるように配筋する。（丸鋼及びインデントは不可）

（３）　梁幅が400mm未満もしくはコ型補強筋の梁主筋側重ね長さが25d（dは鉄筋の呼び径）以下の場合は、

　　　　Ｕ型またはΠ型の形状で補強を行う。

（４）　水平補強筋は、一般部あばら筋より1段上の径以上とし（SD295A程度）、開口径の2.5倍以上の長さとする。

開口上下部分の補強要領（Ｕ型補強筋で補強する場合の例）

腹筋

ダイヤレンＮＳ

水平補強筋

水平補強筋

ダ
イ
ヤ

レ
ン
Ｎ
Ｓ

＋

キャップタイ

Ｕ型補強筋

D

　40mm以上とする。
※印部分のかぶり厚さは2.5H以上

（水平補強筋の長さ）

※

※
　　一段上の径以上)
(一般部あばら筋より
水平補強筋

H≧350

開口部上下補強筋
450mm以上

７．施工における注意事項

ダイヤレンＮＳ

（１）　補強設計によってダイヤレンＮＳが3枚以上になった場合で中子筋が無い場合は下図のように

　　　　保持鉄筋等に結束する。

（２）　ダイヤレンＮＳはあばら筋に対して斜め45度の傾きをもって必要な耐力が期待できるため、

可 可

２．使用材料の適用範囲

（１）　コンクリート

（２）　鉄筋

　　　　　・ダイヤレンＮＳ：KSS785-K（MSRB-0004）、MK785（MSRB-0067）

柱 柱

３．貫通孔適用範囲

（１）　開口の形状は円形または多角形とし、多角形の場合はその外接円を開口とみなす。

（２）　開口径（H）は開口外径とし、750mm以下かつ梁せいの1/3以下とする。ただし、上下に複数の開口を

　　　　設ける場合は、当該複数孔の開口径の合計は梁せいの1/3以下とする。

（３）　隣接する開口の水平及び鉛直方向中心間距離（L）は開口径の3倍以上とし、隣接する開口の径が異なる

（５）　水平方向の開口位置は、柱際から開口中心までの距離（L'）を梁せい以上とする。

D

　　　　場合は、両開口径の平均値の3倍以上とする。また、上下に複数の開口を設ける場合には、最大径の

　　　　範囲内にその他の開口を配置することとする。

 　　　 ただし、ダイヤレンＮＳをあばら筋の内側に施工することとする。

L'≧D L≧(H1＋H2)/2×3

H1 H2

HC1

HC2

（４）　へりあき（HC1,HC2）の最小寸法は下式による。

　　　　　へりあき≧(ダイヤレンＮＳのE寸法－開口径H)/2＋ダイヤレンＮＳの鉄筋径/2

H3,H4≦750mm かつ Σ(H3,H4)≦D/3

HC1,HC2≧(ダイヤレンＮＳのE寸法－H1)/2＋ダイヤレンＮＳの鉄筋径/2

L≧(H3＋H4)/2×3

H3＜H4のとき、
H3をH4の範囲内に配置する

L'≧1.5D

H3

H4

H1,H2≦750mm かつ H1,H2≦D/3

　　　　下図の「可」のように施工すること。

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

230

230

235

240

240

140

140

125

110

110

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

325

325

332

339

339

(H≦141)

125φ

①

①

②

②

③

222

223

227

232

234

0.60

0.94

1.27

2.26

3.57

45

45

48

50

50

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

255

255

260

260

265

165

165

150

130

135

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

360

360

367

367

374

(H≦166)

150φ

①

①

②

②

③

239

240

245

246

251

0.66

1.03

1.38

2.41

3.88

45

45

47

47

50

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

280

280

285

285

290

190

190

175

155

160

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

395

395

403

403

410

(H≦191)

175φ

①

①

②

②

③

257

258

263

264

269

0.71

1.12

1.50

2.61

4.19

45

45

47

47

50

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅴ

6

8

10

13

16

305

305

310

310

320

215

215

200

180

190

127

127

155

183

183

45

45

55

65

65

431

431

438

438

452

(H≦216)

200φ

①

①

②

②

③

275

276

280

282

290

0.77

1.20

1.61

2.81

4.57

45

45

47

47

50

50

50

45

45

45

5.31

3.29

1.83

1.40

0.89

326

324

316

315

314

②

②

②

①

①

250φ

(H≦270)

523

523

509

509

509

80

65

55

45

45

226

183
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370
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360
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13
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8

6

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

50
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45

45

5.93

3.69

2.05

1.57

1.01
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359
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②

②

②

①

①

300φ

(H≦320)
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593

579

579

579

80

65

55

45

45

226

183

155

127

127

260

290

300

320

320

420

420

410

410

410

16

13

10

8

6

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

50

50

45

45

45

6.55

4.09

2.28

1.75

1.12

396

395

386

385

384

②

②

②

①

①

350φ

(H≦370)

664

664

650

650

650

80

65

55

45

45

226

183

155

127

127

310

340

350

370

370

470

470

460

460

460

16

13

10

8

6

Ⅴ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

※寸法は、鉄筋の芯－芯間とする

　開口中心までの距離

※表中Hoは、かぶり厚さ40mm、あばら筋16mmとした場合のコンクリート面から

　厚さを40mmとした場合の開口外径

※対応径は、スリーブ面とダイヤレンＮＳ内リング筋の内側面までのかぶり
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7.35

4.11

18.11

11.32
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3.89

17.17

10.69

6.55

3.67

16.24

10.07

6.16
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9.18

5.68

3.17
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8.56

5.28
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13.04

7.94
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7.31
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536
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②

②

②
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②

②
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(H≦470)
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1272
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1032
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909

749
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947
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80
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155
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740

750

760

756

690

700

710

706

640

650

660

656

590

600

610

586

520

540

550

536

470

490

500

486

420

440

450

470

436

370

390

400

420

900

900

880

870

850

850

830

820

800

800

780

770

750

750

730

720

680

680

670

660

630

630

620

610

580

580

570

560

560

530

530

520

510

510

16

13
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16

16
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16

16
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16
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8
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13

10

8
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Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

Ⅳ-3R

Ⅳ

Ⅲ

Ⅱ

Ⅰ

16

13

10

16

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

Ⅴ-3R

16

16

16

16

16

16

16

16

230 65154 237 455 57 ⑤ 6.14 292

237 65 ⑤

237 65 ⑤

237 65 ⑤

237 65 ⑤

240 164 469 49 6.31 299

189 504 49 6.78 316

290 214 540 49 7.25 334

320 244 582 52 7.82 355

370 276 292 80 683 50 ④ 9.11 406

④

④

420 326 292 80 753 50 10.04 441

470 376 292 80 824 50 10.98 476

※へりあきの最小寸法

D
E

265

②1箇所溶接型
　(2重リング)

③2箇所溶接型
　(2重リング)

④1箇所溶接型
　(3重リング)

⑤3箇所溶接型
　(3重リング)

①一筆型
(2重リング)

（６）　上下に複数の開口を設ける場合の水平方向の開口位置は、L'を梁せいの1.5倍以上とする。

　　　 　　　　　　　＋あばら筋径＋かぶり厚さ(40㎜以上)

　　　　　＋あばら筋径＋かぶり厚さ(40mm以上)

　位置とし、標準は50mmとする。

※必要なかぶり厚さを確保した

（かぶり厚さ40mm、あばら筋径を16mmと仮定した数値）

ダイヤレンＮＳを使用した場合のコンクリート面から

開口中心までの距離（Ho）を左表に示す。

かぶり厚さ＋あばら筋径

６．施工要領例

（１）　型枠上に開口の位置と開口径等を墨出しする。

　　　　（束ね配筋は、2組までは束ねることができるが、3組以上は束ねてはならない。）

（５）　孔際あばら筋を配筋するのが困難な場合は、束ね配筋にすることができる。

（３）　ダイヤレンＮＳを左右の孔際あばら筋の間から挿入し、孔際あばら筋等に4か所以上結束する。

（４）　スリーブをダイヤレンＮＳのスリーブ受け筋にセットし、針金等で固定する。

（２）　補強設計上必要な孔際あばら筋と一般部あばら筋を配筋する。孔際あばら筋は、1組目は必要なかぶり厚さを

　　　　確保した所定の位置に配置し、2組目以降はそれぞれ50㎜ピッチで配筋する。孔際あばら筋と一般部あばら筋

　　　　の間隔は、設計ピッチ以下とする。

（６）　開口部周囲のそれぞれの鉄筋のかぶり厚さが適正に確保されていることを確認する。

型

　　　　Fc＝21～100N/mm

　　　　　・主筋　　　　　：基準強度295～490N/mm のJIS鉄筋、490を超え685N/mm 以下の大臣認定品

　　　　　・あばら筋　　　：基準強度295～490N/mm のJIS鉄筋、490を超え1275N/mm 以下の大臣認定品

2 2

2 2

一般部あばら筋比（p ）w

2

（一財）日本建築センター　ＢＣＪ評定-RC0124-08

E'

E'＝E/2＋鉄筋径/2

Ho

Ho＝かぶり厚さ＋あばら筋径＋E'

不可不可

保持鉄筋（SD295程度）

８．ダイヤレンＮＳ標準製品寸法表

※機械設備もしくは電気設備工事

同等品の使用可

月 日訂正

有限
会社 佐々木章設計事務所
〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号

TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

設計年月日

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

製図 担当

検図 承認印

・　　・　

承認年月日 図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

S -

・ 　 　 　 ・ 　

設計

堀　 川

堀　 川

有限会社　エイムス

構造設計一級建築士 第4221号 　堀川  孝志

一級建築士登録   第190585号

梁貫通孔補強材仕様書
No Scal e

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

10

R6 02
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
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(別表3.3)
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16㎜＜ｔ≦40㎜の場合

（単位：㎜）
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(2) 溶接記号の記載方法

溶接記号の記載方法は、図３.１による。

ただし、溶接方法又は溶接面の指定を行わない場合は、溶接継手記号のみを記入する。

完全溶込み溶接及び部分溶込み溶接の場合は、引出線を折線とし、開先をとる部材面に先端を向けるもの

とする。

溶接方法（手溶接又は半自動溶接）

溶接面（両面溶接）

溶接継手（突合わせ継手）

溶接記号の記載方法

（単位：ｍｍ）

及びセルフシールドアーク半自動溶接

１（片面溶接） ２（両面溶接）

ｔ≦６

基本記号 基本記号

サブマージアーク自動溶接

１（片面溶接） ２（両面溶接）

ｔ≦12

基本記号 基本記号

6＜ｔ≦19

基本記号 基本記号 基本記号 基本記号

12＜ｔ≦22

19＜ｔ≦40

基本記号 基本記号 基本記号 基本記号

1／4  t≦Ｓ≦10 1／4  t≦Ｓ≦10

1／4  t≦Ｓ≦10 1／4  t≦Ｓ≦10 1／4  t≦Ｓ≦10 1／4  t≦Ｓ≦10

22＜ｔ≦40

1／4  t≦Ｓ≦10 1／4  t≦Ｓ≦10

D2=（ｔ－2）／3

D1=2（ｔ－2）／3
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アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接

２（両面溶接）

６＜ｔ≦19 19＜ｔ≦40

基本記号

1／4  t≦Ｓ≦10 1／4  t≦Ｓ≦10

サブマージアーク自動溶接

１（片面溶接） ２（両面溶接）

ｔ≦12

基本記号 基本記号

基本記号 基本記号

12＜ｔ≦19
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（単位：ｍｍ）

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接

２（両面溶接）１（片面溶接）
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22
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隅肉溶接の開先標準

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

Ａ

Ｈ

隅肉溶接のサイズ（Ｓ）

ｔ≦16㎜の場合

隅肉溶接のサイズ（S)は、有効のど厚の和が板厚（t）と等しくなるよう、図3.7により求めたものである。(注)

表３.２

図３.３　隅肉溶接のサイズ
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以上

以上

６
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ｔ 裏当て金の厚さ

ｔ≦９

ｔ＞９

Ｓ

９

５手　溶　接

半自動溶接

溶接方法

自動溶接

（単位：㎜）（単位：㎜）

（単位：ｍｍ）

（単位：ｍｍ）

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接

２（両面溶接）

16≦ｔ≦40

１（片面溶接）

12≦ｔ≦40

基本記号 基本記号部分とけこみ溶接 部分とけこみ溶接

1／4  t≦Ｓ≦10

22ｔ 12 1916 362825 32 40

13Ｄ 10 1211 1413 15 15 16

D1=（ｔ－2）／2

D2=（ｔ－2）／2

1／4  t≦Ｓ≦10

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接及びセルフシールドアーク半自動溶接

１（丸鋼等片面溶接） ２（丸鋼等両面溶接） ３（軽量形鋼Ｖ形溶接） ４（軽量形鋼レ形溶接）

基本記号 基本記号 基本記号 基本記号

ｔ＜３のときＳ＝３

ｔ≧３のときＳ＝ｔ
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部分溶込み溶接の開先標準

フレア溶接の開先標準

Ｌ：片面フレア溶接の場合　10d

Ｌａ及びＬｂ=１Ｓ（鉄筋については1d）以上

ｄ：異形鉄筋の呼び名に用いた数値

Ｓ：溶接のサイズ
L LbLa

（ａ）鉄筋又は軽量形鋼にフレア溶接を行う場合は下記による。

（ｂ）有効溶接長さ（Ｌ）は、ビードの始点（La）及びクレーター（Lb）を除いた部分の長さとする。

エンドタブ

３５

３８

７０

以上

以上

以上S

（単位：㎜）エンドタブの長さ

10㎜以上

エンドタブ

裏当て金

エンドタブ

S

S

溶接方法

手　溶　接

半自動溶接

自動溶接

は、この限りではない。

による。

図３.４

裏当て金の長さ 溶接のサイズ

現場溶接

全周溶接

基本記号

Ｌ－Ｐ

※完全溶込み溶接の溶接方法・溶接面は適切な溶接方法等による。

溶接方法

溶接継手

記　号分　　　　　　　　　　　　　類

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接、
セルフシールドアーク半自動溶接
サブマージアーク自動溶接

エレクトロスラグ溶接

Ａ

Ｈ

Ｅ

完全溶込み溶接

Ｌ
Ｔ

かど継手

Ｔ形継手

Ｂ突合わせ継手

フレア溶接
部分溶込み溶接 Ｐ

Ｆ隅肉溶接

片面溶接

両面溶接
溶 接 面

２

１

全周現場溶接

補助記号

（記載例）
特記事項

断続溶接の間隔

断続溶接の長さ

図３.１　溶接記号の記載例

ＦＬ

(1)

３－４

３-３　フレア溶接を行う場合の溶接長さ

S
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11
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FB(t×25㎜) FB(t×38㎜)

t

Ｆ
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Ｆ

(3)

(1)

裏当て金及び裏はつり３－５

裏当て金の溶接図３.５

1／3（ｔ-2）

2／3（ｔ-2）

2 2

ｄ ｄ

2 2
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2
2 2

2

ｄ
ｄｄ

ｄ
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エンドタブの材質は、母材と同等以上、形状は、母材と同厚・同開先のものとし、長さは、図3.11及び表3.4

ただし、あらかじめ溶接端部に欠陥が生じないことが確認された材質及び形状のものを用いる場合について

完全溶込み溶接の片面溶接に用いる裏当て金は、原則としてフランジの内側に設置し、取付け方法は、
図3.12による。
裏当て金の組立溶接は、接合部に悪影響を与えないように、エンドタブの位置又は梁フランジ幅の1/4の
位置に行う。

(2) 裏当て金の厚さ及び隅肉溶接のサイズは、表3.5及び表3.6により、材質は、原則として母材と同等以上の

ものとする。

完全溶込み溶接を両面溶接とする場合は、裏溶接の前に裏はつりを行う。
裏はつりは、健全な溶着部分が現われるまではつり取るものとする。

とができる。
ただし、自動溶接において、完全な溶込みが得られたことが確認できる場合には、裏はつりを省略するこ

両面フレア溶接の場合　 5d

(１)構造関係共通図(鉄骨標準図)は鉄骨造及び鉄骨鉄筋コンクリート造等における鉄骨の加工、組立の一般的

な標準図とする。

(２)構造関係共通図(鉄骨標準図)以外については、図面及び監督職員の指示による。

この標準図を作成するに当たり使用した仕様書等

○公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

○建築工事監理指針
国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

(3)

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

１．適用範囲

鉄　骨　標　準　図 溶接継手の種類別開先標準３－４

２．一般事項

鉄骨製作工場２－２

２－１ 設計品質

施工管理技術者、技能資格者

鉄骨は、施設に要求される構造耐力、耐久性及び耐火性等を有するものとする。

施工管理技術者の能力等を総合的に判断して選定を行う。

鉄骨製作工場は、対象工事の規模、鋼材の種別、最大板厚、加工の難易度等及び製作工場の工事実績、

鉄骨工事全般及び各製作段階における施工管理技術者及び技能資格者は、性能確保上必要とされる能力

を考慮して選定を行う。

２－３

及びセルフシールドアーク半自動溶接

１（片面溶接） ２（両面溶接）

ｔ≦６

サブマージアーク自動溶接

１（片面溶接） ２（両面溶接）

ｔ≦12

基本記号 基本記号 基本記号 基本記号

6＜ｔ≦19

基本記号 基本記号

12＜ｔ≦22

基本記号 基本記号

19＜ｔ≦40 22＜ｔ≦40

基本記号 基本記号 基本記号 基本記号

Ｇ＝ｔ

D1 =2（ｔ－2）／3

D2 =（ｔ－2）／3 D2 =（ｔ－6）／2

D1 =（ｔ－6）／2

（単位：ｍｍ）

ｔ ｔｔ

Ｇ

ｔ

6

7

2

３５° ４５°

2

6

2

３０°
６０°

6

ｔ

３５°

2 ｔ

7

2

D1

D2

６０°

４５°

6

2

ｔ

３０°
６０°

6

D2

D1
ｔ

６０°

ｔ ｔ ｔ

ｔ

突合わせ継手の開先標準

Ｈ
アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接

Ａ

(1) 完全溶込み溶接

１（片面溶接）

６＜ｔ≦40

基本記号 基本記号

1／4  t≦Ｓ≦10

及びセルフシールドアーク半自動溶接

１（片面溶接） ２（両面溶接）

ｔ≦６

基本記号 基本記号

6＜ｔ≦19

基本記号 基本記号

Ｇ＝ｔ

≧６０°

Ｓ

7

３５°

ｔ ｔ 2

Ｇ

ｔ

３５°

2 ｔ

４５°

2

部材が直交しない場合の開先標準

かど継手の開先標準

Ｈ

アーク手溶接、ガスシールドアーク半自動溶接
Ｈ

３．溶接接合

溶接記号

溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号(1)

溶接方法、溶接継手及び溶接面の分類別記号表３.１

３－１

２－４ 優先順位

(１)設計図書間で配筋方法等に相違がある場合の優先順位は以下の通りとする。

１．特記仕様書

ⅰ.設計図

ⅱ.構造関係共通図（鉄骨標準図）

２．図面

社団法人　日本建築士事務所協会連合会
（平成１１年版）○構造設計資料

３．国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書(建築工事編)(平成31年版)」

（令和４年版）

（令和４年版）

○日本産業規格（ＪＩＳ）

設計図中で使用する記号は、JIS Z 3021-2016による。

月 日訂正

有限
会社 佐々木章設計事務所
〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号

TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

設計年月日

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

製図 担当

検図 承認印

・　　・　

承認年月日 図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

S -

・ 　 　 　 ・ 　

設計

堀　 川

堀　 川

有限会社　エイムス

構造設計一級建築士 第4221号 　堀川  孝志

一級建築士登録   第190585号

No Scal e
鉄骨標準図　 №1

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

11

R6 02
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事



200≦

－

(a) (b)

1

図６.８

Ｐ

ｇ

t

Ｂ Ｂ

４０

７０

９０

1

A

2
B

d

a

一般部(a)

Ｙ

H 1

1

H

X

H

H

2
2

2

1

2

(注)１． 2：

２． ：

図６.３ (単位：㎜) (単位：㎜)図６.４ 鋼管柱脚部

ｈ Ｈ

２面せん断

ｈ Ｈ

１面せん断

ｈ Ｈ

c
w

１面せん断

ｈ Ｈ

w

１面せん断

(b)(a)

図６.６

φ

Ｈ Ｄ

(注)

図６.７ (単位：㎜)

Ｐ

Ｐ

2 1 2

図５.１

Ａ

Ａ

4

一般部(a)

図６.１

Ｘ2－Ｘ2断面図

Ａ又はＢ

６－２ 柱・梁仕口部（角形鋼管柱）
空気穴（30φ程度）

６－１ 柱・梁仕口部（Ｈ形柱）

５－１アンカーボルト

４－１

４－７

Ｈ形柱脚部

６－５小梁の接合（剛接合）

直交する梁との段差が100㎜以上の場合 直交する梁との段差が100㎜未満の場合

小梁の接合（剛接合）

６－６ 梁貫通孔部補強

６－７ 折板受材
C-100×50×20×2.3

折板受材の取付け

勾配のある場合一般の場合

Ａ-Ａ断面図

Ｐ

ｅ1

ｅ1

ｇ

「柱　部」 「梁　部」

スタッドの配置

千鳥打ちのゲージ及び間隔

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径４－８

（単位㎜）

形鋼のゲージ及びボルトの最大軸径

－

２４

３５

３５

１６

１６
２０

２０

２４

２４

２４

２４

２４

３５

４０

４０

５０

５５

５０

５０

５５

６０

４０

５５

７０

１２

５０

６０

６５

７０

７５

８０

９０

６０

４５

２８

２５

２２

２２

２４

９０

４５

１３０

１５０

１７５

２００

１２５

１００ ４００

１００

１２５

３５０

３００

２５０

２００ １２０

１５０

１５０

１４０

１４０

１５０

１７５ １０５

５６

７５

９０

５０１６

１６

２２

３０

４０

４０

４５

５５

１２

２０

２２

２４

２４

６５

８０２４

２４

２４

２４

７０

７５２２

９０

３５

５０

２０

２２

２４

１００

3ｇｇ2ｇ1ｇ2ｇ 1

g
1

g g

g g g
B

B

g3

D

アンカーボルトの形状の例

HＴ

X2

Ｐ2
※

10

2

Ｆ
※

※
Ｆ

Ｆ
Ｆ2

Ｔ

ＴH

ＴH

Ｔ
※

とする。

としてもよい。ただし、水平スチフナ

厚が12㎜以下の場合は とする。

仕口部の溶接（Ｈ形柱）

Ｆ

Ｐ2

Ｐ2 Ｐ1

ウェブ厚が16㎜以上のものについては、

Ｔ

HＴ

Ｆ2

B

Ｙ2 2

25以上

６－４ （ピン接合）小梁の接合

接合形式　Ａ 接合形式　Ｂ

≧
5
0

40404040

10

4
0

≧50

4
0

10 10

1
0

≧
5
0

4
0

4
0

ｒ=20
4040

10

10

接合形式　Ｃ 接合形式　Ｄ
4040

10 ｒ=20

≧
5
0

4
0

4
0 P
 
×

ｍ
 
-
1

r=20 10

2
0

10

≧
5
0

1040

4
0

4
0

c
P
 
×

ｍ
 
-
1

≧50 r=20

10

HB

F2

F2

HB

BH

TH 剛接小梁ウェブと
同厚以上

θ≦30°

1
0
0

以
上

以
上

1
0
0

Ｈ：鉄骨せい
Ｄ：梁せい
φ：貫通孔内径寸法

（φ≦Ｈ/２かつφ≦Ｄ/３）

梁端に貫通孔を設ける場合は、原則として、
梁端から貫通孔の中心まで1.2Ｄ以上離し、
梁継手位置等にも留意を要する。

梁貫通孔の位置の限度

30-500
FL

20

30-500

30-500

FL

FL2

丸鋼

F1

F1

※１：千鳥打ちとした場合

表４.６

表４.７

スタッド溶接は、アークスタッド溶接方式による直接溶接とし、溶接姿勢は下向きを原則とする。

13、16、19及び22の４種類とする。

スタッド溶接は、デッキプレート上から行ってはならない。

この限りではない。

スタッドの間隔、ゲージ等の寸法

項　　　　　目 寸　　　　　法

最 小 ゲ ー ジ

へ　り　あ　き

千鳥打ちのゲージ及び間隔

３５

４０

４５

５０

５５

６０

(ｇ)

ゲージ
(Ｐ千鳥打ちの間隔 t)

ねじの呼び

M24

６５

６０

５５

５０

４５

４０

M12,M16,M20,M22

５０

４５

４０

３５

２５

(単位：㎜)

最大軸径 最大軸径 最大軸径

※1

ただし、コンクリートに埋め込まれる場合は、二重ナットとしな
いことができる。

ねじがナットの外に３山以上出るようにする。
アンカーボルトは二重ナット及び座金を用い、その先端は、

の検討を行い、座金とベースプレートを全周溶接する。
アンカーボルトにせん断力を負担させる場合は、座金厚さ

柱底均しモルタルの厚さは、特記による。

ねじ３山以上

ベースプレート
座金

二重ナット

30～50㎜
モルタル

d＋5㎜以下

4
d
以

上

2Ｆ

(単位：㎜)

Ｙ2－Ｙ2断面図

cP
 
×
ｍ

 
-
1

w w
P
 
×

ｍ
 
-
1

c

ウェブボルト列数 １列、２列（大梁幅による）

大梁フランジ幅

≧小梁ウェブ厚、≧６㎜ガセット厚

小梁せい

ガセット厚

大梁フランジ幅

ウェブボルト列数

小梁せい

ガセット厚

大梁フランジ幅

ウェブボルト列数

小梁せい

ガセット厚

大梁フランジ幅

ウェブボルト列数

小梁せい

小梁ウェブ厚の１サイズＵＰ
－

≦２列

≦500

小梁ウェブ厚の１サイズＵＰ
－

≦２列

≦500 ≦500

200≦

１列、２列（大梁幅による）

≧小梁ウェブ厚、≧６㎜

共通事項：
２．ガセット厚、添板厚（接合形式Ａ）≧６㎜

貫通孔の補強方法は、補強プレート法及び補強トラス法とし、貫通孔部分は、必要に応じて鋼管

スカラップ

鋼管分岐継手詳細（単位：㎜）

Ｂ部断面

tt t

Ａ部断面

0～3
接線

1.5t～2.0t

0～3
50°～60°

0～3
50°～60°

1.5t～2.0t 1.5t～2.0t

Ｃ部断面

1.5t～2.0t

Ａ

Ｄ

Ｄ

支管

θ

Ｂ

Ｃ

Ｄ-Ｄ断面図

一致させること。
主管の管軸と支管の管軸とは

Sc

t

Sc 10 12 14 15

6 9 12 16以上

150

80

Ｘ Ｘ

Ｌ

1
0
0
以
上

HＢ

Ｆ2

「角形鋼管柱」 「丸形鋼管柱」Ｘ-Ｘ断面図 Ｘ-Ｘ断面図

鋼管柱の継手（単位：㎜）

フレア溶接
隅 肉 溶 接

半自動溶接
手　溶　接

溶 接 方 法溶 接 継 手

半自動溶接

手　溶　接

か ど 継 手
突合わせ継手

４

４

３

余盛り高さの限度

（単位㎜）

３

余盛り高さの限度

余　盛　り

図３.６

図３．７

高力ボルト

３－６

改良型スカラップ

（１）スカラップ半径Sr は35㎜とする。Sr は10㎜とする。

（２）スカラップ円弧の曲線は、フランジに滑らかに接するように加工し、複合円は滑らかに仕上げる。

Sr1
Sr2

Sr

Sr2
1

従来型スカラップ

（１）スカラップ半径Srは35㎜とする。

Sr

Sr

（ｅ）スニップカット

（１）スニップカット部は溶接により埋めるものとする。

スニップカット

rS
c

t

スニップカットの寸法

（ｆ）溶接部分の段差

（１）完全溶込み溶接を行う部分の板厚の差による段違いが10㎜を超える場合

1/2.5以下

t
1

t
2

Ｐ -(a)

(注) ＬＰ

省略してもよい。

-(a)は厚さ9㎜以上とし、柱径400㎜以下の場合は

ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟｰｽ

ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟｰｽ
ｴﾚｸｼｮﾝﾋﾟｰｽ

完全溶込み溶接（突合わせ継手、かど継手）、隅肉溶接及びフレア溶接の溶接部は、余盛りを行うものと(1)

(2)

適用管厚

(1)

3.2㎜≦ｔ≦12㎜

鋼管分岐継手３－９

３－８

３－７ 鋼管柱の継手

３－１０ スタッド溶接

図３.８

呼び名の7.5倍以上かつ600㎜以下

呼び名の５倍以上

４０㎜以上

表３.8

図４.３

25以上

図６.２仕口部の溶接（角形鋼管柱） (単位：㎜)

６－３ 柱　　脚

(注)

2

H

(注) とする

Ｆ

ＴH

Ｆ2

Ｆ2

2
5 5
0

Ｔ

「角形鋼管柱」「Ｈ形柱」

12㎜以下の場合は

とすることができる。

、13㎜以上の場合は ことができる。

柱板厚が６㎜以下の場合は埋込み型柱脚とする場合で、フランジ厚さが

2Ｆ
1Ｆ

50
50 50

5
0

5
0

5
0

5
0

50
50 50

小梁のせい方向の中心振り分けとする。

(単位：㎜)図６.５ 小梁の接合（ピン接合）

ｐｐ ｅ

縁端距離及びボルト間隔

４－６ 縁端距離及びボルト間隔

Ｍ１２

Ｍ１６
４０ ６０

ねじの呼び 縁端距離
（ｅ) (ｐ)

ボルト間隔

距離は、ボルト軸径の２.５倍以上とする。

表４.５ （単位㎜）

図４.２

図４.１ JIS形高力ボルトのセット

Ｍ２４Ｍ２２Ｍ２０Ｍ１６Ｍ１２ねじの呼び

ボルトの種類

表４.４高力ボルトの締付け長さに加える長さ

４－５ 高力ボルトの長さ

トルシア形高力ボルト ２５ ３０ ３５ ４０

JIS形高力ボルト及び溶融亜鉛めっき高力ボルト ２５ ３０ ３５ ４０ ４５

(単位：㎜)

(1)高力ボルトの長さは、締付け長さに表4.4の値を加えたものを標準長さとする。

加算長さ

ボルトの長さ

締付け長さ 加算長さ

座金厚さ
余長

座金厚さ ナット高

表４.３ボルト孔の径
４－４ ボルト孔の径

(単位：㎜)

Ｍ２４Ｍ２２Ｍ２０Ｍ１６Ｍ１２ねじの呼び

ボルトの種類

高力ボルト

溶融亜鉛めっき高力ボルト

普通ボルト

(F8T相当)

(F10T,S10T)

※1 １７.５ ２４.0２２.0 ２６.0

２６２４２２１８１４

２４.５２２.５２０.５１６.５１２.５※2

※２

Ｍ２４

ボルトの表示記号
４－３ボルトの表示記号

表４.２

ねじの呼び

ボルトの種類

高力ボルト (F10T,S10T)

(F8T相当)溶融亜鉛めっき高力ボルト

普通ボルト

Ｍ１６Ｍ１２ Ｍ２２Ｍ２０

表４.１ ボルト及びナットの材料

ボ　　ル　　ト ナ　　ッ　　ト

JIS B 1180（六角ボルト） JIS B 1181（六角ナット）

並形六角ナット並形六角ボルト

強　度　区　分

種　　　　類

規格番号、規格名称

４.６ ４Ｔ

鋼　　　　　製鋼　　　　　製材　料　区　分

ねじの種類の規格 JIS B 0205-4（一般用メートルねじ－第４部：基準寸法）による。

ねじの公差域クラス
の規格 タ）による６ｇ

－公差－第１部：原則及び基礎デー
JIS B 0209-1（一般用メートルねじ

JIS B 0209-1による６Ｈ

中仕上げの程度 中

普通ボルトのボルト及びナットは、表4.1により、ねじは、JIS B 0205「一般用メートルねじ」による。

普通ボルト４－２

建築基準法に基づき認定されたトルシア形高力ボルト(２種S10T)及び溶融亜鉛めっき高力ボルト（1種F8Ｔ相当）とする。
(1)

（3）

（3）フィラープレートの鋼材種別はSS400とする。
（2）スプライスプレートの鋼材種別はSN-Bとし、引張強さによる区分は、母材と同等とする。

（1）

もや、胴縁類の取付け用ボルトを普通ボルト接合とする場合は、二重ナットとする。

（2）

４　高力ボルト接合等

５　柱　　脚

６　鉄骨標準詳細図

（ⅰ）ただし、既製形鋼のスニップカットについては、Sc=r＋2により求めるものとする。

交　　角 30°≦θ≦150°

自動溶接

Ｍ２０
Ｍ２２

(1)

ただし、引張材の接合部分において、せん断力を受けるボルトが応力方向に３本以上並ばない場合の縁端

ただし、アンカーボルトの縁端距離は図示による。

Ｍ２４ ４５ ７０

(1)

スタッド溶接用材料は、JIS B1198「頭付スタッド」の規格に適合するものとし、適用する呼び名は、(2)

(3)

(4)

ただし、デッキプレート厚1.6㎜以下で、あらかじめ良好な溶接が得られることが確認された場合については、

ただし、自動機械により開先加工を行う場合については、この限りではない。
鋼管分岐継手における支管は、主管外径より細径のものとし、開先標準は、鉄骨標準図（1）による。

完全溶込み溶接（Ｔ形継手）の溶接部は、ビード表面が滑らかになるように仕上げるものとする。

する。
余盛り高さの限度は、下表による。

縁端距離及びボルト間隔は、原則として表4.5による。

母屋、胴縁類の取付用ボルトの場合は、ボルトの径＋１.０㎜とすることができる。

※１国土交通大臣認定条件による。

間　　　　　隔 (ｐ)

(ｇ)

(e )

スタッドの間隔、ゲージ等の寸法は、表3.8及び図3.8による。

(1)

(2)

(3)

いたのち、目荒しを行う。
コンクリートの表面は、レイタンス等を取り除

径に５㎜を加えた数値以下の数値とする。
アンカーボルト孔の径を当該アンカーボルトの

折曲げ内法直径Ｄは、鉄筋D16以下の場合は３d
以上とし、鉄筋D19以上の場合は４ｄ以上とする。

は180°とし、鉄筋D13以下の場合は135°とする。

ａは定着長さとする。

(4)

(5)

(6)

アンカーボルト末端フックは、鉄筋D16以上の場合(7)

(8)

※

※

※ ※

３．ウェブボルトの配置は、最小ボルト本数を２本、せい方向ピッチを60、90、120㎜の３種類とし、

１．大梁せい≧小梁せい

スリーブを取り付ける。）(1)

1Ｐ

高力ボルトの種類は、JIS B 1186「摩擦接合用高力六角ボルト・六角ナット・平座金のセット」(２種F10T）の規格に適合するもの

座金は、JIS B 1256「平座金」による並形一部品等級Ａとする。

月 日訂正
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2.53

1.32

1.4

1.4 1.94

1.4

1.4
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1.4

1.4

1.3 1.17
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1170

1080 1550
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1330

2660

2980

3480

4170

4370

2120

715

426

266

475

492

556

924

719

940

152

172

325

164

279

771

116

55.21

95.90

73.21

230.3

281.5

292.9

272.0

813

1100

1000

1770

1290

944

648

1160

1910

1560

6620

1720

40.10

27.55

49.45

42.73

75.15

34.57

47.07

81.27

66.65

130.5

107.3

170.3

120.0

84.97

122.9

104.7

140.7

209.0

207.8

238.1

171.8

2260

3070

2520

4000

5420

2830

1990

2880

2460

3310

4040

4910

4890

6900

6400

5600

82.3

19.8

56.7

11.3

29.4

77.2

19.8

19.8

11.2

29.4

56.7

31.9

34.4

92.6

39.3

92.7

41.9

99.1

132

190

254

318

119

129

113

138

173

189

84.56

97.80

104.3

108.7

114.81560

1470

1410
1320

1150

396

169

217

190

222

307

228

260

102

133

107
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300

401

335

477

660

734

382

439

456

478

682

619

770

48.60

54.00

28.08

32.34

33.60

35.20

50.16

45.60

56.68

29.20

22.60

16.80

22.14

29.52

24.64

35.10

12.46

16.02

14.04

16.32

10.56
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385
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630
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1100
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継　　手　　性　　能

幅長さ

ウェブ

長さ幅

H-194
H-250

H-244

H-300

H-350

H-194
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H-300

H-294

H-350
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H-390

H-400
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H-440
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H-488
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H-488

H-600
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11
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6.5

6.5

9

9
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6
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9

9
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1

1
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2
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1

1

1
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2

1

1

1
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90
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※

※
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1.12

0.97

1.28

1.01

1.17

1.36

0.92

1.65

1.25

1.52

2.10

1.56

2.25

1.57

2.07

1.46

2.08

2.84

1.51

2.27

1.75

2.52

2.95

3.00

3.08

3.01

2.77

3.05

0.95
1.2

1.3

1.3

1.4

1.2

1.3

1.2

1.4

1.4

1.2

1.4

1.3

1.4

1.4

1.3

1.3

1.3

1.3

1.4

1.4

1.3

1.3

1.2

1.2

1.4

1.3

1.3

1.3
1.3

1.3

180

108

935

1420

2150

2120

88.3

174

293

172

164

279

260

475

411

715

556

1030

876

693

674
944

1330

870

2630

2840

3300

4170

4370

94.28.400

11.76

13.02

14.82

17.92

7.920

12.46

16.32

15.47

22.14

18.34

22.88

27.00

28.08

32.34

35.80

40.04

52.58

55.20

59.02

37.20

36.52

43.78

45.60

56.68

71.12

83.40

88.96

108.7

114.8

114
159

177

201

243

107

169

222

210

300

249

311

367

382

439

487

543

714

749

801

505

496

594

619

770

1560

1470

966

1210
1130

211
238

402

383

641

198

385

362

613

1060

598

1590

959

1200

2050

1540

2330

2040

3230

4690

1510

2280

2060

3160

4610

5870

6330

7430

8870

9600

56.0
49.7

94.7

90.3

46.6

90.5

85.2

150

140

248

375

226

283

482

363

547

479

759

356

538

484

144

1100

1080

1370

1480

1750

2080

2260

745

290

290

230

170

170

230

170

170

170

170

290

170

170

170

170

290

170

170

290

290

170

170

170

170

170

290

290

170

170

170

140
170

170

200

260

140

140

200

200

260

200

260

260

320

320

440

440

560

320

350

440

440

560

350

320

620

620

620

740

740

12

12

12

16

12

12

16

9

F2

サ　イ　ズ
本数－径 厚×必要幅

必　要　溶　接　長 ( )

ＴＹＰＥ②

ガセットプレート高力ボルト

ｇt×B
ＴＹＰＥ① ＴＹＰＥ③

Ｌ- 65× 65× 6

Ｌ- 75× 75× 6

Ｌ- 75× 75× 9

Ｌ- 75× 75×12

Ｌ- 90× 90× 7

Ｌ- 90× 90×10

Ｌ- 90× 90×13

Ｌ-100×100× 7

Ｌ-100×100×10

Ｌ-100×100×13

2Ｌ- 65× 65× 6
2Ｌ- 75× 75× 6

2Ｌ- 75× 75× 9

2Ｌ- 75× 75×12

2Ｌ- 90× 90× 7

2Ｌ- 90× 90×10

2Ｌ- 90× 90×13

2Ｌ-100×100× 7

2Ｌ-100×100×10

2Ｌ-100×100×13

FB - 65×  6

FB - 75×  6

FB - 65×  9

FB - 75×  9

FB - 90×  9

FB -100×  9

FB - 90× 12

FB -100× 12

FB - 90× 16
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並びをフランジのボルト並びに対して半ピッチ(30㎜)外側にずらすことを表している。

ウェブの添板寸法。幅は梁せい方向の寸法、長さは材軸方向の寸法を表す。

設計用短期許容曲げモーメント（有効３桁）及び設計用断面係数（有効３桁）

設計用短期許容せん断力（有効３桁）及び設計用せん断断面積（有効４桁）

：継手の最大曲げ強さ（有効３桁）

を満たさなかったことを表す。（小数２桁目に丸めた値で表示する）

：せん断に対するα値（付表2.1）を満たす最小スパン長（小数２桁目に切り上げ）
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母　　屋６－８

６．鉄骨標準詳細図

山形鋼
又は鋼板

100 100

10

100 100 100 100

(b) (d)(c) (e)山形鋼による接合 鋼板による接合 鋼板による接合 母屋を引通す場合 母屋を継ぐ場合
(リブプレート付)

(a)

図６.９ 母屋の接合 (単位：㎜)

６－９ 胴　　縁

(b) (d)(a) (c) (e)

(単位：㎜)胴縁の接合

100 100 100 100 100 100

10
鋼板による接合 胴縁を引通す場合 胴縁を継ぐ場合

(リブプレート付)
山形鋼による接合 鋼板による接合

図６.１０

床型枠用鋼製デッキプレート６－10

-6ＰＬ

5050
A

Ａ部断面図

受け板

10

50

-6ＰＬ

50
アークスポット溶接

(長手方向900@以下)受け板

200～210@

(注)建築基準法に基づき認定（構造用及び耐火構造用）を受けた合成床版用
デッキプレ－トの取付け方法は、認定時の添付資料「標準仕様書」による。

床型枠用鋼製デッキプレートの取付け

床型枠用鋼製デッキプレート

図６.１１ (単位：㎜)

(1)
６－11

鉄筋の貫通孔径の最大値は、表6.1による。
ただし、主筋の貫通孔（基礎梁を除く。）は、最大の径に統一することができる。

鉄筋の貫通孔径

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５ Ｄ２９ Ｄ３２

４３３８ ４６２１ ２４ ２８ ３１ ３５

表６.１ 鉄筋の貫通孔径の最大値 (単位：㎜)

鉄筋の呼び名

鉄筋の貫通孔径

(標仕-表7.3.1)

７．筋　か　い
７－１ 山形鋼・平鋼

筋かい（山形鋼、平鋼）表７.１ (単位：㎜)高力ボルトF10T(鋼材SN400級)

７－２ ターンバックル筋かい等

表７.２ ターンバックル筋かい等 JISターンバックル筋かい 高力ボルトF10T(鋼材SN400級)

(JIS A5542 付表1a1b) (JIS A5541 付表1) (単位：㎜)

1

S

(最小)

ｅ

ｅ

2

2

t

t

ｅ3

Ａ (㎜)

(㎏)質量

R

ｅ1

Ｌ (㎜)

サ　イ　ズ

(d)ねじの呼び

ガセット
プレート

本数－径

必要溶接長

軸　径 ｄ

調整ねじの長さ

取付ボルト穴径

端あき(最小)

板　厚

ＴＹＰＥ ①

ＴＹＰＥ

ＴＹＰＥ

②

③

最　　大

最　　小

切　板　製

平　鋼　製

穴心のあき

溶接長さ

割 枠 式

パイプ式

割 枠 式

羽

子

板

ボ
ル
ト
の
形

状

及

寸

法

び

ン
I
タ

ッ
ク

胴
ル

バ

タ

ン
I

ッ
ク
ル

筋

か

い

許容差 +0,-0.5㎜

へりあき

へりあき

(最小)

(最小)

板　厚

厚さ×幅

gt×B

(3)

(最小)

バ

高力ボルト

(1)

(2)

(2)

(2)

ボルト端から取付ボルト

60

42 44 56 67

83

71 79

116

186

113

229

135

64 80 80 102 101 118 152

56 96

54 56 72 72 91 99 133 155

225200200175100

14

50

28

0.4800.300

42

13 21.5 21.5 23.5 21.5 21.5 23.5 23.5

30 45 5550 50 50 55 55

22 28 34 34 45 4538

12

19 4545

12

40 66 73

以上 以上

以上 以上

1713

35

22

19

47

17

17

40

28

25

52

20

280

115 125 140 150 16575

40

50

12

50

12

90

110

450

46

4.94

83

95

400

3.66

9

9

72

90

400

38

3.01

9

9

70

85

350

34

2.09

38

9

37.5 37.5

9

85

330
31

1.54

9

9

32.5

75

300

1.20

9

32.5

9

66

60

0.900

25

6

25

6

59

55

250

23

0.640

6

6

50

230

4.5

4.5

200

3.2

4.5

35

以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上 以上

以上以上以上以上以上以上以上以上以上

0.153

150

(1)注

1 2,ｅ が確保されていれば形状は自由でよい。

パイプ式には、質量規定なし。
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(㎝)ｇｔ：ガセットプレートの板厚

Ｂ：ガセットプレートの有効幅
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図７.１ガセットプレート
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図７.２ ガセットプレートの種類
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(JIS A5542 付表1b)羽子板ボルト（M24～M33)図７.４

図７.３

Ｌ：胴の長さ

「割 枠 式」 「パイプ式」

(JIS A5541 付表1)

左ねじ 左ねじ右ねじ 右ねじ

A
L

A
L

ターンバックル胴

AA

図７.５

７－３ 各 部 詳 細

鉛直ブレース(1)

Ａ Ａ

10

20

Ａ Ａ

(b)(a)柱　頭（梁が剛接合の場合） 柱　頭（梁がピン接合の場合）
Ｘ-Ｘ断面図Ｘ-Ｘ断面図

(d)

30°

30°
Ｂ

Ｘ

ガセットプレートの形状

２．ガセットプレートの幅は、材端ボルト位置で図(d)に示すＢの

長さを確保する。 ただし、それによりゲージラインが不一致

１．柱、梁及びブレースのゲージラインは、原則として一致させる。(注)

Ｘ

Ａ-Ａ断面図

-6ＰＬ

ＡＡ

図７.６
(c)柱　脚

鉛直ブレース（山形鋼）（単位：㎜）

Ｘ-Ｘ断面図
となる場合はこの限りではない。

ＳＮ４００級（Ｆ１０Ｔ・Ｓ１０Ｔ）表８.１
柱・梁継手一覧８－１

８．柱・梁継手標準

柱継手一覧表

Ｄ

径

断面寸法

mF ㎝3 m㎝3
3

2㎝ 2㎝
N･m N･mN･m

10 1010

N N
103 1033 3㎜ ㎜㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜㎜Wn ㎜㎜

ﾎﾞﾙﾄ

m WnF

12

梁継手一覧表表８.２ ＳＮ４００級（Ｆ１０Ｔ・Ｓ１０Ｔ）

断面寸法
Ｄ

径
保有耐力接合せん断力曲げﾓｰﾒﾝﾄ内添板外添板ﾎﾞﾙﾄ 添板寸法ﾎﾞﾙﾄ

m3
N･m2㎝

N
3

㎝3
3

N･m
101010

㎜ ㎜㎜㎜
Wn

㎜ ㎜㎜ ㎜㎜㎜
mW

ｇ2ｇ1

ｹﾞｰｼﾞ

nF mF

母材断面の寸法断面寸法：
フランジ及びウェブに使用する高力ボルトの呼び径径  Ｄ　：

８－２ 梁継手の諸元一覧

フランジについて

W W
ＰC
ｍ ×ｎ  ：

板厚と板幅を表示、長さは、外添板の長さと同じ

フランジのボルト配列でｎ は材軸方向のボルト行数を、ｍ はフランジ幅方向のボルト数（千

板厚と長さを表示、板幅は、フランジの呼称幅

F Fｎ ×ｍ ：

1 2ｇ 、ｇ  ：

ウェブについて

鳥配置の場合には、ｍ ＝２で表示）を表す。
F

フランジボルトのゲージ寸法

F
F

ウェブのボルト配列でｍ  は梁せい方向のボルト数を、 ｎ は材軸方向の列数を表す。W
：梁せい方向のボルトピッチ。数値の頭に※が付いている場合には、ウェブの材軸方向のボルト

W

ｄ W
Ｍｕ
α J

Ｌｑ

ｙＭ 、 Ｚ ：
ｙＱ 、 Ａ ：

ｄ
設計用継手性能について

：Ｍ　 を梁母材の全塑性モーメントで除した値。（小数１桁目に切り捨て）※は、α値（付表2.1）ｕ

８－３ 継手部高力ボルト配置図
(1)

(c)Ｂ＝１００ １００＜Ｂ＜３００ Ｂ＝３００
フランジ高力ボルト配置

(a) (b)

偶数列(e)(d)Ｂ＝３００ 第１ボルトの位置３００＜Ｂ
（外側にする）

1
0
0

Ｂ 1
ｇ

1

Ｂ ｇ
ｇ
2

2
ｇ

（外側にする）
奇数列 第１ボルトの位置

ウェブの高力ボルト配置(2)

図８.１ フランジ高力ボルト配置パターン図 (単位：㎜)
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(単位：㎜)ウェブの高力ボルト配置パターン例図

ボルト本数の偶数奇数によらず、ウェブ心から上下均等に振分けとする。(注)

(3)ウェブとフランジのボルト配置

図８.２
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4060 7010

40 401060

40 7010

40 401060

10

40 401060

406040

4
0

4
0

(a) Ｈ＜２００、
＝６０以上の場合

Ｈ＜２００、
＝６０未満の場合 ＝６０未満の場合

Ｈ＝２００、

60

≒
6
0
未
満

4
0

6
0

4
0

4
0

4
0

≒
6
0
以

上

≒
6
0
未
満

フランジのボルト位置フランジのボルト位置フランジのボルト位置

(単位：㎜)図８.３ ウェブとフランジのボルト配置関係

９．鉄骨工事の精度
精度の基準表９.１
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かつ ｅ≦10㎜

(5)

(ΔＨ)

(6)
(ｅ)

(7)

(ｅ)

H

ｅ≦
1,000

Ｌ
＋３㎜

ｅ≦
1,000

Ｈ
ｅ≦

Ｈ
700

ｅ≦
700

＋５㎜
Ｌ

かつｅ≦15㎜

かつｅ≦15㎜

e

用

建

ア
ン

方

構
造
用
ア
ン

ト
ル
ボ
I
カ

かつ ｅ≦20㎜

ｅ≦
4,000

Ｌ
ｅ≦

2,500
Ｌ

ｅ≦25㎜かつ

かつ ｅ≦30㎜

4,000
＋７㎜

Ｈ
ｅ≦ ｅ≦ ＋

Ｈ
2,500

10㎜

かつｅ≦50㎜

限界許容差管理許容差

(2)
(ｅ)

(1)
(ｅ)

名　　　称

L

e

H

図

建物の倒れ

建物のわん曲

通り心とアンカー
ボルトの位置の
ずれ

柱すえ付け面の高さ

工事現場継手階の

柱の倒れ

梁の水平度

e

通り心

H
+
Δ
H

ベースモルタル

H
+
Δ
H

階高

L

e

-８㎜≦ΔＨ≦＋８㎜

-５㎜≦ΔＨ≦＋５㎜

-８㎜≦ｅ≦＋８㎜

-５㎜≦ｅ≦＋５㎜

-３㎜≦ΔＨ≦＋３㎜

-５㎜≦ΔＨ≦＋５㎜

-５㎜≦ｅ≦＋５㎜

-３㎜≦ｅ≦＋３㎜

a
±
e

a±e通り心

Ａ：有効ねじ部の長さ

内添板　 ：
外添板　 ：

添板寸法 ：
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会社 佐々木章設計事務所
〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号

TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

設計年月日

一級建築士　 登録第296025号
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（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-18」（令和4年11月17日付）角形鋼管
ベースパック　型

□-150×150 ～ □-300×300 用 ●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

３．構成部材・寸法

F値295N/mm 以下

１．工法概要

２．柱

４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

２

2023年7月作成ベースパック柱脚工法　標準図設計

施工

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋（6kg）に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の
自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本で組立て

●本締めはグラウト材の充填前に行い、ダブルナットを標準とする。

(注)上記 1 ～ 10 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

●基礎立上がり高さは50mm以下とする。

形状（イ） 形状（ハ）

レベルモルタル（ベースパックグラウト）

A B (e) 呼び

M27

M30

M33

M36

注1)据付け高さが低い場合に短いアンカーボルトを使用する。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

呼び
L b X

M27 D29

M30 D32

M33 D35

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

約
３

０
ｍ

ｍ

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

(注)上記 6 ～ 9 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

g1 dt 材質

SS400

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）

注入枠

角形鋼管

< Aタイプ > < Cタイプ 　>

X

M36

M27

M30

M33

M36

D38

※トップフープはダブルとし、

L

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

２/３　程度

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Ｍナット

4 ベースパックグラウト(グラウト材)

5 定着座金

6 テンプレート

7 フレームポスト

8 フレームベース

9 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

10 ベースプレート

構成部材

柱脚の定着方法概要

ベースプレート アンカーボルト（Mアンカーボルト）

Mナット

定着座金

形状・材質 配筋

基礎立上がり

基礎工事

アンカーボルト据付け

配筋およびコンクリート打設

建方

アンカーボルトの本締め（弛み止め）

ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

●材質

PM27

記号

M33

M36

適用
a1 c t d

M27

M30PM30

PM33

PM36

アンカーボルト a2

注入座金

フレームベース

i) Aタイプ ii) Cタイプ

d
異形部
呼び名

呼び
d

単位 mm 単位 mm

単位 mm

を行う。

異形部
呼び名

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースパックグラウト

注1) 注1)

記号
a

寸法(mm)

ベースプレート

採用

15-12V t≦12

17-12V

20-09V

20-12V

25-09V

25-12V

25-16V

30-09V

30-12V

30-16V

30-19V

□-150×150

□-175×175

□-200×200

□-200×200

□-250×250

□-250×250

□-250×250

□-300×300

□-300×300

□-300×300

□-300×300

t≦12

t≦9

t≦12

t≦9

t≦12

t≦16

t≦9

t≦12

t≦16

t≦19

4-M27

4-M30

4-M30

4-M33

4-M36

4-M39

8-M33

4-M39

8-M30

8-M36

8-M36 12-D22

本数-呼び
立上り筋

配筋

コンクリート柱型
最低h寸法

材質 形状

アンカーボルト柱

外径 板厚 寸法W(mm)

フレームベース

寸法X(mm)

フレームポスト間
J寸法

l1 l2

ベースパック

t d(mm) (mm)

ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

A

A

A

A

C

寸法D(mm)

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト

α
1

適用板厚
T(mm)

溶接
方法

ア

ク
｜

溶
接

T

覆
被

ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

ルート面R(mm)

標準値 許容差

開先角度α1(°)

標準値 許容差

溶接
姿勢

許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。
・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

板厚(mm)
溶接方法

SN490B

鋼種

予熱なし

低水素系被覆アーク溶接

CO ガスシールドアーク溶接

50 ℃

予熱なし

50 ℃

予熱なし

予熱なしSN490B

設計基準強度

※ただし基礎立上がり高さが50mmを超え300mm以下の場合、Ｌシリーズを使用することができる。

●コンクリ－ト

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計基準強度

は21N/mm　以上とする。

●形状角形鋼管

M39

M39

M39

M39PM39

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

立上り高さ

フープ筋

立上り筋

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

e1

e1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

A

A

A

C

C

C

12-D16

12-D19

12-D16

12-D19

12-D19

12-D19

12-D19

12-D22

12-D22

12-D22

標準ﾌﾚｰﾑ

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型

　天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

i) アンカーフレーム Aタイプの場合

ii) アンカーフレーム Cタイプ の場合

材質

SS400

M30

M33

M36

l3

基準強度 基準強度

基準強度

適用
アンカーボルト

適用
アンカーボルト

< 特Cタイプ >

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて特Cタイプを選択できる。

ｱﾝｶｰ

標準ﾌﾚｰﾑ 標準ﾌﾚｰﾑ

　柱型上端近くに配置する。

※立上り筋の頂部にはフックを設け

　なくてよい。

梁主筋

配筋仕様は下表による。
形状は正方形とし、寸法は下表に

記載の値とする。

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

採用
(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)

10
3 2

4

1

5

9

3

7

8

10
3

2

4

1

5

9

8

7

3

1

3 6

鋼種 採用２F値(N/mm )

235

BCR295

BCP235

295

STKR400

TSC295

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

SN490B

300

320

360

360

420

420

450

480

520

520

550

50

45

50

50

55

55

50

60

50

50

50

310

310

80

360

200

230

260

260

28

32

28

32

32

36

32

36

32

40

50

80

80

80

190

-

-

-

-

-

-

-

260

260

290

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

490

500

610

530

560

560

680

700

740

630

620

710

-

-

-

-

-

-

710

740

-

640

710

250

280

310

310

360

370

240

420

310

310

340

150

180

210

210

260

270

140

320

210

210

240

-

-

-

-

-

-

440

-

510

510

540

300

370

370

400

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

-

-

-

-

-

-

-

（イ）

（イ）

（イ）

（イ）

（ハ）

（イ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（イ）

（イ）

(N/mm )
2

(N/mm )
2

(mm) (mm)

550

600

600

600

650

650

650

650

650

700

700

135

135

135

135

150

150

135

150

135

150

150

特C特C特C

35

32

32

35

38

55 32

60 35

65 38

9

9

9

55 28

55 31

60 34

65 37

80 40

128650

133695

690,735 95,140

45

45

60770 130

45

60770,810 98,135

490

490

490

490

490

22 41 47

24 46 53

26 50 58

29 55 64

31 60 69

g1 dtg2

34

31

28

45

42

42

45 37

48 40

168

173

178

9

12

9

9

12

2(N/mm ) 2(N/mm )

2

t＜32 40≦t≦5032≦t＜40

6～

6～

7

9

6

7

-2,+∞

(-3,+∞)
2

2

2

2

-2,+1

(-2,+2)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

α1：45

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

ス
シ

ル
ド

ガ

ク

接
溶

ア

シ ｜

｜ ｜

接
溶
ク

ル
｜

ア
ド

ル
フ

セ

２

iii) 特Cタイプ

※

φ45

φ45

φ45

φ50

φ55

φ55

φ50

φ55

φ50

φ55

φ55

SN490B

SD345(D19,D22)

SD295(D13,D16)

【JIS G 3136】

M36 D38

M33

M30 D32

D35

45

60770

720

695

45

490

490

490

単位 mm

単位 mm

単位 mm

単位 mm

フープ筋

18

18

18

18

18

110

101

101

110

118

D41

テ
ン
プ
レ
－
ト

中
心
線

柱
心

柱
心

１．１

１．２

３．１ ３．２

３．３

３．４

４．１ ４．２

４．３

６．１

６．２

６．３

６．４

６．５

６．６

３．５

３．６

３．７

４．４

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック・セレクトベース施工技術委員会によって認定された

有資格者（ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、

チェックシート等により施工管理を行うものとする。

月 日訂正

有限
会社 佐々木章設計事務所
〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号

TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221
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OFFI CE

設計年月日

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

製図 担当

検図 承認印

・　　・　

承認年月日 図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

S -

・ 　 　 　 ・ 　

設計

堀　 川

堀　 川

有限会社　エイムス

構造設計一級建築士 第4221号 　堀川  孝志

一級建築士登録   第190585号

ベースパッ ク柱脚工法標準図( 1)
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d

120 X b

d
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120 X 50

d d

a2

d

注入口
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法
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法
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d

a
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l1 l1
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l2
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d

a

50 50W65
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50 50W
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150以上
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g1
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d

g2

g1

t
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50 50W
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J
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法
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l1
tt
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ベースパック　型

角形鋼管

□-350×350 ～ □-550×550 用

F値295N/mm 以下

１．工法概要 ３．構成部材・寸法 ４．コンクリート柱型 ６．工事場施工

２．柱 ５．工場製作（溶接）

７．本工法の施工及び施工管理

（一財）日本建築センターによる一般評定「BCJ評定-ST0093-18」（令和4年11月17日付）

●ベースパック柱脚工法の設計は「ベースパック柱脚工法設計ハンドブック」による。

２

ベースパック柱脚工法　標準図設計

施工 2023年7月作成
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ベースパックグラウト
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Dナット(S)

B.PL
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(建築構造用高溶接性高性能５９０N/mm　鋼材)２
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D38

D41,D41H

SS400

SS490

レベルモルタル

(ベースパックグラウト)

(注)上記 1 ～ 12 の構成部材はベ－スパック構成部品として供給される。

(注)上記 8 ～ 11 は現場状況により仕様が異なる場合がある。

1 アンカーボルト

2 注入座金

3 Mナット

5 Dナット(S)

6 ベースパックグラウト(グラウト材)

7 定着座金

8 テンプレート

10 フレームベース

11 ステコンアンカー

  （コンクリートアンカー）

12 ベースプレート

4 Dナット

9 フレームポスト
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構成部材 ベースプレート

柱脚の定着方法概要

アンカーボルト（Dアンカーボルト）

Mナット・Dナット

定着座金

フレームベース

記号 a

D38

D41,D41H

適用

< Cタイプ  > < 特Cタイプ >

(アンカーボルト8本)

< Cタイプ  >

(アンカーボルト12本)

< 特Cタイプ >

アンカーフレーム形状および据付け時諸寸法

３．５ 注入座金

■検査方法：溶接部の検査は超音波探傷検査により行う。

■施工管理：７．本工法の施工及び施工管理参照。

■ベースプレートの予熱

●気温(鋼材表面温度)が5゜C以上でのベースプレートの予熱は次に示

　す予熱温度標準により行う。その他必要に応じて適切な予熱をする。

●フレームベースはステコンアンカーにより水平に固定する。

●グラウト材のカクハンは、グラウト材１袋(6kg)に対して、計量カップで

●グラウト材の注入は、グラウトロートを注入座金にセットし、グラウト材の
自重圧により他の注入座金からグラウト材が噴き出るまで行う。

●柱脚部の捨コンの厚さは90mm以上とし、表面は平滑に仕上げる。

で組立てを行う。

●位置決めは、テンプレートの中心線と地墨等の柱心を合致させることにより
行い、標準許容差は下図による。

●レベルモルタルはベースパック
グラウト（グラウト材）を使用し
大きさは右図による。

●アンカーボルト（フレーム）の組立ては、4隅のアンカーボルト4本(8本)

●本締めはグラウト材の充填前に行い、

の水を加え、電動カクハン機で混練することにより行う。1.0～1.1

●Dナット(S)による弛み止めは右図による。

基礎工事

アンカーボルト据付け

配筋およびコンクリート打設

建方

アンカーボルトの本締め（弛み止め）

ベースパックグラウト(グラウト材)の注入

図

基準高さより誤差は

:柱心とテンプレ－トのけがき線との

許容差

e1

-3≦e≦10

-2≦e1≦2

容
差

標
準
許

ダブルナットを標準とする。

形状・材質 配筋

●コンクリ－ト

●鉄筋

普通コンクリートとし、設計

立上り高さ

基礎梁天端
あるいは
フーチング天端

●基礎立上がり高さは5０mm以下とする。

基礎立上がり

角形鋼管

グラウトロ－ト

グラウト材
注入座金

（桟木等）

注入枠

立上り筋

フープ筋

e1

e1

柱心 テンプレ－ト

けがき線
アンカ－ボルト

基準強度は下表に記載の値とする。

c t d

●材質

アンカーボルト
適用
アンカーボルト

i) Cタイプ ii) 特Cタイプ

●ベースパックの据付け高さ（h寸法）はフレームベース下端からコンクリート柱型天端までを示す。据付けに最低限必要な高さ（最低h寸法）は下表に記載の値とする。

単位 mm

単位 mm

単位 mm

●本工法は、管理者又は施工者（元請）の管理のもとで実施するものとする。

●ベースプレート溶接部の施工管理は、鉄骨製作業者に属する鉄骨製作管理

技術者等による。

●配筋はアンカーボルト（フレーム）との取り合いを考慮する。

●コンクリート打設前にテンプレート位置精度を確認する。

ベースプレート

採用

（ハ）

a d

寸法(mm)

アンカーボルト

立上り筋 フープ筋

配筋

コンクリート柱型

BT-HT440B-SP

材質

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

形状 本数-呼び
標準ﾌﾚｰﾑ

寸法 W(mm)

特C

フレームベース

寸法 x(mm)

特C

フレームポスト間
J寸法

(mm)

基準強度

l1 l2 l3

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（ハ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

記号
ベースパック

最低

t (mm)

h寸法

BT-HT440B-SP

柱

外径 板厚
(mm) (mm)

ｱﾝｶｰ
ﾌﾚｰﾑ
ﾀｲﾌﾟ

標準

寸法 D(mm)

標準フレーム 特C

(JASS 6　鉄骨工事による)●完全溶込み溶接とする。

■溶接方法（完全溶込み溶接)

■組立

●ベースプレートの中心線（ｹｶﾞｷ線）に柱材軸心を合わせる。

G

R

完全溶込み溶接の開先標準（JASS 6　鉄骨工事 2007年版より ）

図

ベ－スプレ－ト
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ルート間隔G(mm)

標準値 許容差

ルート面R(mm)

標準値 許容差

開先角度α1(°)

標準値 許容差

溶接
姿勢

許容差 ・記号+∞は制限無しを示す。
・2段書きは「鉄骨精度検査基準」に規定する許容差（上段：管理許容差、下段括弧内：限界許容差）を示す。

※杭頭納まり及び配筋状況に合わせて

溶接方法

低水素系被覆アーク溶接

SN490B
CO ガスシールドアーク溶接

BT-HT440B-SP

鋼種

予熱なし

予熱なし

50 ℃

予熱なし

予熱なし

予熱なし

標準ﾌﾚｰﾑ

SN490B

BT-HT440B-SP

設計基準強度

  特Cタイプを選択できる。

形状は正方形とし、寸法は下表に

●形状

記載の値とする。

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

（ニ）

（ニ）

（ニ）

（ニ）

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

BT-HT440B-SP

36 70 81

60 80 92

40 80 92

85

380 590 250 450

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料,SS490】

呼び L

D41H

850

900

995

390

390

490

端部ねじd

M33

M36

M36

b

46

49

49

390M4557

2

※トップフープはダブルとし、柱型上端近くに

　配置する。

BT-HT440B-SP （ニ）

（ニ）BT-HT440B-SP

（ニ）BT-HT440B-SP

（ニ）BT-HT440B-SP

※立上り筋の頂部にはフックを設けなくてよい。

梁主筋

D51H 490M4557

D51,D51H D51,D51H

□  下表標準柱型寸法からの変更あり

特記事項

□  下表標準配筋仕様からの変更あり

□  立上り筋に頂部フックが必要

上記内容によらない場合は下記による。

配筋仕様は下表による。

採用

(注)アンカーボルト12本の場合はつなぎプレートが取り付く。

(「柱型寸法最大・最小値一覧」による)
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5
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9

1

4

5
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鋼種 採用２F値(N/mm )

235

BCR295

BCP235

STKR400

295 JBCR295

TSC295

630

630

630

700

700

700

750

750

820

820

840

900

65

65

65

65

65

65

65

65

65

65

65

65

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

85

330

330

330

400

400

200

225

225

260

260

270

300

45

44

44

44

48

48

48

52

52

60

52

60

710 48 70 85 200

750 65 85 22552

820 60 75 225

900 60 75 265

650 75 85 16548

770 75 20060

820 60 75 225

900 65 75 265

390

490

490

490

390

390

390

390

390

390

390

390

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

C

390

490

390

390

C

C

C

C

390 C

390 C

490 C

490 C

20-D25

20-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

24-D25

32-D25

24-D25

32-D25

36-D25

380

380

450

450

450

500

500

570

570

590

650

590

590

660

660

660

710

710

780

780

800

860

250

250

320

320

320

370

370

440

440

460

520

450

450

520

520

520

570

570

640

640

660

720

450 320

500 370

510 380

590 460

520

570

610

690

660

710

750

830

380 250

460 330

510 380

590 460

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

21以上

24以上

24以上

24以上

24以上

24以上

21以上

21以上

24以上

24以上

24以上

(N/mm )
2

BT-HT440B-SP

SN490B35-16R

35-19R

35-22R

40-16R

40-19R

40-22R

45-19R

45-22R

50-19R

50-22R

55-19R

55-22R

40-25R

45-25R

50-25R

55-25R

35-25R

45-28R

50-28R

55-28R

□-350×350

□-350×350

□-350×350

□-400×400

□-450×450

□-500×500

□-550×550

□-400×400

□-400×400

□-450×450

□-500×500

□-550×550

□-400×400

□-450×450

□-500×500

□-550×550

□-350×350

□-450×450

□-500×500

□-550×550

t≦19

t≦16

t≦22

t≦19

t≦16

t≦22

t≦19

t≦22

t≦19

t≦22

t≦19

t≦22

t≦25

t≦25

t≦25

t≦25

t≦25

t≦28

t≦28

t≦28

板厚(mm)

40≦t≦50 50＜t≦75

6～

6～

7

9

6

7

-2,+∞

(-3,+∞)
2

2

2

2

-2,+1

(-2,+2)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+∞

(-3,+∞)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

-2,+1

(-2,+2)

α1：45

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

α1：35

α1：45

α1：35

-2.5,+∞

(-5,+∞)
下向き

※

φ70

φ70

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ75

φ70

φ70
φ75

φ75

φ75

φ75

φ70

φ75

φ75

φ75

BT-HT440B-SP

SN490B

SD345(D22,D25)

SD295(D13,D16)

【JIS G 3136】

【建築基準法第３７条第二号に基づく国土交通大臣認定材料】

※

12-D25

12-D25

16-D22

12-D25

16-D22

16-D25

16-D25
16-D25

16-D25

2

(N/mm )
2

D38

D41

D51 1110

1215

PD41

PD51

37

37

46 110

100

96

127 20

20

140 20

122

46

43

58

12

12

12

750

750

800

800

800

800

800

800

800

850

850

850

800

850

950

950

800

950

1050

1050

900

910

840

840

830

910

960
910

-

-

-

-

1000

1030

1120

1050

1100

1000

1050

1100

870

800

800

900

950

870

800

900

850

1000

1000

1050

1100

1100

1000

1050

1100

1000

1140

1150

基準強度(N/mm )

PD38

単位 mm 単位 mm

M33

M36

D38

D41

D38

D41

M45

D51

D51

１．１ ３．１

１．２

３．２

３．３

３．４

３．６

３．７

６．１

６．２

６．３

６．４

６．５

６．６

４．１ ４．２

４．３

４．４

テンプレ－ト

中心線

柱心

柱心

180

180

190

190

180

190

180

180

190

190

200

200

200

190

200

230

230

230

235

235

-

-

-

-

-

-

-

-

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

D13@100

D13@100

D16@100

D16@100

8-D38

8-D41

8-D41

8-D41

12-D38

12-D41

12-D41

12-D41H

12-D41H

12-D41H

12-D41

12-D41H

12-D51

12-D38

12-D51

12-D51H

12-D51H

12-D38

8-D38

12-D51110

110

110

110

110

●本工法のうち６．２アンカーボルト据付け及び６．６ベースパックグラウトの

注入は、ベースパック・セレクトベース施工技術委員会によって認定された

有資格者（ベースパック施工管理技術者・施工技能者）が施工を実施し、

チェックシート等により施工管理を行うものとする。

月 日訂正

有限
会社 佐々木章設計事務所
〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号

TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221

SASAKI
AKI RA
ARCHI TECT
OFFI CE

設計年月日

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

製図 担当

検図 承認印

・　　・　

承認年月日 図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

S -

設計

堀　 川

堀　 川

有限会社　エイムス

構造設計一級建築士 第4221号 　堀川  孝志

一級建築士登録   第190585号

ベースパッ ク柱脚工法標準図( 2)
No Scal e

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

15

R6・ 　 　 　 ・ 　02
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
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月 日訂正
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会社 佐々木章設計事務所
〒020-0061　 岩手県盛岡市北山二丁目2番58号

TEL 019-661-8222　 FAX 019-661-8221
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AKI RA
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OFFI CE

設計年月日

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

製図 担当

検図 承認印

・　　・　

承認年月日 図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

S -

・ 　 　 　 ・ 　

設計

堀　 川

堀　 川

有限会社　エイムス

構造設計一級建築士 第4221号 　堀川  孝志

一級建築士登録   第190585号

アイルーフ75耐火構造設計・ 施工標準
No Scal e

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

16

R6 02
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

〈 ３ 〉 施工方法

１ ． 施工手順

⑤‐ アイ ルーフ75と タ イ ト フレームと の接合

4)アイ ルーフ75のアイ リ ブから 吊金具を使用し て天井等を吊る場合、 平滑安定性において

3)梁（ 母屋） に耐火性能が要求さ れる場合は、 それら に応じ て耐火被覆をする。

1)スパンと は梁（ 母屋） の中心距離と する。

〈 注意事項〉

２ ． 納まり

2)梁と の複合被覆ではあり ません。

スパン方向（ 連続にし た場合） スパン方向（ 突合せにし た場合）
①‐ 割付計画

②‐ 搬入・ 揚重・ 仮置・ 保管・ 墨出し

③‐ タ イ ト フレームと 梁と の接合

( a)  揚重は2点又は3点吊り と し 、 アイ ルーフ75をワイ ヤ・ ナイ ロンスリ ングにて傷つけないよう にする。
(b)  アイ ルーフ75は梁上に安全な状態で仮置きし 、 風等で飛ばさ れないよう に養生する。
(c)  梁上を清掃し 、 施工図（ 割付図） に基づき墨出し をし て、 タ イ ト フレームを取り 付ける。

工法・ 工程・ 割付計画をたてる。

溶接箇所 タ イ ト フレーム

溶接箇所
タ イ ト フレーム

溶接箇所

タ イ ト フレーム

梁または母屋

図１

タ イ ト フレームと 梁（ 母屋） の接合は隅肉溶接、 発射打込み鋲 又はド リ リ ングタ ッ ピンねじ と する。
(a)  隅肉溶接の場合 ＜溶接箇所は図1参照＞

　 ・ 発射打込み鋲の規格
　 　 JI S A 5529（ 発射打込み鋲） 又は国土交通省の材料認定を取得し たも のと する。
 ◎ 発射打込み鋲寸法： φ4. 5×19mm以上

　 ・ ド リ リ ングタ ッ ピンねじ の規格
(c)  ド リ リ ングタ ッ ピンねじ の場合 ＜接合箇所は図2参照＞

 ※ ズレ防止の観点から 下図のよう に対角線上に2本打つこ と を推奨し ます。

図２

梁または母屋

タ イ ト フレーム

接合位置

タ イ ト フレーム 接合位置

接合位置 タ イ ト フレーム

④‐ 敷込み・ 仮止め

( a)  割付図に従っ て、 葺き始め用(S)又は調整用(C)を敷き、 ビス(φ5×25㎜以上)によっ て仮止めする。
(b)  2枚目以降は一般用(A)等を順次敷き込み、 母屋毎に端部2箇所程度仮止めする。
(C)  幅方向の調整が必要な場合は調整板(アイ ルーフと 同板厚)で調整する。
　 　 調整板はビス(φ4×13㎜以上） で留め付ける。 ピッ チは500㎜以下と する。

スパン方向
（ 突合わせにし た場合）（ 連続にし た場合）

スパン方向

2
0
7

2
0
7

2
0
7

2
0
7

2
0
7

2
0
7

約60㎜約60㎜

幅方向

図３

( a)  アイ ルーフ75を敷き込み後、 タ イ ト フ レームにビス(φ5×25㎜以上)で留め付ける。 ＜本締め＞

　   ※タ イ ト フレーム1本当り に使用するビスの本数　 NS- 30： 6本　 NW- 30： 12本
(b)  ビス（ ド リ ルねじ ） の規格

アイ ルーフ75

接合位置

図４

　   ビスはタ イ ト フレーム1山当り 2本留め付ける。 （ 縦継手用は1山当り 4本使用）

⑥‐ 開口部補強

補強下地補強下地

補強下地補強下地

図５

⑦‐ 役物材取付（ 立上がり 部、 外壁取合部、 貫通支柱部等）

⑧‐ 下地検査

⑨‐ 防水施工

 ※ 役物材取付に関し ては、 現場等に応じ て施工し て下さ い。

 ※ 開口部廻り （ ド レン廻り 、 架台廻り 、 排気口等） は鉄骨下地による補強を行う 。 (例： 図5)

溶接長さ

 ◎ 溶接長さ ： 片側20mm以上（ タ イ ト フ レーム谷部につき）

(c)  アイ ルーフ 75の横継手嵌合部を、 ビス(φ4×13mm以上)で＠500㎜で留め付ける。 (図4)

 ◎ ド リ リ ングタ ッ ピンねじ 寸法： φ5×35mm以上　 材質： 鋼製 又は ステンレス製

 ◎ ド リ ルねじ 寸法： φ5×25mm以上　 材質： 鋼製 又は ステンレス製

 ◎ ド リ ルねじ 寸法： φ4×13mm以上　 材質： 鋼製 又は ステンレス製

貫通支柱

シーリ ング

水切

防水層

断熱層

アイ ルーフ75

タ イ ト フレーム

アイ ルーフ75受梁

貫通支柱

水上部断面図（ パラペッ ト 無し ）水下部断面図（ パラペッ ト 無し ）
防水層

断熱層

アイ ルーフ75

軒樋

アイ ルーフ75受梁

外壁材

シーリ ング

鼻隠し

シーリ ング

化粧破風板

外壁材

アイ ルーフ75受梁

タ イ ト フレーム

アイ ルーフ75

断熱層

防水層

断熱層

アイ ルーフ75
棟部縦目板

タ イ ト フレーム

アイ ルーフ75受梁

棟部

大梁 大梁

タ イ ト フレーム

アイ ルーフ75

タ イ ト フレーム

アイ ルーフ75

建物外周部アイ ルーフ75スパン方向 建物外周部アイ ルーフ75幅方向

縦引きド レン部(パラペッ ト 有り ) 横引きド レン部(パラペッ ト 有り )

防水層

（ 鋼製下地用）

ド レン廻り 補強材

シ－リ ング

アスファ ルト 防水層
又はシ－ト 防水層

胴縁

（ 鋼製下地用）

又はシ－ト 防水層

( b)  発射打込み鋲の場合

耐火被覆
処理　 　

耐火被覆
処理　 　

タ イ ト フレーム

アイ ルーフ75

断熱層

防水層

水切 笠木

シーリ ング

胴縁

耐火被覆処理

外壁材

アイ ルーフ75受梁

アイ ルーフ75

タ イ ト フレーム

アイ ルーフ75受梁

防水層

断熱層

水切

外壁材

耐火被覆処理

胴縁

シーリ ング

笠木

防水下地水切り  溶融亜鉛めっ き鋼板 t=1. 0㎜

捨笠木　 溶融亜鉛めっ き鋼板　 t=1. 0㎜

笠木

縦引きド レン

縦樋

防水下地補強板 溶融亜鉛めっ き鋼板 t=1. 0㎜

断熱層

アイ ル－フ７ ５

胴縁

外壁材

アイ ル－フ７ ５ 受梁

横引き樋

外壁材

シ－リ ング

捨笠木　 溶融亜鉛めっ き鋼板　 t=1. 0㎜

笠木

防水下地水切り  溶融亜鉛めっ き鋼板 t=1. 0㎜

アスファ ルト 防水層

断熱層

アイ ル－フ７ ５

横引きド レン

セルフド リ ルビス Φ5 x 25

タ イ ト フレ－ム（ 溶接付け）

アイ ル－フ７ ５ 受梁

不具合が発生する恐れがあり ますので推奨し ており ません。

20. 5×10 N/c㎡（ 2. 1×10 kgf/c㎡）

板厚

鉄骨梁（ 母屋）

〈 １ 〉 製品仕様と 材料
１ ． 形状・ 寸法

207 207

7
5

30

621
207

621

長さ自由 1, 00
0 ～ 12, 0

00

２ ． 重量・ 断面性能

３ ． 製品種類・ 付属材料

Ｓ

調整用
Ｃ

付属材料（ タ イ ト フレーム）

621

621

40

80

8
8

8
8

葺き始め用

Ｎ Ｓ - ３ ０

（ シングル）

Ｎ Ｗ- ３ ０
（ ダブル）

縦継ぎ手用

〈 ２ 〉 設計
１ ． 耐火仕様

アイ ルーフ75

タ イ ト フレーム

※梁の耐火被覆は、 必要に応じ て行う

鉄骨梁（ 母屋）

8
8

スパンスパン

鉄骨梁（ 母屋）

２ ． 使用材料

材料種類

□ 溶融亜鉛めっ き鋼板（ JI S G 3302） 　 □ Z12　 □ Z27

□ 溶融55％アルミ ニウム- 亜鉛合金めっ き鋼板（ JI S G 3321）

３ ． 曲げ応力及びたわみ計算

たわみによる計算 4

360
l

応力による計算

Ｍ＝ wl
8

2

δmax： 最大たわみ

σ： 曲げ応力

Ｍ： 曲げモーメ ント
ｌ ： スパン

荷重(N/㎡)

長期 短期
板厚(mm) 板厚(mm)

荷重(N/㎡)
1. 0 1. 2 1. 0 1. 2

曲げ たわみ 曲げ たわみ 曲げ たわみ 曲げ たわみ
5369
4901
4538
4244
4002
4000
3796

5, 000
4, 800
4, 600
4, 400
4, 200
4, 000
3, 800
3, 600
3, 400
3, 200
3, 000
2, 800
2, 600
2, 400
2, 200
2, 199
2, 000
1, 802
1, 800
1, 600
1, 400
1, 200
1, 000

3621
3620
3466
3330
3209
3100
3001
2912
2830
2754
2684
2620
2560
2503
2451
2401

5535
5209
4948
4732
4550
4548
4393
4256
4256
4134
4025
3927
3838
3756
3681
3611
3547
3487
3430
3378
3328
3281
3237

5931
5415
5013
4689
4421
4419
4194
4000
3999
3829
3679
3545
3424
3316
3217
3126
3043
2966
2894
2828
2766
2707
2653

5866
5521
5244
5016
4823
4821
4656
4511
4511
4382
4266
4162
4067
3981
3901
3826
3759
3695
3636
3580
3527
3478
3431

1, 000
1, 200
1, 400
1, 600
1, 800
2, 000
2, 200
2, 400
2, 600
2, 650
2, 800
3, 000
3, 155
3, 200
3, 400
3, 600
3, 800
4, 000
4, 200
4, 400
4, 600
4, 800
5, 000

6567
5995
5551
5192
4895
4644
4428
4239
4073
4034
3925
3792
3697
3671
3562
3461
3369
3284
3205
3131
3062
2998
2937

5535
5209
4948
4732
4550
4393
4256
4134
4025
4000
3927
3838
3774
3756
3681
3611
3547
3487
3430
3378
3328
3281
3237

7256
6623
6132
5736
5408
5130
4892
4683
4500
4457
4336
4189
4085
4056
3935
3824
3722
3628

3459
3383

3540

3312
3245

5866
5521
5244
5016
4823
4656
4511
4382
4266
4239
4162
4067
4000
3981
3901
3828
3759
3695
3636
3580
3527
3478
3431

板厚

ｔ

1. 2

1. 0

重量

kg/㎡

断面性能

断面2次 断面係数
Ｚモーメ ント  I

cm /m

18. 9

15. 8 161. 0 26. 3

191. 7 32. 1

Ft： 許容応力度

Z： 断面係数（ 有効断面 50ｔ ）

I ： 断面2次モーメ ント （ 全断面有効）

20, 500N/c㎡（ 2, 100kgf/c㎡） 【 短期】

E: ヤング係数

13, 700N/c㎡（ 1, 400kgf/c㎡） 【 長期】

曲げと たわみと 比較し て小さ い値を採用値（ 斜線部） にし ています。
太枠内： 耐火構造許容スパン内　 　 ※詳細な荷重計算については別途計算致し ます。

σ＝　 　 　 　 ≦ Fｔ

δmax＝　 　 　 　   ≦

許容スパン表（ 連続梁）

185EI
wl

Ｚ
Ｍ

（ 連続梁）

ｗ： 荷重（ 固定荷重＋積雪荷重 or 風荷重）

役物の断面形状・ 寸法

※断面性能は正圧・ 負圧の内、 小さ い方の値を採用

30

7
5

50 207207
464

30

50 207
257

7
5

屋根30分耐火

FP030RF- 1745

□ 溶融亜鉛- アルミ ニウム- マグネシウム合金めっ き鋼板（ JI S G 3323）

（ 単位： mm）

6 6

3cm /m4

1. 0mm以上
4, 000mm以下

4, 000mm以下

単純支持

連続支持

デッ キ条件 支持スパン板厚耐火時間

□ 1. 0mm　 　 □ 1. 2mm　 　 □ 特注

ルーフデッ キ アイ ルーフ75　 耐火構造設計・ 施工標準　 　 ≪ 国土交通省指定耐火構造Ｆ Ｐ ０ ３ ０ Ｒ Ｆ - １ ７ ４ ５  ≫ ※同等品の使用可

レ

レ レ
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設計年月日

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

製図 担当

検図 承認印

・　　・　

承認年月日 図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

S -A1 1: 100
A3 1: 200

・ 　 　 　 ・ 　

設計

堀　 川

堀　 川

有限会社　エイムス

構造設計一級建築士 第4221号 　堀川  孝志

一級建築士登録   第190585号

コ ラ ム配置図

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

17

R6 02
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
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1 2 3 4 5 6 7 8
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コラム先端GL－6,000想定範囲
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No3

No2

No1

No5

No4

長期設計用支持力度(基礎下)　200kN/m2

1.

コラム先端レベル

コラムは全て接円配置とする。2.

4.

3. コラム天端レベル

　基礎下端レベル－50

　（捨てコンクリート厚さ50）

　GL－4,500以深かつ支持層到達深度

5.支持層　砂礫，玉石混じり砂礫

設計支持層N値＝17

符号 表示 基礎下

GL-4,500

GL-1,350

GL-1,600

箇所数

3

1

コラム先端

P1B

コラム本数-径

2-1,000

2-1,000

P1d GL-6,000

GL-4,500

GL-1,600

GL-1,800

1

1P2A 2-1,200

2-1,200

GL-4,500GL-1,3502-1,200P2

GL-1,3502-1,200

1

1P2d GL-6,000

P2Bd GL-6,000

GL-4,500

GL-4,500

GL-4,500

GL-4,500

GL-4,500

GL-4,500

GL-4,500

GL-1,600

GL-1,600

GL-1,800

GL-1,350

GL-1,800

GL-1,350

GL-1,600

GL-1,350

GL-1,350

GL-1,350

8

2

13

2

1

3

1

2

2

4

P3B

P4A

P5A

P6B

P4B

4-1,000

4-1,000

4-1,000

4-1,000

4-1,200

4-1,200

1-1,000

2-1,000

P5

P4

P7

GL-4,500GL-1,3504-1,000P3

GL-1,3504-1,000

2

1P3d GL-6,000

P6d

P8d GL-6,000

図中No1～No5はボーリング調査位置を示す。

GL-6,000

GL-4,500

備考

4-1,100

4-1,100

試掘  2箇所6.

その後、支持層管理方法（トルク値等の確認）について決定する。

試験施工  コラム径 1000φ、1200φの各1箇所（合計2箇所）7.

ク値の測定等を行う。

具体的な位置は、工事監理者と協議の上決定する。

（1100φの管理トルク値は、1200φと同値として安全側となる。）

ボーリング調査位置No2に応じた範囲（コラム先端GL－6,000想定）を

No2以外のボーリング調査位置付近で行い、土質柱状図との照合やトル

ある。具体的な位置は、工事監理者と協議の上決定する。
確認するために行うもので、必要に応じて試掘の箇所数を増やす場合も

1/100コラム配置図

特記なき限り下記による

コラムリスト

ソイルセメントコラム共通事項 GL＝設計GL
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1. b×D

2. 礎柱芯＝鉄骨柱芯

D

b

Y

X

符　号

礎柱断面表

b×D

主　筋

帯　筋

頂部主筋フック

頂部帯筋

天端レベル

b×D

主　筋

帯　筋

頂部主筋フック

頂部帯筋

天端レベル

b×D

帯　筋

頂部主筋フック

頂部帯筋

天端レベル

周辺地盤上部

周辺地盤下部

B.P下部L

主　筋

位　置
特記なき限り下記による

礎柱共通事項

1/30CR1A

1/50 GL＝設計GL
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設計年月日

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

製図 担当

検図 承認印

・　　・　

承認年月日 図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

S -

・ 　 　 　 ・ 　

設計

堀　 川

堀　 川

有限会社　エイムス

構造設計一級建築士 第4221号 　堀川  孝志

一級建築士登録   第190585号

A1 1: 50
A3 1: 100

基礎梁， 床スラ ブ断面表

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号
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R6 02
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
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S1S1

S1 S1

2-D132-D13

D10-@200(a>350の場合はあばら筋と同径-@200)

軸方向補強筋

D10-@300D

幅止め筋D10-@1,000以内

軸方向補強筋

D10-腹筋と同ピッチ

あばら筋と同径同ピッチ

軸方向補強筋

2-D13

D10-@200D10-@200

2-D13

D10-@200

D13

D10-@200

2-D13
D13

D10-@200

D13

D10-@200D10-@200

D10-@200

D13
D10-@200
D10+D13-@200

D13

D13

D13

D13
D10+D13-@200

D10

D13

D10-@150

D13

D10-@150

D13

D10-@150

D10

D13

D13

D10-@200

D10

スラブ筋と同径・同ピッチ

スラブ筋と同径・同ピッチ

スラブ筋と同径・同ピッチ

上端開口部補強D13

上端開口部補強　各1-D13

上端開口部補強　各1-D13

床スラブ開口部補強筋

開口部が200mmを超える場合に補強を行う。

1.

1. b×D

2. 腹　　筋 2-D10(段数は図による)

幅止め筋 D10-@1,000以内

3. 上端打増部補強要領（下端打増部もこれにならう）

床スラブと基礎梁上端に70mm以上又は土間コンクリートと基礎梁上端に300mm以上のレベル差が

ある場合、下記の要領で補強を行う。

監理者と協議する。

注）設計図に示された範囲以外で、施工上の理由等によりa>300となる場合は、

a≧70mmの場合に適用する。

4. 横打増部補強要領

5.

・径100mm未満の場合は配筋標準図 12.1 (b) のＨ2形としてよい｡

・径が梁せいの1/10以下かつ100mm未満の場合は補強無しとしてよい。

ただし貫通孔径が小さい場合は、配筋標準図 12.1 (a) (8) に準じて以下のように扱う。

貫通孔補強には既製品（評定を取得したもの）を使用する（機械設備もしくは電気設備工事）。

径

計
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75φ
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13

箇所数

（想定）
備考

（捨てコンクリート）

（砕石）

基礎梁上端

軸方向補強筋

    b≦350 2-D16
350＜b＜550 3-D16
550≦b＜750 4-D16
750≦b      5-D16

350＜a＜550 上下 2-D16
550≦a      上下 3-D16

軸方向補強筋

a≦350 上下 1-D16
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位置
長辺方向短辺方向

全断面 全断面
符号 厚さ

床スラブ断面表

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

床スラブ共通事項

特記なき限り下記による

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋

符　号

位　置

断面

上端筋

下端筋

b×D

あばら筋

基礎梁・基礎小梁，RC小梁断面表 1/50

（特記なき限り下記による）基礎梁・基礎小梁，RC小梁断面表

1/30SD1 1/30CS1排水溝 1/30

1/30W13

1/30沓洗い場

1/30コート基礎

基礎梁貫通孔（補強は機械設備もしくは電気設備工事）
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設計年月日

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

製図 担当

検図 承認印

・　　・　

承認年月日 図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

S -A1 1: 100
A3 1: 200

・ 　 　 　 ・ 　

設計

堀　 川

堀　 川

構造設計一級建築士 第4221号 　堀川  孝志

一級建築士登録   第190585号

PR・ CF伏図

有限会社　エイムス

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号
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天井受けC-100×50×20×2.3 @910

天井受けC-100×50×20×2.3 @910

外部用倉庫庇
（鉄骨詳細図参照）

天井受け
C-100×50×20×2.3 @910

デッキ受け母屋
□-100×100×3.2

ルーフデッキ
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1/100PR伏図

（ポーチ庇）

1/100CF伏図

（キャットウォーク，下屋陸屋根）
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設計年月日

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

製図 担当

検図 承認印

・　　・　

承認年月日 図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

S -A1 1: 100
A3 1: 200

設計

堀　 川

堀　 川

有限会社　エイムス

構造設計一級建築士 第4221号 　堀川  孝志

一級建築士登録   第190585号

TF伏図
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（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
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天井受けC-100×50×20×2.3 @910

1/100TF伏図

（ステージ天井）
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設計年月日

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

製図 担当

検図 承認印

・　　・　

承認年月日 図面名称

工事名称

縮尺

図面番号

S -A1 1: 100
A3 1: 200

設計

堀　 川

堀　 川

有限会社　エイムス

構造設計一級建築士 第4221号 　堀川  孝志

一級建築士登録   第190585号

RF伏図

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号
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鉄骨部材リスト

1/20大梁継手リスト（剛） 間柱・大梁・小梁継手リスト（ピン） 1/20

TYPE 1 TYPE 1A TYPE 11

符号 材質断面部位

柱 C1

C2

間柱

大梁

G2

G1

G1A

G2A

C11

CG1片持梁

G11

G21

P1

CG21

C21

P2

材質符号部位 断面

小梁

B3

B2

B1

B1A

B21

CB21

B22

CB1

水平ブレース M16

M20

H1

H2

B4

B5

備考 備考 材質符号部位 断面 備考

その他 縦胴縁

DP1

DB1

DB2

胴縁土台

まぐさ,窓台

天井受け

根太

ルーフ受母屋

ルーフデッキ

H.T.B梁中央部材
n×m m×n

梁フランジ 梁ウェブ

P
備考

断面符号

P1

CF G11

RF G2

TF G2

CF G2

PR G21

TYPE H.T.B m×n P G 備考

B3

B4

B1

B1A

CB1

B22

H1

H2

B2

B5

S.PL材質
S.PL-1 S.PL-2 S.PL-3

G.PL PL-APL材質

BCR295

BCR295

-450×450×16

-300×300×12

RF

TF H-244×175×7×11

H-294×200×8×12

RF

TF H-244×175×7×11

H-244×175×7×11

CF

CF H-390×300×10×16

CF H-390×300×10×16

CF H-294×200×8×12

SN400B

SN400B

SN400B

SN400B

SN400B

SN400B

SN400B

SN400B

BCR295-200×200×9

H-200×100×5.5×8

CF H-294×200×8×12 SN400B

PR H-194×150×6×9 SS400

H-390×300×10×16

SS400
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H-194×150×6×9 SS400

柱脚 ベース－パック 45-19R

柱脚 ベース－パック 30-12V

柱脚 ベース－パック 20-09V

-150×150×6 STKR400

STKR400-100×100×3.2

H-200×100×5.5×8

SS400-125×65×6×8

H-100×100×6×8 SS400

H-250×125×6×9 SS400

H-250×125×6×9 SS400

H-194×150×6×9 SS400

H-200×100×5.5×8 SS400

H-194×150×6×9 SS400

H-200×100×5.5×8 SS400

S-ST-S M16

S-ST-S M20

SNR400B

SNR400B

PR

CF,TF,RF
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横使い
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SS400H-200×100×5.5×8
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STKR400-100×100×3.2
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C-100×50×20×2.3

右の設計荷重を満足するもの 積雪時 2,200N/m2
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1
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1A
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風荷重時(吹上げ) 1,500N/m2
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4PL-9×80×410

4PL-12×110×350

2PL-9×150×290

2PL-9×175×290

2PL-9×200×410

2PL-12×300×350

2G.PL-4.5  B 2-M12

@455(外壁),@606(内壁) G.PL-4.5  B 2-M12

2G.PL-4.5  B 2-M12

2G.PL-4.5  B 2-M12

2G.PL-4.5  B 2-M12

G.PL-4.5  B 2-M12

一般部　2G.PL-4.5  B 2-M12

ポーチ庇　G.PL-4.5  B 2-M12

@910 G.PL-4.5  B 2-M12

キャットウォーク　G.PL-4.5  B 2-M12

排水溝部(横使い)　G.PL-4.5  B 2-M12
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R6 02
（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
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L

座金付き

2重ナット締め

A.B 4-M16(ABR400) 全長＝500

定借板 10×48φ

B.P-19×310×310(SS400)

H 1T

H 1T

3

3 50-150

土台

TF G1

CF G1
□-100×100×3.2
柱側木口以外全周隅肉溶接S＝4

H-100×100×6×8

B4
H-100×100×6×8

タルキ
C-100×50×20×2.3 @455

H-100×100×6×8

タルキ
C-100×50×20×2.3 @455

B4
H-100×100×6×8

B4
H-100×100×6×8

□-100×100×3.2

P2

梯子

B1等
G1等

器具庫天井

RF G1

H-200×100×5.5×8

C-100×50×20×3.2
@455

縦胴縁

P1

C-100×50×20×3.2
土台下モルタル

CF G2

H-200×100×5.5×8
B2

P2
□-100×100×3.2

P-12×250L

CF G2

P1
H-200×100×5.5×8

P1
H-200×100×5.5×8

H-200×100×5.5×8
B2

CH.P-4.5L

B4
H-100×100×6×8

CH.P-4.5L

CH.P-4.5L

□-150×150×6（STKR400）

S-ST-S M20

P-9L

S-ST-S M16

LP-6

H-390×300×10×16(SN400B)

H-244×175×7×11(SN400B)

H-294×200×8×12(SN400B)

CF G1
H-294×200×8×12(SN400B)

H-294×200×8×12(SN400B)

CF G1 CF G1
H-294×200×8×12(SN400B)H-294×200×8×12(SN400B)

H-294×200×8×12(SN400B)

C-100×50×20×3.2

縦胴縁
C-100×50×20×3.2 @455

天井受けC-100×50×20×2.3 @910

※ 納まり上問題が無い場合は、梁の上下で引き通し可とする。

L-50×50×6 @400
　　　　溶接留め

B 2-M12
2･G.P-4.5L

B 2-M12
G.P-4.5L

H.T.B 2-M16
G.P-6L

B 2-M12
G.P-4.5L

2･G.P-4.5
B 2-M12

L

L2･G.P-4.5
全周隅肉溶接S＝4

B 2-M12
2･G.P-4.5L

G.P-4.5L
B 2-M12

G.P-4.5L
B 2-M12
（TF層に大梁・小梁がある場合のみ）

G.P-4.5L
B 2-M12

B 2×2-M12
G.P-4.5L

B 2-M12
G.P-4.5L

A.B M12 a=300（有効長）@2,000

G.P-4.5L
B 2-M12

LG.P-4.5
B 2-M12

L-90×90×7
H.T.B 2-M16

L-90×90×7
H.T.B 2-M16

LG.P-6
H.T.B 2-M16

P-6L

H.T.B M20

G.P-9L

H.T.B M16

LG.P-6

B 2-M12
LG.P-4.5

a

a

1. 材質

形鋼・鋼板 SS400

軽量形鋼 SSC400

角形鋼管 STKR400

丸鋼 SNR400B

1/20 1/20外部用倉庫庇

1/20器具庫梯子上階段 a a

1/20天井受け取付要領

柱脚詳細 1/20

M20

ブレース継手詳細図 1/20

特記なき限り下記による

共通事項

M16

縦胴縁取付要領

※可能な限り継手箇所数を減じ、連続梁使用とする。

C21
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（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
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SGP40A

□-75×75×4.5

H1 H-294×200×8×12
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B21
H-194×150×6×9

G21
H-194×150×6×9
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CG21
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H-194×150×6×9
G21

G21
H-194×150×6×9

CB21
H-194×150×6×9

G1A H-390×300×10×16(SN400B)

H-100×100×6×8

□-75×75×4.5

H-100×100×6×8

□-75×75×4.5

□-75×75×4.5

H-100×100×6×8

H-100×100×6×8

□-75×75×4.5

L-65×65×6

H1 H-294×200×8×12

H-100×100×6×8

SGP40A

□-75×75×4.5

□-75×75×4.5

G2A H-390×300×10×16(SN400B)

G11
H-294×200×8×12

G21
H-194×150×6×9

水平ﾌﾞﾚｰｽ 水平ﾌﾞﾚｰｽ

□-150×150×6 □-150×150×6

B22

B22

H.T.B 2-M16
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L
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LP-9

H.T.B 2-M16
LG.P-6

LB.P-19×310×310
A.B 4-M16

LD.P-16
(SS400)

LT.P-16
(SS400)

1. 材質

角形鋼管

形鋼・鋼板 SS400

STKR400

2. ※印の寸法は、施工図段階で確認する。

1/20ポーチ庇

特記なき限り下記による

共通事項

1/20ミニバスケットゴール受け
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鉄骨架構詳細図( 1) A1 1: 30

A3 1: 60

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事
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HF2

H 1T

H 1B

H 1T

H 1B

H 1B

ベースパック 45-19R

ベースパック 45-19R

D.P-22L

LP-6
-100×100×3.2

天井受
C-100×50×20×2.3

2G.P-4.5  B 2-M12L

G.P-4.5  B 2-M12L

LD.P-19

LD.P-19

C-100×50×20×3.2(横使い)
2G.P-4.5  B 2-M12LD.P-22L

D.P-22L

D.P-22L

D.P-22L

D.P-22L

D.P-22L

LD.P-16 LD.P-16

D.P-22L D.P-22L

CG1 H-200×100×5.5×8

ベースパック 45-19R

ベースパック 20-09V

D.P-22L

D.P-22L

ルーフ受母屋
排水溝ルーフ受母屋

D.P-22L

LD.P-19

LP-9(SS400)

P-16(SS400)L
L2S.P-9(SS400)

H.T.B 3-M20

※ エレクションピースは、
   柱溶接完了後に切断撤去。
   他の継手もこれにならう。

1. 材質

部材　部材リストによる。

通しダイアフラム

内ダイアフラム

SN490C

SN490C

5通り架構詳細図 1/301/30A通り架構詳細図

特記なき限り下記による

共通事項
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鉄骨架構詳細図( 2) A1 1: 30

A3 1: 60

有限会社　エイムス

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

GL

RFL

TFL

CFL

1FL

5 6 E F

4
,
2
0
0

2
,
5
5
0

2
,
9
5
0

5
,
5
0
0

3
7
0

7
0

3
0

5
0

B.P下端L

5,6506,900 6,900 4,800

7
0

3
0

5
0

B.P下端L

10 70070010 10700700

10 700

10 70010

1
5
0

2
0
0

4
5
0

900900 1010 10 900

1
0
0

10 70010700

700545

545

2
0
0

4
5
0

1
5
0

1
2
5

1
2
5

1
2
5

1
2
5

1
2
5

1
2
5

C
1

-
4
5
0
×
4
5
0
×
1
6

C
1

-
4
5
0
×
4
5
0
×
1
6

C
1

-
4
5
0
×
4
5
0
×
1
6

C
1

-
4
5
0
×

4
5
0
×
1
6

C
1

-
4
5
0
×

4
5
0
×
1
6

C
1

-
4
5
0
×

4
5
0
×

1
6

C
1

-
4
5
0
×

4
5
0
×

1
6

G11 H-294×200×8×12

G1 H-390×300×10×16

B1 H-250×125×6×9 B1 H-250×125×6×9

G1 H-294×200×8×12 G2 H-294×200×8×12

G2 H-244×175×7×11

G1

G1

C
2

-
3
0
0
×
3
0
0
×
1
2

C
2

-
3
0
0
×

3
0
0
×

1
2

C
1

-
4
5
0
×

4
5
0
×

1
6

水平ブレース位置

水平ブレース位置

水平ブレース位置

水平ブレース位置 水平ブレース位置

水平ブレース位置

水平ブレース位置

ベースパック 45-19R ベースパック 45-19R ベースパック 45-19Rベースパック 30-12V

LD.P-22 LD.P-22

LD.P-22LD.P-22

LD.P-19

D.P-19

D.P-19

L

L

LD.P-22

LD.P-19

LD.P-19

LD.P-19

LD.P-22

LD.P-22

LD.P-19

G1 H-244×175×7×11

LD.P-19

LD.P-19

LD.P-19

D.P-19

D.P-19

L

L

D.P-19L

D.P-19L

LD.P-22

LD.P-19

LG.P-6
H.T.B 2-M20

LG.P-6
H.T.B 2-M20

1. 材質

部材　部材リストによる。

通しダイアフラム

内ダイアフラム

SN490C

SN490C

1/30F通り架構詳細図 1/305通り架構詳細図

特記なき限り下記による

共通事項
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立体ト ラ ス工事特記仕様書
S - 37

No Scal e

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

屋根立体トラス

普通ボルト（支承部接合ボルト）

六角ボルト 強度区分　4.6, 4.8JIS  B 1180

立　体　ト　ラ　ス　工　事　特　記　仕　様　書

ワッパ－とボルトを接合させるピン部品。

組み合わせたもの。

トラスの支持点に使用する接合部材で、リブ、ベ－スプレ－ト等を溶接で

トラスの節点に使用する球形の接合部材で、部材のボルトと取り合うために

おり、これを回転させることでボルトがグロ－ブにねじ込まれる。

スリ－ブとグロ－ブの中間に位置し、打込みピンにてボルトと接合して

パイプ端末に溶接される部品で、パイプからの力をボルト及びワッパ－に

部材本体の中枢をつかさどる鋼管。

部材端末に位置し、グロ－ブと部材を接合する役割を持つ。軸部には

パイプの端末にスリ－ブを溶接し、ボルト、ワッパ－等の部品

伝える。

を組み込んだもの。

原則として全てのグロ－ブに付加孔をあけるものとし、不要な付加孔は

この孔を利用して母屋受金物やその他金物を取付ける。（図２参照）

グロ－ブのボルト孔で部材が取付く以外のものを付加孔という。

打込みピン

（本設計に使用する固有の名称を次のように定める。）

このシステムトラスは、部材とグロ－ブ（球形に加工した接合部材）

１　適　用　範　囲

２　構　造　形　式

４　用　語　の　定　義

グロ－ブ（接合部材）

支承グロ－ブ

部材

パイプ（主部材）

スリ－ブ（端部金物）

トラスボルト

ワッパ－

付　加　孔

建築基準法第３７条第二号の規定に適合するトラス用機械式継手を用いた

現場にて詰めボルトで塞ぐものとする。

詰めボルト

システムトラスとする。

ねじ孔を有する。

３　構　造　の　概　要

ており、これを回転させることでボルトがグロ－ブにねじ込まれる。（図１参照）

のワッパ－がはまっている。このワッパ－は打込みピンでボルトに接合され

部材の端末にはボルトが組み込まれており、そのボルトの外側にはナット状

よってグロ－ブに伝えられる。

部材応力はスリ－ブを介して引張力はボルトによって、圧縮力はワッパ－に

にて構成される。

ワッパ－と接合するためにピン孔を有する。

プレ－ト類（支承部に使用）

一般構造用圧延鋼材 SS400

JIS　G 3136 建築構造用圧延鋼材 SN490B

打込みピン

クロムモリブデン鋼 SCM435・SCM435H M42・M48用

JIS　G 4314 ばね用ステンレス鋼線 SUS304WPB M20～M36用

機械構造用炭素鋼鋼材 S45C

9T

クロムモリブデン鋼 M20～M36

ニッケルクロムモリブデン鋼 SNCM439 M42・M48

JIS  G 3101 一般構造用圧延鋼材 SS400

5T （ 球状支承グロ－ブ ）

JIS　G 3106 溶接構造用圧延鋼材 SM490A相当品 φ180

クロムモリブデン鋼 SCM435・SCM435H

５　材　　　料

図面に示すトラスの寸法は製作寸法とする。

トラスに取り付くあらゆる２次部材は節点に取り付ける事を原則とする。

7　そ　の　他

（トラス自重および固定荷重による変形後の寸法を示すものではない。）

６　防　　　錆

パイプ

トラスボルト

乾式亜鉛めっき

素地ごしらえ　　B種（ブラスト）

エポキシ系プライマ－

ポリウレタン系上塗

（現場塗装）

（現場塗装）ポリウレタン系上塗

エポキシ系プライマ－ 40μm ×　1回

エポキシ系プライマ－

ポリウレタン系上塗

乾式亜鉛めっき

25μm ×　1回

25μm ×　1回

40μm ×　1回

（現場塗装）

（現場塗装）

50μm ×　1回

25μm ×　1回

15μm ×　1回無機ジンクプライマ－

素地ごしらえ　　B種（ブラスト）

支承グロ－ブ

グロ－ブ・ワッパ-

※   上記鉄骨部は現場組立完了後に改めて防錆塗料の欠陥部をタッチアップする。

（工場塗装）

（工場処理）

（工場塗装）

（工場塗装）

（工場処理）

グロ－ブ

6T （ 一般グロ－ブ ）

パイプ

JIS  G 3444 一般構造用炭素鋼鋼管 STK400

スリ－ブ

トラスボルト

ワッパ－

JIS　G 4053・4052

JIS　G 4053

JIS　G 4051

JIS　G 4053・4052

JIS  G 3101

φ110～φ220

（姿　　図）（断　面　図）

JIS　G 4053・4052 SCM435・SCM435H

15  g／m 2

15  g／m 2

図１：立体トラス接合部詳細図

図２：付加孔詳細図

有効ねじ深付加孔

M16 18

M20 22

M24 26

300

260

220

200

180

150

φ300／270

φ200／182

φ220／192

φ180／160

φ260／240

φ150／136

10

9

8

7

6

5

270

240

192

182

160

136

130

110

φ　50／ 46

φ　85／ 78
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4

3

2

1 46

B

78

120

103

85

50

30
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4.5

4.5

4.2

4.2

4.5

3.2

30

40

2.3

2.3

3.2

3.2

ｔ

1.0

1.045

45

α（°）

φ34.0

φ42.7

φ48.6

φ60.5

φ76.3

φ89.1

φ101.6

φ114.3

φ139.8

φ165.2

φ190.7

φ216.3

φ267.4

φ318.5

5.0

5.3

5.8

8.2

6.6

6.9

パイプ径

30

25

25

50※

50

50

g

1.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

2.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

※

※

図３：パイプとスリ－ブの溶接部開先形状図

, 10.3

Dグロ－ブ

図4：支承リブプレ－ト溶接詳細図

, 9.3

t≦22

完全溶込み溶接
（裏ハツリ）

t
溶　接

グロ－ブ 打込みピン

ボルト

パイプ（主部材）

ボルト孔

ワッパ－

グロ－ブ

ワッパ－スリ－ブ（端部金物）

パイプ（主部材）

ボルト

工場塗装（吹付け塗り） 現場塗装（はけ塗り）現場塗装（はけ塗り）

（接合部材）（接合部材）

スリ－ブ（端部金物）

打込みピン

溶　接（図３参照）

D

B／
2

有
効

ね
じ
深

付加孔

ｔ

ｇ

α

※α

ｔ：パイプ肉厚
α：開先角度
ｇ：ル－トギャップ

パイプ
スリ－ブ

Δｇ：±0.5

（ｔ≧６に適用）

許容差

Δα：0°～5°

溶接の種類：ガスシ－ルドア－ク溶接

t／4≦S≦10

7S1

756

701
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S - 38

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

立体ト ラ ス伏図・ 軸組図

1 2 3 4 5 6 7

A

B

C

D

E

F

▽GL ▽1FL

▽CFL

1 2 3 4 5 6 7

A B C D E F

A B C D E F

▽GL

全てのト ラスの寸法はパイ プ芯寸法と する。

立面図  1: 200

断面図  1: 200

立面図  1: 200

▽1FL

▽CFL

△RFL

▽ト ラス支承芯

△ト ラス最高高さ

▽最高高さ

▽1FL

▽CFL

△RFL

▽ト ラス支承芯

△ト ラス最高高さ

▽最高高さ

A

F

1

6

▽GL ▽1FL

▽CFL

△RFL

▽ト ラス支承芯

△ト ラス最高高さ

▽最高高さ

5100
ト ラス勾配

5

△RFL

▽ト ラス支承芯

△ト ラス最高高さ

▽最高高さ

▽GL

5100
ト ラス勾配

5

ト ラス伏図 1: 200

断面図  1: 200

ト ラス勾配

ト ラス勾配
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特記事項

斜材

上弦材

グロ－ブ

下弦材

支承部
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A1 1: 200
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ト ラ ス部材配置図・ 部材リ スト
S - 39

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

ト ラス外形線を示す

鉛直材を示す

1 2 3 4 5 6 7

A

B

C

D

E

F

1 2 3 4 5 6 7

A

B

C

D

E

F

1 2 3 4 5 6 7

A

B

C

D

E

F

斜材＋鉛直材 部材配置図  1: 200上弦材 部材配置図  1: 200

下弦材 部材配置図  1: 200

 E  P- 60.5x 3.2  M20

 J  P- 76.3x 3.2  M20

 K  P- 89.1x 4.2  M24

 M  P-101.6x 4.2  M27

 Q  P-114.3x 4.5  M30

 R  P-139.8x 4.5  M36

 S  P-165.2x 5.0  M36

 T  P-190.7x 5.3  M42

 W  P-216.3x 5.8  M48

3  φ-110/103

4  φ-130/120

5  φ-150/136

6  φ-180/160

6  φ-180/160  球状支承グローブ

8  φ-220/192

 記号  パイプ  ボルト  備 考

パイプ

 記号  グローブ  備 考

グローブ
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設計年月日

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

製図 担当

検図 承認印

・　　・　

承認年月日 図面名称

工事名称

縮尺

図面番号設計

堀　 川

堀　 川

有限会社　エイムス

構造設計一級建築士 第4221号 　堀川  孝志

一級建築士登録   第190585号

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

R6・ 　 　 　 ・ 　02

A1 1: 100
A3 1: 200

ト ラスアンカープラン・ 支承詳細図
S - 40

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

球状支承グローブ　φ180/160

丸鋼　φ60（SS400）

リブPL-22（SN490B）

（スカラップ　R35）

（SM490相当品）

捨てベースPL-22（SN490B）

（ボルト孔　4-φ29）

ベースPL-22（SN490B）

（ボルト孔　4-57×57）

大座金　PL-16×105×105

（ボルト孔　φ29・SN490B）

普通ボルト　4-M27（Wナット締め）

リブPL-22（SN490B）

（スカラップ　R35）

上部 普通ボルト　4-M27

下部 D.PL-22（SN490C）

トップPL-22（SN490B）

（ボルト孔　4-φ29）

下部 D.PL-22（SN490C）
十字PL-22（SN490B）

十字PL-22（SN490B）

1 2 3 4 5 6 7

A

B

C

D

E

F

アンカープラン  1: 100（ 1: 50）
特　 記

支承部接合ボルト は、 全て、 Ｗナッ ト 締め と する。

ト ッ プPL天端レベルは、 RFL（ GL＋10, 070） と する。

支承詳細図 　 1: 10

7

4

▽RFL

（ GL＋10, 070）

▽ト ラス支承芯

鉄
骨

工
事

6, 900 6, 900 6, 900 6, 900 6, 900 5, 385

4,
80

0
6,

60
0

6,
60

0
6,

60
0

6,
60

0

50
0

普通ボルト  4- M27

（ Wナッ ト 締め）

普通ボルト  4- M27

（ Wナッ ト 締め）

普通ボルト  4- M27

（ Wナッ ト 締め）

普通ボルト  4- M27

（ Wナッ ト 締め）

45025 25

45
0

25
25

<施工誤差許容量 ±15mm><施工誤差許容量 ±15mm><施工誤差許容量 ±15mm>
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設計年月日

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

製図 担当

検図 承認印

・　　・　

承認年月日 図面名称

工事名称

縮尺

図面番号設計

堀　 川

堀　 川

有限会社　エイムス

構造設計一級建築士 第4221号 　堀川  孝志

一級建築士登録   第190585号

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

R6・ 　 　 　 ・ 　02

二次部材伏図・ 立面図 A1 1: 150
A3 1: 300

S - 41

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

1 2 3 4 5 6

A

B

C

D

E

F

1 2 3 4 5 6

二次部材伏図  1: 150 二次部材伏図  1: 150

※トラス部材は、下弦材とを示す。

ニ次部材塗装仕様（ 全箇所共通）

下塗:   JI S K 5674　             　          2 回（ 工場塗装）

注） カラーＣ 形鋼等の既製塗品の使用を可と する。

特　 記

取付ボルト は全て普通ボルト （ 強度区分4. 6, 4. 8）  と する。

また, 平座金と ばね座金を併用する。

中塗:  合成樹脂調合ペイ ント （ JI S K 5516） 　 1 回（ 現場塗装）

上塗:  合成樹脂調合ペイ ント （ JI S K 5516） 　 1 回（ 現場塗装）

  （ 既成塗装品を使用する場合、 切断面・ 溶接部等については

　   加工工場にてJI S K 5674の補修塗装を行う 事と する。 ）

母屋受図母屋＋母屋受図

A

B

C

D

E

F

▽RFL

1 2 3 4 5 6 A B C D E F

A通　 立面図  1: 150 6通　 立面図  1: 150

▽最高高さ

（ GL＋13, 570）

（ GL＋10, 070）

▽RFL

▽最高高さ

（ GL＋13, 570）

（ GL＋10, 070）

※トラス部材は、上弦材とを示す。

※ 胴縁等の外壁受材は、壁受け材配置図(1)による(鉄骨工事)。 ※ 胴縁等の外壁受材は、壁受け材配置図(2)による(鉄骨工事)。

備  考

部材リ スト

部      材名　 称

母屋受部材 SS400匚- 125×65×6×8

ケラバ母屋

SSC400

母屋

□- 100×100×3. 2

□- 100×100×3. 2＠2, 000

胴縁受

胴縁

STKR400

STKR400

H- 100×100×6×8 SS400

2C- 100×50×20×3. 2 @1820

　 C- 100×50×20×3. 2 @455

樋受材 C- 100×50×20×3. 2（ 連梁） SSC400

バスケッ ト コ ール受 H- 200×100×5. 5×8 SS400

下地材 H- 200×100×5. 5×8 SS400

6, 900 6, 900 6, 900 6, 900 6, 900
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0
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60
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0

31
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0
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0
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0
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00
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,4

00
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0

11
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3,
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0

11
,5

50

17, 250 6, 900

1,
50

0

2,
61

2.
5

34, 500

17, 250 17, 250

6, 900 6, 900 6, 900 6, 900 6, 900 4, 8006, 6006, 6006, 6006, 600

31, 200

4, 80026, 400

3,
50

0

1,
50

0

1,
75

0
1,

75
0

3,
50

0

▽GL

Joint 部Joint 部Joint 部
Joint 部 Joint 部 Joint 部 Joint 部

Joint 部 Joint 部 Joint 部 Joint 部

Joint 部

Joint 部

Joint 部

Joint 部

Joint 部

Joint 部

Joint 部

Joint 部

Joint 部Joint 部

Joint 部

Joint 部

Joint 部

Joint 部

Joint 部 Joint 部Joint 部Joint 部 Joint 部 Joint 部 Joint 部 Joint 部Joint 部25
0

25
0

88
7.

5

86
2.

5

母屋受： 匚- 125×65×6×8

ケラバ母屋： □- 100×100×3. 2

母屋: □- 100×100×3. 2＠2, 000

バスケッ ト ゴール受: H- 200×100×5. 5×8

下地材: H- 200×100×5. 5×8

バスケッ ト ゴール受: H- 200×100×5. 5×8

下地材: H- 200×100×5. 5×8

胴縁受: H- 100×100×6×8

胴縁受: H- 100×100×6×8

樋受材: C- 100×50×20×3. 2（ 連梁）

ネット受: H- 200× 100× 5. 5× 8

下地材: H- 200× 100× 5. 5× 8

ネット受: H- 200× 100× 5. 5× 8

下地材: H- 200× 100× 5. 5× 8

ネット受: H- 200× 100× 5. 5× 8

下地材: H- 200× 100× 5. 5× 8

ネット受: H- 200× 100× 5. 5× 8

下地材: H- 200× 100× 5. 5× 8

胴縁受: H- 100×100×6×8

胴縁受: H- 100×100×6×8

胴縁受: H- 100×100×6×8

胴縁受: H- 100×100×6×8
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設計年月日

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

製図 担当

検図 承認印

・　　・　

承認年月日 図面名称

工事名称

縮尺

図面番号設計

堀　 川

堀　 川

有限会社　エイムス

構造設計一級建築士 第4221号 　堀川  孝志

一級建築士登録   第190585号

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

R6・ 　 　 　 ・ 　02

A1 1: 30
A3 1: 60

二次部材　 C通断面図
S - 42

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

母屋受: 匚- 125×65×6×8

母屋: □- 100×100×3. 2＠2, 000

C- 100×50×20×3. 2

樋受材: C- 100×50×20×3. 2（ 連梁）

胴縁材: C- 100×50×20×3. 2＠455

胴縁受: H- 100×100×6×8

PL- 9 普通ボルト 1- M20（ SW付き）

吊材: 　  - 150×75×6. 5×10

下地材: H- 200×100×5. 5×8

バスケッ ト ゴール受: H- 200×100×5. 5×8 G. PL- 6 普通ボルト  4- M16

(鉄骨工事)

1 2 3

▽RFL（ GL＋10, 070）

▽最高高さ （ GL＋13, 570）

C通　 断面図 　 1: 30

母屋取合詳細図     1: 10 樋受材取合詳細図     1: 10

100
 母屋勾配
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100
 母屋勾配
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1
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2, 000

2, 000
1, 800 200
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6, 900
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0
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2,
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0
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0

55
0

曲げPL- 9

普通ボルト  2- M16

母屋受： 匚－125×65×6×8

（ Ｓ Ｗ付き）

L－100×75×7

母屋: □- 100×100×3. 2＠2, 000

普通ボルト  4- M16

上弦グロ－ブφ110～180

普通ボルト  1- M20（ SW付）

PL- 6

ケラバ母屋: □- 100×100×3. 2

（ 小口フタ 付き）

（ 小口フタ 付き）

普通ボルト  2- M12

PL- 6

L－100×75×7

普通ボルト  2- M12

L－125×75×7

PL- 6

RPL　 2- 4. 5

軒受材： C- 100×50×20×3. 2（ 連梁）  曲げPL- 6

 PL- 4. 5

PL- 6

普通ボルト  2- M12

軒受材： C- 100×50×20×3. 2（ 連梁）

 曲げPL- 6

 PL- 4. 5

母屋: □- 100×100×3. 2＠2, 000
（ 小口フタ 付き）

普通ボルト  4- M12

PL- 6

母屋受： 匚－125×65×6×8

普通ボルト  2- M12

 曲げPL- 6

 PL- 4. 5

普通ボルト  2- M12

母屋受： 匚－125×65×6×8

又は、 曲げPL- 6

L－100×75×7　 又は　 曲げPL- 6

又は、 曲げPL- 6

（ Ｓ Ｗ付き）

又は　 曲げPL- 6

一般部取合 ジョイント部取合

グローブ芯

母屋受天

母屋天

一般部取合 ジョイント部取合

グローブ芯

母屋受天

母屋天

一般部取合 ジョイント部取合

グローブ芯
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設計年月日

一級建築士　 登録第296025号
構造設計一級建築士第5273号

髙橋　 雅人

製図 担当

検図 承認印

・　　・　

承認年月日 図面名称

工事名称

縮尺

設計

堀　 川

堀　 川

一級建築士事務所　 岩手県知事登録　 第お（ 2808） 1316号

R6・ 　 　 　 ・ 　02

A1 1: 30
A3 1: 60

二次部材　 ４ 通断面図

有限会社　エイムス

一級建築士登録   第190585号

図面番号

構造設計一級建築士 第4221号 　堀川  孝志

43S -

（ 仮称） 都南東部体育館建設（ 建築主体） 工事

母屋受: 匚- 125×65×6×8

母屋: □- 100×100×3. 2＠2, 000

胴縁受: H- 100×100×6×8

C- 100×50×20×3. 2

胴縁材: C- 100×50×20×3. 2＠455

バスケッ ト ゴール受: H- 200×100×5. 5×8

下地材: H- 200×100×5. 5×8

吊材: 　  - 150×75×6. 5×10
下地材: H- 200× 100× 5. 5× 8
吊り材: 匚- 150× 75× 6. 5× 10

G. PL- 6 普通ボルト 4- M16ネット受: H- 200× 100× 5. 5× 8

吊り材: 匚- 150× 75× 6. 5× 10

下地材: H- 200× 100× 5. 5× 8

ネット受: H- 200× 100× 5. 5× 8

(鉄骨工事)

A B C

▽最高高さ （ GL＋13, 570）

4通　 断面図 　 1: 30

▽RFL（ GL＋10, 070）

胴縁取合詳細図     1: 10

胴縁受取合詳細図     1: 10 D E F4通　 断面図 　 1: 30

▽最高高さ （ GL＋13, 570）

310

曲げPL- 9
普通ボルト  2- M16

胴縁受: H- 100×100×6×8

L－100×75×7

グロ－ブφ110～180

胴縁材: C- 100×50×20×3. 2＠455

普通ボルト  4- M16

胴縁受: H- 100×100×6×8

（ Ｓ Ｗ付き）

胴縁受: H- 100×100×6×8

普通ボルト  2- M12

L－100×75×7

普通ボルト  1- M20（ SW付）

胴縁材: C- 100×50×20×3. 2＠455

RPL　 2- 4. 5又は　 曲げPL- 6

又は　 曲げPL- 6

（ Ｓ Ｗ付き）

4, 800 310

310

2, 400 2, 400
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50

0

25
0
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0
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0

30
0

2,
19

0
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0
30

72. 5

50
50

3,
50

0

6, 6006, 600

31, 200

31, 200

(鉄骨工事)

(鉄骨工事)

(鉄骨工事)
胴縁材: 2C- 100×50×20×3. 2

グ
ロ

ー
ブ

芯

一般部取合

ジョイント部取合

グ
ロ

ー
ブ

芯

一般部取合


